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　記念都市警察刑事部捜そう査さ課・デュノア地区七十七番街担当係の一室。

　わがままな億万長者たちの寄付と嘆たん願がんで作られた、定員三名の小さすぎる部署──狭せますぎる部屋。

　いまはいたずら好きのパーカー巡じゆん査さ部ぶ長ちようの姿も、仏のカファロ係長の姿もない。一人きりの静かな室内で、青いスーツ姿の青年・シンゴが、深いため息をつく。

　──この一年、何十回となくついてきたため息だ。ただでさえ治安のいい七十七番街を、大だい富ふ豪ごうたちは一体これ以上どう守ってほしいというのだろう？　個人登録証に入区許可が記録レコードされていない人間は、そもそも七十七番街に足を踏ふみ入れることさえできないというのに。

　地球国家創設記念都市《アニバーサリーアース》屈くつ指しの高級住宅街、デュノア地区七十七番街。

　わざわざ本署に専門部署を設立する必要など、これっぽっちもないはずの街まち。犯罪など起こりうるわけもない街──そんな街を、日がな一日パトロールする退たい屈くつな日々……。

　シンゴは首をふった。ため息を吞のみこみ、代わりに大まじめな顔でうなずく──そんなやり甲が斐いのない毎日とも、もしかしたら今日でおさらばできるかもしれないのだ。

　デスクに腰こしをおろし、淹いれてきたばかりのコーヒーを口にふくむ。

　十九歳さい。この秋に二年目を迎むかえたばかりの、新人刑事。普ふ段だんから鍛たん錬れんを欠かさない細身の肉体は、砂さ糖とうとミルクのたっぷり入った熱いコーヒーだけで、徹てつ夜や明けの気だるい疲労をどこかへ置きざりにしてきてくれる。

　ストレッチがてら首をまわし、部屋を見み渡わたしてみる──静かな朝。いつの間にか開いていたブラインドから、九月の終わりのうららかな日差しが入りこんできている。

　ひと息ついて、壁かべに投とう影えいされているホログラム時計を確認する。

　──時刻は午前九時四十五分。バークマン署長からの呼びだしの時間まで、あと十五分。

　シンゴは心を落ちつかせようと、軽く息をはいた。コーヒーをデスクに置き、パソコンから再生されているホログラム画像に目をむける。──全部で百三十六ページ。映像あり、音声ありの資料。現在再生されている表紙には、日本語表示で無機質にこう銘めい打うたれている。




　──『ハリーロイド事件捜そう査さ資料』──。




　特とく殊しゆ犯罪捜査班《Ｃ．Ｓ．Ｃ》の、部外持ちだし禁止データ。

　──昨日の帰りがけ、バークマン署長から直接ホロ・カードを手渡された。個人登録証で中身を再生して、思わず目を剝むいた。ハリーロイド事件──ここ一ヶ月間アニバーサリーアースを騒さわがせ続けている、Ｃ．Ｓ．Ｃ担当の連続殺人事件の捜査資料だった。黒くろ髪かみ女性三名、そして犯人を追うＣ．Ｓ．Ｃ捜査員三名の殺害──メディアにもほとんど出回っていない極ごく秘ひの捜査情報が、地下駐ちゆう車しや場じようの薄うす闇やみのなかに浮うかびあがっていた。

　大おお慌あわてで自分のデスクに戻もどった。パソコンでホロ・カードを再生しなおし、中身を徹夜で頭に叩たたきこんだ。──信じられない幸運だった。Ｃ．Ｓ．Ｃへの恩返し──物心ついたときからの宿願を成なしとげるチャンスが、こうも早く訪れてくれるとは……。

　シンゴは光学マウスを操作すると、ホログラムを消した。

　ホロ・カードをパソコンから引きぬき、スーツのポケットに収め、再び時計を確認する。

　九時五十分。いまからここを出れば、ちょうど十時に署長室に到とう着ちやくできるだろう。

　──胸むねに手をあててみる。心は静かに昂たかぶっている。バークマン署長の心こころ遣づかいに──この二年目の新人刑事に対する大だい抜ばつ擢てきに、是ぜが非ひでも結果で報むくいなければならない。

　まだどんな任務を仰おおせつかるかはわからないが、ハリーロイド事件に──憧あこがれのＣ．Ｓ．Ｃに関連した任務であることは、ほぼ間ま違ちがいないとみていいだろう。──全力でやろう、ぼくのすべてをぶつけるんだ。胸に秘める想おもいを確認し、席を立とうとした、そのとき──。

　もの凄すごい音がして、部屋が揺ゆれた。

　爆ばく弾だんテロ──一いつ瞬しゆん本気でそう思った。慌てて立ちあがり、部屋の入り口へと駆かけだす──目に飛びこんできた予想だにしない光景に、思わず足が止まった。

　衝しよう撃げきの名残なごりか、まだビリビリと揺ゆれている強化ガラス製の自動ドア。

　そのむこう、モダン柄がらのカーペットが敷しかれた廊ろう下かに──。




　少女が倒たおれていた。
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　トレンチコートを着た、十歳さいそこそこの少女が。

　少女に立ちあがる気配はない。仰あお向むけになったまま、ぴくりとも動こうとしない。

　シンゴは頭をかいた。──自動ドアのセンサーは職員認証式だ。少女の名めい誉よのために、何が起きたのかまではとりあえず推察しないでおくが──少なくとも、テロでないのは確定だ。

　シンゴは少女の無事を確認すべく、自動ドアに歩みよった。

　廊下に出て、顔をのぞきこんでみる。無表情だが、瞳ひとみはパッチリと開かれている──どうやら意識はあるらしい。目じりに涙なみだがにじんでおり、鼻はなの頭が真っ赤になっている。

　とりあえず声をかけてみた。

「あ、あの……大だい丈じよう夫ぶ？」

「…………」

　シンゴの質問には答えず、少女が無言で立ちあがろうとする。慌あわてて体を支えてやり、ひとまず助けおこす。──少女の無事がわかったとたん、時間が気になりだしてきた。ここは十八階で、署長室は二階。もちろんエレベーターを使うので充じゆう分ぶん間にあうだろうが、あまり油を売っている余よ裕ゆうはない。

　立ちあがった少女は、小さな両手でぱたぱたとトレンチの埃ほこりをはらいはじめた。

　──奇き怪かいな格好だ。白いブラウスとチェック柄がらのプリーツスカートのうえに、大人物で男物のトレンチコートを羽織っている。袖そではだぼだぼで、丈は地面についてしまっている。おまけに胸むねポケットには、高級そうなチタン製らしきウィスキーの携帯瓶スキツトルまでささっている。

　シンゴはぴんと来た──おそらく、少女は刑事ごっこを楽しんでいたのに違ちがいない。地下の託たく児じ所しよから抜ぬけだしてきて、署内を冒険中、誰だれもいないように見える小さな部署を発見した。こっそり忍しのびこんでみようとしたところ、無む慈じ悲ひにも職員認証式の自動ドアに天てん誅ちゆうを下された──というわけだ。

　──と、そこまで考えて首をひねった。シンゴの目には、少女の年ねん齢れいは十歳さいそこそこに見える。託児所など、とっくに卒業していなければおかしいはず──いや待った。よくよく考えてみれば、今日はそもそも日曜日だ。託児所は営業すらしていない。

　時間がない──シンゴは頭をふった。この少女の正体はともかく、まずどう扱あつかうべきかを決めなければ。もちろん、生活安全部に任せる他ないのだが──少年課があるのは二十二階だ。送り届けている暇ひまはない。

　シンゴは焦あせりを押おし隠かくし、膝ひざに手をつくと、柔にゆう和わな笑顔をつくって少女に話しかけた。

「あの……お嬢じようちゃん、ごめんね？　ちょっとぼく、これからすぐに行かなきゃいけないところがあって……。少年課の場所ってわかるかな？　二十二階にあるんだけど──」

「おまえがシンゴ・サトウか？」

　少女が唐とう突とつにシンゴの言葉をさえぎった。その顔に表情はない。

「……え？　……え……と……その」

　シンゴは少なからず動どう揺ようした。しばし瞑めい目もくする──少女はなぜ自分の名前を知っているのだろうか？　まさか自分を訪ねにきた？　まるで見覚えのない少女だが……いや、少女の質問の仕方からして、やはり自分たちが初対面であることに間違いはないだろう。

「……えっと……お嬢ちゃん。ぼくのこと、どこで知ったのかな？」

「おまえがシンゴ・サトウか？」

　少女は壊こわれたスピーカーのように同じ質問をくりかえす。

　たじろぎながらも、シンゴはともかく話をすすめることにした。

「……う、うん。ぼくはシンゴ・サトウだけど……。あの、お嬢ちゃんは？」

「マリィだ。タフでスマートなマリィ・ボイルド捜そー査さ官かんだ。……よろしくな、シンゴ」

　マリィがシンゴに握あく手しゆを求め、手を差しだした。──頭が痛くなる光景だ。余りに余ったトレンチの袖が、空中で直角におじぎしてしまっている。

　シンゴは眉み間けんを押おさえた。──それにしても、この少女らしからぬ高圧的というか生意気な口ぶりは、一体どういうことなのだろう？　名前を知っているとはいえ初対面の大人にむかって、『おまえ』とはなかなか穏おだやかではない。かと思えば、発音はやや舌足らずなところもあったりする……やはり刑事ごっこなのだろうか？　少女──マリィがなぜ自分の名前を知っているのかもふくめて、ごっこ遊びにしてはやり過ぎというか、少しおかしな点が多いような気もするが……。

　とにかく、いまここで問答している暇ひまはない。ひとまずマリィを少年課に預け、早く署長室にむかわなければ。詳くわしい事情は、そのあとで聞くことにしよう。

「……あの、お嬢じようちゃん。もしぼくに用があるなら、とりあえず二十二階の少年課に行って、そこでちょっと待っててもらっても……」

　握あく手しゆに応こたえなかったせいか、マリィはムッとした表情でそっぽをむいてしまった。シンゴの胸むねに、にわかに焦あせりがこみあげてくる──本当にもう時間がない。ここはマリィの刑事ごっこに形だけでも乗ってやって、さっさとこの場を切りぬけるべきだ。

　シンゴは意を決すると、マリィのトレンチの余っている袖そで部分を握にぎった。それから上司に口をきくときのように、敬語であいさつをやりなおした。

「……す、すいませんでした。あの、ぼく、シンゴ・サトウと申します。デュノア地区担当係の二年目です。あらためてよろしくお願いします、……えーと、マリィ、捜そう査さ官かん……」

　バカ丁てい寧ねいに自じ己こ紹しよう介かいをすると、マリィは機き嫌げんをなおしたのか、首を戻もどしてシンゴの目を見つめてきた。

「マリィ、でいーぞ。……それと、それはマリィの手じゃないぞ」

「……あ、ああ！　そ、そうですよね、はは……間ま違ちがえちゃいました。……こ、こっちですよね、ええ、もちろんそれは……」

　シンゴは慌あわててトレンチの袖から手を離はなすと、その上にある膨ふくらみを握りなおした。

「……え、えっと……マリィ、さん。──それでですね、ぼく、もうちょっと行かなくちゃならなくてですね……。あの、二十二階に少年課っていう部署があるんですが、そこでしばらく待っていてもらえないかと……」

「しょーねん課？　そんなところになんの用があるんだ。マリィはさっさと現場けんしょーに行くべきだとおもうぞ。犯はん罪ざい捜そー査さの成せー否ひをきめるのは、情じよー報ほーの量りよーと質と捜そー査さ官かんの情じよー熱ねつだ──とゆーわけで、シンゴ。車まであんないしろ」

「い、いや、案内しろ、と言われてもですね……」

　シンゴが個人登録証を取りだし、時間を確認する──午前十時！　遅ち刻こく確定じゃないか！

「と、とにかく、少年課が嫌いやならここで待っててください！　すぐに戻ってきますから──」

　マリィを手で制し、走りだそうとするシンゴ──と、その背中に、威い厳げんに満ちた野太い声が飛んできた。

「……こんなところで何をやっている」

　迫はく力りよくのある物言いに、シンゴが青ざめた顔で背後を振ふりかえる──口ひげを蓄たくわえた禿とく頭とうの巨きよ漢かんが、十フィート（約三メートル）ほど離はなれたところに立って、シンゴとマリィにするどい視線を送っていた。

「あ、はぅ……。バ、バークマン署長！」

　いかめしい表情のバークマンが、二人のもとへずんずんと歩みよっていく。その迫力に尻しりごみしながらも、シンゴが懸けん命めいに言いわけを試みる。

「すみませんバークマン署長！　こ、これには理由がありまして……その、部屋の外に倒たおれてたんです！　この変な──あ、いや……。……えーっと、このマリィさんという……うぅその、タフでスマートな捜そう査さ官かんを名乗る女の子が──」

　奮ふん闘とうするシンゴを無視して、バークマンがたしなめるような口調でマリィに言う。

「ラボの検けん体たいを労働に駆かりだすなど──それも警察が、検体に『ハリーロイド事件』の捜査をさせるなど……。もし外部にもれれば、俺おれの首が飛ぶどころでは済まんのだぞ」

　ため息をつくバークマンに、マリィが肩かたをすくめて答える。

「そー心配するなって。マリィが検体だってことも、Ｃ．Ｓ．Ｃ権限で捜そー査さをしてるってことも……。どっちも、言ゆわなきゃわかりっこないことさ」

　シンゴがぎょっと目を剝むいてマリィのつむじを見下ろす。

「し、Ｃ．Ｓ．Ｃ権限……？　それに、ハリーロイド事件って……」

「……まあ、いい。今回は大目にみてやる」

　はみ出た肉をゆさぶって、バークマンが巨体をひるがえした。シンゴとマリィにむけてそれぞれ指を折って、『来い』のジェスチャーを送る。

　マリィがひょうひょうとシンゴを置きざりにし、トレンチの裾すそをずるずると引きずって、すたすたとバークマンの後を追っていく。しばらくのあいだポカンと立ち尽つくしていたシンゴは、ハッと我われにかえると慌あわてて走りだし、モダン柄がらのカーペットの廊ろう下かを全力で駆けぬけ、エレベーターホールの直前でようやく二人に追いついた。

　──三人は、口を開けて待っていた無人のエレベーターに乗りこんだ。

　バークマンは署長室のある二階のボタンを押おすと、何やら大たい儀ぎそうに大きく息をはいた。そしてシンゴの肩にがっしりと腕うでをまわし、もったいぶるような調子で言った。

「シンゴ……。昨日渡わたした捜査資料は、読んであるな？」

「は、はい署長！　徹てつ夜やで頭に叩たたきこんでおきました！」

「──よし。いいかシンゴ。わかってるとは思うが──今回のヤマは、我わが記念都市警察はじまって以来の大事件だ。あのハリーロイドの野や郎ろうは、俺の自じ慢まんの息子たちを……誇ほこり高きアニバーサリーポリスの特殊犯罪捜査班Ｃ．Ｓ．Ｃを、三人も殺しやがったクソブタ野郎だ。──いいか？　こんなことは前ぜん代だい未み聞もんだ。最高の精せい鋭えいと、最新の装備とをそろえたＣ．Ｓ．Ｃが──三人も殺されるなんてことは、な。……そしてシンゴ、これは君個人にとっても、とうてい看かん過かしがたい問題であるはずだ──そうだな？」

　シンゴは形のいい眉まゆをへの字に曲げると、痛ましい声で自分の意見を表明した。

「は、はい。Ｃ．Ｓ．Ｃはぼくの憧あこがれのチームです。ハリーロイドの凶きよう行こうに対する憤いきどおりは、他のどの署員よりも絶対に……あ、いや、署長のお気持ちと比べれば全然ではありますが……」

　どうにも堅かたさがとれないシンゴの物言いを、バークマンが豪ごう快かいに笑いとばした。

「わっはっは！　そう肩かたに力を入れんでもいい。俺おれは君の覚かく悟ごを聞きたかっただけだ」

「は、はい……すみません」たじろぎながら、シンゴが黒い髪かみをかく。

「なあシンゴ……。俺は記念都市警察の署長であり、Ｃ．Ｓ．Ｃの創設者であり……。そしてこの地ア球ニ国バ家ー創サ設リ記ー念ア都ー市スに住む、一人の市民でもある。その俺のすべての細胞が、口々に喚わめきたてやがるんだ。『ハリーロイドは悪だ！　やつを放っておいてはいけない！』……ってな」

　バークマンは少しおどけてみせると、声を落とし、肉の余った顎あごでマリィを差し示した。

「……彼女は、特別製の『検けん体たい』だ。懇こん意いにしているラボから、俺が無理を言って呼びよせた。侵しん襲しゆう式しき人じん工こう脳のう細さい胞ぼうネットワーク──《ユニット》を、なんと十九個も保有しているんだ」

「……じゅ、十九……ですか？」

「ああ。しかもマリィが保有しているユニットは、そのすべてがスペシャルクラスでの認可をめざして開発・生成されたものだ。なかにはアドバンテージクラスが適当と思われるものもあるが──どちらにせよ、生体検査中の最新式のものばかり、というわけだ……」

　──近代生物物理学、とりわけ近代神経科学の結けつ晶しようであり、現在の地球国家体制の根幹をなしている『侵襲式人工脳細胞ネットワーク《ユニット》技術』。

　特別に生成されたニューロンネットワークを脳に挿そう入にゆうし、人類に新たな能力を獲かく得とくさせるこの『ユニット技術』の歴史は、『侵しん襲しゆう式しき表ひよう徴ちよう意い思し疎そ通つう脳のう細さい胞ぼうネットワーク』──通称〝翻ほん訳やくユニット〟の登場によってはじまった。その後百年の歴史を経て、現在では産業として大いに発展し、たとえば記憶領域追加アデイシヨナルメモリーユニット、周ペ辺リ視フ野エ強ラ化ルユニットなど、人の脳・身体機能を高める目的での研究開発が盛んに進められるようになっている。

　──このユニットの研究・開発には、新薬開発でいうところの『治験』の工程がある。つまり、生体による安全性検査と能力検査をパスし、それぞれの能力に応じた『クラス』の認定を受けなければ、ユニットを市場に流通させることはできない、というわけだ。

　そして、その検査を務めるのが……いや、もっとはっきりした言葉で表現すれば、『実験体』として、身をもってユニットの安全性と能力を証明するのが──志願者や身よりのない孤こ児じらで構成される、『検体』と呼ばれる人々なのである。

「マリィは、まだ個人登録証すら発行されていない孤児検体オーフアン・サンプルだが……。ハリーロイドの野や郎ろうを捕つかまえるためには、やつよりも優すぐれた捜そう査さ員いんが必要なんだ。もっと言えば、やつの知らないユニットを持ち、やつを上回る能力を持っている人間がな。──そうだろうシンゴ？」

「は、はい。えっと……ぼくも、その……そう思います」

　言いよどみながらも、シンゴはなんとか同意を表明しきった。ユニット検けん体たいの人権は、新しん暦れき元年に成立した『アイヒホルン人道憲章』によって固く保護されている。ラボの検体を労働に駆かりだすなど、地球政府の人権委員会の耳に入りでもすれば、間ま違ちがいなくタダでは済まない行こう為いだ。

「……いいかシンゴ。マリィの次の人じん権けん委いの面接まで、あと二週間ほど猶ゆう予よがある。それまでに、彼女をサポートしてハリーロイドを見つけだせ。──わかってるな？　俺おれは期待しているんだ。彼女のパートナーに、翻ほん訳やくユニットのみの『ベーシックシングル』である君を選んだのも、すべては君が稀まれにみる〝ジュードー〟の使い手だからであって……」

「あ、〝ジュージュツ〟です、署長」電子音が鳴って、エレベーターの扉とびらが開いた。

　バークマンは頭のてっぺんをひとかきすると、シンゴの肩かたを持ったまま歩きだした。マリィがトレンチの裾すそをずるずると引きずり、二人の後を追う。

「そう、とにかく──俺は、君のポリスオフィサーとしての実力を高く評価してる……ってことが言いたいんだ。七十七番街担当係などという閑かん職しよくに、いつまでも君を置いておくつもりはない。首しゆ尾びよく結果をだせば──巡じゆん査さ部ぶ長ちようへの特進と、栄転が君を待っている」

　それからバークマンは、後ろを歩くマリィに聞こえないよう、声をひそめて言った。

「それと……。彼女は、あのとおり少々おかしな格好と性格をしているが──それについては気にするな」

「は、はあ……」

　いやにかしこまった口ぶりで、バークマンがぼそっとつぶやく。

「……人じん格かく変へん容よう事じ故こ、だそうだ。あそこまで酷ひどい症しよう例れいも珍めずらしいそうだが……」

「人格……」

　シンゴが、ハッとなって声を落とす。──合点がいった。それが答えだったのだ。

「そ……そうなんですか。じゃあ、それであんなしゃべり方をして……」

『人格変容事故』とは、出生後にユニットを埋うめこむ『後こう天てん的てき挿そう入にゆう』の際、およそ一億分の一の確率で起きるとされている『原因不明コウズ・アンノウン』の現象だ。メカニズムの詳しよう細さいが不明で、医学的には説明がつかない現象のため、医い療りよう過か誤ごではなく『事故』として扱あつかわれている。

『事故』の『症状』の度合いは、『患かん者じや』それぞれによって大きく異なると言われている。ただ、そのなかでひとつ共通しているのが──この『事故』に見み舞まわれた『患者』は、『自分に人格変容事故が起きたことを自覚できない』という点。

『人格変容事故』の『治療法』は、現在のところ見つかっていない。

「あ、あの、署長……。それで、ぼくはあの子にどうやって接したらいいんでしょうか？　その、なんというか、いわゆるマニュアルみたいなものは……」

「マニュアル？　そんなものはない。君がいいと思うように対応しろ」

　シンゴが不安そうにマリィを振ふりかえる。

「で、でも……」

「そう心配せんでいい。人格がああなだけで、精神的には安定しているとの話だ」

　バークマンの分厚い手が、シンゴの背中に荒あらい激げき励れいを見み舞まった。

「なんと言っても、マリィの能力は本物だ。彼女は検けん体たいでありながら飛び級で博はく士し号ごうをとった、犯罪心理学の専門家だからな。……そう、その若さも武器だ。君のその、十九歳さいとは思えんベビーフェイスとあわせれば、誰だれも二人を警察官だなどと思うまい。……うまくすれば、Ｃ．Ｓ．Ｃ殺しのハリーロイドを刺し激げきすることなく、やつの居場所を見つけだせるはずだ」

「はあ……」

　シンゴは再びマリィを振ふりかえると、今後どう彼女と接していくべきかを思案しながら、あらためてその外見を観察してみた。

　身長は四フィート八インチ（百四十三センチ）ほど。繊せん細さいな質感の栗くり色いろの髪かみが、細い肩かたを滑なめらかに流れ、平らな胸むねの上で無む邪じや気きに揺ゆれている。五フィート十インチ（百七十九センチ）のシンゴを見上げるドングリ眼まなこには、少女らしい無む垢くな輝かがやきに混じって、大人ぶった生意気さのようなものがきらめいている。決してぶすっとむくれているわけではなく、まして無感動というわけでもない。彼女なりの豊かな感情の色しき彩さいが秘ひめられた、素す晴ばらしく魅み力りよく的てきな瞳ひとみだ──まったく、見た目に関しては言うことなしの美少女だ。ぶかぶかのトレンチコートさえ除のぞけば。

　シンゴが考える──ともかく、冗じよう談だんでも一いつ旦たん敬語を使ってしまった以上、いきなり態度を変えるのはなんだかバツが悪い気がする。それに自分がたかだか二年目の新米刑事なのに対し、マリィは年とし若わかとはいえ、どうやら署長からＣ．Ｓ．Ｃ権限を与えられているようだし……。

　シンゴは首を戻もどしてうなずいた。──うん、やっぱり──特別参加の少女とはいえ、Ｃ．Ｓ．Ｃには逆らえない。というよりも、自分には畏おそれ多くてとても逆らえる気がしない。

「……わかりました。それじゃとりあえず、このまま彼女に調子をあわせることにします」

「ああ、それで構わん。君の判断でやれ。……権限付与の手続きは済ませてある。午前十時をもってマリィは職員扱あつかいだ。それもＣ．Ｓ．Ｃ級──このアニバーサリーアース内でなら、何をしてくれても一向に構わん」

　それを聞いて、シンゴは思わず吹ふきだしそうになってしまった。どうやらマリィは、ほんの数分の差で、七十七番街担当係のドアに激げき突とつするハメになってしまったらしい。

　──やがて、三人は署長室にたどり着いた。バークマンを先頭に、強化ガラス製の自動ドアを順々に通りぬけ、室内へと入っていく。

「──それで？　わざわざしょちょー室まで戻ってきて、いったい何をしよーってゆーんだ？」

　マリィが不満そうにバークマンを見やる。

「……マリィ。言っておくが──二度手間になったのは、君が俺おれの指示を無視して勝手に出歩いたからだ」

　バークマンはマホガニー製のデスクまで歩いていくと、引きだしに太い腕うでを突つっこみ、あらかじめ用意してあったらしい小さな箱を取りだした。

「シンゴに、どうしてもこれを渡わたしておきたくてな。Ｃ．Ｓ．Ｃのバッジは無理だが……俺おれからの、せめてもの贈おくりものだ」

　シンゴの目に飛びこんできたものは──まさか……いや間ま違ちがいない！　涙滴形テイアドロツプの青いライセンスバッジ──もう二十年以上前に使われなくなった、Ｃ．Ｓ．Ｃの前身・特別治安保全部Ｓ．Ｗ．Ⅰの──ライセンスバッジだ！

「君の心が、あの金の五点星形フアイブポイントスターにあるのはよくわかっている。だが俺にとっては、Ｃ．Ｓ．ＣもＳ．Ｗ．Ⅰも同じ息子に変わりはない。……頼たのむぞシンゴ。必ずハリーロイドの居所を突つきとめてくれ」

　バッジをシンゴの手に握にぎらせて、バークマンが静かに語りかける。

「……君たちの健けん闘とうを祈いのっている。くれぐれも命だけは失ってくれるな。それと……『ハイエナ』どもに気をつけろ。やつらの手に、けっしてハリーロイドを渡すな」

　シンゴが熱っぽくうなずく。バークマンもまた、どっしりとした威い厳げんのあるうなずきをかえす──そこに、水のせせらぎにも似たマリィのため息が流れた。

「ふー。……けーさつ官ってやつは、どーしてこーもむさ苦しーことをやりたがるのかね。もっとほかに、タフでスマートなやり方がありそーなもんだ」

　ふー、とまた億おつ劫くうそうにかすかな息をもらし、マリィが自動ドアへと歩きだす。

「そー肩かた肘ひじはらなくても、ハリーロイドなんざーマリィがよゆーでべぶんっ！　……ぷぇっ！」

　自動ドアに激しく顔面を打ちつけたマリィは、とすんと尻しりもちをついて、ぱたっと仰あお向むけに転がった。天井を見上げるマリィの瞳ひとみに、じわっと涙なみだが浮うかぶ。

「……マリィが、よゆーでつかまえてやるよ……ぐすっ……」

　──よそからの来客が多い署長室のドアは、成人の体重を基準に設定された感圧式になっている。どうやらこのセンサーは、少女の未成熟な体を人間と判断しなかったらしい──なんともタフでスマートなやり方に、署長室が笑い声でつつまれた。










　　　　　ファースト・オーダー　怪人ハリーロイドの謎







　新しん暦れき一〇五年。アメリカという名前は、いまや南北アメリカ大陸という形でしか残っていない。その北アメリカ大陸西海岸、アリゾナ・エリア。サンフランシスコ・シティとロサンゼルス・シティにはさまれるようにして位置する、地ア球ニ国バ家ー創サ設リ記ー念ア都ー市ス。その名のとおり、地球国家の創設を記念して、海沿いの丘の上に拓ひらかれた港こう湾わん都市だ。

　国の名前がなくなったのは、なにもアメリカだけではない。旧暦の世界史を彩いろどってきたすべての国が──いまはもはや、地球上のどこにも存在していない。

　あるのは、高らかに自由を謳うたう各都市と、それらを統すべる地球国家、地球政府だけである。

　──旧西暦二〇一六年。インドネシア・スマトラ島におけるトバ火山の大だい噴ふん火かにより、世界中の空が大量の火山灰で覆おおわれた。島の半分が消し飛ぶほどの大だい爆ばく発はつと、それにともなって約一年ものあいだ続いた暗黒の空は、人類が有史以来初めて経験する、〝地球規模の大量絶ぜつ滅めつ〟の危機だった。大気が塵ちりでよごれ、気温は際限なく下がり続けた。草木は軒のき並なみ枯かれ、動物たちが次々と死に絶えていった。黒い雨が降り、海も陸も、あらゆるすべてが絶望に染まった。

　空が晴れるのと、先進各国の社会システムが限界をむかえたのとは、ほぼ同時期だった。空前の飢き饉きんによって、その数を大きく減らした人類──極限状じよう況きよう下かで各国が選せん択たくしたのは、食しよく糧りよう資源をめぐっての第三次世界大戦だった。

　核兵器こそ使用されなかったものの、まさに終末戦争と呼ぶにふさわしいその大戦は──やがて、各国首脳と主だった宗教指導者が一堂に会した、『リスボン七なの日か間かん会かい議ぎ』によって終結をむかえることになる。

　いや正しくは、そこに登場した二人の天才によって。

　一人は、イギリスの経済学博はく士し・哲てつ学がく博士・思想家のレナード・マンスフィールド。

　そしてもう一人は、アメリカ脳科学研究所のドイツ人研究者、ロズヴィータ・アイヒホルン。

　マンスフィールドが提てい唱しようしたのは、資本主義にとって代わる『新合理主義』と、それによる地球政府の樹立。

　そして──その思想を後あと押おしするようにして登場したのが、ロズヴィータ・アイヒホルンが開発した、『侵しん襲しゆう式しき表ひよう徴ちよう意い思し疎そ通つう脳のう細さい胞ぼうネットワーク』──通つう称しよう・翻ほん訳やくユニット──だった。

　翻訳ユニットの登場によって、地球国家創設という新合理主義の夢物語は、現実の課題となって進められることになった。

　やがて地球環境が回復の兆きざしを見せると、『リスボン七日間会議』のメンバーを議員として、初代地球政府が誕たん生じようした。翻訳ユニットが言語の壁かべを取りはらい、地球上からすべての国が消えた。代わりに都市が発展し、人々の帰属先となった。

　──トバ火山破局噴火カタストロフ、そして地球国家創設リバイバルアースから、実に百年余よが経過した現在──。

　再生、あるいはあらたに拓ひらかれた各都市は、それぞれに特色をそなえて発展していた。

　各都市は、『自じ治ち壁へき』と呼ばれる長大な壁によって、港を除のぞく都市全体を覆おおわれている。都市間の往来は、主に都市間磁気浮上式リニア鉄道と、海洋横断列車スカイチユーブによって行われている。航空機と船せん舶ぱくは、資源合理化の波のなかで廃すたれてしまい、一いつ般ぱん的てきな移動・輸送手段としてはほぼ使われなくなって久しい。

　こうした世界背景のなかで、港こう湾わん都市はとりわけ栄えた。

　空の移動手段に乏とぼしい現代では、大陸間を移動する際には必ず港湾都市を通らなければならない。大陸同士を海洋横断列車スカイチユーブによって結ぶ港湾都市は、人材・物資の流通において、欠かすことのできない重要な役割を担になっているのだ。

　地理的にも機能的にも、一つに繫つながった世界の、まさに心臓部とも言うべき存在──物語は、その港湾都市・アニバーサリーアースで進んでいく。




　　　　　　†††




「さて……マリィさん。たしか、現場検証へ行くって話でしたよね」

　──記念都市警察の地下駐ちゆう車しや場じよう。

　ファルロダン社の青いぴかぴかの自家用車（署が斡あつ旋せんする五年ローンで買った、シンゴ自じ慢まんの新車）の車内に、シンゴとマリィの姿がある。

「そーだな。まずはさいしょの黒かみ殺しの現場にやってくれ。そこから順番にまわる。──それとシンゴ、わるいが個こ人じん登とー録ろく証しよーをかしてくれないか」

　シンゴは助手席のマリィにじろっとした視線を送ると、警けい戒かい感かんをあらわにして言った。

「……何に使うんです？」

「だまってかせ」

　有無を言わせないマリィの態度を受け、シンゴは渋しぶ々しぶスーツのポケットから手のひらサイズの端たん末まつを取りだした──多機能搭とう載さいのライセンスＩＤ端末、個人登録証だ。

「……メールは絶対に見ないでくださいよ。あと通話履ロ歴グも……。ああっ！　あとネットワークの履ロ歴グもダメだ！　いや、ネットワークの履ロ歴グは本当にダメです！　とくにマリィさんのような女の子は絶対に見ちゃイケナイものが……。そ、それから、ギャラリーのホログラム・ムービーもダメだ！」

「うるせー。いーからかせ」

　マリィは袖そでの余った腕うでを伸のばすと、シンゴの手から無理やり個人登録証を奪うばいとった。手に持っていたホロ・カードを個人登録証に差しこみ、捜そう査さ資料をホログラムで再生させる。

　と、浮うかびあがった映像を見て、マリィが不思議そうに首をかしげた。

「……なんだこりゃ？　漢字がでてきたぞ」

「あ、ぼくの個人登録証、日本語設定なんです。ぼく、英語の読み書きができないんで……」

　マリィはシンゴの言葉には答えず、白くて長い指をはしらせ、シンゴの個人登録証をあれこれと操作しはじめた。やがてホログラムが英語で表示しなおされると、マリィは一枚を読むのに一秒もかかっていないような凄すさまじいスピードで、資料のページを次々に切りかえはじめた。

　啞あ然ぜんとしてそれを見つめるシンゴに、マリィがこともなげに言い放つ。

「さー、出発してくれ」

　シンゴは、高速で切りかわっていく捜査資料に釘くぎ付づけになりながらも、促うながされるままにエンジンスイッチを押おした。

　車体下部に磁力が発生し、車がゆっくりと宙に持ちあがっていく。

　シンゴがアクセルを踏ふむと、車体下部と電磁石製の床ゆかとの間に反発力が発生し、その力で推進がはじまる。やがて速度がつくと、タイヤが自動的に内部に収納される。

　わずかにリニアモーターの駆く動どう音おんを鳴らすだけの、炎ほのおを模もした先せん鋭えい的てきなフォルムの青いクーペが、地下駐ちゆう車しや場じようから出発する。

　そして、朝の太陽の光を受けて、壮そう麗れいに輝かがやくアニバーサリーアース中心街の高層ビル群を──このハリーロイド事件がはじまった、忌いまわしい場所をめざして──南下していく。




「ところでマリィさん、年と齢しはいくつなんですか？」

「…………」

　信号待ちの車中でシンゴが放った質問は、はたして無視された。

　無言のまま資料を読み進めるマリィに、シンゴが再び挑いどみかかる。

「あ、あの……それにしても、物もの凄すごい速いですね、読むの」

「…………」

「えっと……ユニットの能力なんですか？　その、読むスピードを速める的な……」

「…………」

　──シンゴはめげない。

　先日読んだ名著（だとシンゴは思った）、『女性の心を解き明かす心理学［著］バーナード・Ｃ・ヤング』の内容を思いだし、意外性を示してマリィの興味を惹ひく作戦に出る。

「あの、マリィさん……実はぼく、大マゼラン銀河団から派は遣けんされてきたんです。こう見えて宇宙人なんですよ。今回の事件を解決するのが目的で……」

「……………………」

　──おかしい。心なしか、先ほどまでよりも沈ちん黙もくが重たくなったように感じられる。ひょっとして意外性が足りなかったのだろうか？

「えっと……あ、そうだ。雌し雄ゆう同どう体たいなんです、ぼく。あと、酸素がなくても呼吸できて……」

「……なー、ひとつ頼たのみごとがあるんだが」

　──効果てき面。シンゴは、心のなかでバーナード・Ｃ・ヤングに感謝の言葉を捧ささげた。

「は、はい！　なんでも頼んじゃってください。ぼくの任務はマリィさんのサポートで……」

「じゃ、だまっててくれ。うるさくて集しゆー中ちゆーできない」

「あ、う……は、はい……」

　がっくりとしょぼくれるシンゴ。──あまりに気落ちしすぎて、三十秒と経たたないうちに無意識に愚ぐ痴ちをこぼれ落としてしまう。

「……ブツブツ……よかれと思って……ブツブツ……どうせぼくは無能……はあ……」

　マリィが深いため息をつき、仕方ないとばかりに首をふる。

「……わかったよ、うるさくない。しゃべってもいい。……でもどーせしゃべるなら、なにか役にたつことをしゃべってくれ。たとえば、ハリーロイドじけんの概がい要よーの説せつ明めーとか」

「……はあ……。概要説明、ですか」

　シンゴが横目で、点てん滅めつするように切りかわっていくホログラム画像を見やる。

「あの、それは構わないんですけど……。でもマリィさん、いまそうやって捜そう査さ資料を読んでるじゃないですか？　あらためて説明する必要あるのかな、って……」

　マリィは反応しない。説明してもしなくても、どちらでも構わない、といった感じだ。

「ま、まあ……。それじゃ、ともかく順を追って話しますが……」

　信号が変わった。シンゴはアクセルを踏ふみこむと、運転を自動モードに切りかえた。念のためにハンドルからは手を離はなさず、視線も前方へむけたまま、事件概がい要ようの説明をはじめる。

「えーと……最初の事件が起きたのは、今から約一ヶ月前の８月29日、ですね。いまむかっているブロウトン通りにある繁はん華か街がいの再生物ゴミ置き場で、ソフィア・シモンズが惨ざん殺さつ死体となって発見されたのが一連の事件のはじまりです。続いて９月５日にエステル・ベルが、９月12日にカトリーヌ・マイユが、それぞれ別々の場所で惨殺死体となって発見。被ひ害がい者しやはいずれも腹部のみを集中的にナイフで刺さされており、大量の出血による心不全が死因となっています」

「ふむ、めった刺し……か」

　ページ送りのボタンを狂くるったように連打しながら、マリィがつぶやくように続ける。

「……被がい者三さん名めーの身辺にトラブルなし。たがいに接点もなし。ただし、つややかなロングの黒かみと、『多たユニット保ほ有ゆー者しや』という共きよー通つー点てんあり。──で、じけんの目げき者は皆かい無む、と」

　つらつらと要点を述べるマリィに、シンゴは内心舌を巻いた。傍はた目めには読み飛ばしているようにしか見えなくても、マリィはこれでしっかりと内容を理解できているらしい。──いよいよ、シンゴがあらためて説明する必要性がない気がしてくるが……。

「──で、シンゴ。なにか補足はないのか？」

　マリィのおねだりに、シンゴが戸と惑まどいながらも応対する。

「え、ええ。えっと……そうですね。……一応ですが、この事件は二件目のエステル殺しの際に連続殺人事件と断定されてまして……。それ以降、通常の捜そう査さ体制からＣ．Ｓ．Ｃのみでの捜査に切りかわっています。……あのこれ、補足になってますかね？」

　マリィがうなずいた。「二件目で断だん定てーか。えらくはやいな」

「──あ、はい。それは死体の傷口の形状分析で、凶きよう器きがツイストナイフと推定されたからですね。……このツイストナイフっていうのは、いまから約六十年ほど前に、当時の素行不良の若者たちのあいだで一時的に流は行やったものだそうですが……。いまでは製造メーカーも倒とう産さんしてしまって、オークションや個人売買以外では入手方法がないようです」

「ふむ、レアな凶きよー器き……か」マリィが唇くちびるを突つきだしてうめく。「とりあえず、さきをはなせ」

「はい──っと、その前にもう一個補足ですが……。連続殺人と断定された際に、都市警察の要よう請せいでレベル３スリーの都市封ふう鎖さが敷しかれました。現在、市民はもとより、仕事や旅行で都市封鎖以前から街まちに滞たい在ざいしていた人も、外へは出られない状態になっています」

「よーするに、ロイドに都市亡命をさせないための措そ置ち、ってわけだな」

「まあ、そういうことですね。他の都市に逃にげられちゃうと、都と市し不ふ可か侵しん法ほうのせいで手出しできなくなっちゃいますから。──で、その後も相変わらず、ロイドの手によるものと思われる殺人が起き続けてますから……。やつがいまもこの街にひそんでいるのは、十中八九間ま違ちがいないってわけです」

　シンゴがマリィの様子をうかがい、再び説明をはじめる。

「……それで、話を戻もどしまして──。……黒くろ髪かみ女性三人を殺害した後、ロイドは何な故ぜかＣ．Ｓ．Ｃに標的を移しました。カトリーヌ殺しの一週間後・９月19日の朝に、ロイドを追っていたＣ．Ｓ．Ｃのペア、グレゴリー・フォスターとパメラ・エイミスが、グリーンフィールドの公園内で刺し殺さつ体たいとなって発見。死亡推定時刻は深夜の三時。黒髪の被ひ害がい者しやたちと同様、二人とも腹部を滅めつ多た刺ざしにされていました」

「ふーん……。凶きよー器きから殺しかたにいたるまで、手口はまったくいっしょ……か」

「……で、その三日後──いまから数えて五日前の、９月22日ですね。ロイドを捜そう索さくしていたＣ．Ｓ．Ｃのセドリック・リンドマンが、ガーフィールド地区の人ひと気けのない路地で、これまた惨ざん殺さつ死体となって発見。リンドマンの手には拳けん銃じゆうが握にぎられており、発はつ砲ぽうの痕こん跡せきも残っていました。弾だん丸がんと薬やつ莢きょうが三つずつ、死体の近くから発見されています。……というわけで以上、凶きよう器きはすべてツイストナイフによるもの──つまり、同一犯の可能性がきわめて高い……ということです」

　シンゴはマリィをちらっと横目で見て、それからさらにつけ足しをした。

「──ちなみに、ハリーロイドの素性は明らかになっていません。メディア連中が、前世紀のなかごろにロンドン・シティで起きた黒髪女性連続殺人事件の犯人、ハリーロイド・スタージャンの名前をとって、勝手に呼びはじめたものが定着しました」

　マリィの操る個人登録証が、監かん視しカメラから抜ぬきだしたらしいある青年のカラー画像を映しだしていた。右目の上で銀ぎん髪ぱつをわけた、どこかやつれた風にも見える青年。美少年と呼ぶには大人びすぎているが、大人と呼ぶには雰ふん囲い気きが脆もろすぎる。青年の儚はかなげな瞳ひとみは、虚うつろにマリィの顔を見つめている。

「リンドマン殺しのさいに撮とられた、街がい頭とー治ち安あんカメラの映えー像ぞー──か。……ぞっとしない顔つらだな」

「捜そう査さ資料には載のってませんが、この銀髪の男がリンドマンを殺害する一部始終も、治安カメラにしっかりと記録されてるみたいです。この男がハリーロイドと見て間ま違ちがいないですね」

「銃じゆーを携けー帯たいしてたＣ．Ｓ．Ｃを、ナイフ一本で……か」

「携帯してたどころか、発砲もしてますからね。ロイドが『一級賞金首』に指定されるのも、まあ当然の成りゆきってわけです」

「しかし──これだけのきけん人物で、しっかり『一いつ級きゆー賞しよー金きん首くび』にも指し定てーしておきながら、かんじんの顔写真を完全非ひ公こー開かいとはな。……しょちょーは、つくづく『ハイエナ』の連れん中ちゆーをきらってるみたいだ」

「ええ、十三年前に起きたオーバルでの爆ばく破は事件以来……このアニバーサリーアースでは、ユニット数十オーバーの『多ユニット保有者』による犯罪が後を絶ちませんからね。それに引きよせられるようにして、『ハイエナ』──バウンティハンターたちがこの街まちに群むらがってきてるんです」

　シンゴはしかめ面つらになると、声のトーンを落として続けた。

「で……もともと流れ者の荒あらくれ連中ですから、地元民との衝しよう突とつなんかが多いんですよね。いざ賞金首を見つければ、ところ構わず銃じゆうを抜ぬいたりしますし……。あげくの果てに、シュトラウスビル乱射事件なんてものまで起こす始末ですから。署長が神経をとがらせるのも、無理ないことなんです」

　新しん暦れき九六年、都市議会ビルを爆ばく破はして八人の死傷者をだしたウィリアム・ミシュキンが、バウンティハンターの一団によって追いつめられ、シュトラウスビルに侵しん入にゆう。事態はミシュキンによる無差別銃じゆう撃げき事件にまで発展した。

　Ｃ．Ｓ．Ｃのチームが突とつ入にゆうしてミシュキンを射殺、事件解決となったが──この事件を契けい機きとして、都市警察は捜そう査さ情報の原則非公開へと舵かじを切ることになる。

「それにしたって、メディアどころか一いつ般ぱん署員にまで非ひ公こー開かいってのは、ちょっとやりすぎなんじゃないか？　これだけはっきり顔がわれてんだ。だれかがそこらでみつけてくるかも……」

「まあ……Ｃ．Ｓ．Ｃの捜査情報は、もともと署内でも極ごく秘ひ事じ項こうですからね。……それに署長が現在の地位に上のぼりつめたのは、実のところＣ．Ｓ．Ｃの活かつ躍やくによるところが大きいんですよ。オーバル衛星管理施し設せつ爆破事件からこっち、この街まちで頻ひん発ぱつする多ユニット保有者による犯罪を、Ｃ．Ｓ．Ｃが見事な手しゆ腕わんで解決し続けまして……。それで、創設者の署長の評価があがっていったんです。──そのＣ．Ｓ．Ｃの捜査員が、ロイドの手で三人も殺されたわけですから……。仇かたきは自分の手で、と署長が意気込むのも、仕方のないことなんです」

　マリィのくりくりとした瞳ひとみが、少し意外そうにシンゴを見上げた。

「なんだいシンゴ、やけにあの肉だるまの肩かたをもつじゃないか。そーいえばおまえ、しょちょーとなんとなく親しげだったな。色々と目をかけられてるってとこか。……まー正しよー直じきなところ、いまの報ほー告こくをきいてマリィもちょっとおどろいたよ。おまえは見かけによらず、優ゆー秀しゆーな刑けー事じだ」

「えっ？　い、いやあ、そんなことないと思いますよ。ぼくなんてしょせん落ちこぼれですし」

「そーか？　ちょっと抜けてるところはあるが、マリィはなかなか見どころがあるとおもうぜ」

　マリィはそれきり話を打ちきって、再び資料を読むのに集中しはじめた。ところが、褒ほめられたことに気をよくしたシンゴが、聞かれてもいない自身の境きよう遇ぐうを饒じよう舌ぜつに語りはじめた。

「実はですね、ぼく、子どものころに誘ゆう拐かい事件の被ひ害がいに遭あってまして……。Ｃ．Ｓ．Ｃに助けだされたことがあるんですよ」

　クーペが都市中心部を抜け、目指すブロウトン通りが存在するサウスサイド地区へと入っていく。車しや載さいＩＣが交通監かん視しシステムのチェックを受け、車はそのまま、カフェや商店が建ち並ぶ繁はん華か街がいへと折れ曲がっていく。

「……子ども心に憧あこがれました。ぼくもいつかＣ．Ｓ．Ｃになるぞ！　……って、がんばってめざしました。毎日毎日、伯お父じさんの道場でみっちり稽けい古こして、勉強もがんばって……。アニバーサリーアースに戻もどってきて、警察学校へ入って、そこでもたくさん勉強して……」

　シンゴの声は、窓まどを流れていくにぎやかな光景とは裏腹に、シリアスな影かげに隈くま取どられていく。

「──んで、警察学校を卒業するときに、希望者のみＣ．Ｓ．Ｃの選せん抜ぱつ試験を受けるんですけど……ぼく落っこちちゃったんですよ。それで刑事部に配属されたんです」

　マリィは彫ちよう像ぞうのように表情を変えず、淡たん々たんとホログラムを切りかえている。

「実はぼく……Ｃ．Ｓ．Ｃに助けられたとは言っても、実際に誰だれに、どういうふうに助けてもらったのかとか、正確な記き憶おくがあんまり残ってないんです。──でも、どうしても一言お礼を言いたい気持ちがあって……。失礼を承しよう知ちで、創設者でもあるバークマン署長に直接お話をうかがいに行ったんです。署長の勤務終わりに、車の前で帰りを待ちぶせして……」

　思いだすように、シンゴが続ける。

「……そしたら、すごく親身になって話を聞いてくださいまして……。──結局、当時の詳くわしい事とかはわからず終じまいだったんですけど……。それ以来、署長は何かとぼくのことを気にかけてくださるんです。……今回、ぼくがマリィさんのパートナーに選ばれたのも……。きっと署長が、ぼくのＣ．Ｓ．Ｃへの思いを汲くんでくださったからなんじゃないかな、って……」

　自じ虐ぎやく的てきな笑みを浮うかべて、シンゴがつぶやく。

「……だから、ぼくは優ゆう秀しゆうなんかじゃないんです。落ちこぼれなんですよ。……もしぼくが本当に優秀だったなら……きっと、Ｃ．Ｓ．Ｃとしてこの事件に関かかわれてるはずですし、ね」

「ふむ……。なるほどな」

　マリィは捜そう査さ資料を消すと、個人登録証からホロ・カードを抜ぬきとった。

　シンゴに個人登録証を差しだし、言う。

「おちこぼれ……か。マリィたちは、意外と気があうかもしれないな」

「……あいますかね？　もしそうなら嬉うれしいですけど……」

「ああ、そーおもうぜ。マリィもおちこぼれだしな」

　個人登録証を受けとり、シンゴが不思議そうに聞きかえす。

「落ちこぼれ……ですか？　マリィさんが？　……バークマン署長のお墨すみつきなのに？」

「まー、おちこぼれとゆーか、失敗作だな」

　マリィが放った冷たい響ひびきのする言葉に、シンゴが眉まゆをひそめてつぶやく。

「失敗作、だなんて……」

　マリィがふりふりと首をふる。

「検けん体たいとしては失敗作さ。なにせ、人じん格かく変へん容よー事じ故こなんておこしちまってるんだからな」

「人格……」

　マリィ本人の口からそのフレーズが出たことに、シンゴは思わず言葉を詰つまらせてしまう。

　マリィの表情をちらちらとうかがい、言いにくそうにしながら聞く。

「あの、マリィさん……ぼく、あんまりユニットのこととか詳しくないんですけど……。なんというか……その、自分で気づいてるんですか？　人格がおかしくなってるというか……あ、いやその……」

　バツが悪そうに口をつぐむシンゴ。マリィがため息をついて答える。

「そー気をつかわなくてもいい。『人じん格かく変へん容よー事じ故こは自覚できない』ってはなしだろ？」

「は、はい。あの……そう聞いたことがあって……」

「そりゃマリィだって、じぶんでじぶんのことを変だなんておもわないさ。──シンゴだってそーだろ？　『おまえの身には人格変容事故がおきてる』なんて言ゆわれたって、『いや、そんなことはない』っておもうはずだ。そんなの信じられるはずもないし、たとえ信じたところで、どーにかしよーがあるはずもない。マリィもそれとおんなじ状じょー態たいだ」

　マリィが大げさに肩かたをすくめてみせる。

「このトレンチコートだって、マリィにとっちゃパンツみたいなもんだ。身につけてないと、気持ちわるくてしょーがない。これがマリィにとっての普ふ通つーなんだ」

　シンゴがつぶやくように聞く。

「でも……。それじゃ、どうして失敗作だなんて……」

「どーしても、ラボで浮うくからな」

「浮く……ですか？」

　マリィがうなずく。

「……人じん格かく変へん容よー事じ故こをおこした検けん体たいにはいってるユニットは、たとえ安あん全ぜん性せーに問題がなくても、どーしても評ひよー判ばんがわるくなっちまうんだ。どのユニットの挿そー入にゆーが原因だったかなんて関かん係けーない。マリィにはいってるユニットは、マリィが人じん格かく変へん容よー事じ故こをおこしたせーで、ぜんぶ『いわくつき』になっちまうってわけだな」

　──と、車がブロウトン通りに到とう着ちやくした。自動運転モードを解かい除じよして、シンゴが車を路ろ肩かたに停とめる。

「ラボにとっちゃ、マリィは疫やく病びよー神がみ以外のなんでもない。こんかいの派は遣けんも、マリィが検体としては役たたずだから実現したよーなもんだ」

　遺体発見現場となる再生物ゴミ置き場は、右手に見える路地の先にある。ここからは歩きだ。

「ま、マリィにとっちゃありがたいんだけどな。どーせラボにいても、マリィひとりだけたいくつな別カリキュラムだし……けっきょくサボるしな」

　シートベルトを外すマリィに、シンゴが聞く。

「でも……。それって、マリィさんが悪いわけじゃ……ないですよね？」

「まー、そーだな」

「辛つらく……ないんですか？　その、色々……」

「マリィはタフでスマートだから、とくに問題はない」

　車から降りかけて、マリィが思いなおしたようにつけ足す。

「ふむ……。でも、もしもマリィが普ふ通つーのやつだったなら……。すこしつらいとおもうのかも、な」

　言うが早いか、マリィは話題を打ち切ろうとするかのように、足早に路地へむかって歩きはじめた。

　エンジンを切ったシンゴは、運転席に座ったまま、しばらくマリィの後ろ姿を眺ながめていた。

　トレンチの裾すそをずるずると引きずって、雑ざつ踏とうのむこうに消えていくマリィ。その後ろ姿を眺ながめているうちに──シンゴの胸むねのなかに、もやもやとした感情が湧わきあがってきた。

　──マリィが、いったいラボでどんな毎日を過ごしているのか……シンゴには想像することしかできない。マリィの本心がどこにあるのか──本音ではどう思い、どう感じているのかも。

　ただ──ひとつだけ、シンゴにもハッキリとわかることがある。

　それは、マリィが自分のことを、『失敗作』などと呼ぶことが……。いや正確には、マリィに自分のことを、『失敗作』だなどと呼ばせてしまう環境が──。

　彼女にとって、決して幸福なものなんかではありえない、ということ。

「……まったく、もう」

　シンゴはため息をついて車を降りると、走ってマリィの背中（ちなみに、シンゴにはどう見ても強がっているようにしか見えない）を追いかけた。

「──マリィさん！」

　雑踏をかきわけ、路地の入り口でマリィに追いつく。

「なんだ、どーしたシンゴ、そんなにあわてて。なにか見つけたか？」

　少し顔を上気させたシンゴは、マリィの質問に首をふると、いたずらっぽい目になって言った。

「マリィさん……。『相棒』って言葉、知ってます？」

「……『相あい棒ぼー』？」

　マリィが小首をかしげ、怪け訝げんに聞きかえす。

「はい、『相棒』です。一いつ緒しよに事件を捜そう査さする仲間のことを、ぼくらの世界では『相棒』とか、『パートナー』とかって呼ぶんです」

「ふむ……。おもいだした。旧きゆー二十世せー紀きの映画フイルムでたまに見るやつだ。それで？」

「それで、なんというかですね。……えーと、マリィさん。もし良かったら、ぼくと『相棒』になってくれませんか？」

　マリィが不思議そうに目をしばたたく。

「……そーか。それはいーが……。しかし、とっくになってるんじゃないのか、それ？　だってマリィとシンゴは、もうこーやって一緒にじけんを捜そー査さしてるぞ？」

「いえ、まだです。『相棒』になるためには、実は守らなきゃいけないルールがあるんですよ」

「ルール？」

「はい。──それは、『お互たがいを信しん頼らいしあい、お互いを助けあう』というルールです。……このルールを守ることによって、『相棒』という関係ははじめて成立するものなんです」

「……ほう。なかなかタフでスマートなかんじの条じよー件けんだ」

　シンゴが大げさにうなずく。

「そうです。『相棒』は、お互たがいがタフでスマートでなくちゃいけないんです。何があっても絶対に相手を信しん頼らいして、どんなときでも絶対にお互いを助けあわなきゃいけないんです」

　と──シンゴが、困ったように眉まゆをよせる。

「とはいえ……ぼくは、マリィさんのことをまだよく知りません。年ねん齢れいだって教えてもらってませんし……。──一方でマリィさんも、ぼくのことをまだあんまり知らない状態だと思います。……こんな状じよう況きようで、いきなりお互いを信頼しろだとか、どんなときでも助けあえ──だなんて言われたって、ちょっと難しいですよね」

　シンゴは照れくさそうに笑うと、空を見上げて続けた。

「だから……ぼくは、マリィさんのことをもっと知りたいって思うんです。マリィさんのことを、『相棒』として心から信頼できるように。マリィさんがピンチになったら、『相棒』として真っ先に駆かけつけられるように。マリィさんのことをたくさん知って……それだけじゃなく、マリィさんにもぼくのことをたくさん知ってもらって……。ぼくは、マリィさんとちゃんとした『相棒』になりたいんです」

　シンゴが言葉を切り、マリィの大きな瞳ひとみをじっと見つめる。

「マリィさんに……その、何でも言ってほしいんですよ。……どんなことでも」

　二人の間に流れる沈ちん黙もくを、繁はん華か街がいのざわめきがかき消していく。

　──ふいに、マリィがつぶやきを落とした。

「……十じゆー二にだ。先月なったばっかりだ」

　シンゴがリアクションを取るよりも早く、マリィが続けた。

「……それから、読むのがはやいのは『直観像記憶アイデテイツクイメージユニット』のおかげだ。これは見たものを映えー像ぞーとして記き憶おくできるユニットで、なかなかに便利なんだが……。ほんらいの用よー途ととはちがう挙きよ動どー──感覚そのものを記憶しちまうこと──があったりして、制せー御ぎよがちょっとむずかしーんだ。転写に抜ぬけがあったりするとまずいから、シンゴに保険で概がい要よーをおしえてもらってた──ってわけだ」

　マリィが小さく肩かたをすくめて言う。

「……とりあえず、聞かれたことにはぜんぶこたえたぞ。これでいーか？」

　マリィを見つめるシンゴの顔に、にっこりと笑みが広がった。

「……エヘヘ、そうですね。……まだまだ、知りたいことは色々とありますけど……。でも、とりあえずはオーケー、ですかね！」

　満足そうにうなずき、うーん、と大きく伸のびをする。

「さて……。それじゃ、何はともあれ『相棒』の第一歩を踏ふみだした、ということで……。マリィさん、さっそく現場検証がんばりましょう！」

　勇いさんで路地に踏ふみ入ろうとするシンゴを──マリィが、するどく呼びとめた。

「──まてシンゴ。マリィはまだおしえてもらってないぞ」

　シンゴは立ちどまると、きょとんとなって聞きかえした。

「はあ……。教えてもらってない？　──というと……？」

　マリィが肩かたをすくめて言い放つ。

「とぼけるなよ。シンゴの個こ人じん登とー録ろく証しよーの履ロ歴グやギャラリーには、いったいなにがはいってるんだ？」

「──……ああ！　なんだ、そのことですか。それはですね……」

　言いかけたシンゴの胃い袋ぶくろが──冷たい手で摑つかまれたかのように、きゅっと縮んだ。

「うく……そ、それは……あの、な、内ない緒しよってことで……あはは……」

　マリィは首をぶんぶんふって、シンゴをじっと見つめる。

「笑ってごまかしてもだめだ。──いーか？　マリィはちゃんとシンゴにおしえたぞ。ラボの守しゆ秘ひ義務をやぶって、生せー体たい検けん査さ中ちゆーの最新のユニットについておしえてやった。マリィと『相あい棒ぼー』になりたいってゆーんなら、シンゴもマリィに個こ人じん登とー録ろく証しよーのなぞをおしえるべきだ」

　マリィの放つ完かん璧ぺきな論理を前に、追いつめられたシンゴが大量の脂あぶら汗あせを流す。

「……そ、それは……。その……ど、どうしても、言えません……」

「……ほう。マリィと『相あい棒ぼー』になりたいってゆーあの言葉は──つまり、噓うそっぱちだったってわけだな？」

　マリィの冷たい瞳ひとみに射い抜ぬかれ──シンゴは、観念したように固く目をつぶった。

「……う……ぼ、ぼくの個人登録証のなかには……そ……そ、その……」

「──その？」

「……その……お、大人のホログラムというか、えっちなやつが少々……いや、大量に……」

　──無言。

　マリィの反応を確かめるべく、シンゴがおそるおそる薄うす目めを開ける。

　──いない。姿を探すと、路地の奥おくの角に、ダボダボのトレンチコートが、いままさに消えかけんとしているのが見えた。

「──ああ！　マ、マリィさん違ちがうんです！　聞いてください！」

　シンゴが慌あわててマリィを追いかける。

「ちょ、ちょっと待ってください！　そういうことじゃないんです！　その……」

「すまないシンゴ。マリィはひとりで行くことにした」

　マリィは表情を変えず、すたすたと先へ行ってしまう。

「い、いやその、ぼくが持ってるのは全部合法なやつですし……じゃなくて。あ、あの、こういうのは大人なら誰だれでも……」

「そーか。みじかい間だったが──なかなかたのしかったぜ、シンゴ」

「──け、消します！　全部消しますから！」

「いや、かまわないさ。ただ……今後、マリィには二度とはなしかけないでくれ。同どー類るいだとおもわれる」
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　冷たく撥はねつけるマリィに、シンゴが情けない声で追いすがる。

「そ、そんなこと言わずに……。勘かん弁べんしてくださいよ、マリィさぁん……」

　マリィがようやくシンゴの言い分に理解を示したころには──二人はもう、とっくに遺体発見現場に到とう着ちやくしていた。




　　　　　　†††




「──んーで？　銀ぎん髪ぱつの男の居場所を買わないなら、一体他に何を買うってーの？　さっきも言ったけど、あの男がハリーロイドって確定したわけじゃないから、〝狩かる〟のは無理、アンド無理よ。……あんた結局、エルちゃんに何なにをさせたいわけ？」

　木造の情じよう緒ちよある家屋の窓まどべりで、一人の少女がピンク色の個人登録証を耳に当てている。

『狩ってもらっては、こちらとしても都合が悪いんです。というか、狩れないと思いますし。まぁ、しいて言えば……やつを泳がせて、監視してもらえるとありがたいですね』

　個人登録証から、なよなよとした男性の声がもれ聞こえてくる。

「泳がせてって、ねえ……。六人も殺してる殺さつ人じん鬼き──の可能性が高い男──を、スイスイ自由に泳がせてたらどうなるか……。当然わかってて言ってんでしょーね？　言っとくけど、こっちは泳がせたくないから買い手を探してんの」

『もちろんわかっています。……要するに、我われ々われが気にかけているのは、アニバーサリーアースの市民たちのことではない、ということです。市民の命を守るのは、残念ながら我々の仕事ではありません』

　レースのついたピンク色の大きなリボンで、あざやかな金きん髪ぱつをポニーテールにまとめている少女──エルノア・ハーキュリーが、呆あきれたようにため息をついた。

「……たいした根性ね。エルちゃん、もっとさりげで優しいオトコが好みなんだけどなー」

『あなたの好みについても、我々の知るところではありません』

　電話の向こうから返ってきた生き真ま面じ目めな答えに、エルがつまらなそうに伸のびをした。

　来年の春に十八歳成人を控ひかえている均きん整せいのとれたプロポーションが、手入れの行きとどいた壁かべの木目や、窓まど辺べに置かれた観葉植物の色しき彩さいとあいまって、きらきらと輝かがやいて見える。

「ふわーあ……。んーで？　何度も言うようだけど、具体的に私に何をさせたいわけ？」

『こちらも何度も言うようですが、何かをしてもらう必要はないんです。我々はあなたの得意先になりたいだけです。つまり──ハリーロイドの首にかかっている賞金を狙ねらって、やつの隙すきをうかがって監かん視しをするうちに……。もしかしたらあなたは、やつに関して『何か』を見つけるかもしれない。そうなったとき、我々はその『何か』を、あなたの言い値で買いとる準備がある──ということです』

「……うー、回りくどいー。ていうかそれ、〝あの銀髪の男には『何か』がある〟……って、言ってるのも同然な気がしますけど」

『邪じや推すいしないでください。我々は、あなたの取引先に立候補しているだけですよ』

「そうですか。……んーで？　ちなみにあんたらの言う『何か』……って、一体何なわけ？」

『それがわからないから、『何か』などという曖あい昧まいな言葉を使っています』

「……はー。要するに、自分たちも何なのかよくわかってないものを見つけてほしい……ってことね。バカじゃないの？」

『気を損そこねたのなら謝ります。……ですが、我々は何ももったいぶってあなたに話をしているわけではないんです。ハリーロイド事件はＣ．Ｓ．Ｃの管かん轄かつですから、いかに我々といえど、おいそれと情報を得ることはできません。──要するに、我々は本当に何も知らないんです』

　エルがうんざりと息をはく。何も知らない人間が、『何か』を探せ、などという依い頼らいをしてくるはずがない。

「……まあいいわ。エルちゃんはエルちゃんのやりたいようにやるから。私は銀髪の男を狩からない。そもそも、まだあいつがハリーロイドだと決まったわけでもないし。……そりゃ、九十九パーセント確定だとは思うけど──とにかく、私はこれ以上変なことに巻きこまれる前に、さっさと買い手を見つけて銀ぎん髪ぱつの男の居場所を売る。……それまでの間でよければ、どっちみちやらなきゃいけないことだし、監かん視しくらいはしますけどね」

『ええ、それで構いません。我われ々われとしても、都と市し不ふ可か侵しん法ほうがある以上──軽けい々けいには動けませんから。それにＣ．Ｓ．Ｃは非協力的で、超ちようがつくほどの秘ひ密みつ主義ですし……。──まあとにかく、よろしく頼たのみますよバウンティハンター。いいビジネスになることを期待してます』

　──通話が切れたことを確認すると、エルは個人登録証の液えき晶しよう画面を眺ながめて、やりきれないため息をついた。

「もー……。これじゃ、ますます迂う闊かつに手ぇ出せないじゃん……」

　それからエルは、渋しぶい木造の家には少々場ば違ちがいな、トーキョー・シティ製の『ほわ猫イージーキヤツト』のカバーがかけられた壁かべ際ぎわのベッドに、無造作な手つきで個人登録証を放り投げた。

「あーあ、やばいなあ……。このままじゃホントに来月分はらえなくなっちゃうよ……」

　ぶつぶつ言いながら、部屋の中央にある大きなテーブルにつく。

「とはいえ……。地球政府の連中がダメなら、一体他に誰だれに売ればいいってーの？　変なやつに売っちゃって、万が一何かあったりしてもイヤだし……」

　悩なやましそうに頭を抱え、悄しよ気げかえった声をだす。

「……うぅー。こんなことしてるうちに、また殺人がはじまっちゃうかもしんないのに……。──っていうか、やつの次のターゲットが私の可能性もあんのに……あー、もう！　……困った、アンド困った」

　そして花か瓶びんに生いけられたコスモスの白い花弁を、たおやかな指先で物もの憂うげになぞるのだった。




　　　　　　†††




「──結局、三件目も何もわかりませんでしたね」

　シンゴとマリィは、レーマンス歓かん楽らく街がいの入り組んだ裏通り──いまのところ最後の黒くろ髪かみ殺人・カトリーヌの遺体発見現場──から、これといった収しゆう穫かくもなくクーペに引きあげてきたところだった。

　──ブロウトン通り、カンブリー街、そしてレーマンス歓楽街の裏通りと……これで黒髪三女性殺害の現場検証は、すべて空から振ぶりに終わったことになる。

「まー、なにもわからないことがわかっただけでも、じゅーぶん収しゆー穫かくといえるさ」

　マリィはしなやかな身のこなしで助手席におさまると、含がん蓄ちくありげな言葉をシンゴにかえした。

「はあ……。そんなもんなんですかねえ」

　あまりピンときていないらしいシンゴは、曖あい昧まいに答えてエンジンスイッチを押おした。




　アニバーサリーアースの郊こう外がいは、秋の空の下でのんびりとした様相を見せていた。ハリーロイド事件が落とす暗い影かげなど、まるで感じられないようなのどかな午後だ。

　栄えい華が極まる港こう湾わん都市とはいえ、新合理主義の切せつ羽ぱつまったような機械的な雰ふん囲い気きは、都市政治機能が集中する中央区や、社しや屋おくビルが建ち並ぶ企き業ぎよう区く、あるいは都市間リニアや海洋横断列車スカイチユーブのステーション街などにおいて、限定的に感じられるものに過ぎない。郊外や居住区で見られる人々の営みに関しては、いまから百年前の資本主義時代の終わり──旧二十一世紀初頭のそれらの光景と比べてみても、それほど大きく変化しているわけではない。

　緑の芝しば生ふの上で、赤いトレーナーを着て犬を散歩させている太ったブロンドの婦人や、学校帰りと見られる人種多様な少年たちの無む邪じや気きな一団が、彼ら市民の気持ち──この街と都市警察と、そしてＣ．Ｓ．Ｃに対する信しん頼らい──を、暗に物語っているかのようにも見える。

　青いクーペは、アニバーサリーアース・ポルトゥスの本ほん拠きよ地ち、カリーナ・スタジアムを右手に見ながら、東へと走っていく。シンゴとマリィの次なる目的地は、グリーンフィールド地区とレドモンド地区との境にある、名もない小さな公園──Ｃ．Ｓ．Ｃペア殺しの現場──だ。

　──移動の車内で、シンゴはちらちらとマリィの様子をうかがっていた。購入時に、この新車の助手席をまだ見ぬ彼女に捧ささげようと誓ちかったこともあったが、何もいまそれを思いだしてマリィを盗ぬすみ見ているわけではない。助手席は購入後まもなく同どう僚りようたちの尻しりで汚よごされてしまったし、シンゴには一向に彼女ができる気配もなかったので、この夢に関してはとうに諦あきらめている。

　シンゴは、マリィが先ほどからずっと苦しげな表情でいるのが気になったのだ。

「……どうしたんですかマリィさん？　車に酔よっちゃいましたか？」

「ん、いや」

　マリィは短く答えると、少し押おし黙だまって言った。

「……マリィの持ってるデータと、今回のじけんの情じよー報ほーを照らしあわせてみたんだが──」

　マリィは栗くり色いろの髪かみをかきむしると、足を座席にあげ、どかっとあぐらをかいた。

「……だめだな。まるっきり何もでてこない」

　乱れた髪の後ろで手を組み、唇くちびるをとがらせて続ける。

「──なーシンゴ。ツイストナイフってのは、そんなに手に入れるのがむずかしーのか？」

「はあ……。目ぼしいオークションサイトの履り歴れきを過去十年分洗って、一つも出品がなかったそうですから……。いま新しく手に入れるってのは、なかなか難しいんじゃないですかね。たしかＣ．Ｓ．Ｃも、現物は入手できてなかったはずです」

　シンゴが提示した『不可能』という答えに、マリィが険けわしい顔でため息をつく。

「……じゃーやっぱり、なにか一連のじけんのなかに見おとしがあるってことか……」

「まあ……まだ、事件現場を全部回ったわけでもありませんしね。捜そう査さはここからですよ」

　クーペが、グリーンフィールド地区の小さな公園──Ｃ．Ｓ．Ｃペア殺しの現場──に到とう着ちやくした。

　シンゴはホイールスイッチを押おすと、タイヤを使ってしばらく徐じよ行こうし、公園入り口のすぐ脇わきに車を停とめた。

　マリィがぴょこんと体をおこす。

「とりあえず、ここで何か出るまでねばってみるか。黒かみ殺人とＣ．Ｓ．Ｃ殺人が切りかわった、ここで……」

　クーペから降りた二人は、入り口に張られた黄色いホログラムのポリスラインを突つっきって、遺体発見現場となる公園の中に入っていった。

　円形の広場の中央に、この公園のシンボルである大きなケヤキが、泰たい然ぜんとした様相でそびえ立っている。シンゴたちから見て反対側の入り口のむこうには、レドモンド地区の閑かん静せいな住宅街が広がっている。公園の周囲は入り口以外すべて木々にかこまれており、縁ふちに沿うようにして何なん脚きやくかの木製ベンチがそなえつけられている。地面の赤茶色のタイルは、どうやら太陽光式の最新の特とく殊しゆパネルになっているようだ。

　シンゴはマリィを先導して歩いていくと、なかほどのとあるベンチの前で立ちどまった。

「えっと……ここですね。もうアウトラインは撤てつ去きよされてますけど、このベンチから十五フィートほどレドモンド地区側へ行ったあのあたりに、グレゴリー・フォスターとパメラ・エイミスの死体が、…………えっと、……重なりあって……」

　シンゴが急に言葉を詰つまらせた。その顔色が、見る見るうちに青ざめていく。

「どーしたシンゴ？」マリィが不思議そうにシンゴを見上げる。

「い、いや……ちょっと気分が……。実はこういうの、苦手……なんです。遺体写真とか、殺害現場とか……」

「そーなのか？　黒かみ殺しの現場じゃ、べつになんともなかったのに」

「は、はい……。そこはまだ、こ、堪こらえられてたんですけど……」

　額ひたいに脂あぶら汗あせをにじませながら、シンゴが説明の続きを試みようとする。

「……えっと、あのあたりで、Ｃ．Ｓ．Ｃの……ふ、二人が……」

　二人、というキーワードに意識をむけた途と端たん──シンゴの脳裏に、突とつ如じよとして黒い〝光景〟が浮うかびあがった。どこからともなく湧わきだすように出現したそれは、あっという間に体積を倍加させ、シンゴの脳内を覆おおい、埋うめ尽つくし、圧あつ迫ぱくし──侵しん食しよくしていく。

「ふ、二人が……」

　二人──折リ重ナル二人──生暖カイ血──モウ動カナイ──。

「ふ、ふた、り……が……」

　二人──モウ聞コエナイ──モウボクヲ見テクレナイ──モウ戻もどラナイ──。

「か、重なり……あって……うぷっ……」

　シンゴは事件現場から目を背そむけると、その場に崩くずれるようにしてうずくまった。

　──苦しい！　息を整えようと試みるも、体が言うことを聞いてくれない。ゆがむ視界に、黒い〝光景〟が何度もフラッシュバックしてくる。心臓が締しめつけられるように痛み、破は裂れつせんばかりに騒さわぐ──息ができない。苦しい……息ができない！　助けて！　助けて助けて、誰だれカ助ケテ、二人ヲ助ケテ、冷タクナッテイク、二人ガ死ンジャウ、オ願イ、誰カ助ケテ──。

「……おちつけ、シンゴ」

　マリィの透すきとおった声。

「ゆっくり呼こ吸きゆーしろ。……だいじょーぶだぞ。マリィがついてるからな」

　マリィの手のひらが、一定のリズムで──シンゴを励はげますように、優しくその背中を上下する。

　シンゴがそのリズムにすがりつくようにして、何度も呼吸を繰くりかえす。脳内を埋うめ尽つくしていた黒い〝光景〟が、にわかに霧む散さんしはじめる。苦痛が溶とけるように消えていき、全身がゆっくりと弛し緩かんしていく──息ができる、心臓も苦しくない。

「……どーだ？　おちついてきたか？」

　マリィの問いかけに、シンゴがあえぎ混じりにつぶやく。

「は、はい……。す、すみませんマリィさん、助かりました……」

　マリィはここぞとばかりに得意げに胸むねを張ると、ぶんぶんと首を横にふった。

「なに、いーんだ。マリィとシンゴは『相あい棒ぼー』だからな」

　シンゴは深く呼吸をすると、よろけながら立ちあがった。

「はい……ありがとうございます」言いながら、体の各部の感覚を確認する──頭、体、手足──どこにも異常はない。「……なんとか、大だい丈じよう夫ぶそうです。迷めい惑わくかけちゃってすみません」

　頭を下げるシンゴに、マリィが力いっぱいにぎゅっと目をつぶる。

「まー、『相あい棒ぼー』として当とー然ぜんのことをしたまでだな」

　なにやら満足げな様子のマリィ。シンゴは苦笑しながらうなずくと、もう一度全身に神経をめぐらせてみた──やっぱり大丈夫だ。もうなんともない。

　ほっと息をはき、安あん堵どに胸をなでおろす──と、なでおろしたばかりのシンゴの胸に、にわかに憂ゆう鬱うつな感情がこみあげてくる。──『これ』だ。

　──『これ』なんだ。ぼくがＣ．Ｓ．Ｃ試験に落ちた理由……七十七番街担当の閑かん職しよくにまわされた理由……。銃じゆう、ナイフ、暴力、死体、殺害──そういう事象全ぜん般ぱんに直面したときに起きる、精神科医にも原因がわからない異変・異常……。『これ』のせいで、ぼくは……。

「……おいシンゴ、ほんとにだいじょーぶか？　どーする？　いったん車でやすむか？」

「──あ、いえ……」

　シンゴが顔をあげた。マリィが心配そうに首をかしげている。

「ちょっとボーっとしちゃいまして……。──もう大丈夫です、体は全然平気ですから……」

「そーか？　……まー、だいじょーぶならいーが……」

　シンゴの様子を訝いぶかしむマリィだが、とりあえず大丈夫そうだとは思ったらしい。ふー、と可愛かわいらしく大げさに息をついて、言う。

「それじゃ、とりあえず……調べられるだけ調べてみるか？」

「ええ。たしか、ここで少し粘ねばってみる……って話でしたよね」

　マリィがうん、とうなずく。

「まー、とはいえ……。聞きこみくらいしか、あらためてやれることもないんだけどな」




　レドモンド地区での二人の聞きこみは、あまり成果をあげなかった。

　住人たちは、二人に対してあからさまに非協力的な態度で応こたえた。最初の挨あい拶さつこそ愛あい想そよくかえしてくれる彼らだったが──シンゴが個人登録証から警察手帳のホログラムを提示するや、皆みな一様に眉まゆ根ねをよせて、不ふ機き嫌げんそうにそっぽをむいてしまうのだ。

　事件が起きた夜・９月19日の深夜三時の出来事について聞いてみても、ハリーロイドの顔画像を見せてみても、かえってくる答えは「知らない」か「わからない」かの二つだけだった。しまいには、メディアやバウンティハンターのふるまいについて、二人に的まと外はずれな注意をする人間まで現れた。

　あらかた聞きまわったところで、シンゴが諦あきらめをにじませながら言った。

「警察から情報が出ない分、メディアやハイエナたちがしつこくこのあたりを嗅かぎまわったみたいですね。実際何か知ってる人もいなさそうですし……。どうします？　切りあげますか？」

　マリィが顔をしかめて言った。

「そーだな……。しかし、つぎの現場でもなにも出なかったら、いよいよお手あげだしな……」

「……もう少し粘ります、か」シンゴがため息をついて答えた。




　それから二人は、グリーンフィールドとレドモンド地区との境界を、たっぷり一時間ほど歩きまわった。まだまだ元気な秋の西海岸の太陽の下で、吹きでる汗を商店のアイスで黙だまらせ、しらみつぶしに一帯を総ざらいした。そのあいだ、二人はほとんど口を開かなかった。

　やがて、シンゴが──スーツの上着を肘ひじにかけ、ネクタイをだらしなく緩ゆるめた格好で──哀あわれっぽい声で、独り言をつぶやきはじめた。

「……出ないよ……そりゃ何も出ないよ……。出るわけないんだ。だって、諸都市でも最高クラスの犯罪捜そう査さ班が──Ｃ．Ｓ．Ｃが、なにもかも全部捜そう索さく済みなんだから……。Ｃ．Ｓ．Ｃ選せん抜ばつ試験に落っこちたぼくなんかに、見つけられるわけがないんだよ……」

「ぶつぶつうるせー。だまってさがせ」

　マリィのおでこには、前まえ髪がみがへばりついている。

「もう探しましたよ、全部……。これ以上何を探せって言うんですか……」

　諦めきった表情のシンゴが、日ひ陰かげを求めてよたよたと歩きだす。レンガ造りのアパートのあいだの、再生物ゴミで溢あふれかえった人の通れそうにない路地を見つめ、虚うつろな表情でブツブツと不平不満を垂たれ──そして叫さけぶ。「マリィさん！」

　シンゴの声に、マリィが駆かけよっていく。

「マリィさん……ねえ！　見てください、この路地……。これ、通れるんじゃないですか？」

　ただでさえ狭せまく、再生物ゴミが山のように積み重なっている路地だが──。

「なんか……不自然？　なかんじするな。この再生物ゴミ」

「……ですよね？　この再生物ゴミの山……変ですよね。何か、慌あわてて急いで詰つめこんだ、みたいな……。あ、ほらマリィさん、奥おくの方はけっこうすっきりしてますよ」

　マリィがつま先立ちになった。「……みえねー」

「どうします？　行ってみます……か？」

　問いかけるシンゴに、マリィが強くうなずく。

「もちろん、だ」




　二人は、それからじっくり一時間をかけて、路地の清せい掃そう作業にいそしんだ。

　路地から再生物ゴミを引っぱりだしては、四分の一マイル（約四百メートル）先の再生物ゴミ置き場へ運ぶという、何とも地道な奉ほう仕し活動ではあったが……ともかく、汗まみれになりながら、無む駄だになるかもしれないミッションを完かん遂すいした。

「……さて……と。それじゃー、いくか」

　マリィがトレンチの襟えりをただし、シンゴの先に立って歩きだす。

　──路地のなかは、思っていたよりもちゃんとした造りになっていた。こうして再生物ゴミを片付けてみると、人間が二人並んで通れるくらいの広さはゆうにある。

　二人は注意深くあたりに気を配りながら、ゆっくりと路地を進んでいった。突つきあたりを右に折れ、さらに奥へと進む。

　その先の行きどまりに、ちょっとしたスペースが広がっていた。

　アパートの土台部分、コンクリートの壁かべにかこまれた、四角い空あき地。なにもない空間……。

　──と、マリィがきょろきょろと周囲を確認し、トレンチの袖そでをまくりあげ、空き地の右側を調べはじめた。それを見たシンゴも、すぐに反対サイドの捜そう索さくにとりかかる。

　手で雑草をかき分け、何か手がかりが残っていないかを探す。──仮に、Ｃ．Ｓ．Ｃがこの空き地を見落としていたとすれば……何かが出てくる可能性は、決して低くない。

　と──先に空き地の右側を調べ終えていたマリィが、奥のちょうど真んなかあたりの壁で、シンゴを呼んだ。

「──シンゴ、こっちだ。けっこんがあるぞ」

「え？　血けつ痕こん……ですか？」

　シンゴが駆けよっていくと、マリィがくるりと壁にむきなおった。

「ここだ、みろ」

　そう言って、何の変へん哲てつもないコンクリート壁へきを指差す。

「みろ、って……何もないじゃないですか」

　眉み間けんにしわを集めて壁かべをにらむシンゴに、マリィが首をふって答える。

「いや、まちがいない。きれーに処理してあるが……マリィには見える。マリィの脳のーの感かん覚かく細さい胞ぼーには、とくべつ製せーのユニットがはいってるんだ。普ふ通つーの脳のーじゃ処理できないよーな微び小しよーな光の波は長ちよーも、検出できるよーになってる」

「は、はあ……」

　シンゴは難しい顔のまま壁から目を離はなすと、マリィの瞳ひとみをじっと見やった。

「な、なんだ……どーした？」

　戸と惑まどって後ずさるマリィに、シンゴがぐいっと追いすがる。

「あの、マリィさん……。もしかしていま、ぼくが緑色に見えてたり……します？」

　マリィががっくりと肩かたを落とし、ため息をつく。

「いや……ちゃんと肌はだ色いろだ、あんしんしろ。──あのな、いーかシンゴ？　こーゆータイプのユニットはな、意志鍵セーフテイーでオンオフが切りかえられるよーになってるんだ。……いくらユニットにくわしくないって言ゆっても、これくらいは知っておいたほうがいーぞ」

「はあ……意志鍵セーフテイー、ですか。……よくわかんないです」

　呆あきれかえった表情のマリィをよそに、シンゴが再び何もないコンクリート壁に視線を這はわす。

「うーん、しかし……。本当にここに血けつ痕こんが……？」

「ああ。血のひろがり具合からみて、殺人っぽいかんじだな。かべに追いつめられて、銃じゆーでズドン！　……ってふんいきだ。弾だん痕こんは見あたらないが……すくなくとも、Ｃ．Ｓ．Ｃの二人のものじゃないだろう」

　マリィが壁に目をやり、うなずきながらつけ足す。

「いくら二人がめった刺ざしにされていたとはいえ……たんなる刺し殺さつじゃ、普ふ通つーこんな飛ひ沫まつけっこんはのこらない。斬ざん殺さつ──つまり、一ぱつ目に動どー脈みやくをぶった切りでもしないかぎりは、な」

　シンゴは壁から目を離すと、諦あきらめ顔で首をふった。

「……ダメだ、ぼくの目じゃ確認できないです。──うう、なんか悔くやしいな……」

「なに言ゆってやがる。さっきペア殺しの現場で死にそーになってたくせに」

「そ、そう言えばそうでした。……見えなくて良かったかも」シンゴが頭をかいて続ける。「じゃあ──とりあえず、鑑かん識しきに連れん絡らくを入れておきましょうか？」

「ああ、そーだな。それと……この路地のまわりを中ちゆー心しんに、もういちど聞きこみをやりなおしたほうがいーだろう」

「この路地の再生物ゴミの山は、はたしていつから敷しきつめられていたのか──ですね」

　マリィが肩をすくめてうなずく。

「まー、そーゆーことだな」




　──それから、しばらく。

「──とゆーわけで、もくげき情じよー報ほーを総そー合ごーすると──」

　シンゴとマリィは、グリーンフィールドの公園のベンチに腰こしかけて、それぞれが入手した情報の確認作業を行っていた。

「あの路地の〝不自然な再生物ゴミ〟は、９月18日の午後十じゆー一いち時じから、９月19日の午前七時までのあいだにおかれた、ってことになるな」

　シンゴが真しん剣けんな表情でうなずく。

「直接的な目もく撃げき証言はありませんでしたが……。グリーンフィールドでのＣ．Ｓ．Ｃペア殺しと、ドンピシャリで日時がかぶってます。……偶ぐう然ぜんとは思えません」

「ぎゃくに言ゆえば、だからこそこれだけ正せー確かくな情じよー報ほーがあつまったとも言ゆえる。──しかし、いったいだれが、何人でやったのかは知らないが……。ずいぶんと手なれた犯はん行こーのよーだな」

「ええ、再生物ゴミだけでなく、血けつ痕こん処理もほぼ完かん璧ぺきですからね。アニバーサリーアース中の清せい掃そう業者を片かたっ端ぱしからあたってみましたが、あの路地の血痕清掃を依い頼らいされた会社はありませんでした。つまりあの血痕の処理は、ノウハウを知っている誰だれか──おそらくは犯人自らがやった、と」

「……で、じけん報ほー告こくのほうは？」

　シンゴが個人登録証のホログラムを確認しながら説明する。

「これもあがってませんでした。あとで鑑かん識しきと第九強行班が現場を調べるそうです。──それとパーカー巡じゆん査さ部ぶ長ちように頼たのんで、アニバーサリーアース中の病院を調べてもらったんですが……。９月19日からこっち、大量出血で運ばれてきたような患かん者じやは一人もいなかったそうです」

「ふむ。Ｃ．Ｓ．Ｃペア殺しの直前におきていた、なぞの殺人、もしくは傷害しよーがいじけん──ってわけか。……身元不ふ明めー死体データと、行方不ふ明めー者データはどーだった？」

「はい。身元不明死体のほうは、９月19日以降、今日まで一件も出ていません。行方不明者のほうは、９月18、19日を中心に調べてみたところ、該がい当とうデータが三件ありました。うち一件は無事保護。一件は死体で発見済み、事件性はなし。そして最後の一件が──」

　シンゴは、マリィに英語表示のホログラムを見せ、説明を続けた。

「名前は、モーガン・ウィリス。勤務先のレコール社から、９月13日付で不明者届けが出されています。Ｏ型の男性、年ねん齢れいは三十七歳さい、です」

「ふむ。で？　なになに、住じゆー所しよが──」

「『ハインドピース地区、二六三四番地、２─Ａ』、です」

　マリィが立ちあがり、トレンチの尻しりを静かにはたいた。

「──よし、いってみるか」




　ハインドピース地区の二六三四番地にあったのは、駐ちゆう車しや車じようつきの単身者用アパートだった。

　ウィリスの部屋である二階のＡ号室には鍵かぎがかかっており──当然のことながら、インターホンの反応もなかった。周囲への聞きこみで判明したのは、どうやらウィリスという人間は、特にこれといった特とく徴ちようもない、ごく平へい凡ぼんな『多ユニット保有者』である──ということだけだった。

　──近きん隣りんへの聞きこみを終えた二人は、いま、再びウィリスの部屋の前へ戻もどってきていた。

「──よし、なかにはいろう」

　マリィがインターホンを連打して言う。

「なかに入るって……本気ですか？　許可も令状もないのに。不ふ法ほう侵しん入にゆうになっちゃいますよ」

「いーんだよ。マリィはＣ．Ｓ．Ｃ権限をもってるんだから。令れー状じよーは事後でもとれる」

「──そっか。そう言えばそうでしたね。……でも、鍵はどうするんです？」

「まかせとけ。電子ロックなんざ、ちょろいもんだ」

　言って、マリィが目を閉じる。

　──目を閉じただけだ。「まかせとけ」と言ったわりには、それらしいアクションは一つもない。シンゴが訝いぶかしげにマリィを見つめていると──。

「よし、あいたぞ」

　目を開けたマリィが、ドアのノブをガチャっとひねった。

　鍵は、たしかに開いたようだ──シンゴが、戸と惑まどいながらマリィの肩かたを摑つかむ。

「……いやいやいや。待ってください待ってください。まさかマリィさん、念動力テレキネシスユニットとか保有してる……わけじゃ、ないですよね？」

　マリィが呆あきれたようにシンゴを振ふりかえる。

「念動力テレキネシスだ？　そんなもんで鍵があくわけないだろ。どーゆー物理現げん象しよーだ？　それは」

「でも……それじゃ、いったいどうやって鍵を開けたんです？　ぼくの目には、マリィさんが念動力テレキネシスを使ったようにしか映りませんでしたよ」

　マリィはトレンチのポケットをごそごそとまさぐると、小型の端たん末まつを取りだし、シンゴの目の前に掲かかげた。

「最新のナノデバイスコンピュータ。脳のー細さい胞ぼーユニットがこいつとつながってる。頭のなかで、こいつを経けー由ゆしてネットワークを操そー作さできるんだ。よーするに、このアパートのセキュリティー会社にＣ．Ｓ．Ｃ権限でアクセスして、電子ロックをあけた──ってゆー、それだけのはなしだ」

　マリィが憤ふん慨がいしたように付け加える。

「いーか？　これはだんじて念動力テレキネシスなんかじゃない。ちゃんとした最新式のユニットの能のー力りよくだ。マリィのまえで、あんまりタフでスマートじゃないことを口走るな。わかったな？」

　シンゴは、呆あつ気けにとられたようにマリィの説明を聞いていたが──やがて、納得いかないとばかりにぼそっとつぶやいた。

「……要するに、念動力テレキネシスみたいなもんじゃないですか」

「ちがう。念動力テレキネシスじゃない」

　マリィがドアを開け、部屋のなかへと入っていく。シンゴも続いて玄げん関かんに踏ふみ入る。

「いや……どう考えても念動力テレキネシスですよそれ……って──なんですか、これ？」

「……ふむ。いろいろと──探しがいがありそーな部屋だ」

　──２─Ａ号室の内部は、ひどいありさまだった。

　戸と棚だなや引きだしが開け放され、中身がすべてぶちまけられている。１ＬＤＫの間取りの、そこらじゅうが引っかきまわされているような状態だ。

　シンゴはキッチンまで歩いていくと、物が散乱しているリビングをのぞいて言った。

「……ぼくらの前に、泥どろ棒ぼうでも入ったんですかね？」

「マリィのもってるデータだと、しごとを終えた窃せつ盗とー犯はんが、現場にていねいに鍵かぎをかけて帰ってったケースは──ゼロだな」

「しかし、これが泥棒の仕業じゃないとすると……」

　書類やホロ・カードなどが乱雑に散らかってはいるものの、家具が壊こわれていたり、壁かべにキズがついていたりするわけではない。この室内の荒あれ具合は、この部屋の住人の異常性がゆえ──というわけでもなさそうだ。

「……ちょっと調べてみますか？　もしかしたら、消息に繫つながるものが出てくるかも……」

　マリィが怖こわい顔でうなずいた。「出てくるとしても……おそらくは、〝死体の〟だろーがな」




　二人は、それから２─Ａ号室の捜そう索さくをはじめた。

　データ類を担当したシンゴは、熱心に手を動かし、部屋に散らばるホロ・カードをかき集めて──その中身を日本語表示で確認し、ウィリスの人となりを暴いていった。

　収しゆう穫かくは、それだけだった。この部屋の住人ウィリスが、ロシア地方にあるキャフタ・シティという辺ぴな都市出身であることとか、そこにいまも両親が住んでいることだとか、勤務先のレコール社がダリル第三企き業ぎよう区くにあること、かかりつけの病院やユニットラボはどこかということ──などが、この部屋から得られる情報のすべてだった。ウィリスが行方不明になった理由も、その消息についても、目ぼしい手がかりは何も見つからなかった。

　書類担当のマリィのほうは、早々に捜索の手を止めて、ベッドに尻しりをうずめ、ほとんどの時間を難しい顔ですごしていた。

　やがて日が落ち、部屋が暗くなってきたところで──マリィが、床ゆかに座りこんであくせくと作業にはげむシンゴに、声をかけた。

「──もうやめよう。バークマンと鑑かん識しきに連れん絡らくをいれて、きょうの捜そー査さはきりあげだ」

　その言葉を待っていたかのように、シンゴが床に手足を投げだした。

　表情に疲つかれをうかべて、誰だれにともなくつぶやく。

「……結局、何も出てこなかったですね。──マリィさん、犯罪心理学──プロファイリングとかで何かわからないんですか？　ウィリスが一体何者なのか、とか……」

　マリィはベッドから飛びおりると、子こ猫ねこのように無む邪じや気きな伸のびをした。

「……プロファイリングは、あくまでも捜そー査さのてだすけにしかならない。えられた情じよー報ほーをデータベースと照しよー合ごーして、『過去にこーゆー犯罪をおこしたやつは、こーゆー特とく徴ちよーや傾けー向こーをもった人物でしたよ』……ってゆーよーな、よーするにデータをみちびきだすだけのものだ。証しよー拠こ能のー力りよくはもちろんないし……プロファイリングでみちびきだされた犯はん人にん像ぞーと、じっさいの犯人の人じん物ぶつ像ぞーとが、まるで一いつ致ちしていなかったケースも多々ある」

　マリィはあらためて部屋を見まわすと、やるせないため息をついた。

「まして今回のよーなケースじゃ、ほぼお手あげにちかいな。……なにせ、ウィリスの身にいったいなにがおきたのかさえ、よくわかってないよーな状じよー況きよーだ」

　シンゴが顔を落とし、つぶやく。

「……このことを報告したら、バークマン署長や他のＣ．Ｓ．Ｃたちは──どう判断するでしょうね？」

「さーな。すくなくとも……あの路地で何者かが殺されたことは、まずまちがいないとおもうがな。けっこんの具合から言ゆって、被ひがい者がどっかでぴんぴんしてるってのはありえない。かりに生きてたとしても、ぜったいに輸血が必ひつ要よーな量りよーだ」

　シンゴが難しい顔で考えこみ、ぽつりと言う。

「……ねえ、マリィさん。実はこの事件、別々の事件──ってことは、考えられないでしょうか？」

「まー、そーだな。路地の再生物ゴミの山、手口、けっこん、それに死体の処理も……。ハリーロイドがやったにしては、ちょっとふしぜんな点が目に──」

「いえ、そうじゃなくて……。このハリーロイド事件自体が、です」

　マリィはするどくシンゴを見やると、低くうめいた。

「……じけん、自体が？　別々のじけん？」

「はい」

　シンゴがゆっくりと立ちあがった。ベランダの窓まどガラスに歩みより、外を眺ながめて言う。

「……レドモンド地区の路地で起きたと思われる事件は、たしかに、ハリーロイドの犯行っぽくない事件です。──でも、考えてみたら……。そもそもぼくらは、ハリーロイドっぽい犯行の事件って、いったいどういう事件のことを指して言ってるんでしょうか？」

　シンゴの背中に、マリィがつらつらと意見を述べる。

「……ハリーロイドじけんの共きよー通つー点てんは、Ｃ．Ｓ．Ｃをふくめ、被ひがい者がみんな多ユニット保ほ有ゆー者しやであること。それから、腹部を集しゆー中ちゆー的てきにめった刺ざしされているとゆー手口。そしてなによりも、凶きよー器きがレアなツイストナイフであること、だ」

　外を眺ながめたまま身動きしないシンゴに、マリィがつけ足す。

「これだけそろえば……普ふ通つーはだれでも、同どー一いつ犯はん・同一どーいつのじけんだとかんがえる」

「……うーん、そう言われちゃうとそうなんですけど……。でも、なんていうか……」

　シンゴは髪かみの毛をグシャグシャとかくと、いきおいマリィを振ふりかえった。

「……ねえ、マリィさん。いったい──ハリーロイドはなぜ、急にターゲットを切り替かえたりしたんでしょうか？　それまで狙ねらっていた黒髪女性から、よりによって自分を追っているＣ．Ｓ．Ｃに、なぜ……？　単に多ユニット保有者を狙ってるだけだとしても、わざわざ殺し辛づらいＣ．Ｓ．Ｃをターゲットにすることに、いったいどんな意味があるっていうんでしょうか？」

　弟の駄だ々だに手を焼く姉──といった風に、マリィが肩かたをすくめて唇くちびるをすぼませる。

「……いみって言ゆっても、ぎゃくに殺しづらいからとか、じぶんを追ってるからとか、そーゆー理り由ゆーもかんがえられるぜ。れんぞく殺人犯の動機どーきなんざ……きほんてきに捕つかまえて本人からちょくせつ聞きださないかぎり、外からわかるもんじゃない」

　諭さとすマリィに、シンゴがなおも食い下がる。

「でも……なんかその理由がハッキリ見えてこないことに、ぼくはどうも引っかかりを感じるんです。もしかしたら──このハリーロイド事件は、黒髪殺人とＣ．Ｓ．Ｃ殺人という、二つの別々の事件があわさったものなんじゃないかって……。そして、その二つの事件を繫つなぐＸファクターが──」

　相あい槌づちをうつように、マリィがつぶやいた。

「……Ｃ．Ｓ．Ｃ殺しと同日どーじつ、すぐとなりのレドモンドでおきた、なぞのじけん──あの路地に残されていた、なぞのけっこんだ……と？」

「はい。そういう可能性もあるんじゃないかと……」

　マリィは顎あごに手をやると、眉み間けんにしわをよせ、頰ほおをふくらませてうなった。

「むー……別々のじけん、か。……それにしちゃ、ちょっと共きよー通つー点てんがしっかりしすぎてるとおもうがな。ツイストナイフについては言わずもがなだし……。犯はん行こーの手口にかんしても、メディアや世間にはたんに『刺し殺さつ』としか公こー表ひよーされていないからな。腹部のみが集しゆー中ちゆー的てきに刺さされてるのを知ってるのは、さいしょのじけんを調べた第二強行班と、マリィたちをふくむＣ．Ｓ．Ｃと、上じよー層そー部ぶのせいぜい何人かと……そして、当とーのハリーロイド本人だけだ」

　マリィがシンゴを見上げた。

「やっぱり……黒かみ殺しとＣ．Ｓ．Ｃ殺しが別件ってのは、マリィはかんがえづらいとおもう」

「……そ、そうですか……。もしかしたら、と思ったんですが……」

　顔を曇くもらせるシンゴの尻しりを、マリィがぽん、と叩たたいた。

「……とはいえ──さっきも言ゆったとーり、データはけっして絶対ってわけじゃない」

　マリィが考え耽ふけるようにつぶやく。

「路地のじけんのこと……ウィリスの身になにがおきたのか……そして、ハリーロイドの犯はん行こー動どー機き……。──このあたり、もっとふみこんで調べてみる必ひつ要よーがありそーだな」

　シンゴがうなずく。

「ええ……。明日以降、本格的に捜そう査さをしてみるべきだと思います」

　マリィはトレンチの襟えりを立てると、玄げん関かんにむかって歩きだした。

「……ともかく、今日きよーのところはクーペに引きあげよう。しょちょーに報ほー告こくをいれて、日が完全におちきるまえに、鑑かん識しきをよんでやらないといけない」

　肩かたをすくめて部屋を振ふりかえり、憐あわれむようにつけ足す。

「……鑑識やつら、今日きよーは家にかえれないだろーな」




　二人はクーペに引きあげると、捜査の経過を電話でバークマンに報告した。

　バークマンは二人の報告を受けとり、ねぎらいの言葉をかけた後、二人に釘くぎをさした。

　いわく、『君たちの任務は、この事件の真相を解き明かすことではなく、ハリーロイドの居場所を見つけだすことだ。くれぐれもそれを忘れないでくれ』。

　少なくとも、治安カメラの映像から、あの銀ぎん髪ぱつの男──ハリーロイドがリンドマンを殺したことは確定している。それならば、事件の真相の解明は、当のハリーロイド本人をふん捕づかまえて、留置場でたっぷりとやってもらえばいい、ということなのだろう。

　──ただ、バークマンの口ぶりに、どこか「路地の事件やウィリスのことなど、知ったことではない」というような、乱暴な響ひびきがあったのも事実だった。

「……あのでぶ、Ｃ．Ｓ．Ｃのかたきを討うつことしか頭にないんじゃないか？」

　シンゴが取り繕つくろったが──マリィの弁は、それほど間ま違ちがっていないのかもしれない。




　報告を終えたシンゴとマリィは、クーペで帰き途とについた。

　普ふ段だん、マリィは自身が所属するラボの寮りようで暮らしているそうだが、今回は出張というかたちで、都市警察を寝しん所じよとすることになっているらしい。

　それを聞いて、シンゴはクーペを都市警察へ走らせていたのだが──その車中で、マリィが突とつ然ぜん「バーへいきたい」と駄だ々だをこねはじめた。

　いわく、「労ろー働どーのあとはバーボンを一いつ杯ぱいいかないと、一日がおわった気がしねー」。

　シンゴの、「そのトレンチの胸むねの、ポケット瓶びんのやつを飲めばいいじゃないですか」との指し摘てきにも、「いや、これはとっておきのやつだ。バーへむかってくれ」の一点張り。

　どうやらマリィは、バー自体にも独自のこだわりを持っているらしい。「旧きゆー二十世せー紀きのフィルムに出てくるよーな、ものしずかで感かん傷しよーにひたれる、ふんいきたっぷりの古こ風ふーなみせ」──でなければ、嫌いやなのだそうだ。

　シンゴは方ほう々ぼうクーペを走らせ、とっぷりと日も暮れたころに、ついに都市中央区から三区画離はなれたトゥーフォード地区で、ひっそりと看板を掲かかげている小ぢんまりとしたバーを見つけだした。

　盛さかり場ばなど、未成年の少女を連れて入りこめる場所ではないが──警察手帳を提示すれば、歓かん迎げいはされないまでも追いだされることもないだろう。シンゴは路上に車を停とめると、マリィと連れだって、古めかしいバー『オ・ルヴォワール』に入っていった。

「うわあ、ずいぶんレトロな感じですねえ」

　店内は、まさに旧二十世紀のバーという感じの装いだった。ホログラムのメニューも、給きゆう仕じロボットの姿もない。暗くしっとりとした雰ふん囲い気きのなかで、客席のテーブルがきらきらと漆うるし塗ぬりのように輝かがやいている。

　隅すみっこの席で、くたびれたピーマンのような若い男と、これまた疲つかれきった顔をした白髪しらが交まじりの男性が、むかいあってちびちびとグラスを傾かたむけている。カウンターのなかでは、眼鏡めがねをかけた中年の黒人バーテンダーが、難しい顔をしてホログラム新聞ペーパーを読んでいた。

　内装を物もの珍めずらしそうに眺ながめるシンゴを残し、マリィがカウンター席に一直線に進んでいく。そして背丈の半分ほどの高さがあるカウンターチェアに、よじ登るようにして尻しりをおさめた。

「バーボンふたつ、シングル」

　バーテンダーは身じろぎせず、マリィにきつい視線をはしらせる。と、そこへシンゴの声。

「バーボン二つって……マリィさん、まさか本当に常飲してるわけじゃないですよね？　もしそうなら、ぼくはマリィさんを少年課に引っぱっていかなきゃなりませんよ」

　無言のマリィを見て、バーテンダーが億おつ劫くうそうに立ちあがった。バックバーできらめく『ワイルドターキー』、『イエローストーン』には目もくれず、不ふ機き嫌げんそうな顔で奥おくに引っこんでしまう。

「……あーあ。ほら、怒おこらせちゃいましたよ」シンゴがマリィの隣となりに腰こしかけて言う。

　マリィはシンゴの言葉には答えず、ことさら厳しい目つきをして、カウンターのむこうをじーっとにらんでいる。どうやら、マリィはハードボイルドを気どっているらしい。

　やがてバーテンダーが奥から帰ってきた。両手に、白い液体が注がれたロックグラスを二つ持っている。左手のロックグラスをシンゴの前に置き、右手のロックグラスを、カウンターにやっと腕うでを乗せているマリィの前に置いた。それからまた何も言わず、無ぶ愛あい想そうな顔つきでホログラム新聞ペーパーを読みに戻もどっていく。

　マリィがトレンチの袖そでごしにグラスを摑つかみ、照明にかざした。「いー色だ」

　シンゴがやれやれと息をはく。

「銘めい柄がらは……そうですねえ。さしずめ、『ホワイトストーン』ってとこですか」

「よし。それじゃー、さっそく乾かん杯ぱいといくか」

　マリィが差しだしたグラスに、シンゴが自分のグラスをちょん、とぶつけた。

　シンゴは、グラスの半分ほどを一ひと息いきで飲んだ。トウモロコシの風味はもちろんしないが、味が濃のう厚こうでよく冷えている。ふうと息をはいて、満足そうに口元をぬぐう。一方お隣となりのマリィは、ちゃっかり両手で包みこむようにグラスを持ち（乾かん杯ぱいのときは格好つけて、片手でグラスを持っていたくせに）自分の一番自然なスタイルで、無心でミルクを楽しんでいるのだった。

　シンゴは、あらためてグラスの白い液体を眺ながめてみた。──清せい冽れつなまでの純白。ふわりと香かおる優しい匂におい。生命を育はぐくむ白い海。おそらくこの世で最も純真な、愛の象徴かたち。

　そのどれもが、いま自分が追っている事件──ハリーロイド事件とは、正反対の性質のものだった。

「……ねえマリィさん。ハリーロイドって、一体何者なんでしょうね？」

「さーな」マリィがそっけなく答えた。

「……マリィさん、もしかして怒おこってます？」シンゴが遠えん慮りよがちに尋たずねる。

　マリィはぶんぶんと首を横にふった。

「おこってはないさ。ただ、そんなにハリーロイドの所在を知りたいってんなら、ほかにいくらでもやりよーがあるだろーとはおもうけどな。……あのでぶしょちょー、意地のせいで自分の首をしめてることに、気づいてないのかね」

　マリィの辛しんらつなバークマン評に、シンゴが「まあ……」と、煮にえ切らない相あい槌づちをうつ。

　マリィはグラスを傾かたむけると、ぽつぽつと続けた。

「……アニバーサリーアースでは、十じゆー三さん年ねん前まえのオーバルじけん以い降こー、たしかに多ユニット保ほ有ゆー者しやによる犯罪がひん発してる。諸都市とくらべてみても、この街まちだけ異い常じよーに割合がたかい。しかも、そのほとんどが凶きよー悪あく犯罪だ」

　マリィが厳しい顔つきでバックバーをにらむ。

「これまでは、Ｃ．Ｓ．Ｃがじん速に犯人をあげていたから、それでとくに問題はなかったかもしれない。……だが──こんかいのハリーロイドじけんは、もう発はつ生せーから一ヶ月がたとうとしている。犠ぎせい者はふえつづけ、ついにはＣ．Ｓ．Ｃにまで被ひがいがでた。……事態は深刻さをますいっぽうだ。しかもそのあいだ、捜そー査さの進てんはほぼゼロときてる」

　マリィがグラスをあおった。白いのどの下で、ミルクを飲みくだす透すきとおった音がした。

「──はっきりゆーが、Ｃ．Ｓ．Ｃはこのじけんを持てあましてる。後手後手にまわってる。いさぎよくそれをみとめて、ハリーロイドの顔写真を公こー開かいするべきだ。ウィリスにかんしても公こー開かい捜そー査さするべきだ。……そしてＣ．Ｓ．Ｃだけでなく、全署をあげて捜そー査さするべきなんだ」

　まくしたて、大きく息をつくマリィ。

　シンゴはマリィからカウンターのむこうへ視線を移すと、うなずきながらしゃべりだした。

「たしかに……マリィさんの言ってることは、正論だと思います。でも……」

　シンゴが静かにグラスを傾ける。

「……Ｃ．Ｓ．Ｃって、いまから二十年くらい前に、Ｓ．Ｗ．Ⅰっていう組織を発展的解消して作られた組織なんです。旧来のＳ．Ｗ．Ⅰでは、来きたるべき多ユニット犯罪時代に対応できないから……って。Ｓ．Ｗ．ⅠもＣ．Ｓ．Ｃも、バークマン署長が主導して作ったんです」

「……それが、今回のじけんの対たい応おーと関かん係けーあるってのか？」

　シンゴがグラスのふちをそっとなで、うなずく。

「……Ｃ．Ｓ．Ｃは、多ユニット犯罪対策で設立されたとはいっても、それ専門の組織ってわけじゃありません。凶きよう悪あく事件は何でも扱あつかいますし、普ふ段だんは治ち安あん維い持じ活動なんかもやったりしています。ただ……Ｃ．Ｓ．Ｃは、都市政府から多ユニット犯罪対策のための高額な特別予算をもらってますから……。目立った活かつ躍やくをしないと、すぐに立場が悪くなっちゃうんですよ」

　Ｃ．Ｓ．Ｃフリークのシンゴの語り口は、まるで彼がその関係者であるかのように響ひびいてくる。

「──実際、Ｃ．Ｓ．Ｃになったばかりのころは、まだ多ユニット犯罪の数もそんなに多くなかったらしくて……。結構、色々なところから揶や揄ゆされてたみたいです。『高額な人件費と装備予算を使って、やってることは〝散歩パトロール〟だ』……って」

　マリィがシンゴの横顔を見つめ、言う。

「つまり……Ｃ．Ｓ．Ｃの存在意義は、多ユニット犯罪をはじめとする凶きよー悪あくじけんを解決してこそ、証しよー明めーされるもの……ってわけか？　だから情じよー報ほー公こー開かいをせず、じぶんたちだけで解決しよーとやっきになってる……と」

　シンゴがうなずく。

「……マリィさんの言いたいことは、よくわかります。でも……バークマン署長には、きっとちゃんと考えがあるんだと思います。たとえば、シュトラウスビル乱射事件みたいに、情報公開が必ずしもいい結果を生むとは限らないわけですから」

　シンゴは残りのミルクを一気に流しこむと、続けた。

「それに、ぼくとマリィさんがこうして捜そう査さをしてるのも、普通じゃ考えられないことですしね。……バークマン署長がやってることは、きっと事件の早期解決のために、すべて必要なことなんだと思います。ぼくはそう信じます。……そして、こうして捜査に参加させてもらってる以上──新しい被ひ害がい者しやなんか、ぼくが絶対に出させません」

　マリィがミルクをあおる。トレンチの袖そでで、唇くちびるをぐいっとぬぐう。

「……それでもマリィは、やっぱり情じよー報ほー公こー開かいするべきだとおもう。マリィがよばれたのは、Ｃ．Ｓ．Ｃがこのじけんを持てあましてるからだ。手におえないから外部にたよったんだ。それでも情じよー報ほー公こー開かいに踏ふみきらないのは、しょちょーやＣ．Ｓ．Ｃが、じぶんたちのメンツやプライドにこだわってるからだとしかおもえない」

　シンゴが複雑そうな瞳ひとみをマリィにむける。

「まー、マリィは雇やとわれＣ．Ｓ．Ｃだからな。クビをこわがることもないし、Ｃ．Ｓ．Ｃに愛着があるわけでもない。はっきり言ゆえば、これはラボの命めー令れーだからやってるだけのことだ」

　マリィがシンゴを見上げた。明るい栗くり色いろの髪かみが、トレンチの表面を流れていく。

「だからマリィは、Ｃ．Ｓ．Ｃのわがままにつきあうつもりはない」

　無む垢くだが、それゆえに感情のうかがいにくい瞳ひとみが、シンゴを真っすぐに見つめていた。

「──でも……。シンゴのわがままには、つきあってやってもいい」

　マリィが両目をぎゅっとつぶる。

「だってマリィは、シンゴの『相あい棒ぼー』だからな」

　顔を戻もどして、マリィがグラスを傾かたむける。

「信しん頼らいしあい、たすけあうのが『相あい棒ぼー』のルールなら……『相あい棒ぼー』のわがままには、トコトンつきあってやるのが、タフでスマートなやり方ってもんだ」

「……マリィさん……」

　マリィは再びシンゴを見やると、両目を力いっぱいにつぶった。

「──さ、あしたのことをかんがえよう。マリィたちがハリーロイドを見つけだせば、それでぜんぶすむはなしだからな」

「……はい！」シンゴが明るい声で答えた。

　それから、しばらく無言が続いた。──ふと、シンゴが眉まゆをよせてつぶやいた。

「でも……実際、使える情報が少なすぎますよね。正直、どこをどう探したらいいのか……」

　マリィがうなずく。「おそらく、まともにやってたんじゃむりだろーな」

「無理……ですか」シンゴが、いよいよ深刻そうな声で言う。

「まー、それについてはひとつ試してみたいことがあるから、まかせとけ。うまくいくかどーかは、保ほ証しよーできないけどな」

　シンゴが訝いぶかしそうに聞く。

「……その試してみたいことって、つまり、まともなやり方じゃない……ってことですよね？」

「しんぱいするな。不ふ法ほー行こー為いってわけじゃないから。バークマンの了解りよーかいもとるつもりだ」

　マリィのグラスのなかで、ミルクが静かに波打った。

「──そーゆーわけで、あしたは別べつ行こー動どーをとるぞ」

「はあ……別行動ですか。それは構いませんけど……。ぼくはなにをすれば？」

「シンゴには、ウィリスの身辺をさぐってもらいたいんだ」

「ウィリスの？」

「ああ。やつの失しつ踪そーが、ハリーロイドじけんと関かん係けーしてるのか、それともしてないのか……。例の、黒かみ殺人とＣ．Ｓ．Ｃ殺人をつなぐ、Ｘファクターになりうる可か能のー性せーはあるのか……。それがわかれば、ハリーロイドの消息しよーそくをたどるさいに、おおきなヒントになるかもしれない」

「ふむ……わかりました。昼間の捜そう査さで、ウィリスのデータは頭にはいってますから……。ちょっと色々あたってみます」

「たのむ。午後になったら、署にむかえにきてくれ」マリィがうなずきながら言った。

　少しのあいだ、静かな時間が流れた。

　シンゴは、空からになったグラスをいじり、ふとマリィの横顔を眺ながめてみた。

　もちもちしたほっぺた。うるおいのある大きな丸い瞳ひとみ。匂においたつようなブラウンの髪かみ。

　表情こそキメているが──グラスを両手で宝物のように抱え、カウンターの下で、床ゆかにつかない足先を無む邪じや気きにぶらぶらとふっている。

　──バークマンは言っていた。マリィの身には、人じん格かく変へん容よう事じ故こが起きている、と。

　たしかにマリィには、特に言動に関して、一いつ般ぱん的てきな十二歳さいの少女とは言いがたい面がある。

　シンゴ自身、最初にマリィを見たときは驚おどろいたし、大いに固まった。この奇き妙みような少女と、どう関係性を築いていったらいいものなのか、戸と惑まどったりもした。

　──もちろん、いまはそうではない。捜そう査さを通してマリィと関かかわっていくうちに、シンゴは、自分なりに少しずつマリィのことを理解しはじめていた。

　うまくは表現できない。難しいことは言えない。でも──要するにマリィはマリィなのだ、と……その愛くるしい横顔を見つめながら、シンゴは思う。

「……なんだ？　どーしたシンゴ」

「え？　あ、いや、その……」

　ふいにマリィに見つめられ──タフでスマートなマリィは、「横顔が可愛かわいいですね」などと言われても、きっと苦い顔をするだけだろう──シンゴが、とっさに話題をさがす。

「えーと……あ、そうだ。……マリィさんって、十九個もユニットを持ってるんですよね？」

「そーだけど……。それがどーかしたのか？」

「なんというか……。……その、羨うらやましいなー、と思いまして」

「そーか？　そんなふうには見えないが……」

「いやいや、本当に羨ましいですよ。ぼくも十九個なんて贅ぜい沢たくは言わないから、せめてアドバンテージクラスのユニットが一つと、それから翻ほん訳やくユニット以外にベーシッククラスが三、四個もあれば……。そしたらきっと、Ｃ．Ｓ．Ｃ試験にだって……」

　とっさに見つけた話題だが、しゃべっているうちに、シンゴは本当に悲しい気持ちになってきた。

「……周りの人は、『お前が落ちるなんて信じられない』とか、『きっと何かの間ま違ちがいだよ』なーんて言って慰なぐさめてくれるんですけど……。でも、実際落ちちゃったんだもんなあ、ああ……」

　マリィはやれやれといったふうに、肩かたをすくめながら言った。

「ユニットなんざ、後こー天てん的てき挿そー入にゆーすればいーだけさ。マリィだって、ほとんどは後こー天てん的てき挿そー入にゆーだ」

「……えー。だって、後天的挿入って高いじゃないですか。最低でも百万リディアくらいするんですよ？　百万リディアって言ったら、月給のほぼ四ヶ月分ですよ」

　ユニットを脳になじませやすい先天的挿入と違って、後天的挿入には不具合などの諸リスクがある。リスク回かい避ひ、あるいはアフターフォローをふくめた料金が上乗せされて、一いつ般ぱん人じんには手が届きにくい値段設定となっているのだ。

「ローンでも組めばいーじゃないか。じぶんへの投資とーしだとおもって」

　澄すまし顔のマリィに、シンゴが苦笑いをかえす。それから少し考えこんで、釈明するように言う。

「……ぼく、感覚というか、考え方が結構古いんですよ」

「かんがえかた？」

「はい。……実はですね、ぼく、小さいころに事故で両親を亡なくしてるんです。まぁ、生まれてすぐくらいのことらしいですし、記き憶おくも全然ないんで、それは別にいいんですけど……」

「そーなのか。マリィと似てるな」

　孤児検体オーフアン・サンプルのマリィ。二人の境きよう遇ぐうは、たしかに似通っている。

「……それで、物心つく前に伯お父じに引きとられまして。ぼくはその伯父のもとで育ったんですけど……」

　シンゴがぽつぽつと続ける。

「その伯父さんってのが、また筋すじ金がね入いりのユニット嫌ぎらいなんですよ。ユニットどころか、Ｃ．Ｓ．Ｃの話をするのも憚はばかられるような家だったんです。……やっぱりそういう環境で育っちゃうと、頭ではわかっていても、後こう天てん的てき挿そう入にゆうとかなかなか踏ふみきり辛づらくて……」

　シンゴが深々とため息をつく。──と、急に閃ひらめいたような顔になって──。

「──あ、そうだ！」

　シンゴは個人登録証を取りだすと、ホログラムを英語表示で再生させた。

「これ、ぼくの伯父さんのコミュニティです。リューゾー・サトウ。ぼくが生まれる前の年に、都市間オリンピックのジュードーで金メダル取ってるんです」

　マリィがホログラムをのぞきこむ。

「へー、すごいじゃないかシンゴ。おまえ、けっこういーところの育ちなんだな」

　頭をかきながら、シンゴが大げさに顔をしかめる。

「いやあ、伯父さんの家があるのはアイオワ・エリアですから……。エイムス・シティっていう、古いタイプの農業都市なんですけど……ほんと、何から何までド田舎いなかですよ。伯父さん自身も、さっき言ったとおり頑がん固こな人ですし……。全然、いいところなんてもんじゃないです。それでも、小さいころから伯父さんの道場で鍛きたえられてたんで……体力とか格かく闘とうなんかは、結構自信があるんですけどね」

　そう言うシンゴの表情に、ふと暗いものがよぎった。

「……そうなんだよなあ。そうなんです。ほんと、結構自信あるんですよ。ぼく、こう見えて記き憶おく力りよくとかいいんです。警察学校の法律の試験とか、いっつも満点だったんですよ。あと、Ｃ．Ｓ．Ｃになったらどうやって犯人を逮たい捕ほしようかとか、日ひ頃ごろから妄想シミユレーシヨンしてたりしますし……。だから、余計にユニット数で落ちたっぽいのが悔くやしくて……」

　シンゴはため息をつくと、小さく頭をふった。

　それから、ぽつりとつけ加える。

「……なーんて。全部、言いわけなんですけどね」

　マリィが目をぱちぱちさせて、聞きかえす。

「……いいわけ？」

　シンゴが寂さびしそうにうなずく。

「……ぼくが試験に落ちたのは、ユニットの数が原因じゃないんです」

「ふむ……じゃ、なにが原因なんだ？」

　シンゴは、無理やり微笑ほほえみをつくって言った。

「射しや撃げき、です」

「……しゃげき」

　シンゴが小さくうなずく。その顔に、悲しそうな笑みが貼はりついている。

「決定的にダメなんです。引き鉄がねを引こうとすると、なんかこう……急に気分が悪くなってきちゃうんですよね。息ができなくなって、視界が真っ黒になって……。──ほら、ちょうど今日の昼間、グリーンフィールドの殺害現場でなったみたいな……あんな感じです」

　マリィはカウンターに置いたグラスを両手で抱えて、じっとシンゴを見つめている。

「……警察学校のテストですら、ずっとお情けで通してもらってたんです。そんなんだから、たとえユニット数が十オーバーだったとしても……ぼくは、絶対にＣ．Ｓ．Ｃにはなれません」

　シンゴは、そのことについて散々悩なやみ尽つくしたといった様子だった。

　それでも諦あきらめきれないという純じゆん粋すいな思いが、シンゴの言葉や態度の端はし々ばしに表れていた。

　──と、突とつ然ぜん──マリィが、カウンターの上にぐでんと上体を投げだした。

　グラスを不器用に片手で振ふりあげて、大おお仰ぎようなふるまいで叫さけぶ。

「らぁシンゴ！　……ウィック、射撃ってゆーのはらなあ……」

「ははあ、マリィさん」突とつ如じよとして起こったマリィの異変だが、彼女と半日を過ごしたシンゴには、その行動の示すところがすぐに察さつせられた。「さては……飲みすぎましたね？」

「ばぁあろう！　のみすぎちゃーいねーよぅ……ヒック」

「ほらほら、しゃんとしてくださいよ」

　苦笑しながら、シンゴがマリィの体を起こそうとする。

「むう！　うるへえ！　さわるんやねーよう！　……いーかシンゴ、射撃ってゆーのはらなあ、ウィッ……ぷぇう。射撃ってゆーのは、な。きあいなんらよ、気合……」

「はあ、気合ですか」

「おーとも！　おまえにゃ気合が足りてねーんら！　……銃じゆーは凶きよー器きだからよ、あいての命をうばうもんだからよ……。うまくつかうにゃ、気合を入れにゃー……おい！　聞いてんのらあ？」

「はいはい、聞いてますよ」

「……一日、おめーと接してみてよう。マリィはなんとなーくわかった。おめーはな、ちょっと優しすぎるんらな……ヒック。きっとあいての命をうばうってーよ、覚かく悟ごが足りてねーんら」

「……でも、そんな覚悟、そう簡単にできませんよ」

　シンゴが真しん剣けんな声で答える。

　その気配を悟さとったのか、マリィがぴょこんと体を起こした。

「──……しなきゃならないのさ。マリィたちは負けちゃいけないんだ。目の前のいのちを絶ってでも、守らなきゃならないだいじなものがある。……Ｃ．Ｓ．Ｃへの憧しよー憬けーだけでなく、おまえがそんなふうに、守るべきたいせつなものを見つけたとき……。きっとおまえの銃じゆー口こーは、しぜんとあいての心しん臓ぞーにむく。その弾だん丸がんはおまえの想おもいの代だい弁べん者しやとなって、めのまえの悪の心しん臓ぞーをうちぬくんだ。……そーゆーもんさ」

　マリィはグラスの残りを大事そうに飲み干すと、表情を隠かくすようにトレンチの襟えりをたてた。

「……なーんて、な。マリィもほんものの銃じゆーを撃うったことはない。いまのセリフは、このまえラボで見た古いフィルムのうけうりだ──きき流してくれ」

　こんなタフでもスマートでもないクサイ励はげましは、マリィの流りゆう儀ぎじゃないんだ──赤らんだ頰ほおが、そう言いわけを言っているような気がした。

　シンゴは、ほうっと息をはいて天井を見上げた。一面の鈍にび色いろに、星を模もした小さなライトが無数に埋うめこまれていた。「マリィさん……いい夜ですね。いい夜だ」

「ああ、同感どーかんだ。しかしこの調子ちよーしじゃ、わかれるときにもバーボンが必ひつ要よーになりそーだな」

「そのときは、またこのバーに来ましょう。バーボンでべろんべろんに酔よっぱらって……笑顔でさよならしましょう。約束です」

「ああ、わかった。やくそくだ」

　マリィがシンゴを見上げた。小さな鼻はなの頭に、これでもかと言うくらいに力ちから一いつ杯ぱいしわをよせて、ぎゅっと目をつぶる。

　それを見たシンゴが、苦笑しながら言う。

「マリィさん……笑顔、ヘタですねえ」

　マリィはきょとんとしてシンゴを見やると、再び力一杯に、ぎゅーっと目をつぶった。

　──『オ・ルヴォワール』の夜が、静かに更ふけていった。










　　　　　セカンド・オーダー　瓦が礫れきの街まちのバウンティハンター







　──翌日。時間は正午すこし前。

　シンゴは、とある企き業ぎようビルのロビーにやってきていた。

　──この日、朝の四時に目を覚ましたシンゴは、ウィリスの身辺を探るべく、彼の関係先を片っぱしから洗っていた。

　シンゴはまず時差を考こう慮りよして、ロシア地方、キャフタ・シティに住む、ウィリスの両親に連れん絡らくをとった。──電話をかける前に、三十分ほど葛かつ藤とうしてから。

　ウィリスは、まだはっきりと確認されたわけではないが、おそらく死亡している可能性が高い。そのことを伝えるべきか、伝えないべきか、結論を出せないまま電話をかけたのだが──年老いたウィリスの両親は、はたして息子が行方不明となっていることさえ知らなかった。

　結局シンゴは、余計な心配をさせたくないとの思いから、二人に何も伝えないことにした。その上で、すこし突つっこんで話を聞いてみたのだが──ウィリスが実家を離はなれてからは、あまり頻ひん繁ぱんにやり取りをしていないらしく、残念ながら彼の近きん況きように関する情報は得られなかった。

　次にシンゴは、ウィリスの勤務先のレコール社に足を運んだ。

　堅けん実じつな経営で知られるこの中堅規模の証券会社では、複数の人間から実に興味深い証言が得られた。なんでも、行方不明になる二週間ほど前あたりから、ウィリスの様子が急におかしくなったというのだ。

　具体的にどこがどうおかしくなったのかについては、色々な人間が色々な言葉を使ってシンゴに説明した。ただそのなかで、一つだけ全員が口にしたフレーズがあった。

「まるで、人が変わったみたいでしたよ」

『人じん格かく変へん容よう事じ故こ』──マリィという実例を目の当たりにしているシンゴは、すぐさまその可能性に思い至った。無論、人格変容事故などめったに起きる現象ではないのだが──謎なぞが多い今回の失しつ踪そう劇げきだけに、調べてみる価値は充じゆう分ぶんにある。

　ウィリスのかかりつけのラボの名前は、昨日の家宅捜そう索さくで頭に入れてあった。『フライハイト研究所』──進境いちじるしいユニット業界のなかでも、かなり先進的な研究をしていると評判の研究所だと、ニュースか何かの特集で見たことがある。レコール社を出たシンゴが電話で用件を伝えると、現場主任から折りかえしの電話がかかってきて、急な話にも関かかわらず聞きこみの快かい諾だくをもらうことができた。

　──そんなわけで、シンゴはいま、フライハイト研究所本社ビルの、ロビー中央のソファに腰こしをおろして、背後の噴ふん水すいが奏かなでる水のメロディーに耳をかたむけている。

　背もたれに体重をあずけて、シンゴがあらためてロビーを見み渡わたす。調和のとれた現代的なデザインのビルで、吹ふき抜ぬけのホールが開放的な気分を味わわせてくれる。まるでちょっとした高級ホテルのようだ。──ただ、一つだけ異様な点がある。

　ロビーのそこかしこで──これはビルの外周でも確認できたことだが──とても従業員には見えない私服の人間の姿が、ちらほらと目につくのだ。

　やくざな連中ではない、とシンゴは思った。彼らのたたずまいから、シンゴは訓練された人間のみが放つ、一種の硬こう質しつな印象を感じとっていた。

　……すると、彼らは警察官だろうか？　あるいは、バウンティハンターのグループ？

　──疑問の答えが浮うかぶ前に、入り口の回転ドアから白衣姿の男性が入ってきた。

　男性はソファのシンゴに目を留とめると、軽い足どりでそこまで歩いていき、シンゴにむかって右手を差しだした。

「現場主任のイライアス・エリオットです。よろしく」眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみが、快かい活かつに輝かがやいていた。

「あ、シンゴ・サトウ巡じゆん査さです。あの、わざわざご足労いただいてしまって……すみません」

「いやいやとんでもない。とにかく立ち話もなんだし、よければ僕の研究室へ行かないかい？」

　エリオットはくだけた様子でシンゴに笑いかけた。

　ウェーブのかかった茶色い髪かみに、丸まる眼鏡めがねをやや下げ気味にしてかけている。一見すると三十前後にしか見えないが、よく見ると目じりや口元に小こ皺じわが寄っている。自信に満ちあふれていて、なおかつ落ちつきを感じさせる態度から察するに、本当の年ねん齢れいは四十代半なかばといったところだろう。

　シンゴはエリオットの申し出を了りよう承しようした。

　二人は回転ドアをくぐり、フェイロン企き業ぎよう区くの大通りにでた。私服姿の門もん衛えいに見送られながら、隣となりの建物との間にある、フェンスにはさまれた狭せまい路地へと入っていく。

　──と、路地を先導するエリオットが、言いわけでもするようにシンゴを振ふりかえった。

「……気づいたかい？　本社ビルのロビー、ものものしい雰ふん囲い気きだったろ？　……実は、二週間前に差出人不明の爆ばく破は予告が届いてね。いま、警察の人たちに出で張ばってきてもらってるんだ」

「──あ、そうだったんですか。それは……」

　シンゴは内心、しまったな、と思った。聞きこみの快かい諾だくの裏に、よもやこんな事情があろうとは考えもしなかった。同じ警察官といえど、他課の捜そう査さ事情をおいそれと知ることはできない。情報というものは、知っている人間の数に比例して流出のリスクが高まるからだ。

「ええっと……すみません。何だか大変なときにお邪じや魔ましてしまったみたいで……。電話でもお伝えしましたが、今日はぼくがいま追っている事件について、ちょっと専門家の意見をおうかがいしたいと思って来たんですが……」

　メディアにもまったくリリースされていないことを考えると、この爆破予告はかなり機き密みつ性せいの高い情報らしい。ことによると、彼ら私服の爆発物処理班──あるいはテロ対策課──は、犯人のしっぽを摑つかんでいるのかもしれない。

　もともと長なが居いをするつもりはなかったが、これは早めに切りあげた方がよさそうだ──そんなシンゴの胸むねの内をよそに、エリオットはあっけらかんとして言い放った。

「もちろん、何でも遠えん慮りよなく聞いてくれよ。はは、肩かた書がきは主任なんだけどね。研究・開発・検けん体たいの管理と、現場三部門はすべて僕ぼくがとり仕切ってる。こう見えて、結構偉えらいんだよ」

「あ、はい。実はぼく、ユニットについてあまり詳くわしくないもので……本当に助かります」

　エリオットはさっそく、本社ビルの隣──二人の右手側の建物を、顎あごで指し示した。

「こいつはユニットの挿そう入にゆう外来だ。先ギ天フ的ト・後レ天イ的ト問わず受けつけてる。それからあの奥おくに見えるのが……」

　二人の視界の先に、運動場つきの寮りようのような建物と、研究棟とうらしき機械的な装いの建物があった。

「あの広場つきの建物が、検体育成施し設せつだ。今は九人の検体があそこで暮らしてるよ。みんな女の子だ。それから、隣にあるのがラボだ。僕の研究室もあそこにある」

　エリオットはさらに続けた。「ちなみに、ここで女の子の検体ばかりを扱あつかっている理由、わかるかい？　──それはね、可愛かわいいからだよ」

「は？　可愛い、ですか？」シンゴは思わず、宇宙人でも見るような目つきで主任を見やった。

　エリオットは腕うでを一いつ杯ぱいに広げ、恍こう惚こつとした表情で大いに天を仰あおいだ。

「そう！　だって可愛くない？　本当に見てるだけで癒いやされるよねー！　所定の課題をクリアしたときなんか、まるで宝石みたいな笑顔で僕ぼくを見つめてくれるんだよ……グフ、グフフ」

「は、はあ……。確かに可愛かわいいですけど……」シンゴは、なぜか後ろめたい気持ちになった。

「おお、君もわかってくれるかい、僕のこの気持ちを！　そうさ、僕らは決してペドフィリアなんかじゃない。例たとえて言うなら、僕らはミュージカルの熱狂的観衆マニアなのさ。純真な彼女たちの一挙手一投足に心を奪うばわれ、そのすべてに魅み了りようされ、打ち震ふるえるような感動を味わい……」

「あ、あの、エリオット主任？」シンゴがたじろぎながら言った。

「──おっと、これは失礼。つい別の時空に飛んでしまっていたようだ。……まあ要するに、そんなわがままが通っちゃうほど、僕は偉えらい人間だってことなのさ。肩かた書がきは主任だけどね。ちなみに、男の子の検けん体たいはロスの提てい携けい研究所に委い託たくしてやってる。デカい研究所だよ。ここの五倍くらいはあるんじゃないかな。……あれ、もしかして引いちゃったかな？」

「あ、いえ、決してそんなことは……。ただ、正直ちょっと驚おどろきました。失礼な話かもしれませんが、研究者の方って、もっと取っつき難にくいイメージがあったもので……。恥はずかしい話ですが、ぼく、ユニットについて本当に無知なんです。ですから、どんなことでもお話しいただけると幸いです。たとえば、ユニットの開発の仕組みとか──そういうこともお聞きしたいですね」

「ユニットの開発ねえ……」エリオットは、頭のなかで言葉を探しているようだった。「そうは言っても、普ふ通つうの製薬企き業ぎようなんかと変わらないよ。研究して開発して生成して実験して、病院の契けい約やくをとって取り扱あつかってもらう、っていう……。まぁ、普通のシステムだね。あとは、うちで言うなら外来だね。ラボの挿そう入にゆう施し設せつってあんまり人気がないんだけど、先ギ天フ的ト・後レ天イ的トに関かかわらず検体への挿入実績があるし、ユニット自体も卸おろし値ねで安く提供できるから、病院でやるより断然お得だと思うよ。──そうだ、もしよかったら君も後天的挿入してみない？　カタログあるよ」

「は、いえ、ぼくは……。正直、ローンは車だけで手て一いつ杯ぱいの状態でして……」

「そうかい、それは残念だな……」

　エリオットは心底からそう思っているようだった。

「あの……ちなみに、失礼なこと聞いてもいいですか？」

　エリオットが質問を先回りして答える。

「うん、ユニットの数かな？　十一個だね」

「あの……それってやっぱり、厳選して吟ぎん味みして選ばれてるものなんですか？」

　エリオットは、シンゴをからかうようにニヤリと笑った。

「あ、やっぱりプロがどんなユニットを選ぶか気になってるんだ。『僕はいいです』だなんて言っておいて、案外興味があるんじゃないか」

「あはは、いや、参考までにですね……」

「ま、といっても、結構適当に選んでるけどね。僕は先せん天てん的てきに持ってるのが四個で、残りの七個が後こう天てん的てき挿そう入にゆうだけど……。そのうち、昔の会社や研究所のものもふくめて、自社製品を三個持ってるね。で、自分と無関係な他社製品が三個。……それから、生体検査認可が下おりなかったユニットを、自分で人体実験したのが……一個、だね。はは、もう時効だから許してくれ」

　エリオットは明るく笑ったが──シンゴの目には、なぜか彼が一いつ瞬しゆんだけ心を閉ざしたようにも見えた。──まだ本題にも入らないうちに、深入りしてエリオットの機き嫌げんを損そこねてしまってはいけない。シンゴは曖あい昧まいに相あい槌づちをうつと、この話題を流してしまうことにした。

　やがて、二人は研究棟とうに着いた。エリオットの先導でなかに入り、エレベーターに乗る。

　研究室は、七階のエレベーターホールのすぐそばにあった。エリオットが取っ手のついた両開きの手動のスライドドアを開け、シンゴを室内へと案内する。

　部屋の内部は、シンゴが想像していたよりもよっぽど綺き麗れいに整せい頓とんされていた。というより、エリオットのデスク周辺を除のぞいて、ほとんど物がないような状態だった。やや縦たて長ながの広い部屋で、スチール製の書しよ棚だなが壁かべに沿って無数に設置されている。書棚のなかには、ユニット関連の本やファイルがずらりと並んでおり、ホロ・カードやデータチップの影かげはどこにもない。

　一番奥おくにあるのは、エリオットのデスクだ。二台のパソコンの周りに、ファイルや書類が散乱している。このデスク周りに関しては、お世辞にも整頓されているとは言いがたい。

「意外に前ぜん時じ代だい的てきな部屋ですね」シンゴは思ったままの感想を口にした。

「ホログラムが嫌きらいでね。細かいことをやってると目を傷いためるんだ。割わり高だかだけど紙が一番だね」

　目について気にするわりに、この部屋は少々うす暗かった。理由は明快で、窓まどがないのだ。

「開発研究は集中の純度が勝負なのさ。外との繫つながりは、窓ひとつでさえ不純物になる」

　エリオットはシンゴの疑問に簡かん潔けつに答えると、スチール棚の陰かげから古びた丸まる椅い子すを引っぱりだしてきた。そして部屋の中央に椅子を置き、シンゴに座るようにすすめると、足早にデスクの奥へとむかっていった。

　ほどなくして、エリオットは足でローラー椅子を漕こぎながら、両手にカップを持って帰ってきた。

　シンゴはエリオットに礼を言うと、カップを受けとった。中身は紅茶だった。一口すすってみると、胃のなかがほっと明るくなった。

「えっと……モーガン・ウィリス、だったかな？　取りよせておいたカルテは……と」

　エリオットは、デスクの端はしに積んである紙の束をむんずと摑つかむと、シンゴに差しだした。

「さっき僕も目を通してみたけど……これと言って不ふ審しんな点は見当たらないかな。最後の後天的挿入は一年も前だし……。もしもその時に人じん格かく変へん容よう事じ故こが起きていたとしたら──いまごろ、とっくに訴そ訟しよう騒さわぎになってるだろうしね」

　データ形式でもらえるものとばかり思っていたが──まさかの紙・英語の資料である。シンゴは資料の読みこみを早々に諦あきらめると、別の質問をエリオットにぶつけることにした。

　──エリオットは、紅茶をすすりながら、落ちついた様子でシンゴの質問に聞き入いっていた。やがてシンゴが質問を終えると、エリオットは背もたれを鳴らして言った。

「──ふむ。つまり、鍛きたえ抜ぬかれたプロの捜査員的な何かを、無む抵てい抗こうで殺害できるユニット──もっと言えば、拳けん銃じゆうに対してナイフで殺せるようなユニットが、この世に存在する可能性はあるか──そういうことだね？　……この時期に警察官がユニットについて聞きに来るんだから、そうじゃないかとは思っていたけど……。君は、やっぱりハリーロイド事件の捜査員なんだね。もしかしてＣ．Ｓ．Ｃなの？」

　もしそういうユニットが存在するのであれば、それをヒントにロイドの消息をたどることもできるのではないか──そう考えて遠まわしに聞いてみたのだが、さすがに隠かくし通せるものではなかったようだ。

「い、いえ、ぼくはただの巡じゆん査さでして……。あ、あの、このことは内ない密みつにお願いします。特にメディアには……」

「いやいや、全然いいんだよ」

　慌あわてて取り繕つくろうシンゴに、エリオットは思いがけない言葉をかえしてきた。

「……実を言うとね、ウチのラボも少しだけハリーロイド事件に関かかわってるんだ。ここだけの話──都市警察に、検けん体たいを一人提供してるんだよ。……君がハリーロイド事件の捜査員なら、もしかして知ってるんじゃないかと思ったんだけど……」

「えっ……ええ？　検体を、ですか？」

　シンゴはひとしきり目をパチパチさせた後、おずおずとエリオットに尋たずねた。

「……あ、あの、その検体の名前、とかって……」

「うん。マリィという子なんだけどね」

　シンゴが飛びあがって叫さけぶ。

「マ、マリィさん！　やっぱり！」

「──と、言うと、もしかして……」

「は、はい！　実はぼく、いまマリィさんと一いつ緒しよに捜査をさせてもらってるんです！」

　エリオットが目を丸くしてうなる。

「へえ！　そりゃホントかい！　これはまた……すごい偶ぐう然ぜんだね」

「い、いやあ……ぼくも驚おどろきました。フライハイトは先進研究で有名なラボだと聞いていたので、もしかしたら、とは思ってましたが……」

　興こう奮ふん冷めやらぬ様子のシンゴに、エリオットが質問を投げる。

「で──どうだい？　マリィはお役に立ててるかな？」

　シンゴは頰ほおを紅こう潮ちようさせてうなずくと、椅い子すに腰こしを戻もどしながら答えた。

「え、ええ！　もちろんです！　実は……今回ぼくがこちらにうかがったのも、マリィさんがある新事実を発見したのが元でして……。その、まだ詳くわしくは言えませんが、二人で色々と調べている最中なんです。──いやあ、本当に……」

　まくしたてるシンゴに、エリオットがにっこりと微笑ほほえむ。

「そうかい。役に立ってるならよかった。……一いつ緒しよに捜そう査さをしてるんなら、もう充じゆう分ぶんわかってるとは思うけど……ああいう子だから、うまくやれてるかどうかちょっと心配でね」

　エリオットのつぶやきに、シンゴがハッとした表情になる。

「あ、あの……人じん格かく変へん容よう事じ故こ、ですよね？　その……原因とか、もし良ければ……？」

　エリオットは困ったような笑みを浮うかべると、申し訳なさそうに言った。

「すまない。それはちょっと教えてあげられないんだ。都市警察側に渡わたした資料が、外部に出せる情報のすべてでね」

「そ、そうですか……」

　シンゴが肩かたを落とす。──ラボでのマリィの扱あつかいなど、色々と聞いてみたいことがあったのだが……どうやら、それは難しいようだ。

「でも……とりあえずよかったよ。マリィと一緒にいるのが、シンゴ君みたいな人で安心した。色々と迷めい惑わくをかけるかもしれないけど……。今後とも、どうかよろしく頼たのむよ」

「あ……はい！　それはもちろん！」

　エリオットの眼鏡めがねの奥おくの瞳ひとみが、優しく細まった。

「ありがとう、シンゴ君。──さて、それじゃ……」

　エリオットが冷めきった紅茶を口にふくむ。のどを鳴らして、体を前に傾かたむける。

「ええと、本題の質問の答えだけどね……」

　エリオットは少し思案すると、言った。

「たしか……あんまりユニットに詳くわしくないんだったよね？　……じゃあシンゴ君、知ち恵えの樹きの実みの目もく録ろく《エデン・ファイル》……って言葉、聞いたことはあるかい？」

「……知恵の樹の実の目録エデン・フアイル？　……す、すみません、はじめて聞く言葉です」

　頭をかくシンゴに、エリオットが苦笑いしながら答える。

「ま、普ふ通つうは知らないかもね。メディアも全然取りあげないし」

　エリオットが姿勢を戻もどして続ける。

「……知恵の樹の実の目録エデン・フアイルっていうのは、要するに地球政府による規制ユニットの一覧のことさ。各ラボが開発・生成したユニットのなかで、現代の人間が扱あつかうには早すぎると判断されたものは、すべてこのリストに加えられる。つまり理論や工程なんかのデータを、地球政府が押おう収しゆうして封ふう印いんしてしまうのさ。で──一度この目録に加えられたユニットは、再さい審しん査さによってリストから抹まつ消しようされない限り、生成・販売ともに永久に禁止されることになるってわけ」

「……なるほど。つまり、危険度の高いユニット、あるいは高そうなユニットは、通常一いつ般ぱんには出回らないようになってる……と」

「ま、そういうことなんだけど──」

　エリオットが低く声を落とす。

「……はっきり言って、簡単に悪用してしまえるようなユニットや、理論段階ですでに危き惧ぐが叫さけばれてるようなユニットなんて、普ふ通つうはそもそも研究認可さえ下おりない。……問題なのは、目録にすら入っていないような──つまり、地球政府さえその存在を把は握あくしていないような──ユニットだよ」

　エリオットは怖こわいくらいに真ま面じ目めな顔つきになると、続けた。

「少し昔の話になるんだけど……。ヨーロッパ、旧ドイツ領りようのハンブルク・シティに、シュヴァルツヴァイス社っていうユニット関連の軍ぐん需じゆ企き業ぎようがある……いや、『あった』んだけどね。そこの研究所が、未認可の危険なユニットを、常習的に検けん体たいに埋うめこんでるようなところだったんだ。内部告発によってそれが明るみに出たんだけどね。……もう、十年以上前の話かな」

「そんなことがあったんですか。……知りませんでした」

「仕方ないさ。知恵の樹の実の目録エデン・フアイルもそうだけど、この事件もメディアでの扱あつかいが異常に小さかったからね。要は、あまりにエグすぎる不正──特に検体関連の、人道にもとるような不正──や、社会不安を増大させかねない違い法ほうなユニットの存在は、地球政府もなるべく大おお事ごとにはしたくないってわけなのさ」

　シンゴがおずおずと手を上げた。

「あ……あの、すみません。いまのお話は、つまり『そういった違法ユニットが、実際にどこかに存在している』という意味に解釈しても……いい、んですよね？」

　静かにうなずくエリオットに、シンゴが困こん惑わくしたように続ける。

「その、なんというか、ちょっとにわかには信じがたいと言いますか……。そんな危険なユニットが実在しているだなんて、事実ならやっぱり大問題になってるような気が……」

　エリオットが無言でシンゴを見つめる。品定めでもするようなするどい視線に、シンゴはつい気き後おくれを感じてしまう。──いまの発言、ひょっとして生意気に受けとられたかな……？

　そんなシンゴの心配をよそに、エリオットは小さく息をはくと、つぶやいた。

「……ふむ。君は体制側だし、これは捜そう査さ協力の一環だから……」

　エリオットがローラー椅い子すを回転させ、足で漕こいでデスクへとむかっていく。引きだしをごそごそとまさぐり、一枚のホロ・カードを取りだす。

「……地球政府にいる友人から回ってきたものだ。さっき話をしたシュヴァルツヴァイスの、内部告発の元になった映像──その一部らしい」

　エリオットが、パソコンの端たん子しにホロ・カードを差しこむ。

「これは海かい賊ぞく版ばんだし、そもそもの映像も隠かくし撮どりされたものらしくてね。質はそこまで良くないんだけど……。何が起きているかくらいは、充じゆう分ぶん判別できるだろう」

　パソコンと無線で繫つながっている小型の映写機が、奥おくの壁かべにホログラム映像を投とう影えいした。

　──狭せまい部屋だ。白く、質素な部屋のなかで、研究者らしき白衣を着た初老の男性と、虚うつろな表情をした十歳さい前後の少女が、小さなテーブルをはさんでむかいあっている。この映像は、その様子をマジックミラー越ごしに、別室から撮さつ影えいしているものらしい。

「面談……？　実験か何かですか？　……その、つまり、ユニット開発の現場では……」

「ああ、別に珍めずらしいことじゃない。こういう形でのデータ収集が必要な実験も、もちろんなかにはあるよ。……とはいえ、この映像はパフォーマンスか何かのためのものだろう。つまり──マジックミラーのこっち側で、お偉えらいさんたちが実験の成果を鑑かん賞しようしてる、というわけ」

　映像には、どうやら音はついていないようだ。むかって右側の白衣の男性が、何事か左側の少女にむかって話しかけている。

「まあ……見てなよ」

　男が、ポケットから何かを取りだした。どうやらガラス球のようだ。手のひらに乗せて、少女にむかって差しだす。

　少女が、それを受け取ろうと手を伸のばす。すると──ガラス球が、まるで意志でも持っているかのように、ふわっと宙に浮ういた。

　ガラス球は、テーブルの上の空間をゆらゆらとただよっていくと、少女がかざした手のひらに、吸いこまれるようにしてぴたりと吸いついた。

「……これは、なんのジョーク映像なんです？」

「ちなみに──この右側の老人は、ユニット業界でもとりわけ著名な研究者だ。ユニット技術の始祖の系けい譜ふを受け継つぐ、アイヒホルン派の重じゆう鎮ちんだよ」

　その重鎮が、何事か少女に指示をだす。少女がうなずくと、ガラス球は、まるでそれが当たり前のことであるかのように、再び天井にむかって遊泳をはじめた。

　ガラス球が、ダンスを踊おどるミツバチのように、弧こを描えがいて空を飛ぶ。少女は、それをじっと見つめて、微かすかに口元を緩ゆるめている。男がまた指示をだすと、少女がうなずき、ガラス球は運動をやめ──重力にとらわれ、生命を失ったかのようにテーブルに落下した。

　いや──どうやら音が収録されていないのは、マジックミラーの向こう側の部屋だけだったらしい。実験が終了すると、映像を撮影しているこちら側の部屋で、数名のまばらな拍はく手しゆが起こった。そして──あたかもそれがエンディングテーマであったかのように、映像は唐とう突とつに途と切ぎれた。

　投とう影えいの終わった壁かべから、エリオットへと視線を移し──シンゴがつぶやく。

「……あの、エリオット主任は──その、信じているんですか？　いまの映像を？」

　エリオットが首をひねった。肯こう定ていとも、否定とも取れないほど、小さく。

「そうだな……。現実であってもおかしくはない、ってとこかな」

「それは……えっと、一人のユニット研究者としての答え、ということですよね？」

　今度は、はっきりとうなずく。

「……では、この映像が真実だとして──あの少女が行っていたことは、いったい何なんですか？」

「それがわかるようなら、口で説明してるさ。わざわざ映像を見てもらったりはしないよ」

　エリオットは部屋の中央に戻もどると、ゆっくりと椅い子すに腰こしかけた。

「──いいかい、シンゴ君。ユニットってのは……つまり、人工的に造形されたニューロンのネットワークなんだ。人類に新たな能力を獲かく得とくさせるとはいっても、あくまでも脳や身体という物理的な制限の範はん囲い内での話になる。要するに、いくら複雑な脳細胞ネットワークを組んだところで、人間に既き存ぞんの物理法則を操る力を与える──なんてことは、できないわけだ」

「それは……つまり、あの映像はトリックだ、っていうことですよね？」

「そうじゃない。ぼくは、『既存の物理法則』を操ることはできない、と言っただけだ」

　エリオットがシンゴの目を見み据すえる。

「現代物理学も、脳科学も──百年以上前に予言された『限界』を、未いまだに突とつ破ぱできていない。たとえば、『ダークエネルギー』はその痕こん跡せきさえ観測されていないし、『イシキ』や『主観的体験』、『クオリア』などと呼ばれるものも、旧西せい暦れきの終わりごろに観測不可能とされて以来、ずっと手付かずのままだ」

　エリオットが前ぜん傾けい姿勢をとる。ローラー椅子がギッと軋きしむ。

「科学は、観測しえないものを語りえない。そして人類の観測技術では、『真理』を観測できない。つまり──科学は、『真理』について語ることはできない」

　シンゴの心の内を推し量るように、その瞳ひとみをじっと見つめる。

「『観測』できない『イシキ』が、『観測』できない『ダークエネルギー』への干かん渉しようを行ったとしても、科学者にはそれを語る術すべがない。──だってそうだろ？　『イシキ』そのものについてすらよくわかっていないんだから、『イシキ』がこの世界にどんな作用をもたらしているかなんて、語り得るはずがない。既存の物理学では計れないんだから、あるともないとも言えないんだよ」

　うす暗い研究室の照明の下──シンゴはふと、エリオットの瞳のなかに既視観を感じた。

「既存の物理法則の『限界』を、人間の脳をいじって──ユニット技術で──『突破』する。そんな夢物語も……膨ぼう大だいな数の人体実験を礎いしずえにすれば、不可能じゃないかもしれない」

　研究棟とうへ来る前、エリオットが見せた、心を閉ざすような気配──それがいま、再び彼の瞳のなかに顕けん現げんしていた。

「……『倫りん理り』という、科学における絶対不ふ滅めつの禁きん忌きを犯した先にあるのは──既存の物理法則を根底からくつがえす、『真理』なのかもしれないね」

　エリオットの言葉が、シンゴに、ふいに昨日のマリィの姿を思い起こさせた。

　ウィリスのアパートで、マリィは手を触ふれずに部屋の鍵かぎを開けてみせた。シンゴは最初、それを念動力テレキネシスユニットによる仕し業わざかと疑ったが──実際には、それはＣ．Ｓ．Ｃ権限と最新式のユニットとを組みあわせた、タネも仕し掛かけもある極めて現実的でデジタルな行こう為いだった。

　エリオットは、このフライハイト研究所の現場部門の責任者だ。マリィのユニットの開発にも、当然大きく携たずさわっているとみて間ま違ちがいないだろう。最さい先せん端たんのユニット技術を駆く使しし、念動力テレキネシスと見間違うような能力をマリィに付与したエリオット。そのエリオットでさえ合理的な説明ができない、映像の少女の未知のユニット能力……。

　シンゴの胸むねに、言いようのない不安がこみあげてきた。

　──諸都市の軍・警察を見み渡わたしてみても、Ｃ．Ｓ．Ｃほどスキルとタフネスをそなえた特とく殊しゆ部隊はそうは見当たらない。屈くつ強きようなプロの捜そう査さ員いん三人の命を、一本のナイフでいとも簡単に葬ほうむれる人間──そんな人間が本当にこの世に存在するのだろうか？　ハリーロイドが所持している武器は、本当にナイフ一本だけなのだろうか？

　人体実験によって生みだされた、未知のユニットを保有する犯罪者……。多ユニット犯罪を得意とするＣ．Ｓ．Ｃを、あざ笑うかのように屠ほふっていく殺人者……。胸によぎる不吉な予感──自分たちがいま追っている人間は、もしかしたら人間を越こえた存在なのでは……？

　シンゴは頭をふって思考を追いはらった。いま自分がこんなことを心配していても仕方がない。バークマンにこの懸け念ねんを報告（もっとも、署長はこういうこともとっくに考こう慮りよ済みなのかもしれないけど）するだけして、あとはハリーロイドの居場所を見つけだすという自分の任務に専念するしかないのだ。

　シンゴは顔をあげると、壁かべにかかっている時計を確認した。マリィの迎むかえの時間が迫せまってきている。もうそろそろここを出なければならない。

　シンゴは場を辞そうとエリオットに礼を言いかけ、思いなおし、最後にひとつだけ質問をしてみることにした。

「あの、エリオット主任。聞いてもいいでしょうか？　マリィさんのことなんですけど……」

　視線を落とし、口ごもりながら言う。

「マリィさんって、その……ラボではどういう扱あつかいなんでしょうか？　なんというか……検けん体たいとしてもそうですし、えっと、人間として、というか……。──いやあの、マリィさん、なんだかあんまりラボのこと好きじゃないみたいで……」

　エリオットは小さくため息をつくと、逡しゆん巡じゆんした後、ぽつぽつと答えた。

「……そうだね。ま、あのとおりの子だからね。他の検体ともうまくやれてるとは言いがたいし……。僕ぼくらとしても、どうしても後回しになってしまう……という面は、あるかな」

　それから顔を落とし、つけ足す。

「悪いが、僕が言えるのはそれだけなんだ。……すまない」

「そう、ですか……」

　シンゴが浮うかない顔でつぶやく。

　しばらくして視線をあげ、エリオットに感謝を述べる。

「あの……今日はありがとうございました。色々と教えていただきましたし、貴重な映像も見せていただいて……」

「いやいや。事件解決のためなら協力は惜おしまないよ。そもそも、ウチは君たちにマリィを貸しだしてるわけだしね」

「はい。エリオット主任に会えて本当によかったです。……それと、また機会があれば、色々とお話を聞かせていただきたいな、と……」

「ああ、もちろんさ。……僕ぼくもシンゴ君に会えてよかったよ。いい時間だった、とても」

　二人は立ちあがって歩みよると、固く握あく手しゆを交わした。

「それでは、今日はこの辺で……」

「ああ。シンゴ君……マリィのこと、くれぐれもよろしく頼たのむよ」

「はい……わかりました」

　──それからもう一度感謝の言葉を述べて、シンゴはエリオットの研究室を後にした。




　フライハイト研究所を出たシンゴは、近くのファーストフードで腹ごしらえを済ませ、クーペを都市警察本署ビルへと走らせた。

　署の表に車を停とめ、正面玄げん関かんに入る。ざっと辺りを見まわしてみるが、マリィの姿は見当たらない。シンゴはソファに腰こしをおろすと、個人登録証を取りだして、マリィに電話をかけた。

　──ほどなくして、マリィがやってきた。

「またせたな。メシは食ったか？」マリィは昨日と変わらない格好をしていた。

「はい、食べてきました。……どこかへ行くんですか？」

「ああ、そーだな。……車のなかで話そーか」

　──二人は本署ビルを出ると、連れだってクーペに乗りこんだ。マリィの指示に従って、ひとまず西へ車を走らせながら、シンゴが午前中の捜そう査さ結果を報告する。

「──……で、それがラボでもらってきたカルテです。結局、はっきりしたことはわかりませんでしたが……」

「──ふむ。失しつ踪そー直前、ウィリスの身におきていた異変……か。たしかに証言しよーげんからして、人じん格かく変へん容よー事じ故この可か能のー性せーがたかそうだが……。すくなくとも、カルテでは異い常じよーな所見は見られないな」

　マリィはカルテを後部座席に投げると、やれやれ、と息をはいた。

「しかし──とんだ偶然ぐーぜんもあったもんだ。ウィリスのかかりつけのラボが、まさかフライハイトだったとはな」

「ええ、ぼくもビックリしました。むこうがマリィさんの名前を出してきて……。──あ、ちなみに、ぼくが会ったのはエリオット主任という方だったんですけど……。マリィさん、もちろん知ってますよね？」

　マリィが肩かたをすくめてうなずく。

「ああ、エリオットか。そりゃ知ってるとも。あいつは──」

　抑よく揚ようのないマリィの声が、妙みようにくっきりと車内に響ひびいた。

「──あいつは、ラボでいちばんマリィのことを嫌きらってるやつだ」

「…………え」

　思わぬ答えに、シンゴの表情が固まる。

「……あ、あのマリィさん……いま、何て言いました？」シンゴは、自分の正気を疑いながら続けた。「……エリオット主任が？　マリィさんのことを、嫌ってる……って……」

「ああ、そーだとおもうぞ。検けん体たいたちのなかで、マリィだけ露ろ骨こつにさけられてるからな」

　平然と言い放つマリィ。シンゴは、今度はマリィの正気を疑ってかかった。

「それ、本当ですか……？　マリィさんの勘かん違ちがいじゃないんですか？　──だ、だってエリオット主任、凄すごくいい人でしたし、それに──」

「まー、マリィ以外にはそーなんだろーな。それか、外そと面づらがいーんだろう」

「い、いやあの、でも…………」

　シンゴは何も言えずに黙だまりこんだ。

　──仮に、自分もマリィも正気なのだとすれば──こうもお互たがいの話が食い違ちがう原因は、ひとつしか考えられない。つまり、マリィのことを語るエリオットの態度が、噓うそ偽いつわりのものだった──という可能性しか。

　──そんなバカな、とシンゴは思う。エリオットのあの優しい微笑ほほえみが、噓？　マリィのことを心配するあの言葉が──偽りだって？

　──もちろん、シンゴはエリオットにすべてを話してもらったわけではない。マリィの人じん格かく変へん容よう事じ故この原因についてなど、最後までしゃべってもらえなかったこともある。

　しかしそれでも、あのエリオットのマリィに対する気持ちが、噓偽りのものだったとは──シンゴには、到とう底てい信じることなどできなかった。

　……フライハイト研究所、エリオット、マリィ、人格変容事故、ウィリス……。

　シンゴの頭のなかを、事件の断片がぐるぐると回る。──何かがおかしい。何かが間違っている……。そんな気がするが、どうにも情報がうまく繫つながってくれない。──まだ、何か欠けているものがある？　一連の出来事を繫ぎあわせる、何かが……？

「──そーいやシンゴ、結果がでたぞ」

「……え？　なんですって？　なんの結果です？」

　シンゴは一いつ旦たん思し索さくを打ちきると、マリィの話に集中した。

「鑑かん定てーだよ。かがく鑑かん定てー。路地のけっこんは、やっぱりウィリスのものだったそーだ。おそらく──死し亡ぼーしてる可か能のー性せーがたかい、とさ」

「と……そうですか……」

　シンゴが瞳ひとみを沈しずませる。その脳裏に、年老いたウィリスの両親のことがよぎる。

「……あとで、ウィリスの実家に連れん絡らくしておきます」

「いや……この件は第九強行班がひきつぐそーだ。そっちから連絡がいくだろう」

　マリィはシンゴを見つめると、言った。

「シンゴ。……気をおとしてるひまはないぞ」

「……ええ、わかってます」

　シンゴは深く息を吸って気持ちを入れなおすと、マリィに尋たずねた。

「──それで……昨日、マリィさんが言ってた試してみたいことってのは……。いったい何だったんです？　うまくいったんですか？　──そもそもこれ、どこにむかってるんです？」

　マリィが淡たん々たんと答える。

「ああ。バウンティハンターのライセンスを発はつ行こーしてもらってな。やつらのネットコミュニティにもぐりこんで、ハリーロイドの顔写真をエサにして……情じよー報ほー提てー供きよーをつのってみたんだ」

「……たしかに、色々とスレスレですね。よくバークマン署長の許可が下りましたね」

　マリィが不満げに唇くちびるをとがらせる。

「なんか、ぶーぶー言ゆってやがったけどな。ハリーロイドじけんの被ひ疑ぎ者しやだってことはふせろとか。かりになにか釣つれたとしても、こっちの捜そー査さ情じよー報ほーはいっさいもらすな、とか」

「まぁ……それならたしかに、不測の事態は防げそうですが……。それで、収しゆう穫かくの方は？」

「ああ、でたらめな情じよー報ほーばっかりだったよ。ただ……あちこち嗅かぎまわってるうちに、とあるバウンティハンターから接せつ触しよくがあってな。くわしくはなしを聞いてみると……どーもそいつは、ハリーロイドについておもしろい情じよー報ほーをもってるらしーんだ」

「……面白い、情報？」

　マリィが肩かたをすくめてシンゴを見やる。

「はっきり言ゆえば……そいつは、ロイドの居場所をしってるんだと」

「い……居場所を、ですか？」

　いきなり降って湧わいてきた事件の核かく心しん情報に、シンゴは一いつ瞬しゆんだけ驚おどろきと戸と惑まどいを見せた後、すぐに疑わしそうな表情になって言った。

「……それ、本当に信用できるんですか？　ぼくらを罠わなにハメて、捜査情報を聞きだそうとかっていうんじゃ……」

「あいてはバウンティハンターだぜ？　マフィアやギャングってわけじゃない。ちゃんと協会きよーかいから免めん許きよをもらって、法律ほーりつにしたがって商売しよーばいしてる連れん中ちゆーだ。……犯罪者があいてならともかく、都市けーさつに正面しよーめんきってケンカを売るよーなマネ……やつらがするとおもうか？」

「それは──……。──いやでもマリィさん、考えてもみてください。そもそもそのハイエナは、いったいどういうルートをたどってロイドに行き着いたっていうんです？　Ｃ．Ｓ．Ｃやぼくらがこれだけ探して、ヒントのヒントさえ摑つかめてないっていうのに……。都市警察からの情報だってほとんど出てこないなかで、ハイエナが独自に居場所を探りあてるだなんて……」

「だから、そーゆー色々なことをいまからたしかめにいくんだろ」

　納得できない様子のシンゴが、なおもマリィに食い下がる。

「……ちなみに、そのハイエナの獲得賞金総額トータルアーニングスは？」

「千三百八十万リディア。……まー、額がく面めんだけ見りゃたいしたことないんだが……。おもしろいのは、こいつが去年の春にライセンスを取得したばかりの、まだほやほやの二年目だってところさ。よーするに、新人のバウンティハンターが……たったの一年半で、千四百万近くも賞金しよーきんをかせいでるってわけだ。──ゆーまでもなく、これはかなり優ゆー秀しゆーな数字すーじだ」

　シンゴの眉み間けんのしわが深まった。

「いやいや……いよいよ怪あやしくないですか、それ？　だってそんなに優ゆう秀しゆうなハイエナなら、なんでロイドを自分で捕つかまえようとしないんです？　もし本当に居場所がストライクで割れてるんなら、なおさら自分で狩かろうとするのが自然じゃないですか？」

「そんなのマリィがしるかよ。賞金しよーきんよりもたかく売りつけよーとか、おおかたそんなとこだろ」

　シンゴが唇くちびるをとがらせて、首をひねりながらつぶやく。

「うーん……。ハイエナ情報か……。ぼくは怪しいと思うけど、でも確認しないわけにもいかないですか……。──で、目的地は──」

「ああ。〝ユニット無しプレーン〟があつまる街まち──『瓦が礫れきの街《ラビッシュタウン》』だ」




　瓦礫の街ラビツシユタウンは、アニバーサリーアースの南西部、港こう湾わん地区のひとつ手前に存在している。高さ二・五メートル、総そう延えん長ちよう三十二キロメートルにも及およぶ長大なコンクリートの壁かべで仕切られた、自治区のような性格を持つ街だ。──その入り口にほど近い路上に、青いクーペが停とまった。

　車を降りたシンゴとマリィは、エアロゾールアートで埋うめつくされたカラフルな壁に沿って歩きはじめた。アートといっても、そこに芸術的な要素はほとんどない。落書きやギャングのタグ、出来の悪いスロウアップや卑ひ猥わいな言葉など、目をむける価値すらない〝作品〟が大半を占めている。

　歩道にはひび割れが目立ち、雑草が方々から顔をだしている。スプレーの空あき缶かん、酒さか瓶びん、虫がたかっているビニール袋ぶくろなど、再生物ゴミの多さも目につく。あたりはうす気味悪い雰ふん囲い気きに包まれており、獲え物ものを狙ねらう獣けものが草むらで息をひそめているかのような、不自然な静けさがただよっている。

　不ふ穏おんな空気が立ちこめるなか、シンゴは首をすくめて、不安そうに周囲をきょろきょろしながら歩いていた。一方のマリィは、無表情で淡たん々たんと歩ほを進めていく。

　やがて二人を、瓦礫の街ラビツシユタウンの入り口──といっても、単にそこだけ壁が途と切ぎれているというだけに過ぎないものだが──が、出で迎むかえた。

　入り口をくぐった二人の前に、瓦礫の街ラビツシユタウンという名めい称しようそのままの光景が広がっていた。

　大きな砂すな地じの通りの脇わきに、様々な種類の再生物ゴミで造られた家が、ところ狭せましと建ち並んでいる。廃はい材ざい、鉄クズ、スクラップ、レンガ等の瓦礫……有りあわせの材料を乱暴に組みあわせた、ちぐはぐで不ぶ恰かつ好こうな家々。路地の先にはまた別の大きな通りがあるようで、同じような風景が見み渡わたす限り続いている。家が建っていない場所は、すべて家か畜ちく小屋か畑かのどちらかに充あてられているようだ。表通りでは、よれよれの布シャツを着た赤あか黒ぐろい肌はだの老人や、何を考えているのかわからない顔つきの太った男が、地べたや木のベンチに座ってじっと時を過ごしている。

　都市中心部はもちろん、郊こう外がいとも居住区とも違ちがうその異質な空間は、まさに〝スラム〟という二つ名に相応ふさわしいものだった。街まちがかもし出す迫はく力りよくに吞のまれたのか、シンゴはいよいよ体を縮こめて、大げさすぎるほどの及および腰ごしで歩きはじめた。

「も、ものすごい雰ふん囲い気きですね……。こんなところに、本当にハイエナがいるんですか？」

「……てゆーかシンゴ、おまえビビリすぎじゃないか？　それでもけーさつ官か？」

「だ、だって……。いくら犯罪発生率が低いって言ったって、それは〝内部〟の話じゃないですか。ぼくたちは部外者だし、もしいきなり襲おそいかかられてフクロにでもされたら……」

「そんときゃ、公こー務む執しつ行こー妨ぼー害がいでかたっぱしから投げとばしてやれ」マリィは呆あきれ顔で言った。

　二人は大通りを進んでいった。家々の軒のき先さきから、ときおり二人にむけて生気のない視線が注がれた。拒きよ絶ぜつしているわけでも、まして歓かん迎げいしているわけでもない。自分たちにとっての異物を、ただ物体として眺ながめているだけ……。シンゴには、彼らの瞳ひとみには光がないように思えた。

　大都市のスラムともなれば、規模も相応に大きい。他都市から流入してくる人間も多く、カリーナ・スタジアム約千六百個分の広大な敷しき地ちに、およそ二十万人の〝ユニット無し〟が生活している。歩けども歩けども、瓦礫の街ラビツシユタウンの端はしは一向に見えてこない。

「……ね、ねえマリィさん、もう帰りませんか？」

「バカいえ。もーすぐ待ちあわせの場所につく。それまですこしがまんしてろ」

「で、でも、ここの人たちって翻ほん訳やくユニット入ってないんでしょ？　だったら会話できないじゃないですか。大体そのハイエナって、一体何者なんです？　瓦礫の街ラビツシユタウンの住人なんですか？」

「ああ、そーだ。そんなに心配するなって。当人とーにんにはちゃんと翻訳ユニットもはいってるよ」

　瓦礫の街ラビツシユタウンの、おそらく第三区画まで来たあたりだろう。マリィが立ちどまって、きょろきょろと視線をめぐらせはじめた。その背後で、シンゴが頭を低くして、なんとか目立たないようにがんばっている。

　と──シンゴの背中に、突とつ然ぜん何者かの影かげがかぶさった。

　背後から忍しのびよってきたその何者かは、細い両腕うでを伸のばし、シンゴの体を羽は交がい締じめにせんと絡からみついた。とっさにそれを振ふりほどいたシンゴは、その人影にむかって反射的に右腕を伸ばした。──摑みさえすれば、投げられる──だが、シンゴの手のひらに触ふれたものは、およそ摑むなどという蛮ばん行こうの許されない、淡あわく清きよらかなふくらみだった。

「──どこ触さわってんのよ！　このっ！」

　空をつんざくような音がしたのと、シンゴが頰ほおに衝しよう撃げきを感じたのとは、同時だった。

　顎あごを巻きこんだ強きよう烈れつな平手打ちに、シンゴが膝ひざから崩くずれおちた。シンゴは右側にへなへなとよろけると、砂すな埃ぼこりをたてながら、地面へどすんと尻しりもちをついた。

　呆ぼう然ぜんと頰ほおをおさえるシンゴを──美しい金きん髪ぱつの少女が、憤ふん然ぜんとした表情で見下ろしていた。

「ったく、待ちあわせ場所にへっぴり腰ごしの変なのがいるから、ちょっとからかってやろうかと思ったら……これは多大なる損失だわ。あんた一体、この乙女の純じゆん潔けつをどーしてくれるの？」

　ごうごうとまくし立てる少女のシャツを、マリィがくいっと引っぱった。

「よー、げんきのいいおじょーちゃん。おまえがエルノア・ハーキュリーか？」

　少女・エルは、何やら不ふ可か思し議ぎなことが起きたという風に、しばらくきょとんとしてマリィを眺ながめていた。それから気を取りなおしたような笑顔になって、「ええ、そうよ」と答えた。

「ま、紛まぎらわしい登場の仕方するなよ！」

　平手を打ぶたれたショックから立ちなおり、シンゴが非難の声をあげる。

「なーに？　乙女の胸むねの感かん触しよくを楽しんどいて、そんな無ぶ粋すいなセリフしか出てこないわけ？」

「かか、かかか感触なんて、おお、覚えてないよ！」シンゴは打たれていない方の頰まで赤らめて、エルの視線から思いきり顔をはずした。

　エルは値ね踏ぶみするようにしばらくシンゴを観察すると、気の抜ぬけた張りのない声で言った。

「……んーで？　ボイルド捜そう査さ官かんどの。さっさとビジネスの話をしたいんですけど？　正直、クールでダンディなさりげで優しい三十代を想像してたのに……。がっかり、アンドがっかり」

　深々とため息をつくエル。そのプリントシャツの裾すそを、再びマリィがくいっと引っぱった。

「……マリィ・ボイルドだ。よろしくな、おじょーちゃん」

　マリィにじいっと見つめられたエルは、前まえ髪がみをかき上げると、その姿勢のまま数秒間固まった。やがて髪をかき下ろすと、表情を変えないまま平静な口調で言った。

「ふーむ。でも、これはどっちみちボイルド『どの』じゃないわ。ボイルド『ちゃん』ね。へえー、こんなのってアリなんだ。ねぇ、私とやりとりをしてたのって、本当にあなたなの？」

「まったく、そーぞーしー娘むすめだ。そーだよ。マリィがやりとりをしてた。……さて、こっちとしても、さっさとビジネスのはなしにはいりたいところなんだがね」

　マリィが「ふー」と、綿わた毛げすら運べないような軽かろやかなため息をついた。マリィ本人としては、やれやれとでもいうような、気取った心持ちだったのだろうが……。見かけに似つかわしくないそのオーバーなアクションは、初対面のエルの瞳ひとみに、ただ愛くるしく映っただけだった。

「……ムフ。そうね。さっそくビジネスの話をしましょう。ささ、そこでヘタれてるヘナチョコ坊ぼう主ずはほっといて……。我わが茅ぼう屋おくへご案内いたしまーす！　おいで、マリィちゃん！」

　そう言うと、エルは半なかば無理やりにマリィの手をとって、言葉通りシンゴを無視してさっさと歩きだしていってしまった。シンゴはむくれながら立ちあがると、手を繫つないでさっさと行ってしまう二人の後ろ姿を、ぶつくさと文句をこぼしながら小走りで追っていった。




「さーさ、遠えん慮りよせずにあがってね！」

　エキセントリックな瓦礫の街ラビツシユタウンの大工のなかにも、それなりのこだわりを持った人物がいるらしい。二人がエルに案内されたのは、木材のみでつくられた情じよう緒ちよある平ひら屋や建だての家屋だった。

　家の外観そのままの、正方形の部屋が一室のみ。入り口右手側にシンクがついているところを見ると、一応ガスと水道は通っているようだ。通りに面した側がわの窓まどべりには、観葉植物の鉢はち植うえが並べられており、秋の日ひ差ざしの中で生き生きとした緑を放っている。その反対側の壁かべには、カーテンで仕切られたユニットバスとおぼしき区画があり、残った壁際に、そこだけ色合いの華はなやかな、キャラクターグッズやぬいぐるみに囲まれた少女趣しゆ味みのベッドが置かれている。

　中央にはヒノキ材の大きなテーブルがあり、椅い子すが三脚きやくそなえられている。エルはきびきびとした動作でテーブルまで歩いていくと、椅子の一つをビッと指差して言った。

「ヘナチョコはそこ！」

「シンゴだ！　シンゴ・サトウ巡じゆん査さ！」シンゴがむっつりとして叫さけんだ。

　エルはシンゴの抗こう議ぎを意に介かいする素そ振ぶりすら見せず、むかいの椅子にうきうきと腰こしをかけた。そして隣となりの椅子を自分の椅子にくっつけ、マリィに目配せをしてみせる。

「マリィちゃんはー……ここ！　エルお姉ちゃんのお隣ね！　ささ、座って座って！」

　二人は言われるままに、指定された席に腰をかけた。エルは自分の隣の椅子におさまったマリィを、あろうことか満足そうな笑みを浮うかべて抱きしめた。マリィは少々窮きゆう屈くつそうな表情を見せたものの、特別エルに逆らうような行動はとらなかった。逆らっても無駄だと判断しているのか、それともまんざらではないのか……シンゴの目には、どちらとも見分けがつかなかった。

[image: ]

　エルの背丈は、シンゴより頭一つ分ほど低く、どちらかと言えば華きや奢しやな体つきをしている。体の線がよく出る小さめのサイズのプリントシャツに、可愛かわいらしいピンクのカーディガン、膝ひざ丈たけのジーンズスカートという格好。顔立ちはまだ未み成せい熟じゆくな美人といった感じで、子どもにも大人にも属さない、特権的な魅み力りよくにあふれている。

「──はあ、可愛い。この可愛さはただ事ごとじゃないわ──可愛い、アンド可愛い。このトレンチコートがまたキュート──はう。……エルちゃん決めました。この子、持って帰ります」

　エルはひとしきりマリィを愛めで終えると、ウットリした顔で抱ほう擁ようを解いた。

　されるがままだったマリィが、ここぞとばかりに気取りながら言う。

「──さっそくだが、おじょーちゃん。ハリーロイドの居場所をしってるそーだな」

　呆あきれ顔でエルを見つめていたシンゴが、ハッとなって身を乗りだす。

「そうそう！　大体……Ｃ．Ｓ．Ｃが総そう出でで見つけられないようなやつを、いったいどうやって見つけたっていうんだよ？」

　エルは口を半笑いの形に開くと、大げさな手て振ぶりでシンゴをからかった。

「もー、バッカだなー！　交こう渉しようの前にそれ言っちゃったら意味ないじゃん！　情報を売り買いするときは、まず金額の交渉が先なのデス！　……んねー？　マリィちゃん？」

　エルがマリィの顔をのぞきこみ、その頰ほおにキスせんばかりの勢いで同意を迫せまる。

「情じよー報ほーの確度を証しよー明めーするのも、売うり主ぬしのつとめだとおもうぜ」

　マリィのビジネスライクな答えに、エルが顎あごに手をやって考えこむ。

「──ふむむ。ま、それもそうか。……ていうか正直、私にもわけがわかんない状じよう況きようなのよねえ」

　エルは椅い子すから立ちあがると、ベッドの横の戸と棚だなにむかっていった。

「きっかけが何だったのかもわかんないの。たしかに──私は、賞金目当てでハリーロイド事件を探ってた。……だけど何の手がかりも摑つかめてなかったし、ほとんど諦あきらめ気味になってたから……」

　エルは戸棚から布包みを取りだすと、椅子に腰こしかけ、包みをテーブルの真ん中に置いた。

「なんでこんなものが送られてくるのか、ぜんぜん心当たりがないんだけど……。とにかく、送られてきちゃったのよ。私宛あてに」

　エルが忌いまわしいものを見る目つきで布包みに視線を送る。それからシンゴを見やり、無言で〝開けて〟と訴うつたえかける。

　シンゴは、いかにも何かありそうなエルの態度に、内心おっかなびっくりしていたが──現在までのところ、この事件で遺体の一部を持ち去られた被ひ害がい者しやなど（すくなくとも、ウィリスを除のぞいて）出ていないことを思いだし、意を決して包みを解いた。

　はたして、それは『被害者の一部』ではなかった。

「こ、こ……これって……マリィさん！」

　むしろ、加害者の──『ハリーロイドの一部』、と呼ぶべきものだった。

「……こいつはおどろいた。──おじょーちゃん、これはいつ送られてきたものなんだ？」

　それからエルへと視線をうつし、マリィが問う。

「四日前よ。９月24日」

「……リンドマン殺しの二日後、か。……ほんものの可か能のー性せーはあるな。もちろん、まだ断だん定てーはできないが……しかし……」

　赤せつ褐かつ色しよくをまとった銀色のうねりが、解かれた布の上で禍まが々まがしく光っている。

　異常で、異様な、生々しい存在感。

「……まさか、実物をこの目でおがめるとはな」

　室内の空気を、一いつ瞬しゆんで凍こおりつかせたそれは──血の装飾がほどこされた、ツイストナイフ。

　──突とつ然ぜん、シンゴが立ちあがった。椅い子すの背に手をついて、苦しそうに口元を押おさえる。上半身をかがめ、肩かたを激しく上下させ、何度もつばを飲みくだす。

「……だいじょーぶか、シンゴ？」

　マリィが心配そうに尋たずね、エルが眉まゆをひそめて言う。

「……なになに？　血とかダメなタイプ？　刑事なのに？」

「いや、血、っていうか……」シンゴが苦く悶もんを浮うかべながら、視線をナイフにむける。「こ、これが……〝殺し〟に使われたモノだと、思うと……っ」

　シンゴの青ざめた顔を、大量の脂あぶら汗あせが流れ落ちていく。それを見たマリィが、テーブルに手を伸のばし、ツイストナイフを再び布で覆おおい隠かくす。

　しばらく待って──シンゴの状態が落ちついたのを確認してから、マリィがエルを見上げた。

「……で、いったいどーやって、このナイフからロイドの根ね城じろにたどりついたんだ？」

「それは簡単。包装に送り主の住所が書いてあったのよ。なんともご丁てい寧ねいなことに、ね」

「それで住じゆー所しよを確認しにいったら、銀ぱつの男がいた、ってわけか？」

「ええ……実際に目の当たりにして、〝こいつはヤバイ〟って思ったわ。気配を殺して見張ってたのに、何度もバレそうになっちゃって。──結局、見張ってた範はん囲い内では、ハリーロイドと断定できるような行動は見受けられなかったんだけど……。マリィちゃんがコミュニティにあげた画像を見て、九十九パーセントが百パーセントに変わった、ってわけ」

　ハリーロイド事件の捜そう査さ情報は、基本的に極ごく秘ひ事じ項こうだ。連続殺人事件と断定される前に、凶きよう器きがツイストナイフであることなどが、わずかに公開されたに過ぎない。リンドマン殺しの際に撮とられた治安カメラの映像などは、一いつ般ぱんには完全に非公開となっている。

　──つまりエルは、マリィがバウンティハンターのコミュニティサイトにアップした顔写真を見るまで、『自分が確認した、ツイストナイフを送りつけてきた銀髪の男』と、『ハリーロイド』とを、百パーセント結びつけることができなかったのだ。

「……と、いうわけで、私は『血ち濡ぬれのツイストナイフを送りつけてきた銀ぎん髪ぱつの男の居場所』じゃなく、晴れて『ハリーロイドの居場所』を売ることができる……ってわけ。高いわよ」

　釘くぎをさしながらも、エルが小さく息をはいた。

　重おも荷にから解放されたという素直な気持ちが、エルの表情にありありと浮うかんでいた。

　そんなエルに、平静を取り戻もどしたシンゴの、咎とがめるような視線が刺ささった。

「……ナイフが送られてきた直後に、君は警察にすべてを話すべきだった。送り主の確認なんて、そんな危険なことはするべきじゃなかったんだ」

　エルはため息をつくと、うんざりとかぶりをふった。

「いちいち言わせないでよ。こっちだって慈じ善ぜん事業でやってるわけじゃないの。あなた、通報の場合に入る賞金額、一体いくらか知ってる？　額面のたった十パーセントよ？　──要するに、バウンティハンターが躍やつ起きになって賞金首を捕つかまえようとするのは、あなたたちが作った制度の方に原因がある……ってこと。文句があるなら、私じゃなくてあんたらのボスに言って」

「そういうことじゃないよ」

　シンゴが強い口調で言う。

「……君は、自分がどれだけ無む謀ぼうなことをやったのかわかってない。──いいかい？　ハリーロイドはそこらの賞金首とは違ちがうんだ。Ｃ．Ｓ．Ｃをナイフ一本で殺せるような、いままでにないタイプの犯罪者なんだよ。ひょっとしたら、未知の危険なユニットを保有してる可能性だって……」

「──ハリーロイドがそんなに危ないやつなら、それこそさっさと画像を公開するべきだったんじゃない？　言っときますけど、あの男は穴あな倉ぐらに隠かくれひそんでるわけでも、まして透とう明めい人間ってわけでもないわ。画像を公開してなりふり構わず情報を集めてれば、いまごろとっくに居場所を割りだせてたはずよ。……自分勝手はお互たがいさまじゃない？」

　シンゴが激しくテーブルを鳴らし、立ちあがった。

「だから、そうじゃないって！　ぼくは君の身が危険だったって言ってるんだ！　凶きよう器きのナイフを、わざわざ自分の居場所がわかるように送ってくるなんて……どう考えたって何かあるに決まってる！　それなのに、君は金を優先して考えもなしに──」

「──うるっさい！　私だって色々悩なやんで考えてやってるわよ！　あんたの思いどおりに動いてほしけりゃ、まず通報の賞金額を考えなおせっつってんの！」

　シンゴとエルが激しく主張をぶつけあう。──そこに、マリィの微かすかな吐と息いきがただよった。

「やめろふたりとも。いまは言い争いをしてるばあいじゃない」

　マリィにいさめられ、シンゴが怖こわい顔のまま腰こしをおろす。

「……それで、おじょーちゃん。いったいいくら欲しーってんだ？」

「二千万リディア」エルが短く答えた。

「都市けーさつと、大たい陸りく治ち安あん維い持じ局きよくがかけた賞金しよーきんの合ごー計けー額だな。……よし、交こー渉しよーしてみよう」

　マリィはトレンチのポケットから携けい帯たい電話を取りだすと、そのままどこかへ電話をかけはじめた。やがて通話がはじまったらしく、マリィが手短に経けい緯いの説明をはじめた。その内容からすると、どうやら電話の相手はバークマンらしかった。

　話はすぐにまとまったようで、電話は一分もしないうちに終わった。マリィは携帯電話をポケットにしまうと、エルを見上げて言った。

「二千万、はらうとよ。あとでおじょーちゃんのライセンスＩＤを送っておこう」

　エルはしばらく無表情で固まっていたが、やがて体から強こわ張ばりを消して言った。

「……いいわ。ロイドの居場所を教えてあげる」短く息をはいて、続ける。「サンフィーロ地区にある、『アーシー』って安やすホテルの……六ろく〇まる六ろく号室よ」

　マリィが椅い子すから立ちあがった。大きく伸のびをして、つぶらな瞳ひとみでエルを見やる。

「ふりこみは、マリィたちが証言しよーげんのウラをとってからになるが……。おじょーちゃんはどーする？」

「私も行くわ。後でしらばっくれられても困るし……」

　シンゴがふて腐くされたように口をはさんだ。「必要ないよ。来なくていい」

「っだから！　振ふり込みを確認したら帰るわよ！」エルは苛いら立だちを隠かくさずに叫さけぶと、ベッドの奥おくから装備を取りだしてきた。

「……あんたたちがとぼけようとしたら、その場でロイドを狩かるから。邪じや魔まされたくないんなら、確実にお金を振り込んで」

「──よし、はなしはまとまったな。それじゃさっそく、その『アーシー』ってホテルにあんないしてくれ」

　マリィは二人のいがみあいを無視し、それだけ言うとさっさと歩きだしてしまった。

　シンゴは、いま一度エルに非難めいた視線を送ると、マリィを追って席を立った。

　エルはカーディガンを脱ぬぐと、手早くショルダーホルスターを装着した。そしてベッドの上のピンクのパーカーを引っ摑つかみ、ポケットに個人登録証を放りこんで、二人の後を追った。




　シンゴとマリィの乗るクーペが、エルのスクーターに先導され、サンフィーロの目め抜ぬき通りをホテル『アーシー』めざして走っていく。

　このサンフィーロ地区は、ひとことで言えば貧ひん民みん街がいだ。街まち並なみは荒こう廃はいしており、まるで地区そのものが壊え死ししてしまっているかのように、目に映るものすべてが不気味な静せい寂じやくに包まれている。

　クーペの窓まどを流れていく光景は、うす汚ぎたなく、それでいて妙みように色いろ鮮あざやかだ。まるで覚せい剤をキメている中毒者ジヤンキーのように、街自体が不健康で、不自然な輝かがやきに満ちあふれている。

　たとえば、アパート。正面から見ればそれなりでも、側面はボロボロで、なかの骨組みが露ろ出しゆつしてしまっている。それぞれの部屋のドアには、ペンで無造作に部屋番号がふられている。

　雑草の茂しげる空あき地に停とめられているのは、小型のトレーラーモービルハウスだ。開け放された荷台から、再生物ゴミに埋うめ尽つくされたプラスチックのテーブルや、マットレスなどの生活用具がのぞいている。

　路上駐ちゆう車しやの車のせいで、収集車が通れない道が非常に多く、再生物ゴミがあちこちに固められて放置されている。上半身裸はだかのやせこけた男が、ひどい充じゆう血けつで真っ赤に染まった目を動かし、走り抜ぬけていくシンゴのクーペを追う。

　──この劣れつ悪あくなスラム街にも、かつては巨きよ大だい港こう湾わん都市の顔役として大いに栄光を謳おう歌かしていた時代があった。活気にあふれ、陽光に満ち、人々の喜き怒ど哀あい楽らくとともに時を過ごしていた日々が。

　だがその輝かがやかしい時代も、やがて隣りん接せつする港湾地区の凋ちよう落らくとともに終しゆう焉えんを迎むかえてしまう。

　港湾地区とサンフィーロ地区から栄光を奪うばい去ったのは──北部地区の海洋横断列車スカイチユーブの開通と、それにともなう海運産業の衰すい退たい。

　仕事がなくなり、人がいなくなり、機き能のう低てい下かを起こしてしまった港湾地区とともに──かつて隆りゆう盛せいを極めた港街・サンフィーロは、いまや時代の彼方かなたに葬ほうむり去られてしまっているのだ。

　──ホテル『アーシー』は、そんなサンフィーロの中心街で、時間の流れに身を任まかせるようにひっそりと営業していた。安やすホテルというエルの言葉どおり、アパートを改築した──というより、そのままホログラムの看板をすげ替かえただけの、レンガ造りの古ぼけた建物だった。

　むかいに建つ立体駐車場の壁かべは、あちこちがボロボロに剝はがれてしまっている。もちろん、停まっている車の姿など一台もない。観光客など、もう何十年も訪れていないのだろう。代わりに地元住民の足となっている旧式ハイブリッドカーが、路上にあふれんばかりに並んでいる。

　──シンゴとマリィ、そしてエルの三人は、いま、ホテル『アーシー』のはすむかいにある、小さなレストラン『ボビー＆リジー』の一角に座っていた。

　三人はホテルのフロントからエルの証言のウラをとった後、バークマンの指示に従い、この安っぽい大衆食堂に陣じん取どって、『アーシー』の玄げん関かんと六〇六号室を見張っていた。

　とはいえ──三人がやるべきことは、もうほとんど残っていないに等しかった。バークマンからの連れん絡らくを待ちながら、三人はめいめい思い思いの時間を過ごしていた。

　エルはマリィが検けん体たいなのではないかと当たりをつけて、開発・検査段階の最新のユニットについて、マリィにあれこれと探りを入れていた。

　ユニットマニアのエルは、最新のユニットを挿そう入にゆうしては、稼かせいだ賞金でローンを払はらう……という生活を送っているらしい。二千万リディアもあれば、ローンを綺き麗れいにしてもさらに最高級のユニットを二、三挿入できるということで、かなりご機き嫌げんな様子だった。

　一方のマリィは、エルの「取引相手を密みつ告こくするようなおバカなマネ、するわけないっしょ？」との一言に押おし切られる格好で、渋しぶ々しぶながら自身が検体であることを認めた。──ただし、最新式のユニットに関するエルの質問に対しては、守しゆ秘ひ義ぎ務むを盾たてに頑がんとして突つっぱね続けた。

　そしてシンゴは──ホテルの玄関に目を凝こらして、今回の事件のことを思いかえしていた。

　思えば、あっという間の決着だった。終わってみれば、ロイドの居場所を知っているバウンティハンターを探しだし、情報を買う──たったそれだけの、二日にも満たない仕事だった。そしてそのほとんどを、マリィが一人でやった。あとは任務を引き継ついで、昨日のバーへむかい、マリィと別れのバーボンを酌くみ交わせば、それですべてが終わる──いや、まだ陽ひも沈しずまない時間帯だ。バーの開店時間まで、どこかで暇ひまをつぶす必要があるだろう。

　シンゴとマリィが暇をつぶしている間に、ハリーロイド事件は速すみやかに解決する。これからここへやってくる──バークマン自らが率ひきいる、Ｃ．Ｓ．Ｃ一個小隊の手によって。

　──と、おもむろにエルが立ちあがった。

「さーて、それじゃー……。振ふり込みも確認できたことだし、私の用事は終わりね」

　エルは自分のレモンティー代に百リディア紙し幣へいを三枚テーブルに置くと、マリィの頰ほおを突つついた。

「……そっちのヘナチョコはどうでもいいけど、マリィちゃんとはまた個人的に会いたいなー。ねえねえマリィちゃん、もし良かったら、またライセンスＩＤに連れん絡らくちょうだい！　お姉さんはいつでも待ってますよー、ね？　バーボンおごるからさ！」

「ふむ……。おごりのバーボンか。なかなかみりょく的だ。ひまになったら連絡させてもらうよ」マリィがトレンチの袖そでをふりふりして応じる。

「ムフ、いつでも大だい歓かん迎げい！　それじゃーまたね、マリィちゃん！　……それと、ねえシンゴ！」

　振りむいたシンゴに、エルがにっこりと中指を立ててみせる。シンゴが浮うかない顔でため息をつき、『アーシー』に視線を戻もどす。

　エルはつまらなそうにシンゴに背中をむけると、思いなおしたように振りかえり、マリィに手をふって投げキッスとウインクをしてから、満足そうな顔をして店を出ていった。




　──エルが店を出てから、三十分が経過した。シンゴはその間あいだ中じゆうほとんど身動きせずに、『アーシー』の玄げん関かんと六〇六号室を眺ながめていた。

　どちらにも、何の異変も起きなかった。通りにこそちらほらと人の姿があるものの、『アーシー』の玄関を出で入いりするような人間は、ついに一人も現れなかった。六〇六号室はずっと分ぶ厚あついカーテンに遮さえぎられており、人の気配など微かすかにさえ感じられなかった。

　──事件のフィナーレが、刻一刻と近づいている。

　もちろん、それ自体は喜ばしいことなのだが……。シンゴの胸むねのなかでは、なんともすっきりしない気持ちがざわめいていた。

　そのざわめきの正体は──このハリーロイド事件に紛まぎれこむ、無数の雑音ノイズ。

　ハリーロイドは、なぜ急に殺人のターゲットを切りかえたりしたのだろう？　黒くろ髪かみ女性からＣ．Ｓ．Ｃへ、なぜ──いったい、何が理由で？　グリーンフィールド地区の公園でＣ．Ｓ．Ｃペア殺しが発生した同夜、すぐ隣となりのレドモンド地区で起きたウィリス殺人事件は、その謎なぞを解く鍵かぎにはならないのだろうか？

　そもそも──いったい誰だれが、何の目的でウィリスを殺したのだろう？　死体と殺害現場の隠いん蔽ぺいの件から、おそらくウィリス殺害に関かかわった人間は複数いると思われるが……それ以上のことは何もわからない。

　それから、レコール社の人間たちが語った、ウィリスの身に起きていた異変とは？　人じん格かく変へん容よう事じ故こなのか？　仮にそうだとして──最後の後こう天てん的てき挿そう入にゆうは一年も前だというのに、なぜいまになって？　いったい何が原因で？

　さらに、ウィリスのかかりつけのラボ・フライハイト研究所は、奇き妙みような運命のいたずらか、マリィの所属先のラボでもあった。その研究主任、エリオットとの邂かい逅こう……。エリオットとマリィによる、お互たがいの話の明らかな食い違ちがい……。マリィの身に起きている、人格変容事故……。奇妙な運命のいたずら……本当に？

　──そして最後に、何よりも直接的な謎なぞ──ハリーロイドは、なぜエルにツイストナイフを送りつけてきたのか？　それも、自分の居場所をわざわざアピールするような方法で？

　シンゴはため息をつくと、小さく首をふった。これら無数の疑問は──ともすれば、解明されないまま終わることになるかもしれない。

　なぜなら、このアニバーサリーアースにおけるＣ．Ｓ．Ｃの権限は、警察権力としては類を見ないほど強力だからだ。ましてハリーロイド──ホテル『アーシー』に身を隠かくしている銀ぎん髪ぱつの男──には、リンドマン殺害という、この上なく明白な容疑がかかっている。

　Ｃ．Ｓ．Ｃは、この事件のすべてを、ハリーロイドを殺して終わりにするつもりかもしれない。そうして後に謎だけが残ったとしても、これ以上シンゴにできることは何もない。

　シンゴは再び首をふると、三杯目のミックスジュースをすすっているマリィに目をやった。

　憧あこがれのＣ．Ｓ．Ｃであるマリィとの捜そう査さも、もうすぐ終わりになってしまう。不ふ謹きん慎しんだとはわかっているが、シンゴの胸むねに、つい寂さびしさのようなものが去来してしまう。

　マリィを見つめながら思う──休みの日には、きっとフライハイトまで面会に行こう。……『相棒』関係は、事件が終われば解消になってしまうけど……。だからと言って、個人的な友情まで消えてしまうわけじゃない。きっとマリィさんも、そう思ってくれてるはず……。

　シンゴは寂しげな笑みを浮うかべると、スーツの胸ポケットに手を入れ、バークマンから渡わたされたＳ．Ｗ．Ⅰのバッジを取りだした。手のひらの上でバッジを転がし、あらためて眺ながめてみる──事件が終われば、このバッジもおそらく返納することになるだろう。──バッジは署長にねだろうかな。家に飾かざっておきたいし……。

　──そんな取りとめもない考えが、シンゴの頭に浮かんでは消えていく。

　と──個人登録証に、バークマンから通信が入ってきた。

　内容を日本語表示のホログラムで再生し、確認する。

　マリィがストローから口を離はなし、聞いた。

「で、どーしたって？」

　シンゴは個人登録証をしまうと、どこか元気のない表情で答えた。

「……五ブロック先の指令車まで来い、だそうです」

　マリィは急いでミックスジュースを飲みきると、立ちあがった。

「現げん状じよーの報ほー告こくをしてあがりってとこか。──よし、いこう」




『アーシー』から五ブロック離はなれた場所に、ロングボディの黒いワゴン車が停とまっていた。シンゴとマリィが近づいていくと、後部座席のスライドドアがゆっくりと開いた。

　通信機器をはじめとした各種機材が備えつけられている車内で、バークマンと、彫ほりの深い顔立ちをしたＣ．Ｓ．Ｃの男が、二人を待ち受けていた。

「よくやってくれた二人とも。さっそくだが、捜そう査さの流れと現状の詳しよう細さいな報告をたのむ」

　主だった点はすでに電話で報告済みだったが、マリィは自分たちがいかにしてハリーロイドにたどり着いたか、そして現在の状じよう況きようがどうなっているのかを、もう一度事細かに語った。マリィが話をしているあいだ、シンゴはずっと思いつめたような顔をして黙だまりこんでいた。

　──マリィの報告が終わると、バークマンは二人をワゴンの外にだした。

　そして、二人にあらためて感謝の意をあらわした。

「本当によくやった。シンゴ、君は巡じゆん査さ部ぶ長ちように特進だ。マリィ、君もお手て柄がらだった。約束どおり、個人登録の手続きに関して、俺おれのほうから都市政府に圧力をかけておこう」

　バークマンが深みのある笑みを浮うかべ、二人の手をそれぞれ固く握にぎる。

「以上で君たちの任務は終わりだ。俺たちはこれからロイド逮たい捕ほに取りかかる。それと言うまでもないことだが──くれぐれも捜査情報をもらさないよう、二人ともよろしくたのむ」

　バークマンが強くうなずくと、二人に背をむけ、ワゴンへ戻もどろうと足を踏ふみだした。

「あ、あの──バークマン署長！」シンゴが熱を帯びた口調で進みでた。

　バークマンが分ぶ厚あつい上半身をひねり、視界の端はしでシンゴをとらえる。

「……どうした？　シンゴ」

「あ、えっと、もしぼくでお役に立てるようなことがあれば、雑用でもなんでも、その……」

　バークマンの無言の視線に気き後おくれしたのか、シンゴの口が弱々しくすぼんでいく。

「気持ちはわかるが……シンゴ、君の任務は終わりだ」

　バークマンは感情を交えない機械的な声で言うと、ワゴンのステップに足をかけた。

「……転属先を考えておけ。第一強行班でもどこでも、自由に選んでいい。週明けまでに提出しろ」

　スライドドアが閉まり、ワゴンが音もなく発進する。ホイールを収納し、やがて雑貨屋の角のむこうへと走り去っていく。

　思いつめた表情のシンゴが、拳こぶしを固めてじっとワゴンを見送る──その寂さびしげな背中に、マリィが声をかけた。

「さて……どーする？　マリィたちの任務は終わりみたいだが……。バーにむかうか？」

　シンゴが顔を落とし、逡しゆん巡じゆんする──頭ではわかっている。誰だれがなんと言おうと、バークマンの指示に従うべきなのだ。いや従うべきどころか、そもそも従うのが当たり前のことなのだ。

　──そう、従うのが当然だ。当然……だ。……当然、なんだけど──。

　シンゴは、ぎゅっと閉じていた目を開けると、覚かく悟ごを決めたようにうなずいた。

　──そう、従うのが当然なんだけど──でも、やっぱりこのままでは終われない。自分はまだ、この事件に何の貢こう献けんもしていない。この事件の謎なぞを、まだ何ひとつとして解き明かしていない。いや、それ以上に──このハリーロイド事件には、まだ何かがある……そんな気がする。

　事件はまだ、決して終わってなんかいない──シンゴは再び強くうなずくと、振ふりかえって真っすぐにマリィを見つめた。

「マリィさん……すいません。ぼくは、どうしてもこの事件を最後まで見届けたいです。バーが開く時間まで……ちょっと、ぼくに付きあってもらってもいいですか？」

　マリィがやれやれと肩かたをすくめ、ふー、とため息をつく。

「ああ、マリィはかまわないぜ」




　　　　　　†††




　──サンフィーロ地区の西のはずれ。

　何もない荒あれ地ちが広がるなかに、ぽつんと取り残されているガソリンスタンドの跡あと地ち。

　寂さびしい風景の一角で、ピンク色のパーカーを着た少女が、個人登録証にむかってやかましくわめきたてている。

「だーかーら！　あの銀ぎん髪ぱつ野や郎ろうはハリーロイドだったんだってば！　もう確定なの！　Ｃ．Ｓ．Ｃが動いてんの！　あんたどんだけ疑い深いの？　お金出し渋しぶってるだけじゃないの？」

　少女のかたわらには、可愛かわいらしいデザインのピンクのスクーターが停とまっている。

『疑ってるわけでも、渋ってるわけでもないんです。我われ々われは、あいつが事件を起こした理由を知りたいだけなんです』

　少女の金髪が、海から運ばれてくる潮しお風かぜになびく。

「理由を知りた──りゆ……う？　は、なに言ってんの？　理由だなんて──そんなのわかるわけないじゃん！　それこそ本人に聞かなきゃ……」

　少女がポケットから左手をだし、風に乱れる髪かみをおさえる。

『うーん、まぁそうかもしれませんね。とにかく、この情報だけではお金は払はらえないんです』

「──あっそ！　もういい！」

　少女は個人登録証の通信を切ろうとして、すんでのところで思いとどまった。

「……じゃ、理由さえわかれば買いとってくれるってーの？　ハリーロイドが人を殺す理由」

『人を殺す理由は、まあ単純に楽しいからでしょうね。我われ々われが知りたいのは、なぜ罪もない──と思われる人たちを、彼が標的にしたのか、です』

「……わけワカメ。そんなの、イカれてるからに決まってるじゃん」

『そうですね。イカれてますが、でもモラルは持ってるんですよ、あいつなりの。……要するに我々は、あいつがなぜそのモラルを逸いつ脱だつしてしまったのかを知りたいんです』

「……のどから手がでるくらい？」

『言い値で買いますよ』

「…………また連れん絡らくする」

『ええ、がんばってください。期待してます。あなた以外にツテもない状態ですから』

　少女は通信を切ると、パーカーのポケットからピンクのリボンを取りだした。

「……理由、だって。わかるわけないっしょそんなの」

　金きん髪ぱつをポニーテールにまとめて、ピンクのヘルメットをかぶる。

「……ま、無む駄だでもいーや。お望みどおりギリギリまで踏ふみこんであげましょ。地球政府の財布がどんだけ大きいか、興味あるしね」

　スクーターにまたがり、エンジンをかけ、サンフィーロの中心街へと鼻はな先さきをむける。

「……それに、Ｃ．Ｓ．Ｃが用心棒になるわけだし──外から眺ながめてる分には、万が一ってこともないでしょ」

　海風に運ばれてきた大きな雲が、太陽にかかり、サンフィーロの街まちを翳かげらせていく。

　少女がめざすのは、『アーシー』。

　いや正しくは──そこではじまろうとしている、一つの事件のおわり。




　　　　　　†††




「や、やっぱり……まずいですよマリィさん。いくら何でも大だい胆たんすぎますって」

『アーシー』のむかいにある、五層六段式の自走式立体駐ちゆう車しや場じようのなかに、シンゴとマリィの姿があった。

「あんまり隠かくれられるところもないし……。ねえマリィさん、もうちょっと目立たない場所に変えましょうよ」

　二人は、四階南側の一角の、『アーシー』の六○六号室が一番よく望める場所に陣じん取どり、先ほどからずっと問答を繰くりかえしていた。

「かまうことはないさ。たいほ劇を見学しよーってだけだぜ？　だいたい、マリィたちの任務は終わってるんだ。どこでなにをしてよーと、そんなものはマリィたちの勝手さ」

　デザインが古いうえにオンボロな立体駐ちゆう車しや場じよう内に、二人の声が静かにこだまする。

　──トバ火山破局噴火カタストロフ・地球政府樹立リバイバルアース直後──つまり、いまから百年ほど前に建造がはじまったアニバーサリーアースの建物群は、当時の建築様式にしたがって建てられている。

　もちろん、金きん融ゆうセンターや海洋横断列車スカイチユーブが存在する現在の中心地区などは、この百年のあいだにも、何度かの刷さつ新しんと変へん革かくを経験している。だが──アニバーサリーアース創立当初の顔であり、中期以降忘れられてしまっているこのサンフィーロ地区の建造物は、建てかえの機会になど恵まれず、百年前の空気を現代にそのまま持ち運んできている。

　築百年の立体駐車場は──トバ火カ山タ破ス局ト噴ロ火フと大戦の影えい響きようで、資材が不足していたこともあるのだろう──鉄筋とコンクリートがメインの、シンプルな工法によって建造されていた。

　当然、耐たい用よう年数などとっくの昔に過ぎており、外がい壁へきも内装も、そこら中がボロボロになってしまっている。

　剝はがれ落ちたコンクリートの塊かたまり。鉄骨がむき出しの柱……。

　主役である車の影かげは一つもない。──廃はい墟きよ。そう呼ぶにふさわしい場所だ。

「──だいたいだな、シンゴ。さいごまで見届けたいって言いだしたのは、おまえだろ？」

　二人はいま、フロアの大部分から死角となる、隅すみの柱を背にして話しあっていた。

　シンゴは正座、マリィは膝ひざ立だちの姿勢で、壁かべから顔を上半分だけ出して『アーシー』の様子をうかがう。

「それは……まあそうですけど……。でも、さっきのあの映画みたいなシーン見たら、誰だれだって気き後おくれしちゃいますよ」

　シンゴが言っているのは、先ほどＣ．Ｓ．Ｃの捜そう査さ員いんと見られる白いスーツ姿の女性に、『アーシー』のフロント係と数人の客が、外へ避ひ難なん誘ゆう導どうされた場面のことだ。

「まー、たしかにな。……だけどどの席にすわったって、バレたらけっきょく大目玉だぜ。それならこの特等席とくとーせきで鑑かん賞しよーしてるのが、一番かしこい選せん択たくなんじゃないか？」

「……そ、そう言われると……なんか、そんな気がしてきました」

　シンゴもついに決心を固めたらしい。小さくため息をついて、マリィの横顔に言う。

「……じゃあ、陽ひが暮れるまでここで時間をつぶす……ということで。もしそれまでに動きがなくても、陽が暮れたらバーにむかうことにしましょう」

「そーだな。そーするか」

　二人はしばらく無言になって、一向に動きのない『アーシー』を眺ながめた。

　時間だけが、ただ刻々と過ぎ去っていく。

　──次第に、空に黒い雲が増えはじめ、あたりがうす暗くなってきた。

「……なんか、どんよりしてきましたね」

　ただでさえ静まりかえっているスラム街に、いっそう不気味な静せい寂じやくがたちこめていく。

　と──その時。

　ホテル『アーシー』と隣となりの建物とのあいだの路地に、奥おくから二台の４ＷＤ車が進入してきた。

　無骨な外観で、色は黒。ホイールで徐じよ行こうし、路地のなかほどで縦たてにならんで停車する。

　シンゴが姿勢を低くし、興こう奮ふん気味に小さい声で言った。

「マリィさん！　ビューゼス社のリトルハーパーですよ！　カーチェイス仕様の特別装そう甲こう車しや！　Ｃ．Ｓ．Ｃの覆ふく面めんパトカーです！」

　と──二台の車から、完全装備のＣ．Ｓ．Ｃ捜そう査さ員いんが八名飛びだしてきた。暗緑色のユニフォームの上に、全員が紺こん色いろのボディアーマーとアサルトベストを着込んでいる。頭部はヘルメットとゴーグル、そしてフェイスマスクによって覆おおわれており、一台目から出てきた四人については、さらにガスマスクも装着している。それぞれの手には、サブマシンガン、アサルトライフル、グレネードランチャーなどの銃じゆう火か器きが携たずさえられている。

　八名は『アーシー』の入り口へ素早く取りつくと、ドアを開け、慎しん重ちように様子をうかがいながらなかへと進入していった。

　頰ほおを紅こう潮ちようさせたシンゴが、ぷるぷると震ふるえながら言った。

「ほ、本物のＣ．Ｓ．Ｃ……！　ナマＣ．Ｓ．Ｃをこの目で見てしまった……！　しかも、作戦行動中のＣ．Ｓ．Ｃを……！」

　お隣となりのマリィも、いざことがはじまってみると緊きん張ちようを感じてきたらしい。シンゴの手た綱づなをひこうとはせず、むしろ真しん剣けんな顔をしてうなずいた。

「わかるぜ。たしかにけっこーなふんいきだ。……しかし──Ｃ．Ｓ．Ｃのやつら、殺やる気まんまんってかんじだったな。べつに人質がいるってわけでもないだろーに……」

　興奮をおさえきれないシンゴが、目をらんらんと輝かがやかせ、何度もウンウンとうなずく。

「Ｃ．Ｓ．Ｃは、リンドマン殺しの映像を確認してるでしょうからね。リンドマンは拳けん銃じゆうを発はつ砲ぽうしたうえで殺されてますから……。万全の備えってことなんでしょう」

　マリィが独り言のようにつぶやく。

「……かりに、射殺という不ふ幸こーな結果になってしまったとしても……リンドマン殺しの映えー像ぞーさえあれば、世間にたいする言いわけにはこまらない、ってわけか」

　──と、『アーシー』の屋上に、四つの人ひと影かげが現れた。

　シンゴらのいる立体駐ちゆう車しや場じようの四階は、『アーシー』の屋上よりもやや低い位置にある。二人は屋上から捕ほ捉そくされないように、這はってフロアの端はしに移動した。壁かべを背に立ちあがり、顔を縦たてにつらね、横からのぞきこむようにして『アーシー』の観察を続ける。

　屋上に現れた四人のＣ．Ｓ．Ｃは、ハリーロイドがひそんでいる六○六号室の、ちょうど真上のあたりに集まっていた。どうやら、全員がガスマスクを装備しているようだ。シンゴたちのいる位置からは、四人が何をやっているのかまではわからないが──おそらくは、屋上の縁へりに補助具を取りつけ、降下の準備を整えているのだろう。

　やがて準備が終わったのか、四人が身動きを止めた。

　いつの間にか空を覆おおい尽つくしていた雨雲から、ぽつぽつと水すい滴てきが落下しはじめた。

　遠目にも、屋上の四人のあいだに、徐じよ々じよに緊きん張ちよう感かんが高まっていくのがうかがえる。

「……いよいよ、突とつ入にゆう……っぽいですね」

　シンゴは、マリィの髪かみにかからないように、荒あらい呼吸をおさえてつぶやいた。

「……まさかこの目で、Ｃ．Ｓ．Ｃのダイナミックエントリーを見られる日が来るなんて……」

　しかし声の震ふるえのほうは、おさえきれていなかった。

　マリィも固かた唾ずをのみ、『アーシー』の屋上と六○六号室に、交こう互ごに視線をはしらせている。

　──と、雨のカーテンのむこうで、屋上の四人が動きだした。全員が縁へりに乗りだしたかと思うと、ワイヤーを使って一気に六○六号室まで降下していく。二人が窓まどの上、二人が窓の横に、一度の降下でぴたりとよせた。よせると同時に、上の二人が逆さまの宙ぶらりんの状態になり、まず右の捜そう査さ員いんが窓にむかってグレネードを撃うちこんだ。

　ランチャーの先からぱっと白はく煙えんがのぼり、遅おくれてやや重たい発はつ砲ぽう音おんが響ひびいた。窓ガラスが割れ、瞬しゆん間かん、部屋のカーテンのむこうで激しい閃せん光こうがはしる。続けざまに、左の捜査員がランチャーをぶっ放す。同じように白煙と音が響いたあと、ほとんど間をおかずに、壊こわれた窓からスモークがもれだした。

　逆さまになっていた二人の捜査員は、一瞬で体勢を立てなおすと、同時に部屋のなかへと突入していった。突入すると同時に、サブマシンガンの軽い発砲音があたりに響く。次いで横の二人も部屋のなかへ。すぐさま、乱射されるサブマシンガンの発砲音に、それよりもやや重たいアサルトライフルの発砲音が混じった。

　強くなってきた雨の音を吞のみこんで、激しい銃じゆう撃げきの音が空をつんざく。

「……抵てー抗こーしてるのか？　鳴りやまないぞ」

「たしかに……。相手は一人ですし、普ふ通つうならとっくにカタがついてるはずですが……」

　突入直後よりも断続的ではあるが、銃撃の音は相変わらず続いている。

「……ホテルのなかを逃にげまわってるのか？」

「……いや、部屋の入り口にはもうひとつのチームが陣じん取どってるでしょうし……。普通に考えたら、逃げられるなんてはずはないんですが……」

　銃撃の音は、たしかに徐々におさまってきてはいる。だがこの場合、徐々におさまるなどということ自体が、普通では考えられないことなのだ。

　──ターゲットを一瞬で射殺し、一いつ斉せいに鳴りやむというケースしか、本来はありえない状じよう況きよう。

「おい……どーなってるんだシンゴ？　おかしくないか？」

「ぼ、ぼくに聞かれても……。たぶん他の部屋に仲間がいたとか、そういうことなんじゃないですか？　フロントには六○六号室のことしか確認してませんし……」

　いまや銃撃音は、時々思いだしたかのようにあたりに響くだけだ。

　そして──やがてそれも、完全に止まった。

　三十秒、一分……どれだけ待っても、『アーシー』から新しい銃じゆう撃げき音おんが響ひびくことはなかった。

　静けさを取りもどした灰色のスラム街に、雨音だけがうら寂さびしく響く。

「おわった……かな」下でマリィが言う。

「た、たぶん……」上でシンゴが言う。

　降りしきる雨のなか──『アーシー』は、何事もなかったかのようにたたずんでいる。

　六○六号室の窓まどが割れ、その周りに屋上から四本のワイヤーが垂たれさがっている以外は、あの激しい銃撃音がウソだったかのように、何もかもがそのままだ。

　そう──まるで何事もなかったかのように。

　すべてがウソだったみたいに。

　何もかもをそのままにして──。




　一人の青年が、姿を現した。




　開きっぱなしになっていた、『アーシー』の玄げん関かんドアから。

　オリーブグリーンのジーンズ、黒っぽいインナー、白いカジュアルなジャケット、細身。

　──そして、銀ぎん髪ぱつ。

　シンゴとマリィが、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「！　……ハ、ハ……ハリーロイド……！」

「お、おいおい……しとめ損そこなったのか？　まさか……」

　──突とつ然ぜん、シンゴの頭にパッと答えが閃ひらめいた。このハリーロイド事件に紛まぎれこむ雑音ノイズのなかで、最も直接的な謎なぞ──ハリーロイドは、なぜエルにナイフを送りつけてきたのか？　それもわざわざ、自分の居場所をアピールするような方法で？

「……おびきよせて、たくさん殺すため……！」

　シンゴのつぶやきを、マリィが即そく座ざに理解する。

「……黒かみ殺しもふくめて、やつのねらいはさいしょからＣ．Ｓ．Ｃを引きずりだすことだった……そーゆーことか？」

「わかりませんが、でもそうとしか──」

　ハリーロイドがあたりをゆっくりと見まわし、雨のなかに一歩足を踏ふみだした。

　──ふいに──上空で、何かが破は裂れつするような大きな音がした。

　短く、乾いた爆ばく発はつ音おん。湿しめったスラム街の空気を、音が波になって渡わたっていく。

　ハリーロイドが顔をあげた。その視線は、濡ぬれた空ではなく──立体駐ちゆう車しや場じようの屋上にむけられていた。

　──シンゴとマリィは、破裂音がした瞬しゆん間かん、ハリーロイドが顔をあげるよりも前に、壁かべの内側に首を引っこめていた。ただ、シンゴは壁かべに隠かくれる直前に──ハリーロイドが倒れなかったことを、しっかりと確認していた。

　上空で──いや、立体駐ちゆう車しや場じようの屋上で──再び乾いた音が鳴った。

　危険を承しよう知ちで、シンゴが壁からそっと顔をだす。

　舗ほ装そうの行き届いていないサンフィーロの道路。はやくもあちこちに水みず溜たまりができはじめている。そのなかを、ハリーロイドが悠ゆう然ぜんとした様子で立体駐車場へむかって歩いている。三度目の破は裂れつ音おんが鳴り響ひびくなか、ハリーロイドはレストラン側の通りへと消えていった。

　ハリーロイドは、おそらく立体駐車場の入り口へとむかったのだろう。

　いったい、何のために？　──Ｃ．Ｓ．Ｃを殺すために。

　Ｃ．Ｓ．Ｃは、この立体駐車場にも展開していたのだ。

　シンゴとマリィがここを訪れるよりも前に、屋上にスナイパーを配置していた。

　そしてそのスナイパーは──ハリーロイドを、仕留め損そこなった。

「ど、ど……どうしましょうマリィさん！」

　シンゴが声を殺してわめく。

「まずいな。なんとかしてずらからないと……」

「ずらかるって……どうやって？　入り口はひとつしかないんですよ？」

　マリィは舌打ちをすると、降りしきる雨のなかに顔をだし、地面を見下ろした。──とても降りられるような高さではない。ここから地上へ飛びだすのは、自殺行こう為いに等しい。

　マリィは顔を戻もどすと、ぶかぶかのトレンチの袖そでを顎あごに持っていった。

「やつのねらいは屋おく上じよーだ。おそらく階段をつかってうえをめざすだろう。マリィたちはスロープをつかって逃にげれば……」

「で、でも……もしそれで鉢はち合あわせになったら？　スロープって言ったって、階段と完全にわかれてるわけじゃありませんよ。──ねえ、聞いてくださいマリィさん。ぼくらはハリーロイドに捕ほ捉そくされてません。ここに隠かくれてたほうが安全なんじゃ……」

「どっちをとってもリスクはある。──どーする、逃げるなら迷ってるひまはないぞ」

　シンゴはうつむいて黙だまりこんだ。口元に置かれた指が、はっきりとわかるほど震ふるえている。

『アーシー』のＣ．Ｓ．Ｃは──にわかには信じがたいことだが──全ぜん滅めつしたと考えるしかない。それがどれだけ非現実的なことだろうと、現にいま自分たちが直面しているのは、そうでなければ起きえない事態なのだ。

　つまりハリーロイドは、Ｃ．Ｓ．Ｃの一個小隊から奇き襲しゆう攻こう撃げきを受け、無傷で生き残り、かつ相手方の全員を戦せん闘とう不能にできる人間──ということになる。

　ハリーロイドと相対することは、イコール『死』として考えなければならない。シンゴが必死に頭をめぐらせる。ここで判断を誤あやまれば、取りかえしのつかないことになりかねない。

「……マリィさん」

　シンゴが顔をあげ、つぶやくように唇くちびるを震ふるわせた。

「……やっぱり、ここでやり過ごしましょう。それが一番安全です」

　蒼そう白はくな顔色だが──瞳ひとみはしっかりと定まっている。

「階段を使おうとスロープを使おうと、どっちにしろ出ていけばハリーロイドと鉢はち合あわせする可能性があります。もしそうなった場合、ぼくらはその瞬しゆん間かんにゲームオーバーです。リスクが大きすぎます」

　マリィが厳しい顔つきでうなずく。

「しかし……やりすごせる保ほ証しよーはないぞ」

「……少なくとも、屋上の狙そ撃げき手しゆは指令車に連れん絡らくを入れているはずです。この状じよう況きようは、バークマン署長にも伝わっているはずなんです。ということは──つまり応おう援えんが期待できるってことです。……それなら、最もリスクが小さく、かつ少しでも時間を稼かせげる行動を選ぶべきです」

「……なるほどな。賭かけにでるにはまだはやいってことか」

　シンゴとマリィは、柱の陰かげに身をよせあって隠かくれた。

　フロア南東の端はしに位置するこの柱なら、逆側にあたる北東と北西に位置する車用スロープからも、同じく北西に位置する階段からも死角になる。

　シンゴは息を押おし殺すと、耳をそばだて、神経を限界まで研とぎ澄すませた。雨の音のなかに、異音が混じっていないかを探る。──上階からも下階からも、物音は何も聞こえてこない。

　シンゴは衣きぬ擦ずれの音がしないように注意して、スーツの前を開けた。手を差しいれて、ホルスターの拳けん銃じゆうを確認する。

　──いったい、どういう仕し掛かけがあるのかは不明だが──ハリーロイドに銃は効果がないとみるしかない。あの青年は、『アーシー』での銃撃も、立体駐ちゆう車しや場じようからの狙撃も──さらには、リンドマン殺しの際のリンドマンによる発はつ砲ぽうも──すべて無傷で切り抜ぬけているのだ。

　おまけに、シンゴは拳銃の扱あつかいに大きな不安を抱えている。警察学校時代を思いかえしてみても、的に当てるどころか、まず引き鉄がねを引くのさえ覚おぼ束つかないありさまだった。

　役に立たないかもしれない拳銃を、シンゴはそれでも確認しておかずにはいられなかった。事態は差し迫せまっている。なりふり構っていられる余よ裕ゆうはない。持てるすべての可能性を駆く使しして──なんとしても、マリィだけは守りきらなければ。

「……すみませんでしたマリィさん。ぼくのわがままのせいで、こんなことに……」

　マリィは呆あきれたようにため息をついて、首をふった。

「おいおい、もーわすれたのかシンゴ？　『相あい棒ぼー』のわがままにはトコトンつきあってやるのが、タフでスマートなやり方だ──って、きのう言ゆったばっかりだぜ」

　マリィはシンゴを見上げると、ぎゅっと目をつぶった。

「マリィとシンゴは『相あい棒ぼー』だ。マリィのことは気にするな。かばって躊躇ちゆーちよなんかするなよ」

　シンゴが覚かく悟ごの表情でうなずく。

　と、瞬しゆん間かん──二人が、身を硬かたくした。

　──足音だ。北東の五階側のスロープから、四階へむかって駆かけてくる足音。

　おそらく、Ｃ．Ｓ．Ｃのスナイパーのものだろう。バークマンに連れん絡らくを入れた分、撤てつ退たいに手間取ったに違ちがいない。

　階段を使えばハリーロイドと鉢はち合あわせするとみて、車用のスロープを降りているのだろう。足音は明らかに焦あせっていた。もしかしたらスナイパーは、『アーシー』のなかで何が起きたのかを、無線連絡か何かで把は握あくしているのかもしれない。

　足音がシンゴらのいる四階に達した。一心不乱といった様子で、フロアの北側を、シンゴらのいる東側から、西側へと走りぬけていく。足音はそのまま三階へと繫つながるスロープに差しかかり、壁かべのむこうへと遠ざかっていく。

　そして──そこで、止まった。

　消えたのではい。聞こえなくなったのでもない。止まったのが聞こえた。

「─～、～～──」

　話し声だ。何を言っているかまでは聞きとれない。シンゴがさらに神経を集中させる。

「──……は知っていたのか？」

　最後の部分だけ明めい瞭りように聞きとれた。夢でも、幻まぼろしでもない。生々しい人間の声。

　シンゴの体のなかを、恐きよう怖ふと緊きん張ちようがはしりぬけていく。脳のう髄ずいがアドレナリンに支配され、頭のなかが白く塗ぬりつぶされていく。

　キンキンと響ひびく耳鳴りのむこうで、うめくような声が聞こえた。

　次いで銃じゆう声せいが二発。

　それから、硬いものと硬いものとがぶつかる音──コンクリートの床ゆかに、人間が倒たおれこむ音。

　シンゴは──祈いのった。ありとあらゆる可能性に祈った。

　倒れたのが、スナイパーではなくハリーロイドであることを祈った。

　仮に倒れたのがスナイパーであったとしても──目的を達成したハリーロイドが、満足して引きかえしてくれることを祈った。

　いま、自分たちのもとへ近づいてきている、この悠ゆう然ぜんとした足音が──ハリーロイドを倒したスナイパーのものであることを祈った。

　たとえ足音がハリーロイドのものであったとしても──自分たちに気づかず、屋上へむかってくれることを祈った。




「……二個と十九個。妙みような取りあわせだな──出てこい」




　心臓をわし摑づかみにされるような、直接的な言葉。

　ほんの一瞬の時間が、まるで永遠のように感じられる。

　シンゴとマリィは、息を殺し、ただじっとしていることしかできなかった。

「……〝二度言われなきゃわからない〟ってのは──罪悪だな」

　若い男の声。独り言のようにつぶやいている。

「万ばん物ぶつの霊れい長ちようとして生を受けておいて、〝愚ぐ図ず〟ってのはいただけない。考えるべき生物である人間が、その考えること自体を放ほう棄きしている──背はい徳とくだ。存在としての価値がない」

　落ちついた声質。抑よく揚ようはあるが、感情が極きよく端たんにうかがいにくい。

「まして他人に言われてもわからないってんじゃ、救いようがない。そうだろ？」

　つぶやきが、はっきりと呼びかけに変わった。

「他に選せん択たく肢しがないことくらいわかれ。三度は言わないぞ──出てこい」

　逃にげられない。声の言うとおり、選択肢などなかった。

　シンゴはホルスターから銃じゆうを抜ぬきだすと、極力音を立てないようにゆっくりとスライドを引いた。銃を持った右手を後ろにまわして隠かくし、左手と目でマリィを制し、柱からゆっくりと足を踏ふみだして、姿をさらす。

　二十フィート（約六メートル）ほど先に、銀ぎん髪ぱつの青年──ハリーロイドが、静かにたたずんでいた。

　シンゴはマリィから距きよ離りを取るため、四歩、五歩とロイドに近づき、止まった。

「……もう一人のマヌケは、三度言われなきゃわからないらしいな」

　──若い。それが第一印象だった。青年というよりも、少年に近い感じすら受ける。背格好はシンゴと同じくらい。右手に持ったナイフから、血がぽたぽたと滴したたっている。

　唇くちびるは紅をさした女性のように赤く、クラクラしてしまいそうになるほど妖あやしい雰ふん囲い気きをまとっている。目の下には酷ひどいクマができており、怜れい悧りな輝かがやきを秘ひめた瞳ひとみが、超ちよう然ぜんとした様子でシンゴを見つめている。

　人の意識を吸いよせ、その心を吞のみこんでしまうような、異様な存在感を放つ青年。

「──で、見たことない顔だが……お前らはなんだ。なぜこんなところにいる？　ここは、ぼくとＣ．Ｓ．Ｃの貸切の戦場だと思ったが……」

　シンゴは怖こわい顔でハリーロイドをにらみつけた。そうしていないと、一いつ瞬しゆんで雰囲気に吞まれてしまいそうだった。右手の拳けん銃じゆうを静かに構え、警告する。

「……都市警察だ。ナイフを捨てろ」

　ハリーロイドは表情を変えずに言った。

「かわいいやつだ──声が震ふるえてるぞ。……しかし、警察官か。ということは、バークマン子飼いの一いつ般ぱん署員というところだな」

　銃口をむけられているというのに、ハリーロイドにはまるで動じたところがない。これまでの経けい緯いを考えあわせれば、やはりこの青年に拳銃は効果がないと見るべきなのだろうか。

　といって──凶きよう器きを手にした殺さつ人じん鬼きを前にして、これ以外に取れる行動などあるはずもない。

「……お前とおしゃべりをするつもりはない。ナイフを捨てろ──ハリーロイド！」

　熱をふくんだシンゴの言葉に、ハリーロイドの瞳ひとみが揺ゆれる。

「──ハリーロイド、か。……どうやら、確認するまでもなく知らない──いや、ぼくと同じく知らされてないようだ」

　ハリーロイドは首を伸のばすと、シンゴのむこう、マリィが隠かくれている柱を見やった。

「そっちの隠れてるやつはどうかな？　……待てよ。考えてみたら──ユニット数十九なんて、Ｃ．Ｓ．Ｃですらそうはお目にかかれない数字だな。検けん体たいか？」

　どうやら、どういう原理かはわからないが、ハリーロイドには他人のユニット数を当てる能力があるらしい。

　と、シンゴが思いかえす──先ほどハリーロイドは、自分たちにむかって『二個と十九個』と呼びかけてきた。十九個というのは、言うまでもなくマリィのユニット数のことだ。では、二個というのは？　──当然、シンゴのユニット数を指して言った数字、ということになる。

　ベーシックシングルの自分を指して、二個とはいったい……？　──シンゴの思考は、しびれをきらしたようなハリーロイドの舌打ちによって中断された。

「……三度言われても理解できないのか、マヌケ？　──答えるか出てくるかしろ」

　ハリーロイドの言葉を受けて、柱の後ろからマリィが姿を現した。

　トレンチの裾すそを引きずって、二、三歩進み、シンゴに手で制されて立ちどまる。

「フフ、なんだその格好？　お前、おかしなやつだな」

　ハリーロイドの言葉に、マリィが肩かたをすくめて答える。

「そーか？　そーだとしても、イカれた殺さつ人じん鬼きには言ゆわれたくないな」

　ハリーロイドは一いつ瞬しゆんだけマリィを興味深そうに眺ながめたが、すぐに冷めた顔になって言った。

「まあ、しかし……子どもか。検体かどうかはともかく、部外者であることは確定だな。お前もどうせ知らないんだろう。……ん？」

　ハリーロイドが何かに気づいたようにシンゴを見やった。その視線は、シンゴの胸むねのあたりにむけられている。

「……なんだ。よく見たら、お前は面白いものを持ってるじゃないか。そんなものを持たされてるやつが、知らされてるわけがないな」

　ハリーロイドがつまらなそうに首をふる。

「邪じや魔まくさい。資格もないやつが戦場に立つな。──行け、見み逃のがしてやるよ」

　シンゴの体がぴくっと動いた。ハリーロイドの瞳を静かに見み据すえ、声を震わせて言う。

「……『行け』──だと？」

　恐きよう怖ふや緊きん張ちようで震えているのではない。はらんだ怒ど気きが震わせていた。

「『見逃してやる』──だと？」

　怒いかりに燃えあがったシンゴの瞳が、ハリーロイドを真っすぐにとらえる。

「たくさんの……たくさんの人を殺しておいて──何様のつもりだ！」

　ハリーロイドの氷のような瞳ひとみが、シンゴの視線を押おしかえす。

「……気に障さわったみたいだな」

　シンゴは拳けん銃じゆうを握にぎりなおすと、ほとんど叫さけぶような声で言った。

「──ナイフを捨てろ、ハリーロイド！　お前をリンドマン殺害容疑で逮たい捕ほする！」

「フフ、捨てなければ発はつ砲ぽうするぞ──か。……〝正せい当とう防ぼう衛えい〟を殺しの理由にするのは、あんまり好みじゃないんだ。何でもアリになってしまう。だから、ぼくの気が変わらないうちに──『行け』よ。『見み逃のがしてやる』から。……三度は言わないぞ」

　ハリーロイドは、シンゴの表情が変わらないのを確認すると、舌で真っ赤な唇くちびるをなめた。

「……そうこなくちゃな、警察官。お前は戦場で引き鉄がねに指をかけた。死ぬには充じゆう分ぶんな理由だ」

　ハリーロイドが右手に持っているナイフに目をやり、手のなかでくるくると回す。

「……とはいえ──こっちから仕し掛かけたんじゃ、単なる虐ぎやく殺さつになっちまう」

　挑ちよう発はつ的てきな視線をシンゴにむけ、両手をこれみよがしに広げてみせる。

「──さあどうした警察官？　ぼくはナイフを捨てないぞ。さっさと職務を遂すい行こうしろよ」

　シンゴは身動きできない。汗が頰ほおをつたい、顎あごから床ゆかへと落ちていく。

「……どうやら踏ふん切りがつかないみたいだな。じゃあ──つけさせてやるよ」

　ハリーロイドはマリィに視線をやると、すっと歩きだした。

　シンゴの体に、雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきがはしる。

「と、止まれ！　止まらないと──」

　ハリーロイドは歩みをやめようとしない。無機質な瞳でマリィを見つめ、近づいていく。

　殺すとも、殺さないとも言わないまま、ただ近づいていく。

　後ずさろうとして、トレンチの裾すそを踏んづけ、尻しりもちをついたマリィに近づいていく。

　固まるシンゴの横を通りすぎ、ゾッとするような表情でマリィに近づいていく。

　シンゴは動けない。動かなければ、撃うたなければ──と意識するたび、心臓が爆ばく発はつしたかのように騒さわぎだし、呼吸すらおぼつかなくなってしまう。まるで内臓すべてに絵の具をぶちまけたかのように、体の感覚がめちゃくちゃになってしまう。

　──動け、動くんだ、銃をむけるんだ、撃て、撃つんだ、撃たなきゃマリィさんが、撃ってアノ男ヲ止メルンダ、銃デアノ男ヲ殺スンダ、引キ鉄ヲ引ケ、奴やつヲ肉にく塊かいニ変エルンダ──。

　──死体ニスルンダ、〝アノ二人〟ノヨウナ。

　おぞましい戦せん慄りつがシンゴを襲おそう。燃えるような熱さが全身を覆おおい、大量の脂あぶら汗あせが浮うきでてくる。立っているのもままならないほど、強きよう烈れつな吐はき気がこみあげてくる。

　シンゴは、忌いまわしい呪じゆ縛ばくを振ふりほどくかのように、うめき声をあげながら拳銃を投げ捨てた。その音に反応し、ハリーロイドがシンゴを振りかえる。

　拳銃を手放したシンゴは、自分の体が急速に正常さを取りもどしていくのを感じていた。

　──動ける！　ロイドに飛びかかるべく、シンゴが足を踏ふみだした、瞬しゆん間かん──。

「──うあっ……!?　く……」

　突とつ如じよとして、シンゴの頭にバットで殴なぐられたような強い衝しよう撃げきがはしった。脳が破は裂れつせんばかりの爆ばく発はつ的てきな痛みに、シンゴの膝ひざがガクンとくず折れる。先ほど銃じゆうを撃うとうとしたときに襲おそわれた異変とは、また別の──激しい痛みをともなう苦しみ。

　異変は頭部だけにとどまらなかった。体全体の自由がきかない。心臓のあたりが、ぎりぎりと締しめつけられているように痛む。まるで磔はりつけにされたかのように、腕うでも足もぴくりとも動かせない。見れば、自分だけではない。マリィもその場にうずくまり、苦しそうにあえいでいる。

　ハリーロイドがシンゴにむきなおった。

「……銃を捨てたのはいい判断だった。あんなものはぼくの前では役に立たない。たとえその〝自律神経破壊デイスオートノミア〟の苦痛に抗あらがって引き鉄がねを引けたとしても──人体に影えい響きようを及およぼすほどの強きよう烈れつな〝磁場Ｍフイールド〟のなかでは、鉛なまり弾だまなど真っすぐに飛ぶわけがない」

　シンゴは全身の筋肉を奮ふるわせて立ちあがった。この状じよう況きようで伏ふしているということは、ただ死を待つに等しい。ハリーロイドをにらみつけ、苦痛をにじませながら声をもらす。

「……こ、この……力は……？　……こ、これを、使って──」

　ハリーロイドは自らの頭を指差すと、ニッと笑ってみせた。

「そう、いままで殺しをしてきたわけだ。……ユニットさ。イカれた人体実験の産物だ」

　シンゴが瞳ひとみをゆがめる──ユニットの能力……これが？　──信じられない！　手を触ふれもせず、人間の体をここまで痛めつけることができるだなんて……。Ｃ．Ｓ．Ｃの一個小隊を全ぜん滅めつさせたのも、もしこの能力によるものだとしたら──こんなもの、もうユニットがどうとかいう次元の話じゃない！　ただの兵器じゃないか！

　シンゴの頭に、エリオットによる知恵の樹の実の目録エデン・フアイルの話と、告発映像の少女の能力が駆かけめぐる──人じん智ちを超こえた能力……。磁じ場ば……そんなものを自在に操れる人間だなんて──。

　──勝てない。絶対に敵かなうわけがない。このままでは、二人とも殺される……！

　苦く悶もんを浮うかべるシンゴを眺ながめ、ハリーロイドがクスクスと笑う。ナイフを宙に放り投げ、再びそれを摑つかんで言う。

「さて、本物の戦場じゃお飾りのこいつだが──使ってみると案外楽しいもんだ。こいつは『アーシー』でＣ．Ｓ．Ｃのやつらから奪うばったものだが……。ツイストナイフに勝るとも劣おとらない感かん触しよくがするんだ。しばらくハマりそうだな」

　ハリーロイドが、シンゴの目の前に立った。

「じゃあな警察官。……なに、寂さびしくはない。戦場でマヌケをさらした罪で、あのガキも後で殺してやる」

　そのセリフを聞いた瞬間、苦悶にゆがむシンゴの瞳が、殺気をほとばしらせてハリーロイドを射い抜ぬいた。

　赤い唇くちびるを楽しそうに禍まが々まがしく吊つりあげ、ハリーロイドがナイフを構える。

「……いい顔だ。誇ほこれ。自分が死ぬってときに、そういう顔をできるやつはなかなかいない」

　ハリーロイドがつぶやくと、シンゴの周囲の空間が、乱れたホログラム画像のように歪ひずんだ。

「──ぐっ！　あぐっ……！」

　シンゴの体を襲おそう異常が──さらにその度ど合あいを増した。脳を押おしつぶすような激しい痛みに、意識が飛んでしまいそうになる。猛もう烈れつな嘔おう吐と感かんがこみあげてきて、視界が黒く染まっていく。

　──のたうつような苦痛のなかで、シンゴは本能的に思考していた。ロイドの決め手はあのナイフ……。少なくとも、この激烈な〝磁場Ｍフイールド〟による身体異常──では死なない。

　──死なないのならば、体を動かすことができる──

　ハリーロイドの右手が、雷らい光こうのように閃ひらめいた。

　──体を動かすことができれば、摑つかむことができる──

　ハリーロイドのナイフが、シンゴの心臓めがけて疾はしる。

　──摑みさえすれば、投げられる──

　暗くすぼんでいく視界のなかで、シンゴは光だけを見つめていた。

　ハリーロイドのナイフが放つ、鈍にぶい銀色の光だけを。

　──なんでもいい。摑めさえすれば──

　残された力を振ふり絞しぼり、感覚のない体に命令をおくる。

〝あの光を摑め〟────手のひらに走ったするどい痛みが、答えだった。

「うあああああっ！」
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　雄おたけびは──体をごまかすための道具。

　錯さつ覚かくで構わない。一いつ瞬しゆんでも紛まぎれてくれれば、それでこと足りる。

　細胞にまで染みこんだ『技』を繰くりだすのには、そんな偽にせ物ものの余よ裕ゆうだけで充じゆう分ぶんだった。

　左手でナイフを握にぎったまま、右腕うででハリーロイドの襟えり首くびを引きこむ。全身をひねり、自身の背中をてこにして、ロイドの体を背せ負おい──そのままむこうに投げとばす。

　ハリーロイドを地面に叩たたきつけた瞬間、シンゴの体を覆おおっていたすべての異変が消失した。〝磁場Ｍフイールド〟から解き放たれたシンゴは、すかさず押さえこみの態勢に移行し、ロイドの両腕を手た繰ぐる。

　手繰った両手首を前で重ねあわせ、ポケットから取りだした合ごう成せい樹じゆ脂し素材のスティック手て錠じようをあてがう。中央の指し紋もん認証パネルに人さし指を当てると、棒の両りよう端たんから半はん弧こ状じようのセラミックが射出され──ロイドの両手が、またたく間に拘こう束そくされた。

　シンゴはハリーロイドから離はなれると、両手を床ゆかに突つっぱってへどを吐はいた。

「シ、シンゴ……だいじょーぶか？」

　マリィが、よたよたとシンゴによっていく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです……マリィさんは？」

「ああ……マリィもぶじだ」

　シンゴがスーツの袖そでで口をぬぐい、立ちあがる。マリィと横に並んで、床ゆかに仰あお向むけに寝ね転ころんでいるハリーロイドを見下ろす。

「フ、フフ……。ここが本物の戦場なら、ぼくは死んでいた──、か」

　ハリーロイドは笑っていた。氷のような瞳ひとみで天井を見つめ、さも楽しそうに唇くちびるをゆがめていた。

「……すてきな解放感だな。殺すよりもいい」

　自分の生き死にについても、他人の生き死にについても、どこまでも希き薄はくな意識しか持ちあわせていない──ハリーロイド。

　シンゴの腹の底に、自分でも驚おどろくほどの強い怒いかりが、ふつふつと湧わきあがってきた。警察官としてではなく、一人の人間として、この目の前の青年のすべてが許せなかった。

　シンゴはハリーロイドのジャケットを摑つかむと、荒あら々あらしく引きおこした。

「……黙だまれ！　お前が死ぬのはこれからだ！　お前は電でん気き椅い子すにかけられて──たくさんの人たちを殺したことを、後こう悔かいしながら死ぬんだ！」

　ハリーロイドは立ちあがろうとせず、手て錠じようのかかった両腕うでを宙ちゆうにかざした。

「──いいだろう。殺しあいはお前の勝ちだ。ぼくは死んだ。この手錠がその証明だ。……さて、死体は戦場から退場しなきゃならないが──困ったな。このままだとＣ．Ｓ．Ｃがここへやってきちまう。いくら死体の身とはいえ──Ｃ．Ｓ．Ｃに殺されて退場ってのは、ちょっと承しよう服ふくしかねる。ぼくは、やつらに負けたわけじゃない」

　ハリーロイドはシンゴを見上げると、言った。

「なあ、お前に殺されるってんなら、ぼくは別に構わないんだが……どうだ？　ぼくにトドメを刺さす気はあるか？」

　悪ふざけとしか思えない問いかけに、シンゴは爆ばく発はつしそうな気持ちを必死に抑おさえて言った。

「ふざけるのも……いい加減にしろ」

　ハリーロイドが肩かたをすくめて言う。

「落ちつけよ。ここは戦場で、お前は勝者だ。ぼくの生せい殺さつ与よ奪だつの権利はお前のものだ。……そうだな、じゃあ、Ｃ．Ｓ．Ｃの新しい小隊が到とう着ちやくするまで──少し話をするってのはどうだ？」

「その手には──時間稼かせぎには乗らないぞ！　さあ立て！」

「そう焦あせるな。死体は逃にげやしない。──なあ、面白い話なんだ。アニバーサリーアースで起きた、とある事件の真相についての話だ」

「……これからお前を署に連行する。何かしゃべりたければ──取調室で存分にしゃべれ！」

「そう言わずに、前口上だけでも聞いてくれよ。──ええと……この物語の登場人物は……」

　ハリーロイドは手て錠じようのかかった両手で、指折り数をかぞえはじめた。

「ぼくと、バークマンと、グレッグと、パムと、リンドマンと……ウィリス。──それから、エルノア・ハーキュリーってバウンティハンターだ」

　シンゴとマリィは、ハッとなって目を見あわせた。

「フフ……なんだ、気になる名前があるんじゃないか。どうやら、何も知らないってわけじゃないらしいな」

　エルの名前がでたのは──おそらく、ツイストナイフを送りつけられた件のことだろう。

　シンゴとマリィが動どう揺ようしたのは、モーガン・ウィリス──ハリーロイド事件に共鳴するように失しつ踪そうし、Ｃ．Ｓ．Ｃペア殺しが発生した夜に、レドモンド地区の路地で何者かに殺され──そして、いまだに死体があがっていない人物──の名前を、ハリーロイド本人が口にしたからだ。

「……じゃ、勝手にしゃべらせてもらうとしよう。Ｃ．Ｓ．Ｃが来るまで、どのみちお前らはぼくから離はなれられない。ぼくの話を聞きたくなきゃ、そのあいだ耳でもふさいでおけ」

　ハリーロイドは、床ゆかに座りこんだままシンゴとマリィにむきなおった。そして、困こん惑わくする二人の瞳ひとみを順番にのぞきこんで──甘あまく端たん整せいな顔を、不気味にゆがめてみせるのだった。
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「──さて、どこから話せば理解がいいか……。お前らが何を知っていて何を知らないか、こっちは把は握あくしてないからな」

　ハリーロイドはあぐらをかき、思案顔で言った。

「そうだな、少し余談気味になるが、ぼくがＣ．Ｓ．Ｃに入った経緯から──ぼくの視点で、ぼくが見たものを順番に説明することにしよう」

　予想だにしないハリーロイドの言葉に、シンゴとマリィが困こん惑わくして顔を見あわせる──Ｃ．Ｓ．Ｃに入った経緯、だって？

「……南米大陸のど真んなかに、ルビヤッツァという新興の軍事都市がある。他の都市にちょっかいをだして、戦争で勝つことによって利益を出している変わった都市だ。──もっとも、ぼくにとってはなかなか住みよい街まちだった。……ぼくはルビヤッツァの軍で六つ勲くん章しようをもらったが、ひょんなことから除じよ隊たい処分を食らってしまった。ルビヤッツァを追いだされたあと、ぼくはいくつかの偶ぐう然ぜんの星の下もとで、アニバーサリーアースに流れついた。……つい最近の話だ」

　不ふ穏おんに静まりかえる駐ちゆう車しや場じよう内。握にぎりしめたシンゴの左拳こぶしから、血がぽたっと滴したたり落ちる。

「どこで情報を得たのかは知らないが、ぼくがアニバーサリーアースに入って間もなく、バークマンから接せつ触しよくがあった。いわく、ぼくをＣ．Ｓ．Ｃに迎むかえ入れたいと。……最初はくだらない話だと思ったが──考えてみれば、軍隊以外で合法的な殺しができる組織なんて、世界中を見み渡わたしてもＣ．Ｓ．Ｃくらいしかない。凶きよう悪あくな多ユニット犯罪が頻ひん発ぱつする街まちにあり、強力な権限を保持しているＣ．Ｓ．Ｃくらいしか、な。……思いなおしたぼくは、バークマンの誘さそいにのることにした。……ハリーロイド事件──ウィリスの黒髪殺しは、その直後にはじまった」

　シンゴとマリィが目を見開き、その言葉に反応した。

「ウィリス『の』……!?」

「……黒かみ殺し、だと？」

　二人の反応を見てとり、ハリーロイドがニッと笑う。

「──まあ聞けよ。お前らが、この事件のことをどこまで摑つかんでいたのかは知らないが──話を最後まで聞けば、ちゃんとすべてが繫つながるはずだ」

　ハリーロイドは二人の心を透すかし見るように、涼すずやかな目元を小さく細めた。

「──Ｃ．Ｓ．Ｃが捜そう査さをはじめた第二の黒髪殺人の時点では、隊内でもそうたいした事件とは受け取られていないように見えた。ぼくは退たい屈くつな研修をこなしながら、バークマンの誘いを受けたことを後こう悔かいしはじめていた。……だが、第三の黒髪殺人──カトリーヌ殺しが起きた直後に、なぜかＣ．Ｓ．Ｃ内の空気が変わった」

　思いかえすように、ハリーロイドが天井を見上げる。

「それから──研修中のぼくまで駆かりだしての、黒髪殺人事件の本格的な捜査がはじまった。バークマンもふくめ、連中は焦あせっているように見えた。ぼくはグレッグとパム──グレゴリー・フォスターとパメラ・エイミスのペアに加わり、何も知らされないままウィリスを追いはじめた。ウィリスの身元はすでに割れていたが、やつはなかなか尻尾しつぽを摑ませなかった」

　シンゴとマリィに動どう揺ようが走る。ハリーロイドの言葉が真実ならば、バークマンもＣ．Ｓ．Ｃも、はじめからウィリスの存在を知っていた、ということになる。それどころか、黒髪殺人の時点では、Ｃ．Ｓ．Ｃはウィリスを被ひ疑ぎ者しやとして追っていた──と。

「……といっても、ぼくらのチームの仕事は、面白味のない補助的なものにすぎなかった。ウィリスのアパートを家や捜さがししたり、近しい人間をマークしたり……。職場の人間は、やつがハリーロイドだなんて夢にも思っていないようだった。ご丁てい寧ねいに不明者届けまで出してあるってんだから、まったく滑こつ稽けいな話だ。……ただ、そのなかでひとつ興味深い話があった。周囲の人間の話をよくよく聞いてみると──どうやらウィリスの身には、殺人行あん脚ぎやをはじめる直前あたりに、人じん格かく変へん容よう事じ故こが起きていたらしいんだ。……もっとも、ウィリスの周囲の連中は──突とつ然ぜん起きた彼の異変と失しつ踪そうの原因が、まさか人格変容事故によるものだとは──考えてもみなかったようだが」

　荒あらされていたウィリスの部屋。ウィリスの勤め先のレコール社への聞きこみ……。

　ハリーロイドが語る話は、二人が捜そう査さによって得た情報と見事にリンクしていた。

「何の変へん哲てつもない一いつ般ぱん人じんが、突とつ如じよとして連続殺さつ人じん鬼きに変へん貌ぼうする──通常では考えられないような、重度の人じん格かく変へん容よう事じ故こ……。退たい屈くつ極まりないＣ．Ｓ．Ｃの仕事だったが、なかなかどうして、これは面白くなりそうなタネだ」

　コキ、と首を鳴らして、ハリーロイドが続ける。

「──そうこうしているうちに、ウィリスの居所が割れた。レドモンド地区のアリー通りのカメラが、やつの虹こう彩さい反応を見つけだしたんだ。……夜も深まった時間帯で、すぐに動けるのはぼくらのチームだけだった。現場に急行したぼくらは、ほどなくしてウィリスを見つけだした。そして、やつをレドモンドとグリーンフィールドとの境にある、狭せまい路地に追いつめた……」

　シンゴとマリィは、ごくりとつばを飲みこんだ。

「……ウィリスを取り押おさえたのは、ぼくだ。ツイストナイフを押おう収しゆうして、やつに手て錠じようをかけた。そしてぼくは──今回のＣ．Ｓ．Ｃ入隊が、完全に間ま違ちがった選せん択たくだったことを悟さとった」

「……まちがった、選択？」

　マリィの問いに、ハリーロイドがうなずく。

「凶悪事件を起こすような多ユニット犯罪者とはいえ、所しよ詮せんやつらは素人しろうとでしかない。プロの捜査員に囲まれちまえば、それで一も二もなくお手上げだ。……要するに、軍隊以外で殺しあいの機会にめぐりあうなんざ──夢のまた夢だった、ってことだ」

「……それでＣ．Ｓ．Ｃを標的ひよーてきにして、殺人をはじめた──ってわけか？」

　ハリーロイドが静かに首をふる。

「勘かん違ちがいするな。ぼくはつまらない殺しはやらない。目についたやつを、片かたっ端ぱしから殺してまわる──なんて、無意味なことはしない。ぼくは殺しがしたいんじゃない。殺しあいがしたいんだ。犯罪者が相手じゃ、そういう状じよう況きようにはならないってことだ。──もちろん、同じことがＣ．Ｓ．Ｃにも言える。あのときのぼくにとって、Ｃ．Ｓ．Ｃは魅み力りよく的てきではあったが、しかし殺しの対象じゃなかった。……その直後に、グレッグからある事実を知らされるまでは、な」

　ハリーロイドは、手錠のかかった両手を持ちあげると、自分の頭を指差した。

「──ところで……ぼくはこの〝磁場Ｍフイールド〟の力を利用して、バイオスケールを確認──つまり、他人のユニットの状態を視みることができるんだが……。ウィリスの頭のなかが、なかなか面白いことになっていた。やつの脳には、市場に出まわっていない正体不明のユニットが入っていたんだ。……報告書にあった十個、プラス正体不明のユニット一個だ」

　遠い目になって、ハリーロイドが続ける。

「……グレッグとパムにそのことを指し摘てきしてやると、二人の顔色がみるみるうちに変わっていった。──次の瞬しゆん間かん、グレッグはウィリスに銃じゆうをむけると、やつの額ひたいをためらいもせずに──」

　ハリーロイドは再び両手を持ちあげると、ニヤリと笑って銃を撃うつマネをした。

「──哀あわれなウィリスをそのままにして、二人はぼくをグリーンフィールドの公園へと連れていった。……星が綺き麗れいだったよ。周囲の林で、虫がリンリン鳴いていた。……そしてグレッグは、このハリーロイド事件の真実を語りはじめた」

　シンゴは魅み入いられるようにして、ハリーロイドの冷たい瞳ひとみを見つめていた。

「ウィリスの頭のなかに入っていた、未知のユニットの正体──それは、意図的に人じん格かく変へん容よう事じ故こを起こすことができる、禁断の違い法ほうユニットだった。特定の刺し激げきや周波数に反応して、扁へん桃とう体たいに決定的で不ふ可か逆ぎやくな変化をもたらす……。凶きよう暴ぼう性せいやリビドーを高め、抑よく制せい不可能な情動を発生させる──要するに、大まかながら人の思考をコントロールできるユニット、ってわけだ」

　ニッと笑いながら、ハリーロイドが人さし指でこめかみを叩たたく。

「このユニットの影えい響きよう下かに置かれた人間は、ほとんど強制的に、何らかの逸いつ脱だつ行こう動どう──犯罪を起こす。いつ、どんな犯罪を起こすかということまでは、さすがに支配できないが……。それもターゲットを二十四時間態勢で監かん視しすることによって、少なくとも想定外のアクシデントだけは回かい避ひすることができる。ターゲットが自分たちにとって都合の悪い行動をとろうとすれば、失敗作として秘密裏に消す。うまいこと社会を騒さわがす犯罪を起こせば、機を見てＣ．Ｓ．Ｃが解決に乗りだす。……といっても、二十四時間監視しているターゲットを、そのまま逮たい捕ほ・あるいは始末するというだけにすぎないが」

　ハリーロイドは肩かたをすくめ、表情を変えずに小さく鼻はなを鳴らした。

「──資金難にあえいでいたＣ．Ｓ．Ｃは、そうして名声を高めていく。Ｃ．Ｓ．Ｃの必要性が声こわ高だかに叫さけばれ、都市議会や地球政府から補助予算を割り当てられるまでになる。そしてその金をラボに横流しし、新たな多ユニット犯罪者を創つくりだす……。……どうだ？　なかなかよくできた話だろ？　実際のところ、ぼくも思わず聞き入ったよ」

　シンゴの体がわなわなと震ふるえだした。蒼そう白はくな顔でハリーロイドを見つめ、下した唇くちびるを強く嚙かみつけている。

「──さて、そろそろ結論を言おう。アニバーサリーアースで頻ひん発ぱつする、多ユニット保有者による犯罪……。ハリーロイド事件もふくめた、これら一連の事件は……」

　ハリーロイドの声が、駐ちゆう車しや場じようの闇やみに深く沈しずんだ。

「……すべて、バークマンの手によって仕組まれた……壮そう大だいな自作自演マツチポンプだったのさ」

　シンゴの体内を、熱い血液がどっと駆かけめぐった。ひどい耳鳴りがして、体がぐらぐらと揺ゆれているような気がした。──気づけば、かすれた声でつぶやいていた。

「……ウソ、だ。──噓うそだ、そんなこと……そん、な……」

　愕がく然ぜんとするシンゴ。ハリーロイドは、そんなシンゴの様子を楽しんでいるかのように、うす気味悪い笑みを浮うかべて続ける。

「……十三年前のオーバルでの事件を皮切りに、計画はうまく進められていたらしい。シュトラウスビル乱射事件のようなトラブルもあったが、それも最終的にはＣ．Ｓ．Ｃの評価を上げる結果になった。……どうもその後のバークマンの口ぶりからすると、有力議員や都市検察の偉えらいさん連中にも、いくらか金が流れているようだ。……バークマンの周しゆう到とうな根回しもあって、十三年ものあいだ静かに進められてきたこのマッチポンプだが──ウィリスを監かん視ししていたチームが、前ぜん代だい未み聞もんの失態を犯した。第三の黒くろ髪かみ殺人・カトリーヌ殺しの直後に、ウィリスを〝喪失ロスト〟したんだ」

　ハリーロイドは呆あきれ顔で首をふった。

「焦あせったバークマンは、Ｃ．Ｓ．Ｃを総動員してウィリスの行方を探らせた。掌しよう握あくしきれていないぼくまで駆かりだしての、みっともない捜そう査さだ。──まぁ、Ｃ．Ｓ．Ｃ以上に高こう待たい遇ぐうな武装組織というのも、諸都市を見み渡わたしてもそうはない。まして経歴としては軍人崩くずれのぼくだ。いざとなれば、金で簡単にコントロールできると踏ふんでいたんだろう」

　ハリーロイドが肩かたをすくめる。

「──結果、色んな偶ぐう然ぜんが重なって、ぼくに真相がばれてしまった。……ばれてしまった以上は、懐かい柔じゆうするか始末するかのどちらかしかない」

　ハリーロイドは、「たまらない」というような表情になった。

「あらかじめ、こうなった場合のことを申しつけられていたんだろう。グリーンフィールドの公園で、グレッグはぼくに銃じゆうを突つきつけ、決断を迫せまった。……それに対するぼくの返事は──あえて言う必要もないだろう。……ぼくはグレッグとパムを殺した。ウィリスから押おう収しゆうしたツイストナイフで、ウィリスが黒髪にやったのと同じ殺し方で、だ」

　ハリーロイド事件、黒髪殺人、Ｃ．Ｓ．Ｃ殺人、銀ぎん髪ぱつの青年、ツイストナイフ、殺しの手口、路地の血けつ痕こん、モーガン・ウィリス……。

　シンゴがずっと抱いていた、拭ぬぐいようのない違い和わ感かん──事件の裏にひそむ、無数のノイズ……。──すべてのキーワードは、９月19日の未明、グリーンフィールドで交こう錯さくしていた。

「ぼくに訪れた幸運は、ほとんど偶然に降ってきたものだ。だが、この偶然を生かさない手はない。ぼくがウィリスに成り代わってハリーロイドを演じてやれば、Ｃ．Ｓ．Ｃは大手をふってぼくを的にかけることができる。世間の目を気にする必要も、メディアやバウンティハンターに気き兼がねする必要もない。精せい々ぜい、ウィリスの死体を処理しておくぐらいのことだ。……要するにぼくは、Ｃ．Ｓ．Ｃが喜んでぼくに戦争を仕し掛かけてこられるように、『真相を知っているぼくにウィリスの罪を着せ、ハリーロイドに仕立てあげた上で殺してしまえば、すべてが丸くおさまる状じよう況きよう』──ってやつを、つくってやったのさ」

　ハリーロイドが眉まゆをひそめて首をふる。

「……ところが──バークマンの腰こしは、ぼくの予想以上に重かった。バークマンはなんと、この一件を金で解決しようと話を持ちかけてきたんだ。──仕方がないんで、ぼくは使者のリンドマンを殺して、姿をくらませた」

　マリィがつぶやいた。

「……なるほどな。おじょーちゃんにツイストナイフを送りつけたのは、しょちょーとＣ．Ｓ．Ｃを動かすためだった、ってわけだ。バウンティハンターが動きだせば、Ｃ．Ｓ．Ｃもだまっているわけにはいかない……」

　ハリーロイドがニッと笑う。

「──そのとおりだ、見なおしたぞマヌケ。……力の足りないバウンティハンターだと、ビビって通報を選ぶ可能性があったからな。協会のリストを調べて、アニバーサリーアースに滞在している成績優ゆう秀しゆうなバウンティハンターを選びだした。──まあ、事態がいったいどういう推移をたどったのかまではわからないが……。どうやらあのバウンティハンターは、おおむねぼくの思おも惑わくどおりに動いてくれたようだ」

　ハリーロイドが立ちあがった。思わせぶりな視線でシンゴとマリィを眺ながめ、皮肉っぽく口の端はしをゆがめる。

「……なあ、お前ら──なぜぼくがわざわざこんな話をしたのか……わかるか？」

　唐とう突とつなハリーロイドの質問に、マリィが身構えながら答える。

「……マリィたちに、みのがしてもらうため、だろう？」

「それが半分。……もう半分は、この場でぼくの真意を──バークマンに伝えるため、だ」

　ハリーロイドが横目でシンゴを見やった。

「……最初に、『お前は面白いものを持ってる』と、ぼくがそう言ったことを覚えてるか？　──胸むねの内ポケットだ。探ってみろ」

　シンゴが懐ふところに手を差し入れる。──指がそれに触ふれた瞬しゆん間かん、シンゴの動きが止まった。

　心しん拍ぱく数すうが跳はねあがり、べとっとした嫌いやな汗が背中をつたっていく。

　スーツの内ポケットから抜ぬきだしたシンゴの手に、握にぎられていたもの……。

　青い涙滴形テイアドロツプのバッジ──署長に手わたされた、Ｓ．Ｗ．Ⅰのバッジ……。

「……察しのとおり、そいつは盗聴器バグだ。余計な横よこ槍やりが入らないよう、個人登録証と携けい帯たいは〝磁場Ｍフイールド〟でシステムダウンさせていたが──そいつはノータッチだ。……いままでの会話は、全部筒つつぬけさ」

　シンゴの全身が、ざわ、と総そう毛けだった。バッジがカランと音を立てて、床ゆかを転ころがっていく。

「──ぼくはお前に殺された身だ。このままＣ．Ｓ．Ｃと戦争を続ける資格はない。……ただ、それでもＣ．Ｓ．Ｃがむかってくるとなれば、ぼくも黙だまっているわけにはいかない」

　ハリーロイドが歩きだした。シンゴとマリィの横を通りすぎ、『アーシー』側の壁かべまで進んでいく。

「お前が見み逃のがしてくれるのなら、ぼくはこの街まちを去ろう。あるいは、お前がいま──この場でぼくの息の根を止めるというのなら、それでも構わない。……ただ、Ｃ．Ｓ．Ｃへ身み柄がらを引き渡わたすつもりだというのならば、ぼくも譲ゆずる気はない」

　ハリーロイドが壁から身を乗りだし、雨のスラム街を眺ながめる。

「要するに、ぼくの生せい殺さつ与よ奪だつの権利はお前のものってことだ。だが、それをＣ．Ｓ．Ｃに譲じよう渡とすることはできない、と。……それを踏ふまえたうえで、お前とバークマンがどういう選せん択たくをするかだが──」

　ハリーロイドの耳が、ぴくっと動いた。

　シンゴとマリィが、背後を振ふりかえる。

「……『七個と十一個』、か。フフ──ようやく、重い腰こしをあげる気になったらしい」

　ハリーロイドの言葉とともに、北西側の階段から人ひと影かげが現れた。立体駐ちゆう車しや場じように立ちこめる薄うす闇やみのなかを、シンゴらの方へむかってゆっくりと近づいてくる。まるで描かきあげられていく絵画のように、その姿が少しずつ浮うかびあがっていく。

　やがて、くっきりと鮮せん明めいになった人影が、低い声で言った。

「……すまなかったな、シンゴ」

　どっしりと重量感のある声、肉の余った大おお柄がらなシルエット、威い厳げんに満ちたするどい瞳ひとみ……。

「すべて──終わった。君はよくやった。最高の働きをしてくれた。……怪け我がをしたのか。具合はどうだ？　……本当に──君には、嫌いやな仕事をさせてしまったな」

　その声を聞き、その姿を見て──シンゴが、愕がく然ぜんとした表情でつぶやく。

「……バ……バークマン、署長……」

　顔を落とし、小さく首をふるバークマン。その後ろに、彫ほりの深い顔だちをしたラテン系の男が、付き従うようにして控ひかえている。

　シンゴは、バークマンの方へよろよろと一歩踏ふみだすと、震ふるえた声で言った。

「し、署長……な、なぜ……何な故ぜ、なんですか……？」

　バークマンは、シンゴの視線から逃のがれるように目を伏ふせると、重たい声で答えた。

「Ｃ．Ｓ．Ｃを……存続させるためだ。この街まちには、まだＣ．Ｓ．Ｃが必要なのだ。市民、議会、都市政府、地球政府……腐くさりきったバカどもには、どうしてもそのことが理解できんのだよ。……だから俺おれが手を下くだした。──こうするより他に、この街を守る術すべはなかったのだ」

　よりどころにしていたシンゴの正義が、疑いなく信じきっていたシンゴの価値観が──ガラガラと音をたてて、無残に崩くずれ落ちていく。

　瓦が礫れきと化したシンゴの心が、慟どう哭こくする。

「で、でも……だからって……だからって、こ、こんなっ……こんなの……」

　シンゴの胸むねのなかで、いくつもの感情が激しく乱れ──続く言葉をかき消してしまう。

「……しょちょー。ロイドの野や郎ろうが言ゆっていたことは、すべてじじつなのか？」

　厳しい表情のマリィに、バークマンは何も言わず、ゆっくりとうなずく。

「……違い法ほーユニットの挿そー入にゆー……人工的じんこーてきにつくりだされた犯罪者……。Ｃ．Ｓ．Ｃを存続させる──たったそれだけのために、こんなことを十じゆー三さん年ねん間かんもくりかえしてきたってのか？」

　バークマンが目を閉じた。深く息を吸いこみ、天井へ顔をむける。

「……そうだな。そういうことになる」

　マリィの美しい顔に、軽けい蔑べつと憎ぞう悪おの色が浮うかんでいた。

「こんなことが……ほんとーに許されるとおもってるのか？」

「……自分が何をしているのかは、充じゆう分ぶんに承しよう知ちしているつもりだ」

　バークマンは重々しく答えると、長い、長いため息をついて言った。

「……いつか、こういう日が来るとは思っていた。──シンゴ、君にだけは知られたくなかったが……」

　バークマンは、シンゴとマリィにそれぞれ視線をやると、静かに目を閉じた。

「しかし──こうなってしまった以上、君たちにも知ってもらわなければならん。このアニバーサリーアースがたどってきた、過去と歴史を……」

　そして──バークマンは語りはじめた。

「シンゴ、マリィ。──君らが生まれる、ずっと昔の話だ……」

　すべてのはじまりと──この事件に秘ひめられた、赤く煮たえたぎるような真実を。

「──俺おれが都市警察に入ったころ……。アニバーサリーアースは、劣れつ悪あくな治安状じよう況きように置かれていた。もともとの貧ひん困こん地域だった山間部に加え、海洋横断列車スカイチユーブの開通にともない、港こう湾わん地区を中心に大量の失業者が出ていた。──一方で、他都市からはあふれるほどに人が入ってきた。低所得者層が急増し、生活格差が天地のごとく広がった。キャパシティを超こえ、飽ほう和わしたこの巨きよ大だい港湾都市は……秩ちつ序じよを失い、暴走していた」

　四十年近い昔の話……。バークマンの声に、闇やみのような深い影かげがさした。

「俺はいくつもの事件を同時にかかえ、くる日もくる日も捜そう査さに明けくれた。毎日のように死体がでた。暴行、強ごう盗とう、殺人、身みの代しろ金きん目的の誘ゆう拐かい……すべての事件に犯人がいて、すべての事件に被ひ害がい者しやがいた。……そして、遺族がいた」

　立ち尽つくすシンゴの脳裏に──突とつ然ぜん、〝何か〟がフラッシュバックしてきた。

　バークマンが口にしたある言葉が、黒く塗ぬりつぶされた〝光こう景けい〟を呼びさます。

　どうしても思いだすことができないが、確かにそこにある、〝記き憶おく〟……。

「誰だれも──この街まちを救おうとはしなかった。経済的見返りの少ない港湾地区の再開発に、都市政府はまるで興味がないようだった。はち切れるほどに膨ふくれあがった市民たちは、使える者と使えない者とに選より分わけられた。……そして、使えない者はすべて見捨てられた。見捨てられた人間が行き着く先は──自殺か、犯罪しかない」

　バークマンの声は、歯は軋ぎしりするような憤いきどおりと──脆もろく、純じゆん粋すいな虚むなしさとに満ちていた。

「ギャング、マフィア、ドラッグ・アルコールの中毒アデイクト、売春……。すべてが犯罪と密みつ接せつに繫つながっていた。彼らの根本を変えられないのなら──都市政府に変える気がないのなら、俺たちが上から押おさえつけるしかない。……すくなくとも、俺がアニバーサリーアースにしてやれることは、それしかなかった」

　立体駐ちゆう車しや場じようの外では、先ほどよりもさらに雨あま脚あしが強まってきているらしい。バークマンが言葉を切るたびに、ザーっという雨音が駐ちゆう車しや場じよう内に響ひびきわたる。

「この街まちに秩ちつ序じよを取りもどすために、強力な警察力が必要だった。俺おれは方々駆かけまわって、やっとのことで特別治安保全部Ｓ．Ｗ．Ⅰを立ちあげた。……いまから三十年前のことだ。金に糸目はつけなかった。治安カメラを十倍に増やし、大量の人員を投入した。……やがて、八年間にわたるＳ．Ｗ．Ⅰの活動によって、アニバーサリーアースの治安は正常なレベルにまで回復した」

　バークマンが、呆あきれたように首をふった。

「……とたんに──都市政府から、Ｓ．Ｗ．Ⅰの解散命令が下くだった」

　何度も、何度も首をふって、続ける。

「〝治安は回復した。コストのかかるＳ．Ｗ．Ⅰは、もう必要ない。〟……街からＳ．Ｗ．Ⅰの姿が消えると、再び犯罪件数が激増した。──当然の結果だ。貧ひん困こん者しやの数も、スラムの環境も……。この街の暗部は、何ひとつ変わってなどいなかったのだから」

　バークマンがサンフィーロの街を見やった。──当時から二十年以上経たったいまも、スラムはスラムのまま、都市政府からないがしろにされ続けている。

「……俺は再び奔ほん走そうした。有力議員を口く説どき、富ふ裕ゆう層そうからパトロンを募つのり、Ｓ．Ｗ．Ⅰ再結成へむけてアニバーサリーアース中を駆けずりまわった。……しかし──莫ばく大だいなコストがかかるＳ．Ｗ．Ⅰの再結成は、最終的に都市議会で否ひ決けつされ、叶かなわなかった」

　駐車場に立ちこめる闇やみが、刻一刻と濃こさを増していく。

「──一方で……当時すでに、増え続ける多ユニット保有者に対して、ある警けい鐘しようが鳴らされていた。〝脳に山ほどユニットを埋うめこんだ超ちよう人じん的てきな犯罪者が現れたら、現在の警察力では対応しかねるのではないか〟──とな」

　バークマンの目が静かにぎらついた。

「……俺は、それを利用することにした。来きたるべき多ユニット犯罪時代に先駆けて、特別に選よりすぐられた特とく殊しゆ部隊の設立を提案した。……議会はあっさり予算を通したよ。大おお口ぐちのパトロンも複数つき、諸都市に類を見ない強力な部隊──特殊犯罪捜査班Ｃ．Ｓ．Ｃができあがった。Ｓ．Ｗ．Ⅰの解散から三年後、いまから数えてちょうど二十年前のことだ。……俺はＣ．Ｓ．Ｃを使って、再びアニバーサリーアースの治安回復に乗りだした」

　思いかえすように、バークマンが目を閉じる。

「名目上、装備やユニットに予算を割さかねばならず、Ｓ．Ｗ．Ⅰ当時よりも苦労は多かった。だが……特殊犯罪者取締法によって規定されたＣ．Ｓ．Ｃ権限をフルに使って、俺たちはこの街を少しずつ掃そう除じしていった。──数年の後、アニバーサリーアースは仮かり初そめながら、再び平へい穏おんを取りもどした」

　バークマンが疲つかれきったようなため息をつく。

「……が、またもや野党を中心に、議会でＣ．Ｓ．Ｃ解散が叫さけばれはじめた。いわく、〝多ユニット犯罪の検挙数が少ないから、Ｃ．Ｓ．Ｃは廃はい止しだ〟とくる。──検挙数が少ないだと？　そもそも多ユニット保有者による犯罪件数自体が少ないのだから、そんなものは当たり前の話だ」

　バークマンは心底から〝彼ら〟を軽けい蔑べつするような、呆あきれた嘲ちよう笑しようをもらした。

「〝脳に山ほどユニットを埋うめこんだ、超ちよう人じん的てきな犯罪者たち〟──そんなもの、未み来らい永えい劫ごう現れやせんのだよ。値ねの張るユニットを何枚も入れられるような経済的に豊かな連中が、一体どういう理由で犯罪にはしるというんだ？　人じん格かく変へん容よう事じ故こ？　そんなものが頻ひん繁ぱんに起こるようなら、そもそも多ユニット保有者など生まれはせん。……犯罪とは、誰だれからも救われない連中が犯すものだ。今日食う物のない飢うえた人間が、他人を殺してパンを奪うばうのだ。……それを放置しておいて、何が多ユニット犯罪対策だ」

　バークマンが苦々しげに吐はき捨てた。

「──だが。それがバカどもの望みだというのならば──最大限利用させてもらうまでだ。それでＣ．Ｓ．Ｃを存続させられるのなら……それでアニバーサリーアースを守ることができるのなら……。俺おれは、悪あく魔まにでもなろう」

　バークマンの最後の一言とともに、立体駐ちゆう車しや場じようを再び沈ちん黙もくが覆おおった。

　シンゴは、血に染まった左拳こぶしを固く握にぎりしめていた。苦しそうに目をつむり、わなわなと小さく体を震ふるわせている。

　──やがてゆっくりと目を開けたシンゴが、感情を必死に抑おさえた声でつぶやいた。

「罪のない人たちを……生いけ贄にえにしても、ですか」

　バークマンは目を閉じ、短く答えた。

「……そうだ」

「──っ！　そんな……！　……人格を捻ねじ曲げられて、犯罪者に仕立てあげられたウィリスの──その家族の……。殺されたソフィアの、エステルの、カトリーヌの──っ！」

　シンゴは絶ぜつ叫きようしていた。

「──その家族たちの前で！　それでもあなたは──〝そイうエだス〟と言えるんですかっ!?」

「……ああ、言える」

　地の底から響ひびいてくるような、重い一言だった。

　シンゴはぐしゃぐしゃと頭をかき毟むしった。喉のどをすりつぶすようにして、悲ひ壮そうな嗚お咽えつをもらす。

「こ、こんな……こんなのっ、おかしいですよ……！　だって、署長は何とも思わないんですか？　幸せな生活が崩くずれて、もう取りかえしがつかなくなって、生きてきた意味とか、これまでのこととか、そういうのが全部なくなっちゃって……。会いたい人に会えなくなって、辛つらかっただろうなとか、恐こわかっただろうなとか、あのとき五分でいいから引き留とめておけば、もしかしたら事件に遭あわずに済んだのかなとか、ずっとそんなことばっかり考えて、後こう悔かいして……。──他た愛あいのない会話をしたり、おんなじ時間をすごしたり、大切に思ってる気持ちを伝えたり──もう、できないんですよっ!?　大好きな人の笑顔が、もう二度と見れなくなっちゃうんですよ!?　何もかも……全部、壊こわれちゃうんですよッ!?」

　シンゴの胸むねのなかを、壮そう絶ぜつな嵐あらしが吹ふき荒あれていた。すべてをなぎ倒たおすその暴風は、シンゴの瞳ひとみから根こそぎ生気を奪うばっていく。

　泣なきだしそうに顔をゆがめて、シンゴがぼそぼそとつぶやく。

「もう、わかんないですよ……何が正しいのか……どうしたらいいのか……。こんなこと、やめてくださいよ、署長……」

　子どものようにすがりつくことしか、いまのシンゴにはできなかった。

「……わかってくれとは言わん。非ひ道どうは百も承しよう知ちだ。この街まちを守るために、俺おれは十じゆう字じ架かを背負うと決めた。誰だれになんと言われようと──何を犠ぎ牲せいにしようと、生き方を変えるつもりはない」

　バークマンは深く息を吸った。

「……最後に、ひとつだけ聞かせてくれ」

　雨音に満たされた立体駐ちよう車しや場じよう内で──その一言は、妙みようにくっきりと響ひびいた。




「シンゴ……。Ｃ．Ｓ．Ｃに入って──俺とともに、アニバーサリーアースを守る気はないか？」




　バークマンの言葉が──どす黒い何かに変質して、シンゴの腹の底に沈ちん殿でんしていく。

　怒いかりでも憎にくしみでもないそれは、やがて混まじり気けのない黒い結けつ晶しようと化す。シンゴの心も、体も、すべてをとらえ、のみこんでいく黒に。
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　指の一本さえ動かせない。思考や言葉は、形になる前に〝黒〟にのみこまれていく。

　重苦しい沈ちん黙もく──あえて言うなら、それこそが答えだった。

「……わかった。ならばもう何も言わん」

　バークマンの言葉が、ひどく遠くで鳴っている気がした。

「シンゴ……巻きこんでしまって、本当にすまなかった。俺おれはお前を本当の息子のように思っている。だが俺には……。息子よりも大切な、守るべきものがある。……許してくれ」

　バークマンが静かに銃じゆうを抜ぬいた。

　スライドを引き、愕がく然ぜんとしているシンゴ──ではなく、その隣となりのマリィにむけて、銃を構える。

「……マリィ。真相を知ってしまった以上、君もシンゴと同様生かしてはおけん」

　バークマンの後ろに控ひかえている部下らしき男も、あらかじめ予定してあったかのように、このタイミングで銃を抜いた。

「だが──君はこの事件に、君自身知らない形で深く関かかわってしまっているのだ。はっきり言うが──とある事情のせいで、俺はどうしても君を殺せない立場にある。……といって、もちろんこのまま放っておくわけにもいかん」

　マリィはするどくバークマンをにらむと、静かに口を開いた。

「……おまえたちの一連の不ふ正せーには、協力者きよーりよくしやとなるラボが必ひつ要よーだ。いっぱんじんに違い法ほーユニットを挿そー入にゆーし、犯罪者にしたてあげるラボが、な」

　マリィがこの事件に参加したのには、バークマンがフライハイト研究所から彼女を呼びよせた、という経けい緯いがある。おそらくこのフライハイト研究所こそが、一連の不正の技術的な協力者でもあるのだろう。

「──なぜ、マリィを殺せない？　うちのラボにとって、マリィはとくべつ重じゆー要よーな検けん体たいってわけじゃないぜ。人じん格かく変へん容よー事じ故こをおこしたポンコツなんざ──いざとなれば、切りすてたって痛くもかゆくもないはずだ」

　バークマンがマリィに近づいていき、ヌッと手を伸のばす。

「残念だが──マリィ。君がすべてを知る必要はない。……一いつ緒しよに来てもらおう」

　マリィが身を硬かたくし、後ずさる。シンゴがとっさに、バークマンを阻はばもうと足を踏ふみだす。

「しょ、署長！　やめ……──っ！」

　が、間かん髪はつを入いれず──バークマンの後ろに控えている男から、シンゴの足先にけん制の銃じゆう弾だんが撃うちこまれてしまう。

　男は拳けん銃じゆうの照準をシンゴの眉み間けんにあわせると、冷たく言い放った。

「次は当てるぞ」

「うっ……く……」

　シンゴの動きが止まったのを確認し、バークマンが強引にマリィのトレンチを摑つかむ。マリィは身を引きながら腕うでを振ふりまわし、激しく抵てい抗こうする。

「はなせ！　やめろ、くそ！」

「や、やめてください、署長！」

　暴れるマリィの後頭部めがけて、バークマンが銃じゆうのグリップを打ちつける。

「あっう……っ！」

　鈍にぶい音と短い悲鳴を残し、マリィの体がぐったりと力を失う。

「そ、そんな……署長……」

　バークマンはシンゴのつぶやきに答えることなく、太い腕でマリィを抱え、控ひかえている男のもとへと戻もどっていく。

　──と、その途と中ちゆうで足を止めて、ハリーロイドを振りかえった。

「……貴様は──どこへなりとも行け、ヴィンフリート。……本来ならぶち殺してるところだが、こちらもこれ以上の犠ぎ牲せいは出せん。戦う気がないというのなら、見み逃のがしてやる。俺おれの気が変わらないうちに──とっととこの街まちから消えろ」

　ヴィンフリートと呼ばれた銀髪の青年は、嘲ちよう笑しよう的てきな笑みを浮うかべて言った。

「フフ、戦争終結だな。しかし──ずいぶんな言い草じゃないか。そもそも、ぼくに声をかけてきたのはお前だろ、バークマン」

　バークマンが瞳ひとみをぎらつかせ、怒いかりをにじませて言う。

「──黙だまれ。誰だれが貴様のような人間を好きこのんで使うか。……元々、Ｃ．Ｓ．Ｃは俺の息のかかった人間だけで構成していたんだ。だが、選せん抜ばつ試験の結果を意図的に操作していることが外にもれて、ショーウォルター議員から圧力がかかった。……大層なファンがついてるじゃないか、ヴィンフリート」

　ヴィンフリートは、意外だというように眉まゆをあげた。

「へえ、あの変態ジジイが一枚嚙かんでいたのか。……まあ、仕方ないさ。それもふくめてバークマン、お前の自業自得だ」

　歯は軋ぎしりをするバークマンに、ヴィンフリートが冷笑を浴びせる。

「フフ──〝多ユニット保有者は犯罪を犯さない〟──か。……例外があったな。まあ、呪のろうなら自分たちの無能を呪え。お前らに本当にこの街を守る力があったなら、こういう結果にはならなかったはずだ」

「──ぬかせ。貴様の狙ねらいが、はじめからＣ．Ｓ．Ｃとの戦争にあるとわかっておれば──いくらでもやり様ようはあった。……貴様は命いのち拾びろいしたんだ。それを忘れるな」

　ヴィンフリートが失望したように首をふる。

「……ふん、まだわからないのか。いいか？　すべてのリスクを避さけようとするお前の立ちまわりが、こういうくだらない結末を招いたんだ。……思えばバークマン、お前とは何から何まで嚙みあわなかった。狂きよう気きじみた不正に手を染そめてはいても、所しよ詮せんお前は現実に固こ執しつしてしか生きられない。失うことを何よりも恐れる、矮わい小しような人間だ」

　もたれかかっていた壁かべから体を起こし、続ける。

「ぼくは戦場に戻もどることにする。あそこは、すでに失った人間しか立てない場所だ。そして、失い続けなければ生き残れない場所だ。……少なくとも、お前のようなつまらないやつはいない」

　ヴィンフリートとバークマンの間に、ぴりぴりとした緊きん張ちようがただよう。

「……次に俺おれの前に姿を現したら、どんな手を使ってでも──殺してやる」

　吐はき捨てたバークマンに、ヴィンフリートが肩かたを揺ゆらす。

「フッフフ、だったらいま殺やれよ、マヌケ」

　バークマンは舌打ちをすると、ヴィンフリートから視線を切り、控ひかえている男を見やった。

「──バグリー、始末をつけろ」

「了解」

　バークマンが、北西三階側の階段へとむかっていく。

　その遠ざかっていく背中に──シンゴが、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「ま、待ってください、署長……」

　バークマンは首だけ振ふりかえると、やりきれない表情でシンゴを一いち瞥べつした。

　目を伏ふせ、バグリーと呼んだ部下への指示に、ひとつ要求をつけ加える。

「すまんが……バグリー。俺がここを離はなれてから、頼たのむ」

「……了解しました。五分待ちます」

　深く息をはくバークマン。そしていま一度釘くぎをさすかのように、威い圧あつ的てきな視線をヴィンフリートにむける。

　ヴィンフリートが、酷こく薄はくな瞳ひとみでバークマンを見かえす。

「……な・ん・だ・よ？」

「……貴様が何をしようと勝手だが──余計なマネはするなよ」

　ヴィンフリートは肩をすくめると、手て錠じようのかかった両手を顔の前に掲かかげた。

「盗聴器バグで聞いてたんだろ？　ぼくは死体の身だ。もうお前らと対たい峙じする資格はない。シンゴ君の指し紋もんがほしいだけだ」

　バークマンにむかって両手を小さく前後にふり、『あっち行け』のジェスチャーをする。

「今日は〝磁場Ｍフイールド〟の使いすぎで糖とう分ぶん切れだ。ユニットが脳細胞だってことをいま実感してるよ。シンゴ君が死んだら、指紋をもらって晩ばんメシにでも行くさ──一いつ緒しよにどうだ？　バグリー」

　呼びかけられたバグリーが、冷たく眼球を端はしによせ、無言でヴィンフリートをにらむ。

「……フフ、フラれちまった」

　真っ赤な唇くちびるを妖あやしく動かし、ヴィンフリートが微び笑しようする。

　バークマンは憎にく々にくしげに息をつくと、マリィを抱えなおし、階段のむこうへと歩きだした。

　その姿が薄うす闇やみに消え、足音が遠ざかっていき──やがて、聞こえなくなった。




　──シンゴ、バグリー、そしてヴィンフリートの三人が、その場に残された。




　相変わらず、立体駐ちゆう車しや場じようの外では雨が降り続いている。

　灰色と、雨音に満たされた空間。

　──その陰いん鬱うつな沈ちん黙もくを割って、バグリーがつぶやいた。

「……すまない」

　シンゴを見つめるその瞳ひとみには、負い目のような影かげがのぞいていた。

「俺おれたちはみんな、バークマン署長の考えに賛同して集まっている。アニバーサリーアースを守るためなら、自分の手を汚よごすことも厭いとわない。そして……グレッグ、パム、セドリック……。ステュー、ユリア、クライヴ、エドゥー……。──死んでいった彼らのように、命を賭としてでもこの街まちを守ると、そう固く誓ちかっている。……彼らの死を無む駄だにすることはできない」

　バグリーの声に、深い影がよぎった。

「そして、ウィリスやソフィア、エステル、カトリーヌ……。俺たちがいままで奪うばってきた、無数の罪なき魂たましいたちのためにも……。俺たちは降りられない。アニバーサリーアースに住む八百万人を守り続けることでしか、彼らの尊とうとい魂に報むくいてやることはできないんだ」

　バグリーが腕うで時ど計けいを見やった。

「……五分後に引き鉄がねを引く。信しん仰こうする神があるなら、挨あい拶さつを済ませておけ」

　シンゴは、自分の額ひたいにぴたりと狙ねらいをつけている銃じゆう口こうを、ただ他ひ人と事ごとのように眺ながめることしかできなかった。胸むねの奥おくに渦うず巻まく黒い結けつ晶しようが、生きる意志と生気を吸いとり、シンゴの体を重く縫ぬいとめていた。

　童どう心しんからＣ．Ｓ．Ｃに憧あこがれ、何も知らず、何も背負うことなく生きてきたシンゴ。想おもいの強さは本物でも、そこに特別な覚かく悟ごが要求されてきたわけではない。憧れが崩ほう壊かいしたいま、シンゴには生きるために必要な覚悟と、明日を見るために必要な希望の、そのどちらもが存在していなかった。

　対するバグリーには、覚悟がある。奪ってきた分だけ、背負っているものもある。バグリーはシンゴを殺すために引き鉄を引くのではない。明日を手に入れるために、自分の信じる何かを守るために、引き鉄を引くのだ。

　明日に執しゆう着ちやくする銃口と、明日に絶望する瞳。

　結ばれた死の弾だん道どうは──五階側のスロープから発せられた〝警告〟によって、ふいに引き裂さかれた。

「動くな、銃を捨てろ」

　蠟ろう人にん形ぎようのようなシンゴの瞳が、かすかに見開かれる。

　バグリーが首を動かし、声の主をにらみつける。

　ヴィンフリートが、驚おどろいたように眉まゆをあげる。

　スロープのむこうから姿を現し、構えた銃じゆうをバグリーにむけ、三人に歩みよる少女──。

　──エルノア・ハーキュリー。

「エ、エル……どうして、ここに……？」

　エルはシンゴのつぶやきには答えず、バグリーにむかって静かに口を開いた。

「……そこのお兄さん、『行動制御モーシヨンコントロールユニット』って、ご存知？」

　バグリーが肩かたをすくめて答える。

「さて……聞いたことのない名前だが？」

「……あらかじめニューロンネットワークに覚えさせといた行動を、条件に応じて自動オートで実行するユニットなんだけどね。悪用の幅はばが何かと広いってんで、発売直後に即そく『知恵の樹の実の目録エデン・フアイル』入りした代しろ物ものなの。禁成ナンバーは68。……私は、その数少ない保有者よ」

　可か憐れんにバグリーを見つめ、不敵な笑みを浮うかべる。

「というわけで──前ぜん言げん撤てつ回かい。もう銃捨てなくてもいいわ。いま、ユニットにシーケンスを登録・発動条件を設定したから。……意志鍵セーフテイーも何もかけてない、すごーく単純シンプルなヤツ」

　大きな瞳ひとみで、茶目っ気たっぷりにウインクを放つ。

「『標ひよう的てきが動いたら引き鉄がねを引く』。……瞬まばたきしただけでも撃うっちゃうから、気をつけてね」

　バグリーは、エルの警告に素直に従った。仮に、いまの脅おどしに相当程度の噓うそが混じっているとしても──どのみち、少女の照準はバグリーをとらえている。うかつに動くことはできない。

　一方、エルはバグリーに目の焦しよう点てんをあわせたまま、周ペ辺リ視フ野エ強ラ化ルユニットでシンゴの様子をうかがった。現実感を喪そう失しつしているのか、シンゴは呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしたまま、自分を失っているように見える。シンゴの正気を呼びもどそうと、エルが声をかける。

「──ごめんシンゴ！　全部見てたけど出てくるの遅おくれた！　まさかマリィちゃんが人質になっちゃうとは思わなくて……。いやていうか、正直言うとあまりにもヤバそうなんで、出る気一切なかったんだけど──ああ、何で出てきちゃったのかな、もう。……エルちゃんのおバカ」

　エルは大げさにため息をつくと、視線をバグリーにむけたまま、シンゴに〝おいで、おいで〟とジェスチャーをした。

「とにかく、こっちに来て！　駐ちゆう車しや場じようの周囲にＣ．Ｓ．Ｃは展開してないから、ここさえ切りぬければ逃にげられる！　さ、鬱うつってないでさっさと……っあ──うっ!?」

　突とつ然ぜん──エルが悲鳴をあげた。銃を握にぎったまま、頭を押おさえて膝ひざをつき、床ゆかに倒たおれこんでしまう。

　バグリーが、シンゴにむけていた銃をエルにむけなおした。

「……シーケンスなど、吹ふっ飛んでしまうほどの痛みだろう。命令を出すのは脳細胞ユニットでも、それを実行するのは体だ。──エルノア・ハーキュリー。君のデータには一応目を通してある。わずか一年半の間に、三級賞金首二人、二級賞金首三人、そして一級賞金首一人を、すべて〝生アけラ捕イりブ〟にした優ゆう秀しゆうなルーキーだ」

　カツン、カツンと足音を高く鳴らし、バグリーがエルのそばまで歩みよっていく。

「そう……獲得賞金総額トータルアーニングスが示すとおりの、一流のバウンティハンターだ。君は──あえて人質をパスすることによって、敵側の人数と保護対象を減らした。会話の流れから状じよう況きようを読み、人質の命に緊きん急きゆう性せいはないとみての判断だろう。──実に的確だ。気配を殺してここまでひそんでいたのも、見事という他ない」

　バグリーが哀あわれむように首をふった。

「……だがこいつは、犯罪者相手の〝狩りハンテイング〟とは、少々勝手が違ちがう」

　バグリーはヴィンフリートを顎あごで指し示すと、冷れい淡たんな瞳ひとみでエルを見下ろした。

「あの男の言い草を借りれば──こいつは、正しよう真しん正しよう銘めいの殺しあいなんだ。……君は、気配を消したまま俺おれを撃うつべきだった。ノコノコと姿を現し、まして警告を放つなど──愚ぐの骨こつ頂ちようだ」

「こ、この頭痛は……あんたが……？」

　エルが苦しそうに顔をゆがめ、バグリーに銃じゆうをむけなおそうと、もがく。

「……政治家連中は、本気で多ユニット保有者たちを恐おそれている。民衆というものは、結局のところコントロールできない。その上制せい圧あつできない〝個人〟などというものが生まれてしまえば、権力にとってこれほど不都合なことはない。……俺たちはその急きゆう先せん鋒ぽうだ。本意は別のところにあるとはいえ、装備はしっかり支給されてくる。テストの意味合いも兼かねてな」

　バグリーの足が、拳けん銃じゆうを構えようとするエルの右手を踏ふみつけた。

「ここ五年以内に新たに生成されたユニットには、すべてある特とく殊しゆな処理が施ほどこされている。特定の周波数に反応し、頭部の血管を拡張する神経伝達物質を分ぶん泌ぴするよう、脳に命令を出す仕し掛かけだ。──俺たちの銃には、その周波数を発生させる装置がついている」

　そう言って、バグリーは拳銃のグリップのメダリオン部分を指し示した。

「ユニット自体を規制するわけにはいかない。かといって、個人の〝進化〟を際さい限げんなく許し、コントロール不可能な領域にまで到とう達たつさせてしまうわけにもいかない。地球政府がひねりだした苦肉の対応策が──いま君を襲おそっている、激げき烈れつな頭痛というわけだ」

　眼球を端はしによせ、バグリーがヴィンフリートを見やる。

「……肝かん心じんのお前に効きかないのは何な故ぜだかな、ヴィンフリート」

　さも馬ば鹿か馬ば鹿かしいと言わんばかりに、ヴィンフリートが鼻はなを鳴らす。

「そんなおもちゃ──メカニズムを知っていれば、対処するくらいわけはない」

　バグリーは忌いま々いましげに舌打ちをすると、軽けい蔑べつ的てきな口調で吐はき捨てた。

「……イカれた化ばけ物ものめ」

　バグリーはヴィンフリートから視線を切ると、腕うで時ど計けいを見やった。

「……まあいい。──さて、あと三十秒だ。……すまないな、お前たちに恨うらみ──」

　唐とう突とつに、ヴィンフリートがバグリーの言葉をさえぎった。

「なあ、バグリー」

　相手の心に土足で踏ふみ入るような、有無を言わせない呼びかけ。

　バグリーの表情に緊きん迫ぱくが満ちる。用心深く目を動かし、ヴィンフリートを見やる。

「……なんだ」

　ヴィンフリートは、冷れい酷こくな瞳ひとみでバグリーを見つめかえしている。

「いまの舌打ちが、ぼくの気に障さわった──って理由にしよう」

　油断のない視線で、バグリーがヴィンフリートの一挙手一投足を注視する。

「……理由、だと？」

「そう、お前が死ぬ理由」

　ヴィンフリートの全身から、ぞっとするような気配がもれただよう。

「……意味も甲か斐いも理由もなく死ぬなんて、誰だれだってやりきれないだろ？」

　バグリーの顔色が変わった。エルにむけていた銃じゆうを、ヴィンフリートにむけんとした、その時──。

「！　ぐっう！　がはっ……！」

　突とつ如じよバグリーの全身に──呼吸さえままならないほどの、壮そう絶ぜつな苦しみが襲おそいかかった。バグリーは激しく体を痙けい攣れんさせ、その場にガクンと膝ひざをついてしまう。

　一方で──その瞬しゆん間かん、エルの体からはすべての異変が消失していた。頭ず蓋がいをむしばむ激痛からも、バグリーの拘こう束そくからも解放されたエルは、すかさずシンゴのもとへと逃のがれていく。

　それを横目にしながら、ヴィンフリートがバグリーに歩みよっていく。──その両手を捕とらえていた手て錠じようが、まるで手品のようにひとりでに外れ、冷たい音をたてて床ゆかに落下した。

「……この世のすべての物質は、〝磁じ性せい〟を持つ。あの手錠は〝常磁性〟だ。少しなでてやれば言うことを聞く。……指し紋もんなんか、最初からいらないんだよ」

　バグリーがあえぎながら、ぎりぎりとヴィンフリートをにらみ上げる。

「ぐあっ……くっ……！　……ヴ、ヴィンフリート、貴様ッ……！」

　冷たく見下ろすヴィンフリートが、静かに口を開く。

「……そんな〝裏切られた〟なんて顔をするなよ。こいつは個人的な殺しだ」

　感情の見えにくいヴィンフリートの瞳。しかし、それはあくまで見えにくいというだけで──この青年の内部には、たしかに感情と呼べるものが存在している。

「補足をするなら──まず一つ目に、この戦争で一番楽しかったのは、そこで呆ほうけてるシンゴ君との殺しあいだった。そして二つ目に──この戦争は、そこで這はいつくばってる〝おバカなエルちゃん〟がいなかったら、そもそも成立さえしなかった。最後、三つ目の理由として──わりと本気で、さっきの舌打ちが気に入らなかった」

　おぞましいほどの、絶対的な『狂きよう気き』という感情が。

「……ぐっ……き、貴様……っ……！」

　バグリーの瞳ひとみは──この主義も主張もない殺人者への、怒いかり、非難、憎ぞう悪お、軽けい蔑べつといった感情で──満ちていた。ヴィンフリートが、悲しそうに首をふる。

「バグリー……。ぼくが言うことじゃないが──自分の都合でたくさんの命を奪うばってきた人間に、そんな目をする資格はないんだよ。……シンゴ君は、もっといい顔をしたぞ」

　ヴィンフリートがシンゴを見やる。

「……いまでこそマヌケ面づらをさらしてるが──それでも、お前らよりはマシだ」

　ヴィンフリートはうずくまるバグリーにむきなおると、そこへ右手をかざした。

「──じゃあな、バグリー。最後に、お前が死ぬ本当の理由を教えてやるよ」

　ヴィンフリートの瞳が、真冬の月のように青白く輝かがやいた。

「……嫉しつ妬と、さ。あの二人は──ぼくの手で殺す」

　バグリーの体が、まるで無重力下に置かれているように、ゆっくりと宙に浮うかびはじめた。

「ぐあッアあッ！　うがァあーッ！」

　びちっ、びちっ、という気味の悪い音が鳴り、バグリーの張り裂さけるような悲鳴が響ひびく。

　次の瞬しゆん間かん──バグリーの顔面が、みちっと弾はじけるようにして裂けた。皮ひ膚ふの間からピンク色の肉が露ろ出しゆつし、あたりに勢いよく血液が噴ふきだす。

　グレーのジャケットが赤く染そまり、黒いズボンが血に濡ぬれていく。唇くちびるが爆はぜ、眼がん窩かから眼球が飛び出し、絶ぜつ叫きようとともに破は裂れつする。透とう明めいな粘ねん液えきが飛び散ちり、血と肉が周囲に四し散さんする。

　バグリーの体が、どさっと床ゆかに落ちた。

　ズタズタに引き裂かれたバグリーの体は、もはや人の容かたちを留とどめてすらいなかった。

　肉にく塊かいと化したバグリーの凄せい惨さんな姿に、シンゴもエルも、ただ啞あ然ぜんとして〝それ〟を眺ながめるしかなかった。

「……人体の七十パーセントを構成する、『水』……」

　びちゃ、と血ち溜だまりを踏ふみ、ヴィンフリートがシンゴとエルのもとへと進んでいく。

「……〝反はん磁じ性せい体たい〟である『水』は、〝外がい部ぶ磁じ場ば〟に反発する性質を持つ。強力な磁場に晒さらされると、そこから逃のがれようとして暴れまわる。細さい胞ぼう壁へきを破は壊かいし、人という囲いすらも破って、ひたすらに磁場から遠ざかろうとする」

　狂きよう気きを押おし隠かくそうともせず、口の端はしを禍まが々まがしく吊つりあげる。

「……それは摂せつ理り、現象。この世に、ぼくの『力ちから』から逃れられるものなど……ない」

　ヴィンフリートは放心状態の二人の前に立つと、傍かたわらに転がっているナイフを拾ひろいあげた。

「──どうする、シンゴ君？」

　シンゴの瞳をのぞきこみ、問いかける。

「お前が持ってる勝者の権利は、次の戦場では無効になる。ぼくを殺す気があるのなら、いま殺しておくほうがいい」

　ヴィンフリートがナイフを差しだす。

　シンゴは、その切っ先を虚うつろに見つめていたが──やがて、逃のがれるようにして顔を背そむけた。

「──あくまで警察官……か。それもいいだろう」

　ヴィンフリートはナイフを放り投げると、空中で再び摑つかんだ。

「ぼくはお前に負けた。お前がぼくを殺さず、逮たい捕ほするつもりだというのなら──別にそれでも構わなかった」

　ヴィンフリートは振ふりかえると、構えたナイフをバグリーの死体に投げつけた。まるで、勝った人間は負けた人間に何をしてもいい──と、言わんばかりに。

「……だが、世の中ってのはうまくいかないもんだ。ぼくはお前に負けたが、バークマンには勝った。一方で、お前はぼくには勝ったが、バークマンには負けてしまった。──まあ、バークマンが、ぼくに再戦を挑いどんでくる可能性もなくはないが……」

　ヴィンフリートの赤い唇くちびるが、皮肉っぽくゆがんだ。

「バグリー一人の命で考えを改めるほど、あの男はお人ひと好よしじゃないだろう。あいつがそんな人間だったなら、そもそもこんなマッチポンプに手をだしたりはしてない」

　暗く、凄せい絶ぜつな輝かがやきを放つ瞳ひとみで、シンゴを見やる。

「……本当は、この場でお前と決着をつけたいんだ。放っとくと、バークマンに殺されちまいそうだしな」

　ヴィンフリートが歩きだす。

「……だが──いまのぼくに、その権利はない」

　階段へむかって、シンゴの横を通りすぎていく。

「だから、今日はさよならだシンゴ君。でも──いつかまた、必ず会おう」

　すれ違ちがいざま、真紅の唇から白い歯をのぞかせて、戦せん慄りつするような笑顔で言う。

「そうして……ぼくらはもう一度、殺しあうんだ」

　ヴィンフリートの足音が遠ざかっていく。

　シンゴとエルは、しばらくその場を動くことができなかった。一刻も早くこの場を脱だつしなければならないのに──どうしても、足を動かすことができなかった。

　やがてヴィンフリートの気配が、降り続ける雨のなかに溶とけてなくなった。

　それを待ち詫わびていたかのように──二人はようやく、その場を後にすべく走りだした。




　立体駐ちゆう車しや場じようから逃れた二人は、エルのスクーターで雨中のサンフィーロを脱した。

　分署のあるアイヒホルン記念地区を迂う回かいし、なるべく細い路地を選んで北東へむかう。

　雨あま脚あしは走りだしてすぐに弱まり、やがて完全にやんだ。二十分ほど走ると、分厚い雲のむこうで、太陽が完全に海に沈しずんだ。星のない夜を、スクーターはそれから二時間ほど走った。

　アニバーサリーアースの街まち々まちは、都市史上最悪とも呼べる大事件が発生しているさなかにあって、まるでどこ吹く風といったように普ふ段だんと変わりなかった。大きな道を避さけているせいもあるだろうが、検問に出くわすこともなく、警備が特別強化されているという様子も見られなかった。

　スクーターはやがて、イーストアニバーサリー地区に入った。エルは十五分ほど路地をくねくね走ると、レイン通りという歓かん楽らく街がいでスクーターを停とめた。

　暗い路地をシンゴを先導して進んでいき、裏通りへと抜ぬけていく。

　レイン通りの裏町には、表通りよりも控ひかえめな雰ふん囲い気きの店が建ち並んでいた。雨に濡ぬれたホログラムのネオンが、奥おくゆかしくしっとりと輝かがやいている。せわしない巨きよ大だい港こう湾わん都市のなかにあって、この街まちはゆったりと時間を紡つむいでいるようだ。

　エルは裏町をしばらく行くと、看板も掲かかげていない、とりわけひっそりとした店に入った。

「──ごめんシェリーさん、二階借りるね」

　レンガ造りの店の内部は、落ちついた感じの品のある酒場だった。客は一人もいないようだが、カウンターのなかに、エルを待ち受けていたらしい美しい女性の姿があった。

「エルちゃん、何かあったの？　電話でずいぶん慌あわてていたみたいだけど……」

「心配しないで、危ないことになる前に出てくから」

「……そうじゃなくて。あなたは大だい丈じよう夫ぶなの？　それに……そちらの方は？」

　店の入り口で浮うかない顔をして立ち尽つくしているシンゴに、シェリーが不安げな視線を送る。

「大丈夫……じゃないかもしんない。わかんない。──とにかくシンゴ、こっちに来て」

　手て招まねきするエルにしたがって、シンゴは店の左手奥おくにある階段を上のぼっていった。

　二階には小さな部屋が五つあった。エルはそのなかの、一番奥の部屋にシンゴを案内した。

　部屋のなかには、綺き麗れいに整えられたベッド、ホログラムＴＶ、ナイトテーブル、木の椅い子す、冷蔵庫などが置かれていた。日常的に人が使用しているような感じはしない。おそらく、宿しゆく泊はく用の部屋なのだろう。

　エルは深ふか々ぶかと疲ひ労ろうの濃こい息をはくと、戸と棚だなから救急箱を取りだした。

「……ここは……？」

　シンゴがベッドに座りこみ、尋たずねる。

「『シェリーズ』。バウンティハンターの溜たまり場ば。……人ひと払ばらいしてもらってるから、とりあえずここで状じよう況きようを整理しましょ」

　エルはシンゴのそばに椅子を引っぱっていくと、救急箱を開けて消毒薬を取りだした。

「とりあえず、私たちはしばらくの間ここに身を隠かくせるとして……」

　シンゴの左手をとり、傷口めがけてスプレーを噴ふん射しやする。ガーゼをあてがい、それを医い療りよう用テープで固定し、上から丁てい寧ねいに包帯を巻いていく。

「気がかりなのはマリィちゃんだわ。結果的に見捨てる形になっちゃったし……。──ねえ、シンゴは何か知ってるの？　バークマンのやつ、何でマリィちゃんを連れていったりしたの？」

　顔を落としたまま、シンゴが首を横にふる。

「……わからない。たぶんマリィさんの所属ラボが、バークマン署長の不正に関かかわってるんだとは思うけど……」

「……いつまで無事でいられるのか、そもそも本当に無事でいられるのか……。保証は何もないってわけね」

　エルは救急箱を片付けると、親指の爪つめを嚙かんで考えこみはじめた。

「私たちがこれからどうなるか……とにかく、バークマンが都市政府や検察とも繫つながってるんなら、この街まちに残ってちゃマズイわ。罪もない市民を何人も犠ぎ牲せいにしてきたようなやつらなんだから、私たちを始末するのにいまさらためらうなんてはずがない。──といって、都市亡命なんてそう簡単にできるわけもないし……」

　と──エルが言葉を切り、諦てい観かんぶくみのため息をついた。エルの周ペ辺リ視フ野エ強ラ化ルユニットに、瞳ひとみを暗く落ちくぼませ、憔しよう悴すいしきった様子のシンゴが映っていた。

「……少し、休みましょ。時間はないけど──いま何か考えたり行動したりしても、うまくいきそうもないし」

　自分たちが置かれている状じよう況きようも、そして自分たち自身の状況も──いまは、これ以上どうしようもないほど悪い。

「シェリーさんに頼たのんで、何か作っておいてもらうから──余よ裕ゆうができたら、下におりて食べて。……私は、少し眠ねむったら出かけてくるから」

　部屋を去り際──エルの口から、寂さびしさと苛いら立だちの混じった言葉がもれた。

「……帰ってくるころまでには、もう少しシャンとしといて」

　シンゴは何も答えなかった。




　静かな一日だった。

　夜が明け、東の山から日が昇のぼり、アニバーサリーアースの街々を過ぎて、再び海のなかへと沈しずんでいく間──事態は、何一つ進展を見せなかった。『アーシー』や立体駐ちゆう車しや場じようで起きた一連の出来事は、まるで夢やフェイクであったかのように、ニュースも新聞も一言すら話題にあげなかった。

　シンゴは、『シェリーズ』の部屋から一歩も出なかった。眠りはしたし、シェリーが運んできた料理を腹におさめもしたが、ほとんどの時間を自動機械のように過ごした。エルもまた、シンゴの部屋には一度も顔を出さなかった。

　下の店では、夕方過ぎから普ふ段だんどおりに営業が行われた。時折、シンゴのいる部屋に、どっと沸わく階下の騒さわぎ声が聞こえてきた。やがて夜が更ふけ、時刻が深夜を過ぎると、それらの喧けん騒そうも聞こえなくなった。

　──『シェリーズ』が静けさに包まれてから、少し経たったころ。

　シンゴの部屋に、遠えん慮りよがちなノックの音が鳴った。

　返事を待たずに部屋に入ってきたのは、厳しい顔つきをしたエルだった。

「……地球政府に連れん絡らくをつけてみたの。あと近きん隣りんの都市にも」

　エルは失望を隠かくそうとせず、首を横にふった。

「……どっちも脈ナシ。地球政府とは、ハリーロイド──ヴィンフリートの件で色々あったんだけど……。『情報料は払はらうけど、事件に介かい入にゆうすることはできない』──って言われちゃった。不正の明確な証しよう拠こが出てくるか、都市政府からの正式な要よう請せいがあるかしないと、都市不ふ可か侵しん法ほうのせいで動けない……んだって、さ」

　シンゴは反応を見せない。

　エルはため息をつくと、ホログラムＴＶをつけた。ニュースチャンネルをひらき、椅い子すを引っぱりだしてきて、シンゴのそばに腰こしかける。

　ニュースが淡たん々たんとマーケット情報を流すなか──エルが、ふとつぶやく。

「……何とかしなきゃ」

　にわかに焦しよう燥そうを帯びた声で、続ける。

「Ｃ．Ｓ．Ｃに消される前に──どうにかしてやつらの組織犯罪を告発しないと……。メディアでも、議員でも、何でもいいから味方を探して──」

「……告発なんか、できっこない」

　かすれた声で、シンゴがつぶやいた。

「……できない？　できないってどういうこと？」

　エルが怪け訝げんにシンゴを見やる。

「……エル。君は──Ｃ．Ｓ．Ｃのメンバーたちが、本当に正義感だけで、署長を裏切らずにこのマッチポンプに加担してると……そう思ってる？　本当にそんなことが可能だと思う？」

「……ど、どういうこと？」

　戸と惑まどって聞きかえすエルに、シンゴがぽつぽつと続ける。

「……たとえ志こころざしがあって、口の堅かたいメンバーを厳選したとしても……リスクは常つねについてまわる。何かの事情で大金が必要になったメンバーが、ある日突とつ然ぜんマッチポンプの情報をどこかに売ろうとするかもしれない。そうなったときのために……いや、そうならないようにするために……。証言だけでは告発が成り立たないように、周りを固めておく必要があるんだよ」

　マーケット情報を伝え終わったＴＶのニュースが、唐とう突とつに緊きん急きゆう報道を読みあげはじめた。

『……ただいま、ハリーロイド事件についての新しい情報が入ってきました。先ほど都市警察で開かれた記者会見プレス・カンフアレンスによりますと、おととい午後六時ごろ、サンフィーロ地区のシア・アベニューのホテル、および立体駐ちゆう車しや場じようにおいて、Ｃ．Ｓ．Ｃの捜そう査さ員いん、合計九名が殺害される事件が発生した……とのことです。都市警察はこの事件をハリーロイドによる犯行とし、また、新たにハリーロイドの共犯者二名について、先ほど緊急指名手配、および一級賞金首に指定したと発表しました。指名手配された二人は……』

「ちょ、ちょっと……なによこれ……」

　ホログラムＴＶを見つめるエルの顔が、さっと青ざめていく。

『──新たに指名手配された二人は、記念都市警察刑事部捜そう査さ課・デュノア地区七十七番街担当係所属、キャロライン地区居住のシンゴ・サトウ巡じゆん査さ、十九歳さい。そして特別滞たい在ざい中のバウンティハンター、ラビッシュタウン居住のエルノア・ハーキュリー、十七歳……ということです。ハーキュリー容疑者はユニット数十二で、ハリーロイドと同じく多ユニット保有者であるとの情報が入っています。また、サトウ容疑者は『ベーシックシングル』で、過激な〝反アンチユニット主義者〟として、かねて当とう局きよくがマークしていた人物だ、ということです。──繰くりかえしお伝えします。ハリーロイド事件に新たな動きがありました。先ほど都市警察で開かれた記者会見プレス・カンフアレンスによりますと……』

　エルが愕がく然ぜんとしてつぶやく。

「そ、そんな……。ハリーロイド事件の情報は徹てつ底てい的てきに伏ふせてたくせに、どうしていまごろになって……」

「……大々的に報道をしようと、情報を徹底的に隠かくそうと……。目的が不明確だったハリーロイド──いやヴィンフリートの場合と違ちがって、ぼくらはどっちみち告発に動いてくる……そう判断したんだ。それならこうして動きを抑おさえておいて、短期間で勝負をつけようって……たぶんそういう狙ねらいなんだと思う」

「……で、でも待って。これって、考えようによっては私たちに有利になるんじゃない？　事件や私たちに注目が集まれば、その分、こっちの声だって届きやすく──」

　エルがハッとした顔になった。

　──昨日から動きが見えず、一日経たってから二人が指名手配された理由──。

「……準備が、終わったってこと？　私たちを追いつめる準備……私たちがこの街まちのどこへ駆かけこんでも、そのすべてが無む駄だに終わるように……。大々的な指名手配は、バークマンが関係各所に手を回し終えた証しよう拠こ──そういうこと？」

　不安げに見つめるエルに、シンゴは顔を落としたままで答えた。

「……結局、全部押おさえられてるんだ。警察幹部に検察、メディアに議会……。火ひが回ったときに危険な所には、最初からある程度の手を打ってあるんだ。一連の不正が、いまぼくらが持ってる程度の情報で告発できるようなものなら……。きっと、もうとっくの昔に崩ほう壊かいしてる」

　エルは眉み間けんにしわをよせると、親指の爪つめをがりがりと嚙かみはじめた。

「──いいわ。それならネットワークにこの情報を流してやるのよ。こんな大犯罪、いくら何でも市民が放っておくはずないもん。みんなの声が集まって、運動が大きくなればきっと……」

「警察も検察も……メディアが見向きもしないような情報じゃ、誰だれも動きやしないよ。それでもいつかは火がつくかもしれないけど……。そうなるころには、ぼくらはもう消されてる」

　ニュースが、シンゴとエルの顔写真を大きく映しだしていた。

「……じゃあ、どうすんのよ！」

　エルが声を荒あららげ、椅い子すから立ちあがった。

「このまま何もしないでいても、どっちみち私たちは殺されるじゃない！　なら、無理でもなんでも……とにかく動かなきゃでしょ!?　そうじゃないの!?」

　シンゴはうつむき、小さくつぶやいた。

「……どうすることも、できやしない」

「──なによそれ！　このまま死ぬのを待つってこと？」

　シンゴは渋じゆう面めんをつくり、いやいやをする子どものように首をふった。食いしばった歯のすき間まから、うめくような声をもらし──やがて、それが怒ど声せいに変わっていく。

「エルっ……君は、バカだよ！　あの駐ちゆう車しや場じようでずっと隠かくれてりゃ、こんな目に遭あうこともなかったんだ！　あそこでぼくが死んでれば、それで全部済んでたのに──ぼくなんか助けようとするから……！　ぼくみたいな何の覚かく悟ごもないやつを、助けになんか出てくるから……っ！」

「──ふざっけんなッ！」

　エルがシンゴの胸むな倉ぐらを摑つかみ、力ちから任まかせに引き起こした。

「こんな──こんな理り不ふ尽じんな目に遭って……。このままっ……めそめそ泣ないて死ぬつもり!?」

　されるがままのシンゴに、激げき昂こうしたエルが怒いかりをぶちまける。

「いま起きてるのが……どういう事態だかわかってんの？　これは私たちだけの問題じゃないの！　バークマンを放っておいたら……これからもずっと、罪もない人たちが犠ぎ牲せいになり続けんのよ！　それを──それを黙だまって見過ごすつもり!?　あんたそれでも警察官なの!?」
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　エルが思いきりシンゴを突つき飛ばした。

「……あんたが、あんたがやらないで──誰だれがマリィちゃんを助けんのよっ！」

　エルの怒ど鳴なり声が部屋を揺ゆらす。

　ベッドに手をついたシンゴは、顔を背そむけて目を伏ふせたまま、何も言おうとしない。

　部屋に立ちこめる沈ちん黙もく──それを待っていたかのように、ドアをノックする音が鳴った。

「……エルちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　部屋の外から、シェリーの心配そうな声がもれ聞こえてくる。

「……私は、足あ搔がくから」

　エルがドアにむかって歩いていく。ノブに手をかけ、振ふりかえらずにシンゴに言う。

「こんな稼か業ぎようやってるし、それなりの覚かく悟ごはいつもしてる。……今回の件だって、自分で勝手に首突っこんでこうなったんだし……自業自得だから、別にいい。でも、だからって……私はこんなの認めたくない。しょうがないなんて言いたくない」

　シンゴはエルから顔を背けたまま、身動きせずにうつむいている。

「……私は、マリィちゃんを助けにいく。マリィちゃんを見捨てたまま──このまま、死にたくなんかないから」

　ドアノブを握にぎるエルの白い指に、ぐっと力がこもる。

「このまま……。生きていたくなんて、もっとないから」

　エルが部屋を出ていく。

　音もなく、ドアがゆっくりと閉まっていく。

　──部屋に、シンゴ一人が残された。

　ホログラムＴＶのニュースが、淡たん々たんとエンディングテーマを流している。

「わかってるよ……ぼくだって……」

　大きく息を吸いこみ、腹の底に溜たまっている、自分への怒いかりを吐はきだす。

「──わかってるんだよ！　ぼくだって……ッ！」

　顔をシーツに押おしつけて、脆もろく悲ひ壮そうな叫さけびをあげる。

「わかってるんだ……行かなきゃいけないって……。でも怖こわい……動けないんだよっ……」

　きつく歯を食いしばり、張り裂さけるようなうめきをもらす。

「やらなくちゃいけないのに……わかってるのに……」

　自分の弱さにむせび泣なき、立ちあがれないことを嗚お咽えつする。

「どうしても……どうしても、どうしても……動けないんだよ……っ」

　──崩ほう壊かいしてしまったシンゴの心。

　散らばる残ざん骸がいを、両手で必死にかき集めてみる。

　しかし──そのどれを手にとってみても、破片は歪いびつにゆがんでいて、元に戻もどすことができない。

　シンゴは何と戦うのだろうか。いったい何のために戦うのだろうか。

　シンゴが立ちむかうべき相手は──紛まぎれもなく、かつて自分を救ってくれたあのＣ．Ｓ．Ｃなのだ。

　バークマンとＣ．Ｓ．Ｃは、シンゴを誘ゆう拐かい犯はんの手から救ったときも、そしていまも、なにひとつ変わってなどいない。アニバーサリーアースを守るために……そのためだけに戦い続けている。かつてのシンゴを救ったことと、ウィリスやソフィアらを残ざん酷こくな運命に遭あわせたこととは──同じ次元にある、同じ種類の出来事なのだ。

　Ｃ．Ｓ．Ｃとバークマンは、いまも救い続けている。

　かつてシンゴに手を差し伸のべた時と同様に、この街まちの誰だれかを守っている。

　それに立ちむかおうと、気持ちを奮ふるい起こそうとするたびに──シンゴの心のなかを、激しい感情の嵐あらしが吹ふき荒あれ、勇気を徹てつ底てい的てきに破は壊かいしていってしまう。

　シンゴの心を打ちのめす、その感情の正体は──。

　彼の脳に巣食う、ある細胞の叫さけび声。

　絶望に支配され、深しん淵えんの闇やみを見つめたままでいる、ある記き憶おくの残ざん滓し。

　切りとられ、覆おおい隠かくされた過去の断片。

　決して逃のがれることのできない、永遠の呪じゆ縛ばく──。




『──誘拐、監禁、暴行、拘束、支配、崩壊、悲鳴、怒号、哀願、緊張、激情、暴力、銃声、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、恐怖、折り重なる二人、生暖かい血。体、もう動かない。声、もう聞こえない。瞳、もうぼくを見てくれない。時、もう戻らない。死体、嘔吐、喪失、悲嘆、憤怒、憎悪、狂気、地獄、絶望──』




　──なす術すべなく泣なきじゃくっていた、幼い自分。

　そこに差し伸べられた、すべてを救う英えい雄ゆうの手。

　いったいどうして、シンゴにその手を断ち切ることができるだろうか？

　絶望の闇を照らしてくれた、あの光を──。

　二人を助けに来てくれた、あの手を──。




　──スーツのポケットで、個人登録証が鳴った。

　シンゴはベッドから顔をあげると、弱々しい手つきで個人登録証を取りだした。

　受信ボタンを押おし、個人登録証を耳に当てる。──少し間まがあって、よく聞きなれた声が響ひびいてきた。低くて粗そ暴ぼうで、凄すご味みがあって、それでいて温あたたかみのある……とても聞きなれた声。

『──シンゴか？　テメェ……いまどこにいる』

　電話の主ぬしは、リューゾー・サトウ。シンゴの伯お父じであり、育ての親でもある男。

『……ニュース、見たぞ。こっちでも騒さわぎになってる。おい、一体どういうことだ？　何が起きてやがる？　おうシンゴ、泣ないてねえで説明しろ』

「……伯父さん、ごめん」

『──バカ野や郎ろう！　ゴメンじゃねえだろうが！　説明しろって言ってんだこのタコ！　テメェ……ああクソが！　ふざけやがって畜ちく生しよう！　テメェが……よりによってテメェが殺しなんざ……そんなこと、するはずがねえ。そうだろ？　なあオイ、一体何があったんだシンゴ、言え！』

「……行かなきゃいけないんだ。伯父さん、ぼくが、ぼくがやらなきゃいけないんだ……」

『シンゴ……おいおい頼たのむぜオイ！　落ちついてくれ！　頼むから詳くわしく話せ！　お前、何かに巻きこまれてんだな？　一体状じよう況きようはどうなってんだ？　いま安全な場所にいるのか？』

「動けないんだよ……どうしても……。ぼくが、ぼくが助けに行かなくちゃいけないのに……」

『ああ、よしわかった。わかったからそこを動くな。とにかく、いますぐそっちへ行く。だから場所を言え。いまどこにいるんだ？　アニバーサリーアースにいるんだな？』

「伯父さん……」

『助けに行くって、一体誰だれをだ？　あのハーキュリーってバウンティハンターか？』

「……伯父さん、あのさ……聞いてもいいかな？」

『あん？　いいぞ、なんだ？』

「……ぼくのユニットのこと。ぼくは『ベーシックシングル』だって、伯父さんずっと言ってたよね……」

　個人登録証のむこうで、リューゾーのためらう気配がした。

『あ、ああ……そうだ。それがどうかしたのか』

「個人登録証のパーソナルアーカイブにも、翻ほん訳やくユニットの先せん天てん的てき挿そう入にゆうについてしか記録レコードされてないけど……。でも……あいつはたしかに言ってたんだ。ぼくとマリィさんのことを指して──『二個と十九個』……って」

『ちょ、ちょっと待ってくれシンゴ、あいつだとかマリィだとか、俺おれにはお前が何のことを言ってんだか──』

「……ぼくは『ベーシックシングル』じゃない。ぼくの頭のなかには──翻訳ユニットのほかに、記録に残ってないユニットが入ってるんだ。──ねえ、そうなんでしょ？」

『……いやシンゴ、聞いてくれ。いまはそんな話をしてる場合じゃ──』

　リューゾーの言葉をさえぎって、シンゴがすがりつくような叫さけびをあげる。

「──伯父さんお願いだ！　どうしてもいま知りたいんだ！　ぼくの頭のなかには……いったい、何が入ってるの？」

『……シンゴ……』

「……ぼく、頭のなかがたまにおかしくなるんだ。銃じゆうを撃うつときとか、殺人現場を見たときとか、真っ黒な何かがフラッシュバックしてきて……。それで気分が悪くなって、体が震ふるえて……。いまもそれと同じなんだ。自分が何者なのかって考えるたびに、真っ黒な記き憶おくが邪じや魔まをしてきて……。そこに大切なものがあるはずなのに、どうしても思いだせなくて……」

『…………』

「お願い伯お父じさん、何か知ってるんでしょ？　ぼくは……思いださなきゃいけないんだ。だって……だって、そうしなきゃ戦えないんだ！　ぼくが行かなくちゃいけないのに……どうしても……どうしても動けないんだよっ！」

　引き裂さかれるようなシンゴの叫さけび。

　わずかな沈ちん黙もくが流れた後──リューゾーが、決心を固めたかのように息をはいた。

　シンゴの気持ちを落ちつかせるべく、言い聞かせるような調子で前置きをする。

『……シンゴ。俺おれにはいま、お前がどうなってるのかがわからねえ。だから、とにかく一つだけ約束してくれ。絶対に早まったマネだけはしない……と、それだけ約束しろ』

　シンゴがうなずき、答える。

「……わかった、約束する」

『……よし。──じゃ、話してやるが──ああ、畜ちく生しよう……。正直、お前にいまこんな話をして本当にいいものなのかどうか……。俺には判断ができねえ』

　リューゾーの声に、痛々しいほどの苦く渋じゆうが満ちる。

『……俺は、本当に情けねえやつなんだ。俺はユキヒトもサオリさんも、お前のことも……誰だれ一人救ってやれなかった。……だが、お前がどうしても聞きたいっていうんなら──俺は話さなきゃならねえ。お前には、真実を知る権利がある』

　シンゴが静かにうなずく。

「うん……大だい丈じよう夫ぶ、聞かせてほしい」

　逡しゆん巡じゆんしながら、リューゾーがぽつぽつと語りだす。

『──ああ、そうだな、あれは──もう十五年も前になるか……。時期もちょうどいまぐらいだった。……当時ニューヨーク・シティに住んでいた俺に、一本の電話がかかってきた。相手は、アニバーサリーアースのマフィア崩くずれの連中だった。弟一家──ユキヒト、サオリさん、そしてお前の三人を──誘ゆう拐かいした……と。要求は身みの代しろ金きん、八千万リディアだった』

「……〝一家〟……？」

　訝いぶかしげに聞きかえしながら、シンゴが記憶の書物をめくる。

　まず、誘拐事件についての著述を探す。何度も開いたページだから、すぐに見つけることができる。──そこにはこう記されている。かつてアニバーサリーアースに住んでいたころ、誘拐事件の被害に遭あい、それをＣ．Ｓ．Ｃの手によって救いだされた──と。

　だが、どれだけ探してみても、そこに両親のことは一行たりとも記されていない。二人についての著述は、自分が生まれてすぐに事故で亡くなった、と、記き憶おくの隅すみっこのほうに、申し訳程度に載のっているだけだ。

『俺おれはあるだけ金をかき集めて、すぐさまアニバーサリーアースにむかった。都市警察にもすぐに通報をいれた。弟一家の声を聞かせろという要求に、やつらが応じなかったからだ』

　シンゴは、リューゾーの話をまったく理解できない。まず前提からして食い違ちがっている。

「ま、待ってよ伯お父じさん、父さんと母さんは、ぼくが生まれてすぐに事故で死んだって……」

　リューゾーは、シンゴの疑問には答えず、淡たん々たんと物語を進めていく。

『……ほどなくして、Ｃ．Ｓ．Ｃがマフィアのアジトであるアパートに突とつ入にゆうした。犯人たちはその場で全員射殺。お前たち三人は、そろってバスルームに押おしこめられていたそうだ』

「……」

『ユキヒトとサオリさんは……発見されたときには、すでに息いき絶たえていた。二人とも全身を銃じゆうで撃うたれて、即そく死しだったらしい。これは後でわかったことだが──二人は、誘ゆう拐かい直後の早い段階で……もうすでに殺されていたそうだ。一方のお前は、二人の体の下したに埋うもれるようにして……Ｃ．Ｓ．Ｃの話によれば、〝声を出さずに泣なき叫さけんでいた〟らしい……』

「そ、そんな……そんなことが、本当に……？」

　──ない。どこにもない。誘拐犯の手に堕おちたときの記憶・そのときどこに居たのか、誰だれと居たのか・どこへ連れていかれたのか、そこで何があったのか・どうやってＣ．Ｓ．Ｃに救われたのか──それらの詳しよう述じゆつは、記憶のどこを探しても見つけることができない。

　シンゴは無む闇やみやたらと手を動かし、次から次へと記憶の書物をめくっていく。乱暴な手つきで、破り捨てんばかりにページをめくり続け──やがて、ある一枚のページにたどり着く。

　──不気味に黒く塗ぬりつぶされた、一枚のページに。

『……あのアパートで、お前ら一家に何があったのかはわからん。マフィア崩くずれのクソブタ野や郎ろうどもは、Ｃ．Ｓ．Ｃがその場で全部片付けちまったからな。唯ゆい一いつ生き残ったお前は……まだ幼く、状じよう況きようを説明できるような状態じゃなかった』

　現実と虚きよ構こうのはざまで、シンゴの記憶が揺ゆれ動く。

『ただ、現場の状況から……。ユキヒトとサオリさんは、最後までお前を守ろうとしてたんじゃないかって……。二人がお前をかばっていたから、誘拐犯たちはお前が生きていることに気づかなかったんじゃないかって……』

　シンゴが苦しげに顔をゆがめ、何度も頭をふる。

「……駄だ目めだ、思いだせない……どうしても思いだせないよ……」

　リューゾーは、まるですべてを告白して早く楽になりたいとでもいうように、シンゴの反応には構わず、話の先を急ぐ。

『俺はお前を引きとったが……お前の心はぶっ壊こわれちまってた。呼びかけどころか、外界からの刺し激げきに一切反応しねえんだ。──さらに悪いことに、お前はたびたび感情を無む軌き道どうに爆ばく発はつさせた。突とつ然ぜん暴れだして家中を滅め茶ちや苦く茶ちやにしたり、脅おびえてずっと泣なきじゃくってたり……。ひとたび暴れだせば、もうコントロールは不可能だった』

　語るリューゾーの声には、重たい苦く悩のうが浮うかんでいた。

『医者が言うには、大だい脳のう辺へん縁えん系けい──脳の感情をつかさどる部分──が、機能不全を起こしちまってるってことらしかった。俺おれはお前を連れて世界中をまわった。脳の専門医や著ちよ名めいな精神科医に、片っぱしからお前の治ち療りようを依い頼らいした。だが、結局お前を治せる医者は、どこにも見つからなかった……』

「…………」

『原因があの誘ゆう拐かい事件にあることは明白だ。だが治療法がなかった。症しよう状じようが苛か烈れつすぎるのか、薬はまったく効きき目がないようだった。呼びかけに反応しないお前には、行こう動どう療りよう法ほうを施ほどこすこともできない。──そんななかで……お前の状態は日ひ増ましに悪くなっていった。酷ひどいときには……いきなり自分で自分を殴なぐりはじめたり、笑いながら髪かみを引きちぎったり……。目ん玉をひん剝むいて、一日中部屋の真んなかで立ち尽つくしてることもあった。そして俺は……俺はそんなお前に、何もしてやることができなかった。俺がどれだけ制止しても、お前は決して異常行動をやめようとはしなかった。そんなお前と暮らしていくことに──俺は、心底疲つかれ果てちまってた。……もう、限界だったんだ』

　うなだれるように、力なくリューゾーが言う。

『……俺は知りあいのツテをたどって、とあるユニットラボにお前を連れていった。旧ドイツ領の、シュヴァルツヴァイス社って研究所だ。……知人によると、そこは危険な生体実験をやってる、ヤバイ会社だって話だったが……。俺には、もう他の方法が思いつかなかった』

「……シュヴァルツ、ヴァイス……」

『俺は、そこの実験施設にお前を差しだした。試作段階の、『記憶消去イレースメモリーユニット』の検けん体たいとして……。誘拐事件から、もう三年が経過していた』

「……」

『実験は……成功した。お前は人じん格かく変へん容よう事じ故こを起こすこともなく、エピソード記き憶おくのほとんどを忘れた状態、つまり〝白はく紙しの状態〟に戻もどった。それまでのことがウソだったかのように、異常行動はぴたっと止まった。俺の呼びかけにも普ふ通つうに反応をかえすようになった。──さすがに、ユキヒトとサオリさんのことまでは忘れなかったが……』

　リューゾーの声が、打ちひしがれたように震ふるえた。

『──俺は──怖こわかった。お前が何かの拍ひよう子しに両親の最さい期ごを思いだし、また元に戻っちまうんじゃないかと……。あの地じ獄ごくのような日々が、またいつか訪れるんじゃないかと……』

　そして──リューゾーは、自分が犯した〝罪〟の告白をはじめた。

『俺は、お前の記憶が曖あい昧まいなのをいいことに……せっせと〝ウソ〟を教えこんだ。ユキヒトとサオリさんは、お前が生まれてすぐに事故で死んだ……と。そしてそれ以来、俺がずっとお前の面めん倒どうを見ている、と。……最初は抵てい抗こうしていたお前も、次第にその〝ウソ〟を信じるようになっていった。そしていつしか──〝ウソ〟は、〝真実〟にすり替かわった……』

　押おしこめていた感情を吐はきだすように、リューゾーが長々とため息をつく。

『……エピソード記き憶おくのほとんどを忘れ、その上から俺おれの〝ウソ〟を植えつけられたお前だったが……。忘れなかった記憶もいくつかある。誘ゆう拐かい事件の被ひ害がい者しやになったことと、Ｃ．Ｓ．Ｃによって助けだされたことの二つが、そうだ』

　リューゾーはしばらく逡しゆん巡じゆんした後、シンゴに語りかけるように言った。

『──こいつは、俺が勝手に思ってることだが……。お前の心は、きっと〝生きていくこと〟を選せん択たくしたんだ。生きていくために両親の記憶を忘れ……生きていくために、Ｃ．Ｓ．Ｃを英えい雄ゆう視しして──憧あこがれにして、自分を未来にむかって進ませようとしていたんだ』

　リューゾーが心苦しそうにうめく。

『……そんなお前を、俺は押さえつけちまった。Ｃ．Ｓ．Ｃの記憶から、ユキヒトとサオリさんのことを思いだしちまうんじゃないか……って、それが怖こわくてな……。前に進もうとするお前を、俺は──』

「──伯お父じさん、ありがとう」

　リューゾーの懺ざん悔げの言葉を、シンゴがさえぎった。

『シンゴ……すまねえ。謝って許されることじゃねえが、俺は──』

「ぼく、思いだしたよ……」

　シンゴの記憶のなかの──黒く塗ぬりつぶされたページ。

　シンゴの目の前に広がる──黒く塗りつぶされた光景。

　ユニットによって抹まつ消しようされた、かけがえのない記憶も……。

　リューゾーの〝ウソ〟によってすり替えられた、偽にせ物ものの記憶も……。

　そのどちらも、リューゾーがいかに言葉を尽つくそうとも──シンゴの心のなかに、いかなる真実をも甦よみがえらせようとはしない。

　だが──。

「思いだしたんだ……」

　シンゴの記憶は、決してすべて消えてしまったわけではなかった。

「忘れてなんかいないことを……思いだした……」

　記憶消去イレースメモリーユニットに、記憶を強制的に抹消されてしまっても──。

　リューゾーが刷すりこんだ〝ウソ〟に、記憶を書き換かえられてしまっても──。

　シンゴが決して忘れなかった、大切な、大切な、大切な記憶。

「……助けに、きてくれたから……」

　僕の、大好きな二人を──。




　──父さんと母さんを、助けに来てくれたから──




「だから、ぼくは忘れなかったんだ……Ｃ．Ｓ．Ｃのこと……」

『シンゴ……』

「ありがとう伯お父じさん、ちゃんと話してくれて。……それから、ごめん……」

『いや──いいんだシンゴ。謝るのは俺おれの方だ。俺はお前に何もしてやれずに──』

「大だい丈じよう夫ぶ……伝わってる。伯父さんがぼくを大事に思ってくれてること、ちゃんとわかってるから……」

　シンゴは大きく鼻はなをすすると、想おもいの詰つまった熱い息をはいた。

「──伯父さん……ぼく、行くよ。ぼくが行かなきゃいけないから……」

　シンゴの言葉に、リューゾーがためらいを見せる。

『……シンゴ。お前の性格はよくわかってる。お前が俺に状じよう況きようを伝えようとしねえのは、伝えても無む駄だなことがわかってるからなんだろう。……だがよ、お前がいまどういう目に遭あってるのか──俺はどうしても知りてえ。頼たのむ、せめて状況だけでも教えてくれねえか』

「うん……」

　──シンゴは、いま起こっている事態を手短にリューゾーに告げた。

「──……都と市し不ふ可か侵しん法ほうがあるから、明確な証しよう拠こがない限り……都市の外からは手出しができない状態なんだ。ぼくらが生き残るには、何とかして証拠を握にぎらなきゃ……」

　リューゾーが歯がゆそうに嘆なげく。

『畜ちく生しよう、まさかそんなことに……。──なあシンゴ、本当に方法はそれしかねえのか？　都市亡命の手引きくらいなら、もしかしたら何とかしてやれるかもしれん』

「さっきも言ったけど──いま、ぼくの相棒が危険な状態にあるんだ。ぼくの想像が正しければ、たぶんもう猶ゆう予よはあんまりないと思う。すぐに動かないと……」

『俺には祈いのることしかできねえのか……。クソッ！　こんなときに……不ふ甲が斐いねえ』

「……いいんだ伯父さん。ありがとう、止めないでくれて」

『バカ野や郎ろう！　それ以外に方法がねえってんだから、止めたくても止められねえじゃねえか！』

「うん、だからありがとう。……わがまま聞いてくれて」

　シンゴの言葉に、リューゾーが無念さをにじませてつぶやく。

『クソッ……俺は……お前からユキヒトとサオリさんの記き憶おくを奪うばっちまった。俺の弱さのせいで、お前のかけがえのない大切な思い出を……。──畜生、情けねえ。いまだって──俺は、お前に何もしてやることができねえ』

　腹の底にわだかまる思いを、シンゴに告げる。

『だが……せめて骨は拾ひろってやる。もしお前に何かあったら、俺はどんな手を使ってでも……たとえ肉の一片になっても、必ず都市警察を潰ツブす。──だから、お前は自分の好きなように……やってこい』

「わかった。……それじゃ、行ってくる」

『ああ。……死ぬなよシンゴ。テメェは俺おれの自じ慢まんの弟夫婦の……自慢の息子なんだからよ』

「……うん。じゃあね、伯お父じさん」

　通信が途と切ぎれた。

　シンゴはスーツの袖そでで涙なみだをぬぐうと、ごしごしと目をこすった。

　──とても晴れやかな気持ちだった。ユニットによって抹まつ消しようされた記き憶おくは、決して元には戻もどらない。リューゾーの〝ウソ〟によって書き換かえられた記憶も、もう取り戻すことはできない。

　塗ぬりつぶされた黒い光景と、すり替かえられた偽にせ物ものの記憶は、いまもシンゴの脳裏に張りついたまま……。

　だが、いまはそれが妙みように温かく感じられた。

　自分と、自分の大切な人の存在……。その温度を、確かにそこから感じとることができた。

　答えなど──初めから決まっていた。バークマンの言葉に、無言で対したあの時から。

　欲しかったものは、立ちむかっていくための勇気。そして、何かを守るという覚かく悟ご。

　自分の命を紡つむいでくれた両親のように。そして、その両親を救いに来てくれたＣ．Ｓ．Ｃのように──。

　憧あこがれや正義感ではなく、自分の存在を懸かけてでも何かを守りたいという──強い想おもい。

「そうさ、ぼくはマリィさんの相棒なんだ。ぼくが行かなきゃ……ぼくが守ってあげなくちゃ」

　シンゴが立ちあがる。その瞳ひとみに、たぎる想いが光を宿す。

「……わかってるよ、エル。孤児出身オーフアン・サンプルのマリィさんには、家族なんていないんだ。一人ぼっちだから……。だから、ぼくらが行ってあげなくちゃいけないんだ」

　紡がれた命で、次の命を紡ぐために。

　愛された命で、別の命に愛を与えるために。

「ぼくは、絶対に認めない。誰だれかの犠ぎ牲せいの上に成りたつ幸せだなんて、そんなもの絶対に……」

　決けつ然ぜんとそうつぶやいたシンゴに──恐おそれるものなど、もう何もなかった。










　　　　　フォース・オーダー　静寂の咆哮







　部屋を出たシンゴは、階段を下おりて一階へむかった。

　店内にエルの姿はなかった。先ほどまでホログラムＴＶを眺ながめていたらしいシェリーが、憂ゆう慮りよに堪たえないといった表情で、シンゴに控ひかえめな視線を送っていた。

「えっ……と……シェリーさん。あの、エルはどこへ……？」

　シンゴが沈ちん黙もくを破る。シェリーが困こん惑わくした様子で答える。

「……あ……その、ごめんなさい。二階から降りてくるなり、『ちょっと行ってくる』って、出ていったきり……」

　頭をよぎった不吉な予感に、シンゴの胸むねがざわざわと騒さわぎだす。

「まさか、一人で都市警察に突つっこんでいったんじゃ……」

「わかりませんけど……。さっき、装備を用意しておくようにと連れん絡らくが来ましたから……」

　シェリーがつけ足した補足を聞いて、シンゴがほっと胸をなでおろす。

「……あの、シンゴ……さん」

　シェリーがためらいがちに口を開いた。

「よかったら……教えてもらえませんか？　いったい、エルちゃんに何があったんでしょうか？　あの子がハリーロイドの共犯者だなんて、どうしてそんなことに……」

　目を伏ふせるシェリーに、シンゴが言いにくそうに答える。

「シェリーさん……ニュースでご覧らんになったと思いますが、ぼくたちはいま追いつめられています。無実の罪ですが……この街まちにいる限り、それは通用しません」

　視線を落とし、続ける。

「……正直、守りきれるかどうかはわかりません。ぼくらが生き残れる確率は、限りなくゼロに近い状じよう況きようです」

「そんな……」

　シェリーの表情が、みるみる悲ひ嘆たんにゆがんでいく。

「……結果がどうなるかはわかりません。けど、やれるだけのことはやります。エルを守れるよう、最後まで最さい善ぜんを尽つくしますから……」

　無力さをにじませ、シンゴが詫わびる。

「こんな何の慰なぐさめにもならないことしか言えなくて……すみません」

　シェリーが弱々しく首をふる。

「……いえ、いいんです。それがエルちゃんの選んだ道なら、仕方ありませんから……」

　シェリーは顔をあげると、シンゴの目を真っすぐに見つめた。

「……あの、シンゴさん、何か私にお手伝いできることはないでしょうか？　あの子を止められないのなら、せめて何か役に……」

　シンゴは少し考えこむと、思い当たったように口を開いた。

「……それなら、一つお願いをしてもいいですか？」

「ええ、なんでしょう。私にできることなら……」

「えっと、ちょっと変なお願いになってしまうんですけど……」

　──シンゴは、シェリーに手短に用件を告げた。

「──……本当に、それだけでいいんですか？」

　シェリーが不安そうに尋たずねる。

「はい。それで逃にげ道が確保できます。もし一人で全部が難しそうなら──ぼくらの名前を出さないという条件つきにはなりますが、バウンティハンターに頼たのんでもらっても構いません」

「……わかりました。たしかに請うけ負います」

　──と、そのとき、店の入り口の木もく製せいドアが開いた。

　シンゴとシェリーの話し声が、店の外までもれ聞こえていたのだろう。目立たないように縮ちぢこまりながら、エルがおずおずと店内に入ってきた。

　エルはパーカーのポケットに両手を突つっこみ、気まずそうな顔でシンゴとシェリーをちらちら見比べると、そそくさと店の奥おくへむかって歩きだした。

「エル……ちょっと待って」

　シンゴがエルを追いかけ、その背中に声をかける。

「あの、えっと……さっきは、その……ごめん」

　立ち止まったエルに、シンゴが静かに表明する。

「……決心がついたよ。エルの言うとおりだ。……ぼくは、行かなきゃならない」

　エルの反応はない。シンゴが言葉を選びながら続ける。

「実は……ぼくに一つ考えがあるんだ。勝算も何もない賭かけだけど……うまくすれば、署長たちのマッチポンプの証しよう拠こを入手できるかもしれない。そうすれば、マリィさんを救える目も出てくる。──ただ、その、一人じゃちょっと難しい仕事だから……できれば、エルにも協力してもらいたいんだけど……」

　うかがいをたてるようなシンゴの提案に、エルは素直に応じた。

「……わかった。何をすればいいの？」

　シンゴがほっと息をはく。

「とりあえず……色々と装備が欲しいんだ。どこかに調達できるアテはないかな？」

　シンゴの問いかけに、エルが短く答えた。

「……こっち。ついてきて」




　店の右手奥おくの階段を下おりた先に、コンクリート造りの地下室があった。

　一見すると何の変へん哲てつもないワインの貯ちよ蔵ぞう庫こなのだが、奥の一いつ角かくの小さな棚たなが横に避よけられており、その先の隠かくし部屋から、オレンジ色の照明の光が煌こう々こうともれだしている。シンゴとエルは、腰こしを屈かがめてその隠し部屋のなかに入っていった。

　部屋は正方形で、十フィート（約三メートル）ほどの幅はばの壁かべに、拳けん銃じゆうやショットガン、アサルトライフルなどの銃器がずらりと並べられていた。腰こし丈たけほどのガラス張りの棚のなかには、手しゆ榴りゆう弾だんや防弾チョッキ、弾薬類、ナイフ、工具などが確認できる。

　中央にあるナラ材で作られた高級そうなテーブルに、拳銃、サブマシンガン、チョッキ、マガジンなどの装備一式が並べてあった。エルからの連れん絡らくを受けて、シェリーが用意しておいたものだろう。かたわらの椅い子すの上には、エルの私し物ぶつと思われる、猫を模もしたデザインのかわいいスポーツバッグが置かれていた。

「どれでも好きなの選んで」

　言うや否いなや、エルは手早くピンクのパーカーを脱ぬぎ、白いプリントシャツ姿になった。ホルスターをはずし、机つくえの上の防弾チョッキを手にとると、それをまじまじと眺ながめてつぶやく。

「こんなのに命をあずけなきゃいけないような、分ぶの悪い危険な勝負なのよね。できれば避さけたいけど……」

　そのままチョッキを着込もうとするエルを、シンゴが慌あわてて制止した。

「ちょ、ちょっと待ってエル。君がそれを着る必要はない。行くのはぼく一人だよ」

　エルはシンゴを無表情で見つめながら、特にリアクションをかえすことなく、黙もく々もくとチョッキを着込んでいく。

　シンゴがたじろぎながら言った。

「あ、あの……聞いてください。とにかく、これから行く場所にはついてきちゃダメなんだ。君は足手まといになるから……」

　エルは大げさに呆あきれたような表情をつくると、からかうように言いかえした。

「……あのねー。言っときますけど、この際ハッキリさせておきますけども。シンゴ君なんかより、私の方がずーっとずーっと優ゆう秀しゆうなの。こういう荒あら事ごとは慣れっこ、アンド慣れっこなの。ていうか仕事なの。シンゴ君よりも経験豊富、実績抜ばつ群ぐん。わかる？」

「そ、それはそうかもしれないけど……。これからぼくが行く場所には、たぶんＣ．Ｓ．Ｃが配備されてるはずなんだ。最新のユニットが入ってる君は、ほら、またあの頭痛が……」

　パーカーを着込んだエルは、伸のばした袖そでで口元を覆おおい、いたずらっぽく含ふくみ笑いをした。

「ふーっふっふっふ。おまけにエルちゃんは、シンゴ君が思ってるより、ずーっとずーっと賢かしこいのデス」

　エルはパーカーのポケットから、手のひらサイズのカートリッジのような物を取りだした。

　シンゴがのぞきこみ、聞く。

「これは……？」

「『スマトリプタン』の注射キット」

　エルがちろっと舌を出す。

「昼間外へ出たとき、ちょっとばかし処しよ方ほう箋せんを偽ぎ造ぞうさせていただきまして……。表通りのドラッグストアで買ってきたの。〝群発頭痛クラスター・ヘツドエイク〟っていう、最悪にヒドイ片へん頭ず痛つうのための……予防、アンド治ち療りよう薬やくよ」

「ち、治療薬って……。こんな単純な対策で、本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

　納得いかない様子のシンゴに、エルが得意げに胸むねを張って答える。

「あの時……あのバグリーってやつが言ってたでしょ？　私が襲おそわれた頭痛の仕組みについて、『頭部の血管を拡張する神経伝達物質を分ぶん泌ぴするよう、脳に命令を出す仕し掛かけだ』……って」

「……たしかに、そんなこと言ってたような気はするけど……」

「つまり──頭痛のメカニズム自体は、普ふ通つうの片頭痛なんかと変わんないってわけ。……それなら、薬だって効果はあるはずでしょ？」

「で、でも……。あの時のエル、薬でどうにかなるような苦しみ方には見えなかったけど……」

「……もう一つのヒントは、あの時ハリーロイド──ヴィンフリートがビクともしなかったことよ。──だっておかしくない？　あの時のＣ．Ｓ．Ｃの口ぶりからして、あいつも頭痛発生の条件に当てはまってることは間ま違ちがいないのに……」

「それは、たしか──『メカニズムを知っていれば、対処するくらいわけはない』、とか何とか──」シンゴがハッとなって言う。「……メカニズム」

「そう、メカニズム。たぶん……あいつは、ユニットの力で脳の血流をコントロールしてたんじゃないかな。人間の体をメチャメチャにできるような磁じ場ばの力を持ってるわけだし……頭痛発生のメカニズムさえ知ってれば、そりゃいくらでも対処する方法はありそーよね」

　エルがおどけた表情で肩かたをすくめる。

「もちろん、私はそんな能力なんて持ってないから──お薬の出番、ってわけなのよ。……さ、わかったらさっさとチョッキ着て、銃じゆう選んで準備準備！」

　シンゴはエルに押おし切られるように、渋しぶ々しぶ準備に取りかかった。

　ガラス張りの戸と棚だなを開け、ずらりと並んだ拳けん銃じゆうを物色する。なるべく扱あつかいやすそうなものを選び、二丁手に取る──使う機会のないことを祈いのりたい。自らの過去に巣食う闇やみとむきあい、その真実を知ったいまでも──自分が本当に土たん場で引き鉄がねを引けるのかどうか、はっきり言って確信が持てない。いやそんなことより、そもそも銃を使わなければならないような状じよう況きように陥おちいること自体、自分たちにとっては最悪の展開だといっていい。できるだけそういうシチュエーションに遭そう遇ぐうしないように──撃うちあうようなハメにならずに済むように、なんとかうまく立ち回っていく必要があるだろう。

　それから、忘れずに工具箱からバールも失敬しておく。このバールには、逃にげ道を作るときに世話になる予定だ。

　──……逃げ道、か。

　シンゴはちらっとエルを盗ぬすみ見ると、小さく息をはいて首をふった。

　──どのみち、この状況から逃げきることなどできはしない。どれだけ危険であろうとも、生き残るためには何としてでも無茶をやり通すしかないのだ。そしてそのための戦力は──足手まといにならないのであれば、もちろん多いに越こしたことはない。

　──装備を整え終おえた二人は、そろって一階のシェリーのもとへ戻もどった。

　準備をすすめる二人に、シェリーが不安げな視線をむける。

「……本当にいいのエルちゃん？　誰だれにも声をかけなくて……。ジェスやロバートなら、とりあえず話を聞いてくれるかもしれないわ」

「ダメよ。私たちの立場が悪すぎる。いまや私もコイツも賞金首なわけだしね。助けてくださーい！　……なーんて言ってノコノコ出てったら、その場で撃たれる可能性大、アンド大よ」

「そう……。お店は閉しまってるから、少しゆっくりしていってもいいのよ？」

「うん、ありがとうシェリーさん。でも大だい丈じよう夫ぶ。……さ、シンゴ。あんまりお店に迷めい惑わくもかけられないから、行くならさっさと行きましょ。作戦はどんな感じなの？　都市警察を攻せめ落とそうなんて決意をしたくらいなんだから、抜ぬけ道や裏技の一つくらい用意してあるんでしょ？」

　シンゴが首をふって答える。

「都市警察なんて、指名手配中の人間が行って生きて帰って来られる場所じゃないよ。……ぼくらが行くのは、フライハイト研究所ってところさ」

「フライハイト……。フェイロンにあるユニット関連企き業ぎよう？　じゃあ、そこが都市警察と繫つながってるラボってわけね？」

「うん。違い法ほう手術の記録、都市警察との関係……不正の証しよう拠こを入手できるとしたら、フライハイトしかないと思う」

　そう答えて、シンゴがつけ足す。

「もしかしたら、マリィさんもフライハイトのどこかにいるかもしれない。バークマン署長がマリィさんを殺せない理由があるとしたら、ラボ関連の理由以外に考えられないわけだし……」

　エルが親指の爪つめを嚙かみ、考えこむ。

「マリィちゃんと、不正の証拠がターゲット……ってわけね。──いいわ。フェイロン企業区なら、治安カメラに引っかからずにスクーターで行ける。道中は任せといて。エルちゃんは優ゆう秀しゆうなバウンティハンターですからね。この街まちで賞金首をあげるために……Ｃ．Ｓ．Ｃを出し抜ぬくために、色々しっかりお勉強してますから」

「頼たよりにしてるよ。……さあ、マリィさんがどうなってるかわからない。さっそく行動しよう」

「オッケー。……それじゃ、行ってくるね。シェリーさん」

　シンゴとエルが『シェリーズ』を後にする。

　エルが後うしろ手でに扉とびらを閉めようとした瞬しゆん間かん、シェリーが反射的に大きく息を吸いこんだ。

　しかしその意志に反し、シェリーの喉のどはすんでのところで言葉を飲み下してしまう。シェリーにできることは何もない。いつだって、死なせたくない大切な人を見送ることしか──。

「エルちゃん……無理しないでね。……必ず、無事に帰ってくるのよ……」

　しんと静まりかえった店内に、シェリーの祈いのりの言葉が響ひびいた。




　時刻は深夜二時を過ぎている。

　うすい雲が夜空を覆おおうなか、治安カメラを避さけながら、エルのスクーターがフェイロン企業区をめざす。

　三十分ほど走り、イーストアニバーサリーの端はしの五十六番街に入ると、周囲の風景がガラリと一変する。ここから先は、高層ビルがひしめきあう企業区域だ。

　昼間はオフィス・ワーカーであふれかえっている企業区も、この時間帯はまるでスラムのようにひっそりとしている。それでもエルは、高層ビルの合間を縫ぬうように、なるべく表おもて通どおりを避けてスクーターを走らせていった。

　いまや、二人の敵はバークマンとＣ．Ｓ．Ｃだけではない。この街のすべてが、いつ、どこで二人に牙きばを剝むいて襲おそいかかってきても、おかしくはないのだ。

　二人は目的地まで二ブロックの地点でスクーターから降りると、慎しん重ちように周囲をうかがいながらフライハイト研究所へと進んだ。

　やがて二人の前に、三十階建ての研究所本社ビルが姿を現した。

　スポーツバッグを降ろし、手前のビルの陰かげにしゃがんで隠かくれ、エルが近赤外線感知Ｎ‐Ｉ・Ｖユニットで本社ビルの様子を探る。

「外の見張りは……四人ね。全員アサルトライフル装備。……本気丸出しってカンジ」

「昼間見たときの倍……か。用があるのは、本社ビルじゃなくて裏の研究棟とうなんだけど……。何とかして侵しん入にゆうできないかな」

　エルがしかめ面つらになってつぶやく。

「侵入……か。……厳しいなあ。研究棟の内部の警備状じよう況きようとか、どうなってるのかな……」

「ぼくの考えが正しければ、内部の警備は手て薄うすなはずなんだ。侵入さえできれば、チャンスはあると思うんだけど……」

　エルが顎あごに手をやり、難しい顔でうなる。

「うむーん……。それにしても無む謀ぼう、アンド無謀って感じじゃない？　むこうは鍛きたえられたプロの集団なわけだし、まともに正面から行くってのは、ちょっと……」

「でも、たぶんあれは混こん成せいチームのはずだ。一いつ般ぱん署員とＣ．Ｓ．Ｃが混じって配置されてると思う。しかも一般署員たちは、詳くわしい警備対象を知らされていない可能性が高い」

「そうは言っても……ねえ……」

　エルがシンゴを見上げて聞く。

「……ねえシンゴ、研究棟にさえ侵入できれば、本当に不正の証しよう拠こを取って来られるのよね？」

「証拠を取って来られるかどうかは保証できないけど……。少なくとも、それがある場所まではたどり着けると思う。……たぶん」

　エルは右手の親指を口に持っていくと、思案顔になって爪つめを嚙かみはじめた。

「〝たぶん〟か……。いまの私たちにとっては、ずいぶんと可能性の高い言葉ね」

　エルはビルの陰から顔をだすと、いま一度フライハイト研究所を確認した。

「……いいわ。私が本社ビルのやつらを引きつける。あなたは隙すきを見て研究棟に侵入して」

　シンゴが、エルをたしなめるように首をふる。

「そんな……。二人でも無理なものを、エル一人に相手させられるわけないだろ」

「──じゃ、他に何か良い案でもあるってーの？　〝たぶん〟よりも可能性の高いやつ」

　シンゴがたじろぎながら答える。

「そ、それは……ない、けど」

　エルは立ちあがると、パーカーのポケットに指を引っかけ、シンゴにむけて「それ見たことか」と言わんばかりの視線を浴びせた。

「まったく、もう。……心配しないで。伊だ達てに狩かりでご飯食べてるわけじゃないから。陽動作戦くらいなら、やってやれないことはないはずよ。……〝たぶん〟」

　シンゴは観念したように大きく息をはいた。

「……わかったよ。たしかに、それが一番可能性が高いやり方だ。……で、どれくらい時間を稼かせげそう？」

「むこうもバカじゃないでしょーしね。ヘタな小細工をすれば、陽動だって見み抜ぬかれちゃうかもしれない。ギリギリ粘ねばって二十分か……確実に約束できるのは、せいぜい十じゆつ分ぷんってとこね」

「十分か……。帰ってくることまでは計算できそうにないけど……。可能性ゼロよりはよっぽどマシ、か。……よし」

　シンゴは決心したようにつぶやくと、エルのスポーツバッグに手を伸のばし、拳けん銃じゆう、マガジン、予備の小型拳銃、それからバールを取りだした。

「待ってみたところで状じよう況きようは変わらないんだ。とにかくやってみよう。──エル、ぼくはこれから裏へまわる。逃にげ道として、バールで研究棟とう側の車道のマンホールを開けておく。準備が済んだら個人登録証に連れん絡らくを入れるから、それを合図に作戦に取りかかってくれ」

　エルはしゃがみこむと、スポーツバッグをごそごそとまさぐりはじめた。

「──了解、アンド了解」

「研究棟に侵しん入にゆうできたら、もう一度連絡を入れるから……そしたら、エルはすぐにこの場から撤てつ退たいするんだ。下水道の出口は三つ用意してある。『シェリーズ』とベルナウィル湖、そしてローズフォート地区の都市間リニアの駅だ。シェリーさんに、それぞれの近くのマンホールを開あけておいてもらえるよう、頼たのんである。……いいね？　ぼくのことは考えなくていい。君は何よりも、まず自分の身の安全を優先するんだ」

「そりゃコッチのセリフよ。私の心配なんかしてる暇ひまがあるなら、証しよう拠こを持って帰ってくることに専念しなさい。あなたが成功してくれないと──たとえ私がこの場を生き残ったって、全部無意味になっちゃうんだから」

　言いながら準備をすすめるエル。──その後ろ姿を眺ながめて、シンゴはふと感傷的な気持ちになった。

　──自分たちが置かれているのは、これ以上ないほど絶望的な状況だ。たった二人で警官隊とＣ．Ｓ．Ｃに奇き襲しゆうをかけ、証拠を手に入れて生せい還かんする……。考えれば考えるほど、成功率の低い無む謀ぼうな賭かけだと思わされる。

　いま二人の前に広がっている未来は、あやふやで、心もとなくて、ひどくおぼろげだ。

　しかし、おぼろげだからこそ──シンゴは、未来にこだわらなければいけない気がした。

「エル……」

「んー？　なに？」

　答えた背中に、シンゴがぽつぽつと語りかける。

「……この事件が終わったら、マリィさんと──バーで、一いつ緒しよに別れのバーボンを飲もう……って約束してるんだ。……もし良かったら、エルも一緒に行かない？」

　エルが準備の手を止め、怪け訝げんにシンゴを見上げる。

「……はあ……それは別にいいけど……」

　立ちあがり、シンゴにスッと体を寄せて──非難がましい視線をむける。

「……あなた──警察官なのに、未成年をバーに連れてったりしてるわけ？」

「あ、いや、えっとそれは……」

　言いかけて、シンゴが思いなおしたように口をつぐむ。

「……なによ？　……まさかマリィちゃん、ああ見えて私より年上とか？」

「……それは──教えてあげない。うぐっ!?」

　エルの拳こぶしが、シンゴの腹にめり込んでいた。「教えろ」

「お、教えない」エルが再び拳を握にぎりしめたのを見て、シンゴが慌あわてて言葉を継つぐ。「し、知りたかったら……」

「知りたかったら？」

　シンゴは、振ふりかぶったエルの拳を力強く摑つかむと、その瞳ひとみを真っすぐに見つめて言った。

「……知りたかったら、生き残れ」

　きょとんとなるエル。

　すぐにからかうような顔になって何かを言いかけ──見つめるシンゴの瞳の深さに押おされたのか、言葉を吞のみこんでうつむいてしまう。

　しばらく黙だまりこんで──シンゴの手を振りほどき、黒目だけをじろっと上にむけて。

「……つまんないオチだったら、もう一発だかんね」

　シンゴが冷や汗を流しながらうなずく。

「わ、わかった」

　──と、エルの前まえ髪がみが、ふわりと静かに揺ゆれた。

　少し風が出てきたらしい。上空をただよっているうすい雲も、いずれは吹き散らされてしまうだろう。

「……行くよ。五分後に連れん絡らくを入れる。それが合図だ」

「……オッケー。あんまり時間をかけすぎると、増ぞう援えんが来るかもしれないわ。……気をつけて」

「うん。生きて……必ずまた会おう。……それじゃ」

　シンゴが振りかえって歩きだす。やがて、その姿がビルの角のむこうに消えていく。

　残されたエルは、深呼吸して気持ちを切りかえると、作戦の準備に取りかかった。スポーツバッグから閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんを取りだし、アサルトライフルのスリングを肩かたにかける。視界を近赤外線感知Ｎ‐Ｉ・Ｖユニットで暗視モードに切りかえ、個人登録証の着信ランプを見つめ、シンゴからの連絡を待つ。

　ふと、風のざわめきのなかに、シンゴの言葉がよみがえる。

　──知りたかったら、生き残れ──

「……お互たがいヤバイ状じよう況きようなんだから、自分のことだけ考えてりゃいーってのに」

　つぶやいたエルの口元が、ほのかに緩ゆるむ。

「カッコいーじゃんか警察官。……見直したぞ」

　──個人登録証の着信ランプが、短く明めい滅めつした。

　エルは閃せん光こう手しゆ榴りゆう弾だんの安全ピンを抜ぬくと、それを本社ビルの入り口めがけて放り投げた。

　ビルの角を背に夜空を見上げ、アサルトライフルを構え、祈いのるようにつぶやく。

「……パパ、ママ……。私たちのこと、見守っててね」

　みんなで未来を生きるために──命ではなく、想おもいを懸かけて。

　エルの白い指先が、トリガーを引く。




「──いまの音は何だ！」

　私服警官数名が研究棟とうから飛びだしてきて、検けん体たい用のグラウンドで騒さわぎだした。

「表で爆ばく発はつ音おん！　本社ビルでは銃じゆう撃げき戦せんがはじまってる模様です！　裏の方は、いまチャーリーが確認しに行ってます！」

「クソッ！　Ｃ．Ｓ．Ｃのやつら……ここを最初に任まかされたのは、俺おれたちだってのによ！」

「チャーリー！　裏はどうだ！」

「怪あやしい人ひと影かげは見当たりません！　変わった様子も特には……」

「……次長、俺たちも行きましょう。Ｃ．Ｓ．Ｃにみすみす手て柄がらを譲ゆずることはありません。俺たちだって特別ボーナスがかかってるんだ。やつらに遠えん慮りよする義理もないし……」

「……む……しかし、バークマン署長の指示はエリオット主任の監かん視しだ。持ち場を離はなれるわけにもいかん」

「次長！　モタモタしてたらＣ．Ｓ．Ｃが賞金首を殺しちまいますよ！　よく考えてください！　裏はおとりです！　Ｃ．Ｓ．Ｃが守ってる本社ビルこそ、賞金首どもの本命なんですよ！」

「そうです、俺たちが賞金首を始末すれば、それで問題なく済む話です。Ｃ．Ｓ．Ｃのやつらに目にモノ見せてやりましょう」

「そうですよ次長！　俺たちも行きましょう！　合計で四千万リディアが目の前にぶら下さがってるんだ。それを指くわえて見てるなんて、そんなバカな話はありませんよ！」

「……わかった。我われ々われも行くぞ。ついてこい！」

　私服警官たちがグラウンドを駆かけぬけ、表通りに繫つながる路地へと消えていく。

　それをしっかりと確認して──シンゴが、検体育成施し設せつの陰かげから飛びだしていく。

　闇やみに溶とけこむようにしてひた走り、研究棟の内部に侵しん入にゆうする。階段を使って七階まで上り、エリオットの研究室へとむかう。

　一分、一秒が惜おしい。証しよう拠こを入手することは当然、どれだけ早く遂すい行こうできるかが、エルの生死、自分の生死、ひいてはマリィの生死に繫がるのだ。

　息せき切って廊ろう下かを走り──シンゴは、やがてエリオットの研究室にたどり着いた。両開きの扉とびらのすき間から、光が静かにもれだしている。

　シンゴはまず、エルに連れん絡らくを入れるべく、個人登録証を取りだした。

　──『侵しん入にゆう成功、逃にげろ』──。うまく逃げ切ってくれ、と、願いをこめて送信する。

　ここまでは予定通り。だがエルがこの場を離り脱だつするということは、先ほど出ていった私服警官たちが、この研究棟とうへ戻もどってくることを意味している。

　残された時間は少ない。息を整える間すら惜おしい。シンゴが取っ手を摑つかみ、扉を開ける。

　──昼間来た時と変わらない、縦たて長ながの広い部屋。一見して人ひと影かげは見当たらない。シンゴは扉を閉めると、エリオットのデスクにむかって歩きはじめた。

　ファイルや書類が散乱しているデスク。その目の前まで来たシンゴの耳に、椅い子すのきしむ音が聞こえた。次ついで、デスクの向こうの肘ひじかけ椅子が、おもむろに回転した。

「……来てくれて嬉うれしいよ。もしマリィのことを託たくせるとしたら、君しかいないから……」

　──やつれた様子のエリオットが、深く椅子にもたれかかっていた。

「……どうかな？　ここへは確信があって来たのかい？　僕ぼくとバークマンを直接結びつけられるような材料は、これといってなかったはずだが……」

　眼鏡めがねの奥おくの生気のない瞳ひとみが、ひどく億おつ劫くうそうにシンゴを見つめている。

「……君の真意を知りたいんだ。話をする前に、まず敵か味方かを判断させてほしい。なぜ、他の誰だれでもない僕のところへやって来たのか……その理由を聞かせてもらえないかな」

　シンゴはつとめて平静をよそおい、頭のなかで考えを整理した。

　自分に課せられた使命は、なるべく早く、確実に証しよう拠こを持ち帰ること。

　そしてそのためには、まずエリオットの真意と、その正体を確かめなければならない。

　シンゴはスーツの前を開けると、万が一を用心しながら話をはじめた。

「……理由は、二つあります。まず一つは、聞きこみの時にあなたがぼくに見せた、マリィさんに対する気持ちです。ぼくには、あの時のあなたの言葉や態度が、噓うそや取り繕つくろいだったとは到とう底てい思えませんでした」

　エリオットの瞳を真っすぐに見つめ、続ける。

「あなたには、何かしらマリィさんとの重大な繫つながりがある──それがここへ来た理由のひとつです。……ですが、これだけでは不十分です。あなたとマリィさんに繫がりがあるからといって、マリィさんがここにいるという保証にはなりません。また、あなたとバークマン署長が繫がっているという証明にも、やっぱりなりえません」

「……じゃあ、いったい何を根拠にここへ？」

　シンゴが小さく息をはき、答える。

「確信を持てたのは、二つ目の理由のおかげです。……あなたがぼくに説明した、〝ある話〟がそれです」

　意外な答えだったのか、エリオットの瞳ひとみが、心こころ持もち確かさを取り戻もどしたように見えた。

「〝ある話〟……？　話はたくさんしたが、どれのことだか見当がつかないな」

　シンゴは、注意深くエリオットの様子を観察しながら続けた。

「あのとき──自じ己こ紹しよう介かいをして本社ビルを出た後、あなたは路地でこう言いました。『……気づいたかい？　本社ビルのロビー、ものものしい雰ふん囲い気きだったろ？　……実は、二週間前に差出人不明の爆ばく破は予告が届いてね。いま、警察の人たちに出で張ばってきてもらってるんだ』……と」

「それが……どうかしたのかい？　自然な話の切りだし方じゃないか」

「いいえ、不自然です。何も知らない人間なら、爆破予告について話すにしても、まずこんな切りだし方はしません。本当にこの研究所に爆破予告が届いていて、あなたが何も知らない一研究員であったなら……あなたはぼくに対して、『私服警官のことを自ら流りゆう暢ちように説明する』なんて行こう為いは、絶対にしなかったはずなんです」

　シンゴは言葉を切ると、肩かたをすくめて言った。

「だって──ひょっとしたら目の前の刑事は、爆破予告のことをしっかりと把は握あくしていて、その上で別件の聞きこみに来ているのかもしれないじゃないですか。普ふ通つうの人間なら、まず間ま違ちがいなくそのことが一番に頭をよぎるはずです。私服警官のことを話すにしても、『目の前の刑事は、爆破予告について把握しているかもしれない』という、ごく当たり前の推測を踏ふまえたうえでの切りだし方になるはずなんです」

　シンゴの声が、深い迫はく力りよくを帯びた。

「……要するに、あなたは知っていたんです。いまから聞きこみに来る刑事が、何者で、何を知っていて、どういう目的を持っているのか……。それらの情報を、すべて把握していたんですよ。なぜなら──ぼくから聞きこみについての電話を受けたとき、バークマン署長に相談したから……」

　シンゴが目をつむる。

「……あるいは、バークマン署長の方からあなたに連れん絡らくを入れたのかもしれません。どうやら、ぼくはずっと盗とう聴ちようされていたみたいですから。──いずれにせよ、あなたとバークマン署長はそこで口裏あわせをした。爆破予告をでっちあげて、『ハリーロイド襲しゆう撃げきにそなえた私服の警官たち』の存在を、ごまかそうとしたんです。……だからあんな、『ぼくが爆破予告について知らない』ことを前提にした切りだし方になった」

　シンゴが小さく首をふる。

「バークマン署長とフライハイトとの関係は、遅おそかれ早かれ、マリィさんを通してぼくにも見えてくるものです。だからこそ、ごまかさずにあえて泳がせようという判断だったんでしょうが……。──落ちついているように見えて、内心は焦あせっていたんですね。ぼくが私服警官について尋たずねた場合のみ、説明すれば済んだ話だったのに……」

　エリオットが小さく息をはく。

「……なるほどね。しかし──君は、僕ぼくが警察内部の事情に詳くわしい人間だとは考えなかったのかい？　僕が私服警官やその上の人間と親しくしていたら、『目の前の刑事は爆破予告について何も知らない』という事情を把は握あくしていたとしても、別に不自然でも何でもないじゃないか」

　シンゴが肩かたをすくめる。

「もちろんです。むしろ、ぼくもあの時はそう考えていました。あなたは事前に、私服警官かその上司あたりと、ぼくのことについて話していたんだろうな……と。ですが──」

　シンゴがはっきりと言い切る。

「バークマン署長のマッチポンプと、マリィさんを通して見えてくる、署長とフライハイトとの関係……。この関係性が明らかになったいま──『あの時の不自然な説明』は、あなたとバークマン署長とをピンポイントで繫つなげる、強力かつ唯ゆい一いつの証明になるんですよ」

　エリオットは〝まいった〟という風に首をふると、顔を落としたままぼそっとつぶやいた。

「……やっぱり、君になら頼たのめそうだ。マリィのことを……」

　エリオットのつぶやきに、すかさずシンゴが反応した。

「……ぼくが一番に聞きたかったことがそれです。マリィさんはいまどこにいるんですか？　無事なんですか？　……そもそも、マリィさんはいったい──何なんですか？」

　いかに最新式のユニットの検けん体たいとはいえ、マリィの能力はあまりにも特異なものだった。彼女は犯罪心理学の専門家であるという以上の、まるであつらえたかのような〝捜そう査さ能力〟を有していた。

　バークマンは、もちろんそのことを知っていたのだろう。マリィが一いつ般ぱん署員顔負けの捜査能力を有していることを、あらかじめよく把握していた。だからこそ自身の窮きゆう地ちに、フライハイトとの繫がりを外部にさらす危険を冒してまで、たかだか十二歳さいの少女でしかないマリィを起用したのだ。

　マリィには、ただの検体以上の何かがあるのではないか──それがシンゴの考えだった。

　──そんなシンゴの問いに、エリオットはため息をつきながら答えた。

「……マリィは、僕が創つくった人工人間だ。かつて──シュヴァルツヴァイスで行われていたものと、まったく同じ手法を使った」

　シンゴの目を見つめ、続ける。

「……といっても、要するに普通の人間の精子と……人工的に分化させた卵子から生まれた、ごく普通の女の子だよ。……培ばい養よう槽そうで先せん天てん的てき挿そう入にゆうを施ほどこされ、将来のＣ．Ｓ．Ｃの礎いしずえとなるために、様々な育成プランをテストされながら育った……ってだけさ」

　シンゴは──エリオットが何を言っているのか、一いつ瞬しゆんでは理解することさえできなかった。それは、シンゴが想像だにしなかったような、バカげた──それでいて、狂くるった答えだった。

「……あなたたちは……いったい、何をしようとしているんですか？　自分たちが何をしているのか、本当に理解しているんですか？　いったい、何の目的でそんなことを……」

　エリオットが小さく首をふり、答える。

「……バークマンだよ。やつは、マリィをＣ．Ｓ．Ｃに迎むかえ入れるつもりだったのさ。要するに、こんな大規模で非人道的な組織犯罪が……無風でまかりとおるなんてはずがないんだよ」

　シンゴが訝いぶかしげに眉まゆをよせる。

「……どういう、意味です？」

　エリオットは背もたれを鳴らすと、ため息交じりに言った。

「バークマンとＣ．Ｓ．Ｃの立場は、君が思っている以上に悪い……ってこと。そうでなけりゃ、そもそもこんな危険なマッチポンプに手を染そめ続けたりはしないよ。……それでマリィをプロトタイプにして、カスタマイズされた優ゆう秀しゆうな捜そう査さ員いんを長期計画で量産し、Ｃ．Ｓ．Ｃをより強固で強大な組織にしようと目もく論ろんでたのさ」

　ひとつ息をついて、つけ足す。

「……マリィの今回の捜査参加は、その足がかりのひとつ──実地テストを兼かねてのものだったんだ。……もっとも、マリィ自身はこれらのことを関知していないけどね」

　エリオットはまぶたの裏で想像でもするかのように、ゆっくりと目を閉じて続けた。

「スペシャルクラスやアドバンテージクラスのユニットばかりを詰つめこんだ、超ちよう人じん的てきな捜査員のみで構成される特とく殊しゆ部隊──『警察軍構想』……。多ユニット犯罪時代に華はな々ばなしく活かつ躍やくする警察軍は、市民から熱ねつ烈れつな称しよう賛さんを浴び、絶大な支持を受ける。組織は幾き何か級きゆう数すう的てきに巨きよ大だい化かしていき、やがて都市政府や地球政府に対して、軍事力で対たい抗こうしうるまでになる……」

　エリオットが体を起こした。シンゴにむかって、乾いた笑みを投げかける。

「まったく、笑っちゃうだろ？　──だけど、ね……」

　言葉を継つぐエリオットの瞳ひとみに、畏い怖ふが浮うかんだ。

「……呆あきれるくらいに夢む想そうじみた計画も、やり通せば現実になる。──そう、真実になるんだよ。バークマンは世界の仕組みをよく知っている。『ＡＯＣエーオーシー計けい画かく』──この一連のマッチポンプも、『警察軍構想』も……。やつは、目的を達成するためなら手段を選ばない。どんなバカげた計画でも、貫つらぬき通しさえすれば真実として成立することを知っているからだ。いまさらながら──僕ぼくは、あの男の執しゆう念ねんが恐おそろしい。やつは……狂くるってるよ」

　エリオットが視線を落とし、何度も首を横にふる。

　シンゴは怖こわい顔でエリオットを見つめると、再び問いを放った。

「……それで、マリィさんはいまどこに──」

　エリオットがそれをさえぎるように答えた。

「上にいるよ。八階の、一番東の部屋だ」

「……無事、なんですか？」

「ああ、泣なき疲つかれて眠ねむってるけどね」

　シンゴの肩かたから、ホッと緊きん張ちようが消えた。エリオットがつぶやくように続ける。

「……五時間ほど前かな。君が公開指名手配された直後に、バークマンがここへ連れてきた。やつは、マリィに後こう天てん的てき挿そう入にゆうを施ほどこせと迫せまってきたんだ。明朝までにユニットを挿入し、マリィの記き憶おくを消せ──さもなくば、マリィを始末する……とね。……僕ぼくは、迷わずマリィを検査室スキヤンルームへ連れていった」

　エリオットは、困ったような苦笑を浮うかべてみせた。

「だが……。検査室スキヤンルームで、二人きりになった途と端たんだ。マリィが僕の白はく衣いにしがみついてきて……〝わがまま〟を言ったんだ。『わすれたくない』って……しきりにね。一体、何を『わすれたくない』のか、聞いても答えてはくれなかったが……」

　その声には、どこか愛いつくしむような柔やわらかい響ひびきがある。

「マリィがわがままを言うなんて、人格がいまの状態になってからは初めてのことだ。……きっとシンゴ君との捜そう査さが、あの子の心に何かいい変化をもたらしているんだろうと思う」

　エリオットは天井を見上げると、思いかえすように目を閉じた。

「必死になって、僕にすがりついてきて……。僕の知らないマリィだった。十二年間も一いつ緒しよにいたというのに、僕はあの子の心からの訴うつたえを聞いたのさえ、これが初めてだったということに気づいた。マリィの頰ほほをつたう涙なみだが、あの子の気持ちを教えてくれた。……いや、本当は最初からわかっていたんだ。マリィが何も言わないのをいいことに、知らない振ふりをしていただけ……」

　顔を戻もどし、うちひしがれたような瞳ひとみで続ける。

「……僕は手術を中止し、マリィを逃にがそうと考えた。あの子には、外の世界に何か大事なものがある──そう確信したからだ。──だが……周囲には警官隊がいて、研究棟とうからは出られない。不正の証しよう拠こを都市外部機関に送り渡わたすことも考えたが……もし動きを把は握あくされてしまえば、僕はマリィともどもバークマンに消されてしまう……」

　と、エリオットがシンゴを見つめた。

「成なす術すべなく手をこまねいていたところへ、君が現れてくれた……というわけだ」

　言って、やおらポケットに手を突つっこみ、一枚のホロ・カードを取りだす。

「──そう、シンゴ君。君が都市亡命もせずにここへ来た理由……それが、これだろう」

　エリオットはホロ・カードをパソコンに差しこむと、ホログラム映像の指示に従ってパスワードを打ちこみはじめた。やがて映像が切りかわると、英語のリストが表示された。

　シンゴが目を細め、つたない英語力でリストの内容を確認する。

「これは……？」

「……違い法ほう手術のデータさ」

　エリオットはそう説明すると、ホログラムを切りかえた。

「こっちは、Ｃ．Ｓ．Ｃのメンバーに対する後天的挿入の記録と、支し払はらわれた手術料金のリスト。通常料金の五倍から七倍の代金が、都市警察側から支払われている。……で、これがその口座のデータだ。──要するに、手術料を水みず増まししてリベートの受け渡わたしをしていた証しよう拠こさ。都市検察や議会はともかく、少なくともこれだけの証拠があれば、外部機関が介かい入にゆうするのに充じゆう分ぶんな理由になるだろう」

　エリオットがホロ・カードを引きぬき、シンゴにむかって投げ渡わたす。

「ちなみに……いま見てもらったとおり、そのカードにはパスワードが設定してある。正規の方法で開かないと、ファイルが破損する仕組みだ」

　言って、シンゴの心を透すかし見るように、分ぶ厚あついレンズの奥おくの目をするどく光らせる。

「……シンゴ君、君きみは──マリィについてどう考えてる？　君はバークマンから、『マリィは人じん格かく変へん容よう事じ故こを起こしている』と説明を受けたと思うが……。あの子の性格、人格、行動──なんでもいい。一いつ緒しよに捜そう査さをしている最中に、気づいたことや──何か引っかかった点はなかったかい？」

　──エリオットの唐とう突とつな質問。その真意を測はかりかね、シンゴが簡かん潔けつに答える。

「……あると言えば、ありますけど」

「聞かせてもらえないかな。カードのパスワードは、その後に教えよう」

　シンゴは、壁かべのホログラム時計をちらりと見やった。

　作戦がはじまってから、すでに十五分が経過している。エルの撤てつ退たいがスムーズに運んだのであれば──獲え物ものを逃のがした警官隊が、もうそろそろ研持究ち棟場へ戻もどってきていてもおかしくはない時間だ。

　──エルは一体どうなっただろう？　うまく逃にげてくれているだろうか？　警官隊はなぜ研究棟とうに戻ってこないのだろう？　エリオットの研究室からでは、外がどうなっているのか推すい測そくすらできない。

　──とにかく、いまはカードのパスワードを手に入れなければ。そのためには、エリオットに従うしか方法はない。シンゴは焦あせる気持ちを押おし殺し、エリオットの質問に答えた。

「……ぼくは、人格変容事故がどういうものなのか、詳くわしくは知りません。ただ……マリィさんが、演技でああいう振ふる舞まいをしているようにも思えませんでした。マリィさんの思考や行動は、年ねん齢れいとも性別ともはっきりかけ離はなれていました。マリィさんが言うところの、タフでスマートな方向に、です。──一方で、やけに舌足らずなしゃべり方をしたり、ちょくちょくと子どもっぽい仕草が見えたり……。むしろ、実年齢よりも幼いような印象を受けることもありました」

　目を閉じて耳を傾かたむけているエリオットに、シンゴが続ける。

「……マリィさんからは、少なくとも十二歳さいの女の子らしさはうかがえませんでした。人格変容事故を起こしているというのは、事実のような気がします。ただ──何か、どうも上う手まく言えませんが……。マリィさんには、どこか不自然に純じゆん粋すいなところがあるというか……」

　エリオットはゆっくり目を開あけると、感心したようなため息をもらした。

「……さすがだね。君の考えはほぼ正解だよ。マリィの心のなかは、五歳さい時点でのマリィの人格と、『人格書換パーソナリテイリライトユニット』によって人じん為い的てきに植えつけられた人格とが、混じりあって存在している状態なんだ」

「……『人格書換パーソナリテイリライトユニット』……？」

　耳みみ慣なれない不ふ穏おんな響ひびきのする言葉に、シンゴが眉まゆをひそめる。

「……僕ぼくが造ったのさ。当時のマリィ──つまり、低てい年ねん齢れいの女の子から最も遠いと思われる人格を選んだ。挿そう入にゆうによる変化を、わかりやすい形ではっきりと確認するためにね」

　エリオットの声が沈しずんだ。

「……実は、現在のマリィには、『人格書換パーソナリテイリライトユニット』そのものが入っているわけじゃないんだ。ユニット開発の現場には、分子糸を使ってユニットの着ちやく脱だつを可能にする技術があってね。マリィへの実験は──リスクこそあれど、あくまでも一時的なものになる予定だった……」

　諦てい観かんをふくんだ調子で続ける。

「ところが……僕にも原因はわからないが、マリィの人格を司つかさどるニューロンネットワークの大部分が、『人格書換パーソナリテイリライトユニット』によって繫つなぎかえられた状態のまま固着してしまって……。──わずかに残った彼女本来の人格も、ユニットを挿入した五歳時点で、その成長を止めてしまっている状態だ……」

　疲ひ弊へいしきった様子のエリオットに、シンゴが訝いぶかしげに問う。

「……それで、いったいぼくに何をさせようって言うんです？　──いやそもそも、なぜそんな危険な実験に手をだしたりしたんですか？　マリィさんが五歳のとき──つまりいまから七年前の時点で、あなたはすでにバークマン署長と結けつ託たくし、一いつ般ぱん市民への違い法ほうユニット挿入に手を染そめていたはず……。マリィさんをあらためて実験台にする必要は──」

　エリオットは首をふると、シンゴの言葉を抑おさえこむように言った。

「僕にとって、マリィは皮肉にもうってつけの被ひ験けん者しやだった──それが理由さ。あの子は非合法な存在だ。自分の手元で人じん格かく変へん容よう事じ故この実験ができる……そんな悪あく魔まのささやきに、僕は愚おろかにも身を任せてしまった……」

　エリオットがシンゴに寂さびしげな瞳ひとみをむける。

「……だが、勘かん違ちがいしないでくれ。僕は決してあの子を軽んじていたわけじゃない。他の検けん体たいと同じように……いやそれ以上に、深い愛を注いでいた……」

　椅い子すにもたれかかり、目を閉じて天井を仰あおぐ。

「……マリィはわかっていた。あの子は、自分が壊こわれていくことを自覚していた。『人格書換パーソナリテイリライトユニット』の影えい響きようによって、徐じよ々じよに徐々に、自分のなかから『自分』が消えていく……。あの子には、とても怖こわい思いをさせてしまった……」

　エリオットは眼鏡めがねを外すと、白衣で丁てい寧ねいにレンズを拭ふいた。

「シンゴ君……マリィのことを守ってやってほしいんだ。マリィには君が必要だ。あの子は傷ついている──いや、他でもない僕ぼくが、あの子の心に消えない傷をつけてしまった。……自分の罪から目を背そむけたいがために、僕はマリィを犠ぎ牲せいにし続けてきてしまった。あの子と正面からむきあおうとせず、冷たい態度をとり続けてしまった……」

　体を起こし、眼鏡めがねをかける。

「……あの子の、あの純じゆん粋すいで真っすぐな瞳ひとみが怖こわかった。僕の罪も弱さも、まるですべてを見み抜ぬいているかのようで……。そして、すべてを見み透すかしていながら、あえて何も言わずに僕を試しているかのようで……僕は、あの子の無言の瞳から逃にげ続けた……」

「──ねえ──待ってくださいエリオット主任。そんなにまでマリィさんのことを想おもっているのなら、いったいどうして──」

「……ごめんよシンゴ君。僕にはもう、あの子を愛してあげる資格はないんだ。僕にできることは、マリィのいまの気持ちを大事にしてあげることだけ……」

　エリオットが静かにシンゴを見み据すえる。

「……マリィを連れだして、ここから逃げるんだ。……そして、マリィに──」

　エリオットは口をつぐむと、疲つかれきったような笑みを浮うかべた。

「いや……よそう。僕の気持ちなんて、もう無意味なものになってしまうのだから……」

　──エリオットがデスクの引きだしを開け、なかからリボルバーを取りだした。

「！　エリオット主任、何を……」

　シンゴが、ハッと色めきたつ。

「おっと……動かないでくれよ。パスワードを知りたいんだろう？」

「──くっ……！」

　飛びかかろうと身構えたシンゴだったが、エリオットに制されて二の足を踏ふんでしまう。

「そうだ……それでいい。──カードのパスワードは、『Ｌ・Ａ・Ｅ・Ｔ・Ｉ・Ｔ・Ｉ・Ａ・Ｌ・Ｅ・Ｃ・Ａ・Ｔ』……」

　エリオットはリボルバーをこめかみに当てると、穏おだやかな表情で大きく息をした。

「シンゴ君……話を聞いてくれて──……いや、ここへ来てくれてありがとう。……このセリフを言うのは、こ、これで、い、いったい、何回目だろうね……？」

　エリオットの声が、がたがたと慄おののきはじめた。激しく肩かたを上下させ、喉のどをごくりと鳴らし、からからに乾いた唇くちびるを小さく震ふるわせて、祈いのりの言葉をつぶやく。

「シンゴ君……。マリィのことを、よろしく頼たのむよ」

　──エリオットの右腕うでに、ぐっと緊きん張ちようがはしった。

「──！　エリオット主任ッ！」

　研究室に響ひびくシンゴの絶ぜつ叫きようを────乾いた発はつ砲ぽう音おんが、かき消した。




　　　　　　†††




「──まずい、アンドまずい……！」

　フライハイト研究所本社ビルの外周で、激しい銃じゆう撃げき戦せんの音が夜空に轟とどろいていた。

「ガンガン距きよ離りつめられてる……。どうしよう？　どうすればいいの？」

　Ｃ．Ｓ．Ｃと警官隊に挟きよう撃げきされたエルは、逃にげるチャンスを得られないまま、細い路地に追いつめられてしまっていた。

　総勢十五名以上のプロを相手に、戦せん闘とう開始から三十分。ここまでなんとか無傷で生きのびてはきたが──それも、もはやここまで。

　状じよう況きようは絶望的だ。アサルトライフルもサブマシンガンもとうに撃うち尽つくして、残る銃火器は市街戦では心もとない拳けん銃じゆうのみ。それも、いま装着している弾だん倉そうを使い切ってしまえば、弾たま切ぎれとなる。

　エルの脳裏に、シンゴとマリィの顔が浮うかぶ。

「……バーボン、飲めないかも……」

　Ｃ．Ｓ．Ｃの小隊が、もう目と鼻はなの先まで迫せまってきている。弾が切れてしまえば、もう抵てい抗こうの術すべなど残っていない。Ｃ．Ｓ．Ｃの連中は、すぐにでもここへ到とう達たつするだろう。

　──そして、自分は殺される。

　エルはぶんぶんと頭をふった。ビルの陰かげに身を隠かくし、拳銃で必死に応戦する──弱気になっている暇ひまはない。一いつ瞬しゆんでも気を緩ゆるめてしまえば、自動小銃の圧あつ倒とう的てきな火力の前に、いまにも押おしつぶされてしまいそうな状況なのだ。

　──といって、もはやエルに選べるような選せん択たく肢しなどない。弾を節約して使える状況ではないし、仮に節約して使えたとしても、ただ死ぬのがほんの少し延のびるだけだ。

　やがて、その懸け念ねんが現実になった。

　応戦虚むなしく、ついに弾が底を突ついてしまったのだ。

　──相手方も、すぐにそれを察知したのだろう。うるさく鳴っていた銃声がぴたっと止やみ、代わって、不気味な足音がエルのもとに迫ってきた。

　ビルのくぼみに座りこみ、じっと身を縮ちぢこめるエル──その眼前に、頰ほおに大きなナイフ傷を持つ黄色い目をした男が、ヌッと姿を現した。

「──ここまでだ」

　男は拳銃をエルにむけると、機械的な調子で言い放った。

「立て。俺おれたちの車まで歩くんだ」

　エルは強こわ張ばった表情で男を見上げ、短く問う。

「……殺さないの？」

　男は無表情で答える。

「死体を運ぶより、歩いてもらった方が都合がいい」

「……私の死体が、フライハイトであがっちゃまずい……ってわけ？」

　男は、ただ業務をこなしているだけといった風に、淡たん々たんと答える。

「そういうことだ。都市警察とフライハイトの繫つながりを、万が一にももらすわけにはいかない」

　エルの瞳ひとみのなかに、冷笑するような色が浮うかぶ。

「……これだけ派手に銃じゆう撃げき戦せんやらかしといて、隠かくし通せるとでも思ってんの？」

「フライハイトには、反アンチユニット派のテログループから爆ばく破は予告が届いている……ということになっている。──適当なマフィアにでも、濡ぬれ衣ぎぬを着せるさ」

　──と、研究棟とうがある方角で、立て続けに拳けん銃じゆうの音が鳴り響ひびいた。

　男がぴくぴくと耳を動かし、面白くもなさそうに言う。

「私服警官どもの銃だな。ずいぶん派手に鳴らしてるようだ。……どうやら、お前の相棒が見つかったらしい」

「──シンゴ……！」

　瞳をゆがめるエルに、男が無感動に言う。

「さっさと立て、歩け」

　男はエルのフードを摑つかむと、乱暴に路地へと引きずりだした。エルが小さくうめいて、反はん抗こう的てきな目で男を見上げる。

　男は無表情で首をふると、拳銃の柄で出しぬけにエルを殴なぐりつけた。倒たおれこんだエルの腹部に、強きよう烈れつな蹴けりを見み舞まう。激しく咳せきこむエルの頭を、足で強引に地面に押おしつける。

「……態度には気をつけたほうがいい」

　男はエルの頭を踏みにじると、抑よく揚ようのない声で言った。

「お前の死に方を決めるのは、俺おれたちなんだ」
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　──フライハイト研究所・研究棟、八階。

　歯を食いしばり、焦あせりの表情を浮かべて、シンゴが懸けん命めいに廊ろう下かを走っていく。

　めざしているのは、マリィのいる東の端はしの部屋。

　時間はない。いや──正確に言えば、時間がないのかどうかさえわからない。外の様子が確認できず、いま何が起こっているのか判断する材料がないのだ。

　途と中ちゆう、立ち止まって窓まどを開け、外の様子をうかがってみる。照明のついた運動場が、闇やみのなかにひっそりと浮かんでいる──それだけだ。動いているものは何もない。耳を澄すましてみても、物音一つ聞こえてこない。

　シンゴの胸むねに、焦しよう燥そうばかりが募る。

　──エルはいったいどうなっただろう？　無事に逃にげ切れたのだろうか？　先ほどから何度も連れん絡らくを入れているのに、なぜ応答がないのだろうか？

　せめて銃じゆう撃げき音おんが響ひびいてくれれば、エルがまだ生きているという証しよう拠こにもなっただろう。

　だが──銃撃音は聞こえてこない。その上で、連絡も取れないということは──。

「エル……！」

　シンゴがぶんぶんと頭をふり、最悪の想像をはらいのける。

　そして、不ふ穏おんな静けさに包まれた研究棟とうの廊ろう下かを、再び走りだす。

　ともかく──マリィをここから連れださなければならない。エリオットの裏切りがバークマンに露ろ見けんすれば、マリィは自分たちと同様狙ねらわれることになってしまう。エルの安あん否ぴは気がかりだが、マリィをこのままにしておくこともできない。

　ひた走るシンゴは、やがて目的の部屋にたどり着いた。

　自動開閉式の扉とびらの上部に、ホログラムで『仮か眠みん室しつ』と表示されている。鍵かぎはかかっていないらしい。シンゴが扉の前に立つと、すんなりと開いた。

　部屋は、かなり窮きゆう屈くつな造りになっていた。両側の壁かべに二段ベッドが置かれており、真んなかが通路のようになっている。奥おくにはシャワールームが設置されているようだ。

　そのなかの、左側のベッドの下の段に──マリィの姿があった。

　トレンチコートを毛布代わりにして、静かに眠ねむっている。一見して異常はない様子だが、目の周りに、白く涙なみだの跡あとが残っている。

　シンゴはマリィのそばに屈かがみこむと、細い肩かたに手を伸のばし、体を揺ゆさぶった。

「……マリィさん、起きてください」

　マリィは、まるでただ目を閉じていただけとでもいうように、あっさりとまぶたを開けた。シンゴの顔をじーっと見つめ、ぱしぱしと瞬まばたきを繰くりかえす。

　やがて頭がはっきりしてきたのか、まだまどろみの残っている声でつぶやいた。

「……シンゴだ」

　言って、自分の声に──いや、自分の発した言葉に驚おどろいたかのように、バネ仕じ掛かけの人形よろしく飛びおきる。ベッドの上の段に脳天をぶつけ、両手で頭を抱える。

　そして──痛さによるものなのか、嬉うれしさによるものなのか──涙のにじんだ瞳ひとみをシンゴにむけて、力いっぱいにぎゅっとつぶる。

　マリィを抱え、すぐにでも研究棟を飛びだすつもりでいたシンゴは──少女が見せた予想外の笑顔に、ついたじろいでしまう。

「……マリィ、さん……？」

　──エリオットによって人工的に生みだされ、人じん格かく変へん容よう事じ故この実験台となったマリィ。

　マリィは孤こ児じですらない。マリィが育はぐくまれたのは、愛にあふれる母ぼ胎たいのなかではなく、冷たく無機質な培ばい養よう槽そうだった。

　生まれながらにして、世界の異物だったマリィには──父に優しく手を引かれた記き憶おくも、母の腕うでできつく抱きしめられた記憶も、これっぽっちも存在していない。

『自己の存在の受容』。

　人が自然に享きよう受じゆしてしかるべき幸福を、マリィは望むことさえ許されずに育った。

　そして、そういった温かな記憶の代わりに、マリィの原体験を支配しているのは──。

　──人じん格かく変へん容よう事じ故この実験による、『自分が壊こわれていく恐きよう怖ふ』。

　誰だれかに愛され、受け入れられ、大切な存在だと認識してもらうこともできず……。

　自分さえ、『マリィという自分』を否定し、拒きよ絶ぜつし、破は壊かいしていく。

　五歳さい当時の人格と、ユニットによって創つくられた人格とで形成されている、この十二歳の少女の心のなかに──『誰かに自分を受け入れてもらった記憶』は、欠片かけらも存在していない。

　いや──存在していなかった。いままでは。

「……わすれてなかった」

　マリィは得意げになって、嬉うれしそうに続ける。

「わすれてなくてよかった」

　とても誇ほこらしげに──とても満足そうに。

「マリィは、シンゴの『相あい棒ぼー』だからな」

　自分という人間を受け入れてくれる他者が、この世界に存在している事実。

　そのことが得意で、嬉しくて、たまらないといった風に。

「『相あい棒ぼー』のことをわすれたりしたら、マリィは今後、タフでスマートを名乗れなくなるところだった」

　シンゴが唇くちびるを嚙かみ、つぶやく。

「マリィさん……」

「どーしたシンゴ？　なさけない顔して。マリィがぶじだったのがそんなに嬉しーか？」

　シンゴは顔を落とすと、熱い息をはいて言った。

「バカ言わないでくださいよ、もう……」

　──両親を失い、記憶消去イレースメモリーユニットを挿そう入にゆうされ、リューゾーの〝ウソ〟によって思い出すらも奪うばわれ……。自身のなかに微かすかに残った、Ｃ．Ｓ．Ｃという希望だけを頼たよりに──今日まで生きてきた、シンゴ。

　──愛の温ぬくもりを知らず、検けん体たいとして実験と検査に明け暮れ、人格書換パーソナリテイリライトユニットによって自分自身さえも奪われ……。人じん為い的てきに植えつけられた人格に従い、ぶかぶかのトレンチコートを羽織って──今日まで生きてきた、マリィ。

　マリィは何も知らない。温もりを奪われた幼いシンゴが、今日まで人工的な記憶のなかで生きてきたことを知らない。それどころか、幼い自分が温もりを与えられずに育ってきたことさえ、いまのマリィは自覚していないのかもしれない。いやもっと言えば──マリィは本当の自分が何者であるのかさえ、正確には理解できていないのかも。

　でも、それでいいとシンゴは思う。

　何も知らなくても、自分が何者であるかを理解していなくとも──こんなに幸せそうに、笑うことができるのだから。

　マリィの心のなかには、いま、こんなに精せい一いつ杯ぱいの笑顔をむけられる──大切な存在がいるのだから。

　大切な、大切な、『相棒』という存在が。

「……嬉うれしいに、決まってるじゃないですか」

　──それがマリィの幸せなら、すべてを肯こう定ていしてあげればいい。

「だってぼくは、マリィさんの『相棒』なんですから」

　いま目の前にいる、この少女こそが──。

　シンゴの言葉に満足そうにうなずいている、この少女こそが──。

「そーだ。マリィとシンゴは『相あい棒ぼー』だ」

　──この世界でたった一人の、本当の『マリィ』なのだから。

　シンゴがマリィを見つめ、にっこりと笑う。

　マリィもそれに応こたえ、ぎゅっと目をつぶる。

「……さあ、行きましょう、マリィさん。──実は、あんまり状じよう況きようがよくないんです。急いでここを出ないと……」

　シンゴがマリィにトレンチを差しだす。

「そーなのか。よし、わかった。いこう」

　マリィがうなずき、ベッドから飛び降りてトレンチを羽織る。

　シンゴは気持ちを入れなおすと、先に仮か眠みん室しつを出た。

　マリィと合流できたのは幸いだったが、いつまでも安あん堵どに浸ひたっているわけにはいかない。依い然ぜんエルからの連れん絡らくはない。自分たちは、決して危機を脱だつしたわけではないのだ。

　廊ろう下かの窓まどを開け、外の様子を確認する──すぐに、異変に気づいた。

　銃じゆう声せいだ。拳けん銃じゆうの発はつ砲ぽう音おんがうるさく鳴っている。研究棟とうの西側、入り口のあたりに複数の人ひと影かげも見える。詳くわしくは確認できないが、どうやら私服警官たちが銃じゆう撃げき戦せんを行っているようだ。

「なんだ？　かこまれてるのか？」

　マリィが厳しい顔つきで駆かけつけてくる。

「マリィさん！　たぶんエルです！　エルが逃にげそこなったんだ！　生きてたのはよかったけど……は、はやく行かなきゃ！」

「エル？　おじょーちゃんもここへ来てるのか？」

　シンゴが考えこむ。マリィを安全な場所に置いておくべきか？　それとも、自分たちとは別ルートで逃にがすべきか？　──躊ちゆう躇ちよしている暇ひまはない。

　シンゴはマリィの手を引くと、走りだした。

「とにかく行きます！　ついてきてください！」

　時間がない。かくなる上はエルと合流し、何とかして三人で突とつ破ぱ口こうを開くしかない。

　二人が廊ろう下かを走りぬける。エレベーターは使えない。万が一待ち伏ぶせに遭あってしまえば、そこで万事休すとなってしまう。西の階段まで走り、一階をめざして急いで駆かけおりていく。

　七階、六階、五階……。

　階を一つ下りるごとに、銃じゆう声せいが徐じよ々じよに近くなっていく。

　……ただ、近くなってはいくのだが──。

「なんか……数が、へっていってないか？」

　──量、というべきかもしれない。発はつ砲ぽうの回数が、だんだんと少なくなっていく。

「……エルが、押おしてる……んですかね？」

　と──ちょうどその時、シンゴの個人登録証に連れん絡らくが入ってきた。

「！　マリィさん……エルからです！」

　走りながら、シンゴがメールを確認する。

「──『ごめん　つかまった　やばいかも』」

　二人は階段の中腹で立ち止まると、肩かたで息をしながら、戸と惑まどったように顔を見あわせた。

「エルが、つかまった……って……？」

「……じゃ、いま外で鳴ってる銃じゆー声せーは……？」

　疑問の答えを出せないまま、シンゴとマリィは一階へと到とう達たつした。

　──銃声は、すでに完全に止やんでいる。二人は慎しん重ちように周囲をうかがいながら、うす暗い廊下に一歩踏ふみだし、一番近くの窓まどから外をのぞいた。

「！　……こ、これは……」

　外の運動場で──私服警官たちが、銃を握にぎりしめたまま倒たおれ伏していた。

「……死んでる？　……っぽいな」

　研究棟とうに侵しん入にゆうする際に、シンゴが確認した私服警官の数は──あわせて五人。その五人全員が倒れている。いや──マリィの言うとおり、おそらく死んでいるのだろう。

　と──二人の脳裏に、ある光景が浮うかんだ。

　雨の立体駐ちゆう車しや場じようで、ホテル『アーシー』を眺ながめていた、あのときの光景。

　拳けん銃じゆうを持ったプロの集団を相手に、こんな芸当ができる人間は──このアニバーサリーアースに、一人しか存在しない。

「……『二個と十九個』──やっぱり、お前らか」

　研究棟の玄げん関かんからかかった声に、シンゴとマリィが弾はじかれたように首をむける。

「そろって生きてるあたり、悪運はなかなか強そうだ」

　そこに──人ひと影かげがたたずんでいた。

　凍こおりつくような瞳ひとみを禍まが々まがしく光らせ、手のなかでくるくるとナイフを躍おどらせながら、二人にむかって悠ゆう然ぜんと歩みよってくる。

「……ど、どうして、お前がここに……？」

　驚きよう愕がくするシンゴとマリィの前に──血ち染ぞめのジャケットを着た、銀ぎん髪ぱつの青年の姿。

「……ハリーロイド──いや、ヴィンフリート！　いったい何のつもりだ！」

　ヴィンフリートは冷たい視線をシンゴにむけると、赤い唇くちびるを不気味にゆがめて笑った。

「フフ、いい顔をしてるじゃないか。……見学さ。警察無線を〝磁場Ｍフイールド〟で拾ひろってたんだ。お前ら、自分で思ってるよりも面白い見世物だぜ」

　シンゴはマリィを後ろに下がらせると、するどい目つきでヴィンフリートをにらんだ。

「外の警官隊は……お前がやったのか？」

　ヴィンフリートが泰たい然ぜんとうなずく。

「そうだ。むかってきたから殺した。……やつら、ぼくの襲しゆう撃げきにそなえて元からここへ配置されていたんだろう。ぼくを見るなり、目の色変えて襲おそいかかってきたよ」

　ヴィンフリートがくすくすと笑う。

「ボスに忠実な番犬は──可哀かわい想そうなことに、停戦協定のことまでは知らされてなかったらしい。……そりゃ、『ハリーロイドが現れても見み逃のがせ』だなんて、いまさら言えっこないもんな」

　そして、呆あきれたように続ける。

「内情をすべて知ってるＣ．Ｓ．Ｃは、ぼくを見るやそそくさと引きあげていったよ。健けな気げな愛犬を見捨てて逃にげるなんて、まったく酷ひどいやつらだ。──結果的に、ぼくはお前らの命の恩人になったわけだが……」

　敵意に満ちたシンゴのまなざしに、ヴィンフリートが肩かたをすくめてつけ加える。

「……どうやら、あまり感謝されてないらしい」

「……ふざけるな！　ぼくは警察官だ！　お前みたいな犯罪者と馴なれあうつもりはない！」

　シンゴが、ヴィンフリートとの間合いをじりじり詰つめていく。

「フフ、そういきり立つなよ。ここへは見学に来ただけだ。お前らと殺しあいをしに来たんじゃない」

　ヴィンフリートが両手をあげて降参のポーズをとった。どうやら、いまここでシンゴを相手にするつもりはないらしい。うっすらと笑みを浮うかべて、話を続ける。

「どうやって探し当てたのかは知らないが……ここがバークマンと繫つながっているラボだった、というわけだ。……どうだった、収しゆう穫かくはあったか？」

　シンゴは動きを止めると、拳こぶしを握にぎりしめ、ぎり、と唇を嚙かんだ。

「……マッチポンプの証しよう拠こを手に入れた。署長はどうだか知らないが……ぼくはお前を見逃すつもりはないぞ、ヴィンフリート」

　強い言葉とは裏腹に──シンゴにも、この場で決着をつけようという意志はうかがえない。

　場の空気がゆっくりと弛し緩かんしていく。ヴィンフリートがにやりと笑う。

「……この戦争も、いよいよ佳か境きようだな。さすがのバークマンも、都市外の機関までは掌しよう握あくできていないだろう。手に入れた証しよう拠ことやらを地球政府にでも引き渡わたせば、それで戦争はお前らの勝ちだ」

　ヴィンフリートは背中をむけると、片手を上げて歩きだした。

「ことが片付けば、じきに都市封ふう鎖さも解とかれるだろう。その混乱の隙すきに、ぼくは南なん米べいの都市にでも亡命させてもらうよ。……お前らともお別れだ。なかなか実りある時間を過ごさせてもらった。感謝してる。できれば……最後まで生き残ってほしいもんだ」

　シンゴが静かに答える。

「……生き残るさ。そしてお前を探しだして、必ず電でん気き椅い子すに送ってやる」

「フッフフ。電気椅子エレクトリツク・チエアなんかじゃぼくは死なない。ぼくを排はい除じよしたけりゃ、シンゴ君がその手で殺すしかない」

　ヴィンフリートは玄げん関かんにむかうと、立ち止まって横目でシンゴを見た。

「じゃあな、シンゴ君。……その澄すんだ瞳ひとみ、強い心──いまはあずけておくよ」

　ヴィンフリートの赤い唇くちびるが、照明を浴びてなまめかしく輝かがやく。

「……いつか、必ずぼくが空からっぽにしてやる」

　不ふ敵てきな笑いを残して、ヴィンフリートが闇やみに溶とけこむようにして消えていく。

　シンゴは──ヴィンフリートが消えていった先を、いつまでも怖こわい顔でにらんでいた。

　きつく握にぎりしめた左拳こぶしのなかで、まだ肉が開いたままのナイフ傷が──ずきずきと、やかましく疼うずき続けていた。




　──ヴィンフリートとの短い邂かい逅こうの後、シンゴとマリィは研究棟とうを出て、マンホールを通って下水道へと移動した。

「……うえっぷ。ヒドイにおいだな……」

　チューブ状の狭せまくて長大な下水路を、泥どろ色いろの汚お水すいがゆるやかに流れている。

　吐はき気を催もよおすような臭しゆう気きが立ちこめるなか、二人は靴くつを汚水に浸ひたして、ひとまず『シェリーズ』までの道を歩きだした。

「……なーシンゴ。おまえ、なんでこんな道を知ってるんだ？　道どころか、照しよー明めーや換かん気きシステムの場所まで知ってるって……」

　トレンチの裾すそを膝ひざまでたくしあげ、マリィが歩きにくそうにしながら聞く。

「妄想シミユレーシヨンしてました。もしぼくがＣ．Ｓ．Ｃになって、犯人が下水道に逃にげこんだら……って」

　マリィの後ろで、シンゴが個人登録証を操作しながら答える。

「……その熱意はかうが……。ここまでして逃げるおたずね者なんて、じっさいマリィたちくらいのもんだ。──で、これからどーするんだ？　悠ゆー長ちよーなことをやってるひまはないぜ。おじょーちゃんが生きてるうちに、なんとか手を打たないと……」

「ええ。いまバークマン署長に連れん絡らくを入れてます。エルの身み柄がらと、不正の証しよう拠こを取引します」

「……証拠しよーこ、か……。おじょーちゃんを助けるには、たしかにそれしかなさそうだが……」

　マリィが難しい顔でうなる。

「しかし、告発はどーするんだ？　かりにおじょーちゃんを助けだせたとしても、そこで息切れしちまっちゃ意味がないぜ」

「ええ、わかってます。ですが、エルの安全を確保する手段はこれしかありませんし……」

　と──シンゴの個人登録証に、ホログラム通信が入ってきた。

　シンゴが受信ボタンを押おすと、個人登録証のレーザー口から淡あわい光がもれはじめた。やがて下水道の闇やみのなかに、小型モニターサイズのホログラム映像が投とう影えいされた。

　──威い厳げんのある瞳ひとみをきつく光らせた、バークマンの映像が。

「──……署長……！」

　シンゴが瞳をゆがめ、かすれた声でつぶやく。

　バークマンは、ゆったりとした手つきで口ひげをなでると、低い声でつぶやいた。

『……まさか……本当に生き残っているとは、な』

　視線を静かに動かし、落ちついた様子で続ける。

『マリィも一いつ緒しよ、か。……どうやら、エリオットが色々としゃべったようだな。──やつはどうなった？』

　シンゴが視線を落とし、唇くちびるを嚙かむ。

「……止められませんでした。自ら拳けん銃じゆうで頭を撃うちぬいて……」

　バークマンが静かに目を閉じた。長く、重苦しいため息が落ちる。

『……そうか……。罪の責せめ苦くに耐たえきれなかったか……』

　バークマンは再び深く息をはくと、少し間を置いてからゆっくりと目を開けた。

『……望みどおり──取引してやろう。証拠と、バウンティハンターの娘むすめとの交こう換かんだ』

　バークマンは一いつ旦たん言葉をきると、取引の詳しよう細さいを告げた。

『いまから二時間後の、午前五時。場所はそっちで好きに指定しろ。ただし人ひと気けのないところを選べ。……証拠と娘を交換して、その場でこれからの事について話しあおうじゃないか』

　バークマンが念を押すようにつけ足す。

『──忠告しておくが……君たちのフライハイト襲しゆう撃げきを受けて、都市政府は非常ステート・事態宣言オブ・エマージエンシーの発令に踏ふみきった。もっとも、主導したのは俺おれだがな。──現在、都市外部との通信は完全に遮しや断だんされている。証拠を外へ持ちだすことは不可能な状じよう況きようだ。もちろん、君の司し法ほう巡じゆん査さとしての権限も、マリィのＣ．Ｓ．Ｃ権限もとっくに停止済みだ。……わかるだろうシンゴ。君らに交こう渉しようの余地などありはせん。従わなければ──その時は、娘を殺すまでだ』

　『娘むすめを殺す』──バークマンが当然のように放った言葉が、シンゴにあらためて現実を突つきつける。自分がいままで信じてきたものは──もう、そこには存在しないのだ、と。

「……バークマン、署長……」

　いや、違ちがう──シンゴは、頭をふって否ひ定ていする。

　自分が信じてきたものは、たしかに、そこにはもう存在していないかもしれない。

　だけどちゃんと、ここに存在している。

　──絶望の底にいたぼくを、救ってくれたもの。

　──大切なものを失ったぼくを、生かしてくれた想おもい。

「……ぼくは、戦います」

　ぼくが憧あこがれてきたのは……誰だれかを犠ぎ牲せいにするような、そんな正義なんかじゃない。

「エルやマリィさんや、この街まちのみんなを守るために……ぼくはあなたと戦います」

　暗くら闇やみのなかに差し伸のべられた、あの大きな英えい雄ゆうの手。

「……あなたやＣ．Ｓ．Ｃ、そして父さんと母さんが──」

　すべてを救うことはできないと、わかっていながら……。

　それでも戦い続けようともがく、あの、強く優しい手のひらだけが──。

　──それだけが、ぼくの信じる正義だから。

「かつて──ぼくを救うために、戦ってくれたように……」

　──毅き然ぜんとして輝かがやくシンゴの瞳ひとみ。

　バークマンが目を伏ふせ、小さく首をふる。

『……俺おれは、この街を守るために──すべてを捧ささげてきた』

　語るバークマンの瞳にもまた、強固な意志の光が宿っていた。

『何もかもを投げ打ち、守るべき市民をも犠牲にして、アニバーサリーアースという都市を……この街に住む八百万人を守り続けてきた。……俺はこんなところで朽くちるわけにはいかん。まだやらねばならんことがある。この街を守ることができるのは──俺とＣ．Ｓ．Ｃ以外には存在せんのだ』

　厳然と言い放ち、続ける。

『そのために、利用できるものはすべて利用する。邪じや魔まをする人間はすべて排はい除じよする。……シンゴ、俺は情けなどかけんぞ』

「……望むところです」

　シンゴが拳こぶしを固め、ぐっとバークマンをにらむ。

『……だが、取引相手に誠せい意いは見せよう。都市内の警備を一いつ旦たん中止させる。……必ず証しよう拠こを持ってこい。約束を違たがえれば……娘の命も、君やマリィの命もないと思え……』

　バークマンの冷たい言葉とともに、ホログラム通信がブツっと途と切ぎれた。

　下水道内に、重たい沈ちん黙もくが垂たれこめる。

　厳しい顔つきのマリィが、シンゴのスーツの裾すそをくいっと引っぱった。

「……シンゴ、どーするつもりだ？」

　シンゴは天井を見上げると、目を閉じた。しばらく黙もつ考こうして、重たくつぶやく。

「……取引を成立させます」

　深く息をはき、続ける。

「エルを助けだす方法はそれしかありません。ぼくらには証しよう拠こを都市外部に持ちだす手段もなければ、都市内部の味方を探している時間もありません。……指定時刻の午前五時までに、バークマン署長の不正を告発する──現実的とは思えません」

　目を開け、補足するようにつけ足す。

「取引を反ほ故ごにしたりすれば、署長はためらいなくエルの命を奪うばうでしょう。……エルを見捨てることはできません。何がどうあっても、この取引は成立させる必要があります」

　言って、シンゴがうつむく──もし自分が取引に出ていき、証拠をうまく使ってエルの安全を確保できたとしても……証拠を引きわたした瞬しゆん間かんに、おそらく自分は始末されてしまうに違ちがいない。なにせこの取引の相手は、百ひやく戦せん錬れん磨まのバークマンとＣ．Ｓ．Ｃなのだ。彼らが用済みのターゲットを易やす々やすと見み逃のがしてくれるはずがない。取引が終了すれば、確実に、速やかに、自分は殺される……。

　それに証拠を引きわたすということは、告発の可能性が潰ついえてしまうことを意味する。仮にエルを助けだせたとして、証拠がなければ外部に助けを求めることもできない。じわじわ追いつめられて──いずれ、エルやマリィも殺されることになる……。

　シンゴは苦く渋じゆうの表情で首をふった──それでもやるしかない。これ以外にエルを助けだす方法はないのだ。取引の後のことは、エルとマリィに託たくすしか──。

「……たしかに、おじょーちゃんを助けだすには、証拠しよーこと身がらを交換こーかんするしか手はなさそーだな」

　マリィが重いため息をつき、続ける。

「わかった──なら、マリィにもひとつかんがえがある」

　シンゴが顔をあげ、聞きかえす。

「……考え……ですか？」

　マリィが「ああ」とうなずく。

「やつらの不ふ正せーを告発できるアイデアさ。証拠しよーことおじょーちゃんの身がらを交換こーかんして、おじょーちゃんの安全を確保したうえで……。証拠しよーこのなかみをアニバーサリーアース全区にさらす、一大ショーを開かい催さいしてやるのさ」

「エルを助けだして、証拠の中身を……？」

　シンゴが半信半疑でつぶやく。もし本当にそんなことが可能ならば──あとは取引現場から無事に脱だつすることさえできれば、生き残れる確率は格段に跳はねあがることになる……が。

「ただ……どっちみち、証拠しよーことエルを交換こーかんする引きわたし役は必ひつ要よーになってくるから……」

　言いにくそうにするマリィを見て、シンゴが思案する──たとえどんな作戦を取ろうとも、エルを助けださなければならない以上、どのみち引きわたし役が危険に晒さらされることは避さけられないだろう。エルの無事を保証でき、そのうえ不正の告発もできるのなら……。

　シンゴがうなずく──マリィに乗らない理由はない。決意を秘ひめた瞳ひとみで、静かに言う。

「……聞かせてください」

　マリィもまた強い瞳でシンゴを見かえすと、身み振ぶり手振りをまじえて作戦の説明をはじめた。

　──数分後。

「──……なるほど」

　マリィの説明を聞き終えたシンゴは、頭のなかで作戦をシミュレートし、どこにも破たんがないことを確かめてから言った。

「……わかりました。ぼくはいい案だと思います。──どのみち他にめぼしい作戦もありませんし……マリィさんの案で、やれるだけやってみましょう」

　小さくうなずくマリィに、シンゴがおさらいするように続ける。

「じゃあ……取引にはぼくが出て、エルと証拠を交換──エルをその場から離り脱だつさせる。マリィさんは治安カメラを使って、周囲を確認しておき──Ｃ．Ｓ．Ｃが展開していれば、エルを誘ゆう導どうして安全な場所まで逃にがす。──と同時に、証拠の告発もする。……それでいいですね？」

　マリィが肩かたをすくめて答える。

「ああ、完ぺきだ──それとシンゴ、よびの拳けん銃じゆーはあるか？」

「え？　ええ。持ってますけど、一体何に──」

　言った瞬しゆん間かん、後こう悔かいした。

　ないと答えるべきだった。マリィが拳銃を何に使うつもりか、問いきる前に察しがついた。

　うつむくシンゴ──その気持ちを悟さとったのだろう。マリィが静かに、小さく口を動かした。

「……銃じゆーをかせ、シンゴ。おまえひとりを死地にほうりだして、マリィだけ逃げるわけにはいかない」

「……マリィさんは逃げるわけじゃありません。エルを誘導して逃がす役ってだけです」

「そーだ。だからエルを逃がしたあと、マリィはシンゴを助けにいく」

「……ダメです。マリィさんはエルを逃がす役……そして不正を告発する役です。結果的にエルと一いつ緒しよに逃げることになっても、決してぼくを残して逃げたことにはなりません」

　たとえ告発がうまく運んだとしても、それでバークマンと直接対たい峙じする引きわたし役の危険が低減するわけではない。マッチポンプの証拠が都市中につまびらかになることと、引きわたし役が無事に現場から脱出できることとは、決してイコールの関係ではないのだ。

「……大体マリィさん、銃撃うったことないって言ってたじゃないですか」

「ほんものの銃じゆーは、な。もぎ訓練では百ぱつ百ひやく中ちゆーだ」

「訓練と実戦は別物です。……ぼくに言う資格はないですけど」

「マリィには立体視強化ステレオシスユニットと、空間認識補助スペース・パーセプシヨンユニットがはいってる。もぎ訓練の成績せーせきもふくめて、戦力にかぞえてもらう資格はあるはずだぜ」

　マリィがため息をついて首をふる。

「いや──そんなことはどーだっていい。こんな問もん答どーはじかんのむだだ。なあシンゴ──おまえだってわかってるんだろ？」

　何も答えようとしないシンゴ。

　マリィはその態度をとがめるように、静かな口調で言った。

「……マリィたちは、『相あい棒ぼー』だ。まさか、わすれたとは言ゆわせないぜ──『何があっても絶対に相手を信しん頼らいして、どんなときでも絶対にお互たがいを助けあわなきゃいけないんです』……シンゴが言ゆったセリフだ」

　大きな黒目に毅き然ぜんとした光を宿し、シンゴを真っすぐに見つめる。

「『何があっても、どんなときでも』、だ。たとえ武器がなかろーと、たとえ手おくれになろーと──マリィはシンゴを助けにいく。……シンゴをひとりで死なせたりはしない」

　──どうあっても、マリィは止まらない──。

　シンゴは観念して首をふった。スーツのなかに手を忍しのばせて、ホルスターから予備用の拳けん銃じゆうを取りだす──少女の手のひらにちょうどよく似あう、小型サイズの拳銃だ。

　マリィが拳銃を受けとろうと、トレンチの袖そでをまくって腕うでを差しだす。

　だが──シンゴは拳銃を見つめたまま、それを手放そうとしない。

「……どーしたシンゴ。そいつをよこせ」

　促うながすマリィ。

　シンゴは目を閉じると、大きく一度深呼吸をした。

「……マリィさん、ひとつだけ言わせてください」

　下水道の冷たい闇やみを、照しよう明めい灯とうの光だけがほのかに照らすなか──。

　シンゴはゆっくりと目を開けると、マリィの瞳ひとみを真っすぐに見つめて言った。




「……マリィさんと『相棒』になれたこと……。ぼくは後こう悔かいしたくないです」

「マリィだって後こー悔かいしたくない。シンゴと『相あい棒ぼー』になれたこと」




　──生きてほしい。だから来ないでくれ。

　──生きてほしい。だから行く。

　絡からみあう二人の視線。

　通じあう二人の言葉。

　すれ違ちがう二人の想おもい。

　シンゴが天井を仰あおぐ──マリィの想おもいの源みなもとは、痛いほど想像できる。母の温ぬくもりを知らず、父の腕うでに抱かれたこともないマリィ。マリィにとって、生まれてはじめて『相棒』という形で自分と『絆きずな』を結んでくれたシンゴは、心からの笑顔をむけられる、この世界でただ一人だけの特別な人間なのだ。

　まぶたの裏に、父と母の顔が浮うかんだ気がした。命いのち懸がけで自分を生かしてくれた二人……。

　シンゴが苦笑する──ダメだ。どうもぼくは、二人みたいにはなれそうもないや──。

「……わかりました。なら、ぼくはもう何も言いません」

　再び目を開いたシンゴの表情は、いつもの柔にゆう和わな雰ふん囲い気きに戻もどっていた。

　マリィの手に拳けん銃じゆうを乗せ、言う。

「……さあ──そうと決まればさっそく行きましょう。ぼくの担当の七十七番街に、取引に使えそうな場所があるんです。上が開けてて、どこからでも狙ねらえそうな場所です。バークマン署長にも連れん絡らくを入れなきゃいけませんし、急がないと──」

「ああ、わかったいこう。……いやちょっとまった。そのまえに──」

　マリィは小型拳銃をトレンチにしまいこむと、胸むねポケットからウィスキーの携帯瓶スキツトルを取りだした。

　歯で器用に蓋ふたを開けて、うまそうにぐいっと一口あおり、無言でシンゴに差しだす。

　シンゴは、戸と惑まどいを浮かべながら携帯瓶スキツトルに手を伸のばした。が──手にとった瞬しゆん間かん、呆あきれたようにため息をつき、「そういうことですか」とつぶやいた。

　シンゴが、勢いよく空っぽの携帯瓶スキツトルをあおぐ。

　自然な動作で口をぬぐい、「ふむ」とうなる。

「……なるほど。けっこう勇気出ますね、これ」

　マリィがぎゅっと目をつぶり、得意げに胸を張った。

「だろ？　……とっておきだからな」

　暗くひんやりとした下水路の冷気に──シンゴの苦笑が、儚はかなく霞かすんでいった。
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　　　　　フィフス・オーダー　ロベリー川のほとりで







　アニバーサリーアース屈くつ指しの高級住宅街・デュノア地区七十七番街は、フェイロン企き業ぎよう区くから中央公園方面へ六マイル（約十キロ）ほど行った場所にある。そこには、市民にロベリー川という呼び名で親しまれている、美しい用水路が存在している。

　ベルナウィル湖から流れてきているこの用水路は、アニバーサリーアースの地下を北から西へとはしり、非常に澄すんだ農業用水を瓦礫の街ラビツシユタウンへと届けている。ロベリー川は、その用水路を一部地上へ開かい渠きよし、市民の目を楽しませる目的で造られたものだ。

　──そのロベリー川の河原の一角に、バークマンを待つシンゴの姿があった。

　シンゴは、用水路の水が流れてくる先を、全身に息がつまるような緊きん迫ぱく感かんをまとわせて、身動きせずにじっとにらんでいる。

　用水路は、シンゴの前方左手側のトンネルを通り抜ぬけてきて、そこで直角に折れ曲がり、シンゴが立っている河原の方へと流れている。

　シンゴの左手側には、土ど手て代わりのトンネルの壁かべがそびえている。壁の上には、河原と平行になるようにして電磁石製の道路が通っているが、この時間帯はまだ車もほとんど走っていない。あたりは静まりかえっており、ひんやりとした秋の朝の空気のなかに、用水路の水の匂においが微かすかに混じってただよっている。

　時刻は、午前四時五十九分。バークマンとの取引の時間まで、あと一分。

　太陽はまだ東の山のむこうに隠かくれているが、その光は空を渡わたり、アニバーサリーアースの市中に立ちこめる夜の闇やみを、うっすらと淡あわく取りはらっている。

　──と、シンゴの眉まゆがぴくっと動いた。

　シンゴの視線の先、用水路が通るトンネルのなかから、水のせせらぎに伴ばん奏そうをつけるようにして、複数名の足音が響ひびいてくる。

　シンゴはホルスターから銃じゆうを抜ぬくと、スライドを引いてゆっくりと息をはいた。

　やがてトンネルの折れ口の角から、拳けん銃じゆうを手にしたバークマンが姿を現した。次いで、大きな頰ほお傷きずのあるＣ．Ｓ．Ｃらしき男が、エルを従えて登場した。

　エルはパーカーのフードを摑つかまれて、うつむき加減になって歩いていた。滑なめらかな金きん髪ぱつはやや乱れており、その後頭部には、頰傷の男によって銃口が突つきつけられている。

　バークマンと頰傷の男、そしてエルは、シンゴから三十フィート（約十メートル）ほどのところで、横に並ぶようにして足を止めた。

「──見ての通りだ、シンゴ。銃を捨てろ」

　頰傷の男とエルの右側に立って、バークマンが拳銃を構える。

　シンゴが眉み間けんに力をこめ、バークマン、エル、そして頰傷の男へと、流れるようにして視線を移していく。

　バークマンが再び口を開いた。

「……撃うちあってみるかね？　言っておくが、その瞬しゆん間かんに娘むすめは死ぬことになるぞ」

　バークマンの言葉とともに、あたりの空気が急速に張りつめていく。

　瞬まばたきさえためらわれるような緊きん迫ぱく感かんが、ロベリー川の薄うす闇やみを包んでいる。まるで凍こおりついてしまったかのように、その場にいる全員が身じろぎ一つしない。

　シンゴの険けわしい視線と、バークマンの冷れい徹てつな瞳ひとみとがぶつかりあっている。トリガーにかけられたそれぞれの指に、ピリピリとした緊張がはしる。

　一いつ触しよく即そく発はつの剣けん吞のんな空気が立ちこめるなか──。シンゴが、すっと大きく息を吸いこんだ。

　シンゴはバークマンをにらんだまま、慎しん重ちような動作でトリガーから指をはずすと、拳銃を数フィート先の地面に放り投げた。

　ロベリー川の整地された固い地面に、シンゴの拳銃が音をたてて落下する。

　バークマンはシンゴの拳銃のいく先を目で追うと、表情を変えないまま、黒目だけをぎょろりとシンゴに戻もどした。

「──そうだ、それでいい。もとより、俺おれと君の腕うででは勝負にならん。……さあ、次は証しよう拠こを渡してもらおう」

　シンゴは、気き迫はくのこもった眼光で静かにバークマンを見み据すえた。

「……エルの解放が、先です」

　バークマンが、シンゴの視線を無言で押おしかえす。そして、しばらく沈ちん黙もくした後──頰ほお傷きずの男にむけて、小さく顎あごをしゃくった。

「……ウォーカー、放してやれ」

　ウォーカーと呼ばれた男が、摑つかんでいたエルのフードを解とき放した。エルの後頭部を銃口でぐっと押しやり、「行け」と冷たく言い放つ。

　ウォーカーから解放されたエルは、バークマンら二人を振ふりかえることなく、シンゴのもとへよたよたと駆かけていった。

　シンゴはエルを迎むかえいれると、震ふるえる肩かたに手をやり、安心させるように微笑ほほえんだ。

「エル……おかえり」

　エルはシンゴの胸むねに頭を押しつけると、小さくつぶやいた。

「……なんで来ちゃうのよ……」

「ごめん……こうするしかなかったんだ」

　互たがいの無事を確かめあう二人に、バークマンが冷れい厳げんとした声を浴びせる。

「……シンゴ、証しよう拠こを渡わたしてもらおう」

　シンゴがスーツのポケットからホロ・カードを取りだし、バークマンめがけて放り投げる。

　カードを受けとったバークマンは、上着のポケットから個人登録証を取りだすと、すぐさま中身をあらためはじめた。

　シンゴはするどい目つきでバークマンの行動を確認すると、エルの耳元へささやきを落とした。

「……さあ、逃にげるんだ。上の道路へあがって、中央公園の方へ行くんだ。すぐに『ビヴァリー』っていうカフェが見えてくる。そしたら路地に入るんだ。……マリィさんが、エルのことを待っててくれてるから」

　エルはシンゴの胸に顔をうずめたまま、ふるふると首を横にふった。

「シンゴは……どうするの？」

　シンゴは軽く息をはくと、エルを引き離はなして言った。

「ぼくは残らなきゃならない。まだ……ここでやることがあるから」

　エルの頭に、ぽん、と手のひらを乗せる。

「大だい丈じよう夫ぶ、全部うまくいく。ぼくとマリィさんを信じて。──さあ、行くんだ。何があっても決して立ち止まっちゃダメだ。振りかえってもダメだ。……いいかい、何があっても、だ」

　二人のもとに、再びバークマンの声が落ちた。

「どういうつもりかね、シンゴ。このカードにはプロテクトがかかっているようだが……？」

　シンゴはバークマンの問いかけには答えず、エルを見つめて静かに言った。

「……逃にげろ。何があっても、立ち止まらずに走り続けるんだ」

　エルがうなずき、シンゴの後方、トンネルの壁かべの階段にむかって走りだす。

　少しの間エルを見送ったシンゴは、唇くちびるをきっと結んで振ふりかえり、再びバークマンと対たい峙じした。

　頰ほお傷きずの男・ウォーカーが、バークマンの方へさっと体をよせる。

「追いますか？　検けん体たいが待っているかも……」

「いや……まずは取引が優先だ。証しよう拠こさえ確保してしまえば、後はどうとでも処理できる」

　バークマンは、シンゴの後方──駆かけ足で階段をあがっていくエルに、拳けん銃じゆうの照準をぴたりとあわせた。

「……こういうことだろう、シンゴ？　娘むすめの姿が、階段の上の道路に消えるまで……。あの娘が安全圏けんに避ひ難なんするまで、プロテクトのパスワードを教えるつもりはない、と」

　シンゴは両拳こぶしを握にぎりしめ、唇くちびるをぐっと嚙かみ、バークマンに仁に王おう立だちで対している。

「……のってやろう。娘の姿が階段から消えるギリギリのタイミングで、俺おれは引き鉄がねを引く。教える気があるなら、それまでにパスワードを言え。……ここから階段の終わり際まで、六十から七十ヤードといったところだろう。ぎりぎり拳銃の有効射程だ。──的まとは人間サイズと、若干小さ目ではあるが……俺の腕うでについては、充じゆう分ぶんに承しよう知ちしているはずだな」

　シンゴは肩かた越ごしに後ろを振りかえった。エルは、あと一息で階段を上りきるところまで達していた。

　小さく息をはき、再びバークマンに目を戻もどす。

「……銃をさげてください。一度しか言いません」

　要求に従い、バークマンがエルから銃口をはずす。シンゴは、エルの姿が道路のむこうに消える直前まで待って、バークマンにパスワードを告げた。

「パスワードは──Ｌ・Ａ・Ｅ・Ｔ・Ｉ・Ｔ・Ｉ・Ａ・Ｌ・Ｅ・Ｃ・Ａ・Ｔ……です」

　バークマンが、片手で器用にパスワードを打ちこんでいく。

　ほどなくして、カードの中身がホログラムで再生された。バークマンは英語表示のホログラムに一いつ瞬しゆんだけ目をはしらせると、すぐにシンゴに視線を戻した。そして──。

　──次の瞬間、朝焼けに輝かがやくロベリー川のほとりに、乾いた銃声が響ひびきわたった。

「！　あっぐ……！　くっ……！」

　シンゴがその場にどさりと倒たおれこんだ。スーツの左太もも部分が、あっという間に血に濡ぬれ染そまっていく。シンゴは身み悶もだえしながら両手で左の太ももを押おさえ、エルが消えていった階段の先に目をやった。

　──戻ってきたエルが、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくして河原を見つめていた。

「……っ！　──行けッ！　戻ってくるなッ！」シンゴの怒ど鳴なり声が河原に響く。

　エルは固まってしまったかのように、じっとその場を動こうとしない。

「行け！　行くんだッ！　早くッ！」大声を出すたびに、えぐるような激痛がシンゴを襲おそう。

　おずおずと後あとずさったエルは、振ふりかえると再び道路のむこうに姿を消した。

　それでいい、逃にげろ──吐はき気を催もよおすような痛みをこらえ、シンゴが苦く悶もんに満ちた瞳ひとみをバークマンへとむける。

「……気に入らんな」

　バークマンは、能のう面めんのような表情でシンゴを見下ろしていた。その銃じゆう口こうは、のたうつシンゴを冷たく照準に収めている。

「素直に切り札を渡わたすとは……いったい何を考えている？　君にとって、これは俺おれたちに対抗するための唯ゆい一いつ最大の武器のはずだが……。まさか、何かの手て違ちがいということもあるまい？」

　シンゴは歯を食いしばり、無言でバークマンをにらんでいる。

「……答えろ」

　再び空に発はつ砲ぽう音おんが響ひびき、シンゴの右太ももが弾はじけ、赤く染そまった。

「がっあッ！　っ……うっ……！」

　シンゴがうめき声をあげ、ちぎれんばかりに唇くちびるを嚙かむ。必死に痛みを押おし殺そうと、両足のつけ根を渾こん身しんの力で押さえつける。親指を動脈にかけ、少しでも失血を遅おくらせようとあがく。

「……あまりやり過ぎると、検けん体たいやバウンティハンターの居場所を吐かせる前に死んでしまいますよ」

　横から諫いさめるウォーカーに、バークマンが個人登録証をしまいながら答える。

「構わん。どのみちアニバーサリーアースから出ることはできん」

　バークマンは、両足を押さえたままぴくりとも身動きしなくなったシンゴを、冷れい厳げんと見下ろして言った。

「マリィの居場所、バウンティハンターの逃げ場──何をたくらんでいるのかは知らん。どちらにせよ、この男はここで殺しておかなければならん」

　──マリィさんは、ぼくを助けるために……ここへやって来る……──

「……いまや形ばかりの試験になったとはいえ、君のＣ．Ｓ．Ｃ選せん抜ばつ試験の成績は驚きよう異い的てきなものだった。射しや撃げきの不出来がありながら……君は総合成績で、歴代トップクラスの成績を叩たたきだしていたよ。『ＡＯＣ計画』以前の基準に照らしあわせたなら、文句なしの合格だった。……生かしておくわけにはいかん。殺せるときに、確実に殺しておかなければ……」

　──自分が生き残るためには、絶対に来ちゃいけない場所へ……ぼくを助けに……──

「案の定、君は生きて帰れるはずのないフライハイトから見事に生せい還かんした。不可能を可能にしてみせた。俺の予想通り……いや、その上を行ってな。生かしておいては、今度はどんな奇き跡せきをやりおおせるやら……わかったものではない」

　──生きてなきゃ……マリィさんがここへ来るまで、絶対に……生きてなきゃ……──

「……そう、君ならきっとやるだろう。俺は、君のポリスオフィサーとしての能力を高く評価している。なにせ君は、肉体的にも、精神的にも──」

　──そうじゃなきゃ、無む駄だになっちゃうから……マリィさんの……気持ち……が……──

「我わが栄光ある記念都市警察Ａ・Ｅ・Ｐ・Ｄにあって──特別に優ゆう秀しゆうな資質を持つ、選ばれた警察官なのだから……」

　トリガーにかけられているバークマンの指に、冷たい緊きん張ちようがはしった。

　──と、その瞬しゆん間かん。

　ふいにバークマンの瞳ひとみが揺ゆれた。重たい動作で左手を動かし、耳を押おさえて短くつぶやく。

「……どうした、なんだ？」

　耳に装着したワイヤレスイヤホンから、緊きん急きゆう通つう信しん──がなりたてる声。

『……バークマン署長ッ！　すぐに引きあげてください！　フライハイトの違い法ほう手術のデータが、先ほど都市中に中ちゆう継けいされて──』

「……中継だと？　何を言っている。何の話だ？」

『ポイント七十五、百八十二！　ロベリー川の上空に監かん視し衛えい星せいが陣じん取どってます！　人質交こう換かんの直前から……オーバル籍せきです！』

　バークマンが上空を見上げた。──オーバルだと？　一体何が起きている？

「──何が映った」

『それが、署長が表示したホログラム画像が、先ほどまでズームで捉とらえられていて──』

　──証しよう拠こ画像が？　バークマンは小さく舌打ちをした。

「いまも映っているのか」

『いえ、気づいてすぐシステムに介かい入にゆうして、中継は強制的にシャットダウンしましたが……』

　バークマンが思考する──十三年前の『ＡＯＣ計画』始動の際、オーバルはいち早くＣ．Ｓ．Ｃの影えい響きよう下かに組みこんである。爆ばく破は事件の標的にし、捜そう査さと防ぼう衛えい体制の強化の過程で内部まできっちり掌しよう握あく済み……裏切りの線はないか？

「……状じよう況きようはわかった。引き続き衛星を押さえておけ。すぐ戻もどる」

　通信を切ったバークマンが、再び上空を見上げる。

　──まとまらないバークマンの思考が、暁あかつきの空に乱反射する──オーバル籍の衛星……反乱分子……？　証拠……中継……最悪の事態……いや、表示したのはフライハイトの違法手術データだけだ。フライハイトを切って逃にげきれるか？　シンゴの始末をどうする……中継……誰だれが……裏切りはありえない……オーバルはＣ．Ｓ．Ｃの影響下……では、外部の何者かが──。

　──外部の何者かが、Ｃ．Ｓ．Ｃ権限を使った？

　バークマンの顔色が変わった。と、その瞬間──。

「──じぶんでじぶんの置かれた立場に気づいてくれたんなら、はなしがはやくてありがたいんだが……。どーだ？　なにか質問はあるか？」

　背中にかけられた声に、バークマンとウォーカーが弾はじかれたように背後を振ふりかえる──その視線の先に、朝焼けに染そまる空を背負った、ぶかぶかなトレンチコートのシルエット……。

　瞳ひとみをゆがめたバークマンが、ぎり、と歯は嚙がみして叫さけぶ──。

「……マリィ……！　──君が仕組んだのか！」

　バークマンらから、十五フィート（約五メートル）ほど離はなれた場所に──拳けん銃じゆうを構え、バークマンをするどくにらむマリィの姿……。

「……ご推察のとーり。おまえらはおわりだ、バークマン」

　小型拳銃の照準をバークマンにぴったりとあわせ、マリィが続ける。

「……フライハイトの違い法ほー手術は天下にさらされた。都市けーさつとの関かん係けーをごまかしきるのは不ふ可か能のーだ。生き証人しよーにんのエルもいる……。あがいてもむだだ──言ゆわれなくてもわかってるはずだぜ」

　マリィの言葉を受けて、バークマンが独り言のようにつぶやく──バークマンとウォーカーの銃口もまた、マリィの体を冷たく捉とらえている。

「……俺おれに証しよう拠こを引きわたし、中身を確認させたそのタイミングだけが、バウンティハンターの救出と不正告発を両立できる瞬しゆん間かんだった──……そういうわけか」

　感情の見えにくいため息をつき、バークマンが続ける。

「どうやって衛星を動かした？　君のＣ．Ｓ．Ｃ権限はとっくに停止したはずだったが……」

　マリィが小さく肩かたをすくめる。

「──直観像記憶アイデテイツクイメージユニット、さ。Ｃ．Ｓ．Ｃ権限をつかうときの神しん経けー細さい胞ぼーの発火パターンを、ユニットに記き憶おくさせてあった──マリィをなめてるとこーなるってことだな」

「直観像記憶アイデテイツクイメージ……。そんな用よう途とがあったとは、初耳だな」

「……ラボには報ほー告こくしてないからな。ただでさえマリィは人じん格かく変へん容よー事じ故こなんておこしてんだ。かさねて不具合なんか報ほー告こくすりゃ、いよいよポンコツあつかいになっちまう……」

　マリィが一瞬だけシンゴに視線をむけた。──出血がひどい。意識もない様子だ。すぐに病院に運ばなければ──ことは一刻を争う。

　バークマンに目を戻もどし、脅おどしをこめた口調で言う。

「……周しゆー囲いに展開しているＣ．Ｓ．Ｃをさがらせろ。おまえの口から命めー令れーがでないかぎり、やつらは退かない──それじゃまにあわない」

　バークマンは何も答えない。ふっと目を伏ふせたまま、無表情で立ち尽つくしている。

　マリィの瞳に焦あせりがにじむ──こんなことなら不意打ちで撃うっておけば……いや、それではどのみちシンゴを救えない。この街まちをバークマンたちから取り戻さなければ、この状じよう況きようからシンゴを救いだすことはできない──マリィが拳銃を構えなおした。

「──Ｃ．Ｓ．Ｃをさがらせろ！　いますぐだ！」

「…………」

　──重たい沈ちん黙もく。

　その場にいる人間すべてを押おしつぶしてしまいそうなほど、重く、長い沈ちん黙もく……。

「……マリィ……」

　バークマンがつぶやいた──湿しつ気けをふくんだロベリー川の空気が、ゆらりとかすんだ。

「……俺おれたちは、退かん。いや──絶対に退くわけにはいかんのだ……」

　再びマリィに視線を戻もどしたバークマン。

　その威い厳げんのある瞳ひとみ、瞳どう孔こうの色が──。

　──まるでこびりついた血の色のように、赤黒く染そまっていた。

「……マリィ。君は──君たちは、アニバーサリーアースがかつて経験した地じ獄ごくを知らん。……たしかに、我われ々われは罪のない一いつ般ぱん市民を犯罪者に仕立てあげ、無用の人間を無用の犯罪に巻きこんでいる。少なくとも、正しいやり方とは言えんだろう。……だが──」

　バークマンの瞳から、人間味が徐じよ々じよに消え失うせ──怪かい物ぶつじみた表情へと変へん貌ぼうしていく。

「──……だが！　俺たちがやらなければ……いまの何倍もの絶望が生まれる！　犯罪者が生まれ、被ひ害がい者しやが増える！　加害者家族が増え、遺族が増える──誰だれにも救われない人々だ！」

　よじれるような想おもいが、バークマンの唇くちびるを激しく震ふるわせる。

「君は、いや君らは──たとえばソフィアを、エステルを、カトリーヌを、ウィリスを、その家族を、友人たちを──我々が絶望に陥おとしいれているという。──では、俺たちが手を下さなかったときに生まれる、その何倍もの絶望は？　それは無価値だというのか？　看過していいと？」

　バークマンの体の奥おく深くから、凄すさまじいまでの激情が吹ふきだしてくる。

「──正義気取りはやめろ！　生みだされる彼らの絶望に対して──礎いしずえになってきた過去の消えない犠ぎ牲せいたちに対して……。君は、君たちは──『仕方がない』とでも言うつもりかッ!?」

　激しく息をつくバークマン。

　──白みはじめた空の下、短い静せい寂じやくが流れた。

　やがて冷たい瞳を取り戻したバークマンが、つぶやくように言った。

「……俺たちは、負けん」

　マリィの瞳を見つめ、静かに続ける。

「なんとしても……勝たなければならんのだ」

　ロベリー川を包む静寂が、誰にも止められないほどの速さで、急激に張りつめていく──。

「マリィ──アニバーサリーアースのために……死ね」

「だまれこの──シンゴをかえせ！」

　──マリィ、バークマン、そしてウォーカー。

　それぞれのトリガーにかけられた、人さし指に──。

　〝引き鉄がねを引け〟と──閃せん光こうのような命令がはしる。




　──その瞬しゆん間かん、うす青いアニバーサリーアースの空を、三発の銃じゆう声せいが叩たたいた。




　──何が起きたのか理解できず、呆ぼう然ぜんとその場にへたりこむマリィ。

　──前のめりになって倒たおれていくのは、背中に二発の銃じゆう弾だんを受けたウォーカー。

　──左胸むね背部に一発の銃じゆう撃げきを受けたバークマンは、上体を大きく前方に傾かたむけながら──しかし、足を一歩踏ふみだしてどうにか持ちこたえた。そして躍おどるようにして、その巨きよ体たいを背後へと翻ひるがえす。

　振ふりかえったバークマンの、瞳ひとみの先に──。




　──倒れこんだまま、拳けん銃じゆうを握にぎりしめているシンゴの姿。




「シ……ンゴ……き、きさ……ま……」

　バークマンが、口から血の泡あわを吹ふきながらつぶやいた。その視線が、シンゴの瞳に吸いよせられる──。

　──目の前のいのちを絶ってでも、守らなきゃならないだいじなものがある──

　──おまえがそんなふうに、守るべきたいせつなものを見つけたとき──

　──きっとおまえの銃じゆー口こーは、しぜんとあいての心しん臓ぞーにむく──

　──その弾だん丸がんはおまえの想おもいの代だい弁べん者しやとなって、めのまえの悪の心しん臓ぞーをうちぬくんだ──

　──……そーゆーもんさ──

「……シ、シンゴ……う、ぐ……っ……」

　撃うたれた左胸を押おさえ、バークマンが苦しげにあえぐ。

「……俺おれ、は……っ、お、俺は……」

　バークマンの手に握られている拳銃が、瞬しゆん間かん的てきにシンゴの体へとむけられる──。

「──俺は……っ、負けるわけにはいかんのだッ！」

　──静かに燃える、シンゴの蒼あおい視線と──。

　──焼けつくような、バークマンの紅あかい視線が──。

　激しく交こう錯さくした、その刹せつ那な。




　シンゴの脳裏に、ある感情がフラッシュバックしてきた。

　黒く塗ぬりつぶされた光景──だが、シンゴの胸のなかに、確かにその感かん触しよくが……。

　絶望の果てで聞いた、その声が……。

　凍いてついた心を包んでくれた、その体温が……。

　──シンゴを生かしてくれたその想おもいが、甦よみがえってくる。




　　　　　　†††




　──あるアパートの一室。

　複数名の男たちが、室内を念入りに捜そう索さくしている。

　男たちは皆みなヘルメットをかぶり、その上にゴーグルを乗せ、各おの々おのの手に銃じゆう火か器きを携たずさえている。市街戦用の紺こん色いろのボディアーマーの背面には、『Ｃ．Ｓ．Ｃ』の三文字。

　室内には、激しい銃じゆう撃げき戦せんの跡あとがまだ生なま々なましく残っていた。クッションから飛び散ちった羽毛が、ひらひらと宙を舞まい、もはや物言わぬ体となったアパートの主あるじたちの上に落ちていく。

　死体は、アパート内のいたるところに転がっていた。顔を吹ふき飛ばされてタンスにもたれかかっている者。全身を蜂はちの巣にされてベッドに倒たおれこんでいる者。いずれもまだ血色がよく、ふと目を離はなした瞬しゆん間かん、のっそりと起きあがってきてもおかしくないように見えた。

「──人質発見ッ！」

　バスルームを捜索していた捜査員の一人が、悲鳴のような声をあげた。

　大おお柄がらで引き締しまった体つきの男が、どすどすと死体をまたぎ、バスルームへと急いでいく。やがてバスルームに到とう達たつし、なかをのぞいた男は──もはや取りかえしのつかない現実を前に、その威い厳げんに満ちた瞳ひとみを、苦しそうにゆがめた。

「……くっ……これは……。やはり手て遅おくれだったか……」

　浴よく槽そうのなかに、銃で殺されたと見られる〝一家〟の死体が押おしこめられていた。

　男は、肩かたにかけていたアサルトライフルをタイルの上に置くと、浴槽の方へと足を踏ふみだした。

　かたわらに立っていた捜査員が、男の心中を思いやるように、その背中に声をかける。

「……バークマン部長。遺体の様子から見て、おそらく我われ々われが通報を受けたときにはもう……」

「……遺族は──『仕方がなかった』では、割りきれんのだ」

　男は、まず上にかぶさっている男性の遺体を抱えあげると、丁てい寧ねいにバスルームのタイルに寝ねかせた。続いて女性の遺体に手を伸のばしたところで──男は、異変に気づいた。

　女性の遺体にかばわれるようにして、声を殺して泣ないている少年の存在に──。

「……君は──……生きているのか!?」

　男は、ひとまず女性の遺体を『夫』の隣となりに寝かせると、それからもう一度浴槽に手を伸ばし、腹ばいになって泣いている血まみれの少年を抱き起こした。

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。怪け我がはないか？　……よし。心配しなくていい。俺おれたちは警察だ。君を助けに来たんだ」

　少年は男の体に必死に手をまわしてしがみつくと、気き丈じようにも嗚お咽えつをもらさずに言った。

「お、おとうさんと、おかあさんを……たすけて、ください。び、びょういんに……」

　男は、がたがたと激しく震ふるえている少年の体を、しっかりと自分の胸むねに抱きよせた。

「……ああ、わかった。すぐに助けてやる。……おい！　救急隊をなかに入れろ！　この二人を病院へ運ぶんだ！」

　ほどなくして、救急隊が担たん架かを持ってバスルームに到とう着ちやくした。救急隊の面々は、バスルームの床ゆかに寝ねかされている二体の遺体を前に、しばらく呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていたが──やがて、少年を抱きしめている男の無言の瞳ひとみに気け圧おされるように、遺体の『救急搬はん送そう』に取りかかった。

「……さあ、一いつ緒しよに病院へ行こう。もうすぐ君の伯お父じさんもこっちへ着くはずだ。それまで、俺おれがそばについていてやるから──」

「お、おとうさんと、おかあさん、銃じゆうでうたれて、そ、それで、いっぱい血がでて……」

「ああ、大だい丈じよう夫ぶだ。いま、お医者さんたちが病院に運んでいるから──」

「い、いっぱい血がでて、つめたくなって、うごかなくなって……。ぼく、知ってるんだ。おとうさんと、おかあさんは……〝死んじゃった〟んでしょ？　……知ってるんだ。きょねんの冬に、ルークが〝死んじゃった〟ときと、おんなじだから……」

　男は言葉を失った。幼い少年は、両親の死をはっきりと認識していた。

「あ、あ、それと……ありがとう、ございました。おとうさんとおかあさんを、たすけに、たすけに……。たすけに、来てくれて……」

　男の胸に、やり切れない感情がこみあげてきた。

　少年はいま、一体どんな気持ちでいるのだろうか。この少年は、決して混乱しているわけではない。明めい瞭りような意識のもと、両親の死という現実を受けいれ、その上で両親を病院へ運ぶようにと懇こん願がんし──そして、両親を救いにきてくれたことへの感謝を口にしているのだ。

　男は、このような遺のこされた者たちの、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたいほどの壮そう絶ぜつな絶望を、これまでにも数えきれないほど垣かい間ま見みてきた。そして、身にしみて痛感してもいた。

　自分が彼らにしてやれることなど、何ひとつありはしないのだということを。自分にできることは、彼らのような人間を出さないよう、闘たたかい続けることしかないのだということを。

　──それでも男は、少年に何かをしてやりたいと思った。

「……名前を、言えるか？」

　この少年に、明日を生きる希望を与えてやりたい。

「は、はい……。シンゴ・サトウ、です」

　その希望になってあげられるようにと──男は、精せい一いつ杯ぱいの想おもいをこめて言った。

「……いいかシンゴ。生きるんだ。たとえ──たとえこの先、どんなことがあったとしても──君に、生きていて欲しいと……。俺がそう思っていることを、忘れないでくれ」

　男が少年の体を強く抱きしめ、つぶやく。

　少年の震えが、徐じよ々じよに小さくなっていき──やがて、止まった。

「……はい」

　少年は、消えいりそうな声で──しかしはっきりと、確かにうなずいた。




　　　　　　†††




　──一体、どれくらいの時間が経過したのだろうか。

　互たがいの体に銃じゆう口こうをむけあったまま、シンゴとバークマンはぴくりとも動かない。

　いや、あるいは、それはほんの一いつ瞬しゆんの間あいだの出来事だったのかもしれない。

　その一瞬の間に、あの日の邂かい逅こうが──そしてその感かん触しよくが、互いの胸むねに走そう馬ま灯とうのようによぎっていったのかもしれない。

　それでも──いま。

　そこに、たしかに時間は流れている。

　銃を突つきつけあい、視線を交わしあうシンゴとバークマンの胸のなかで……。

　煮にえたぎるような感情が──。

　狂くるおしいほどの葛かつ藤とうが──。

　時間を越こえた想おもいが──。

　──ほとばしり、トリガーにかけられた二人の指先を、きつく絡からめとっていた。

「……う……ぅう……」

　ぎりぎりと嚙かみ締しめられているシンゴの唇くちびるから、苦く悶もんに満ちたうめきがもれる。

「うううう……うっ……」

　地じ獄ごくの焦しよう熱ねつに魂たましいを焼かれているかのように、シンゴの瞳ひとみが凄せい絶ぜつにゆがむ。

　──それを見つめるバークマンの瞳が、一瞬だけフッと柔やわらかくなった。

　まるで、〝そう辛つらそうな顔をするな〟と……シンゴにむかって、語りかけるかのように。

　そして再び瞳を険けわしく光らせ、銃を握にぎった右腕うでに緊きん張ちようをみなぎらせる。

「くっ……ううううっ……！」

　感情を押おしつぶそうとするかのような、声にならないシンゴの声。

　冷れい厳げんときつく光る、バークマンのするどい瞳。──その右腕にまとった緊張が、グッと殺意を帯びる──。

　──瞬間、シンゴの重たいうめきが、峻しゆん烈れつな絶ぜつ叫きようへと変わった。




「ううう……ッうああああああああああッ!!」
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　爆ばく発はつするような叫さけびとともに、シンゴの指先が引き鉄がねを引いた。

　無機質なうなりをあげる銃声とともに、バークマンの体が小さく痙けい攣れんするように跳はねた。鋼こう鉄てつの弾だん丸がんでその巨きよ体たいを貫つらぬかれながら、しかしバークマンは倒たおれない。二本の足を地に縫ぬいつけ、シンゴに銃じゆう口こうをむけたまま、なおも生せいに執しゆう着ちやくしようとあがく。

　バークマンは、がくがくと上体を揺ゆらしながら、焦しよう点てんのあっていない瞳ひとみを空くう虚きよにシンゴにむけた。そして何なに事ごとかをつぶやくように、その唇くちびるをゆっくりと震ふるわせる。

　──小さく開かれたバークマンの唇から、ごぱっと音をたてて大量の血液が流れでた。

　まるでそれが合図だったかのように、バークマンの瞳からふっと光が消え失うせた。

　拳けん銃じゆうを握にぎったままの太い右腕うでが、力を失ってがくんと垂たれ下さがる。そしてその勢いに引っぱられるようにして、バークマンの巨きよ体たいが前のめりになって倒たおれていく。

　どうっ、という鈍にぶい音とともに、バークマンの体がロベリー川のほとりに倒れ伏ふした。

　──数すう瞬しゆんの静せい寂じやく。

「うっ……ううっ……くっ……」

　我われを失い、呆ぼう然ぜんとへたりこんでいたマリィの意識を、ささやくようなシンゴの嗚お咽えつが揺り起こした。

　マリィはハッとなったように立ちあがると、うつ伏せのまま顔を落として泣なき崩くずれているシンゴにむかって、慌あわててばたばたと駆かけだしていった。

「シ、シンゴ……だいじょーぶか、シンゴっ！」

　呼びかけられたシンゴは、しかしその声に反応することができなかった。

　固く閉じられたシンゴのまなじりから、涙なみだがとめどなくあふれだしていた。

　号ごう泣きゆうする心とともに、シンゴの精神から生きる気力までもがこぼれ、抜ぬけおちていく。

　一方で、両太ももから流失し続けている血液もまた、シンゴから生きるために必要な体力を奪うばっていく。

　えぐれたような心の痛みは、やがて両足を襲おそう激痛と混じりあっていき──……。

　シンゴの視界に黒い帳とばりを下ろし、聴ちよう覚かくを鈍にぶく包みこんでいく。

　人さし指に残るトリガーの感かん触しよくだけが、やけに生々しく感じられるなか──。

　──やがてシンゴの意識は、深い闇やみの底へと落ちていった。










　　　　　ラスト・オーダー　グッドバイ・ウィズ・ア・バーボン







　──二月。

　世界中の都市、そして地球政府を震しん撼かんさせた、『アニバーサリーアースの黒くろい闇やみ事件』の発生から、もう四ヶ月が過ぎようとしている。

　──九月末。アニバーサリーアース中に中ちゆう継けいされた監かん視し衛えい星せいによる放送と、都市警察によって突とつ如じよ開かれた会見を受けて、地球政府はアニバーサリーアースに対する決議なしの緊きん急きゆう介かい入にゆうを決行した。迅じん速そくに都市機能を掌しよう握あくし、Ｃ．Ｓ．Ｃ、フライハイト研究所の役員、警察・検察幹部、都市議会の議員、一部メディアの重役など、事件に関かかわったと見られる人物の身み柄がらを、軒のき並なみ逮たい捕ほ・拘こう束そくした。

　地球政府は、違い法ほうユニットの挿そう入にゆうにより人工的に犯罪者を創つくりだすという、現在のユニット社会の根幹をも揺ゆるがせかねないこの都市ぐるみの大犯罪を、うまく世せ論ろんを誘ゆう導どうしながら処理していった。事件関係者は、倫りん理り・法・人の尊そん厳げんといった、人間社会において最も崇すう高こうで尊重されるべき理念を、金のために踏ふみにじった『絶対悪』だと断じられ、徹てつ底てい的てきな糾きゆう弾だんを受けた。

　地球政府は、すべての裁判を二ヶ月半という短い期間で結けつ審しんさせた。都市政治機能、警察組織の再構築も完了させ、大たい陸りく治ち安あん維い持じ部隊と政府職員の完全撤てつ収しゆうを決定。アニバーサリーアースは再び自治権を回復した。

　しかし、都市議会や都市警察、検察、メディアに対する市民の不信を完全に拭ぬぐい去ることはできず──。

　地球政府の完全撤収から、一ヶ月半。

　Ｃ．Ｓ．Ｃを失ったアニバーサリーアースの治安は、早くも悪化の兆ちよう候こうを見せはじめていた。




　　　　　　†††




　──アニバーサリーアース南東部に位置する、ウェスリー刑務所。

　終身刑以上の受刑者を収しゆう監かんしているこの刑務所は、古い造りの建物であることも相まって、常にどこか陰いん鬱うつな、寂さびしい雰ふん囲い気きに包まれている。

　いま、そんなウェスリー刑務所の窓まどのない白しろ壁かべの廊ろう下かを、二人の男が歩いていた。

「──いや光栄です。まさか、アニバーサリーアースを救った英えい雄ゆうに……こうしてお目にかかれる日が来るとは」

　先を歩く若い刑務官が、顔をほころばせながら後方を振ふりかえった。

「よしてください、英雄だなんて。ぼくは全然そんなものじゃないですから……」

　後ろを歩く青いスーツ姿の青年が、とんでもないとばかりにかぶりをふる。

「またご謙けん遜そんを。我われ々われ市民の胸むねのなかは、あなたに対する感謝と尊敬の念で一いつ杯ぱいですよ。──見たところ、お体の方も心配ないようで……」

「え、ええ、つい先日退院しまして……。まだリハビリ中ですが、なんとか歩くことくらいは」

「そうですか、それはよかった。……『黒くろい闇やみ事件』から四ヶ月が経たったいまも、市民の間にはまだ動どう揺ようが残っています。かくいう私も、都市警察や都市政府に不信感を抱いている一人です。ですがこうして、あなたのご健在を直接目まの当たりにしますと……。なんだか、体の底から自然と誇ほこらしい気持ちが湧わき上がってくるんです。あなたは、いまやこの街まちの正義・良心の象しよう徴ちようですよ」

　若い刑務官は満足そうにうなずくと、続けた。

「なにせ──アニバーサリーアースを蝕むしばむ巨きよ悪あくを打だ倒とうすべく、勇ゆう敢かんにも一人都市警察に反はん旗きを翻ひるがえした、あのサトウ巡じゆん査さの現場復帰ですからね。サトウ巡査が中心になってご活かつ躍やくされれば、きっと都市警察への市民の信しん頼らいも、すぐに元通り……いや、以前よりも強固なものになるに違ちがいありませんよ」

　刑務官の弾はずんだ声に、青いスーツの青年──シンゴは、心苦しそうな声で答えた。

「──あ、いえ、それがですね。ぼくはもう……」

「おっと、これは失礼。たしか先日、警部補に特進されたんでしたか」

「えっと、いやそうではなくて……」

　シンゴが言葉を言いきる前に、刑務官がガラス張りの部屋の前で足を止めた。

「──さ、着きました、サトウ警部補。細かい注意事じ項こうは必要ないかと思いますが……。時間だけはくれぐれも厳げん守しゆしていただきます。私はここでお待ちいたしますので。それではどうぞ」

　刑務官が読みとりセンサーに個人登録証をかざすと、ドアが音もなく左右に開いた。

　ドアの脇わきにずれ、誇ほこらしげに胸むねを張る刑務官に対し、シンゴは何な故ぜか申し訳なさそうな顔をして、ぺこっと頭を下げた。それから気を取りなおしたように、部屋のなかへと入っていく。

　殺さつ風ぷう景けいな、狭せまい長方形の部屋。真ん中に強化プラスチック製の仕切りが設もうけられており、仕切りの両側には、肘ひじや荷物を置くための幅はば狭ぜまな台と、一いつ脚きやくずつの椅い子すがそなえつけられている。

　シンゴは膝ひざに両手を当てて、顔をしかめ加減にしてゆっくりと椅子に腰こしをおろした。それから、飾り気けのない質素な部屋の内装を、物もの珍めずらしそうにきょろきょろと眺ながめはじめた。

　やがて仕切りのむこう側のドアが開き、刑務官に連れられて囚しゆう人じん服ふく姿の男性が入ってきた。

　刑務官は男性を椅子に座らせると、シンゴにむかって一礼し、部屋の外へと出ていった。

　シンゴは一つ咳せき払ばらいをすると、仕切りのむこうでうつむいている男性にむかって、柔にゆう和わな表情で話しかけた。

「お久しぶりです。法ほう廷ていで会って以来ですから……もう一ヶ月半になりますね。すみません。本当はもっと早く来たかったんですが、こっちの方も色々と立てこんでいまして……」

　男性は何も答えない。手て錠じようのかかった両手を緩かん慢まんに動かし、くいっと眼鏡めがねをあげる。

「……調子はどうですか、エリオット主任」

　囚人服の男性──イライアス・エリオットの口元の小こ皺じわが、自じ嘲ちよう気味に深くよった。

「僕ぼくはもう……主任じゃないよ、シンゴ君」

「あ……と、すみません。どうもこの呼び方に慣れてしまったみたいで……」

「まあ、呼びたいように呼んでくれて構わないけどね」

　エリオットが虚うつろな目で天井を見上げる。

「調子は……正直、なんとも言えないかな。てっきり、今度こそ死ねるものだとばかり思っていたから……。研究室と法廷で、君には……二度も、死を奪うばわれてしまった」

　平へい坦たんで、生気の感じられないエリオットの声。

　シンゴは、ふぅ、と軽く息をはくと、エリオットに穏おだやかな目で語りかけた。

「そういえば……まだ、お礼を言ってませんでしたね」

「……お礼？」

　再びうつむいたエリオットは、怪け訝げんな光を宿した眼球を、億おつ劫くうそうにシンゴの方へむけた。

「はい、お礼です。……不正告発の」

　──シンゴとバークマンのロベリー川での一件と時を同じくして、エリオットは不正告発のための独自の行動をとっていた。マッチポンプの証しよう拠こを抱えて単身都市警察に乗りこみ、反バークマン派を説得。会見で自ら市民に一連の事件の真相を伝え、事態の統制と沈ちん静せい化かを図っていたのだ。

「……エリオット主任がいなければ、ぼくもマリィさんも、そしてエルも……。あの状じよう況きようから、とても生せい還かんすることなんてできませんでした。本当にありがとうございました」

　頭を下さげるシンゴに、エリオットは消え入りそうな声で言った。

「……僕ぼくには、礼を言ってもらう資格なんてないよ」

　エリオットは顔をあげると、ぽつぽつと語りだした。

「研究室で……こめかみを撃うちぬこうとする僕の拳けん銃じゆうを、君はとっさに撃うち落とした。……この、罪と業ごうにまみれた僕のような人間を……なぜ、わざわざ助けたりなんかした？　いったいなぜ──あそこで死なせてくれなかったんだい？」

　シンゴは難しい顔でしばらく考えこむと、煮にえきらない答えをかえした。

「うーん、なんというか……。なんとなく、ですね。勘かんと言いますか……」

「……勘、だって？」

　うめくように聞きかえしたエリオットに、シンゴが真顔でうなずいてみせる。

「はい。少なくともあのときは勘でした。……ですが、その勘をもとにして、色々と推理したり調査したりしてみた結果……。いまでは、ぼくはある事実を確信しています。実は──今日は、その答えあわせをしてもらおうと思って来たんです」

「……答えあわせ？」

「はい」

　シンゴはうなずくと、目を閉じて思いかえすようにしゃべりはじめた。

「……あなたがぼくに対してことあるごとに見せていた、マリィさんへの想おもい──……。ぼくには、とてもただ事じゃないように思えました。噓うそや取り繕つくろいでもなければ、研究者が検けん体たいに注ぐタイプの愛情でもない。もっとずっと深くて、狂くるおしいほど純じゆん粋すいなもののように感じられたんです。おそらく──バークマン署長がマリィさんを殺せなかった理由も、マリィさんが『警察軍構想』のプロトタイプだからではなく、あなたのマリィさんに対する想いに原因があったんじゃないでしょうか？」

　ゆっくりと目を開けて、エリオットを真っすぐに見み据すえる。

「マリィさんは──あなたにとって、本当に大切なかけがえのない存在……なんじゃないですか？　あなた個人にとって、とても特別で、たとえ何を犠ぎ牲せいにしてでも絶対に守らなければならないような存在……。──もしマリィさんの身に何かあろうものなら、あなたはその命に代えてでも立ちあがり、不正の事実を洗いざらい外にぶちまけてしまう──少なくとも、バークマン署長にそんな恐おそれを抱かせてしまうほどの、重大な関係性……」

　シンゴが、エリオットの瞳ひとみを強く見つめた。

「……エリオット主任。マリィさんは──あなたの娘むすめさんなんじゃないですか？」

　シンゴの言葉に、エリオットは何もかえさず、ふっと目を伏ふせてしまう。

　沈ちん黙もく──シンゴはしばらく返答を待ってから、再び口を開いた。

「……仮に、この推理が正解だとすると──ひとつ、見過ごせない疑問が浮うかびあがってきます。それは──あなたがマリィさんに、『人格書換パーソナリテイリライトユニット』を挿そう入にゆうしたこと、です」

　補足をするように、シンゴが続ける。

「……並々ならぬ愛情を注いでいるマリィさんを、よりによって危険な人体実験の犠ぎ牲せいにしてしまった理由──いや、しなければならなかった理由……。そこから見えてくるのは、エリオット主任にとって、マリィさんよりもさらに大切な──『何か』の存在です」

　エリオットの淀よどんだ瞳ひとみが、微かすかに見開かれた。

「その『何か』とは？　……マリィさんの身のまわりのなかで、たったひとつ欠けているものが、ぼくにはその『何か』に思えて仕方ありません。あなたとマリィさんの物語のなかで、まだ明らかにされていないもの──絶対に存在するはずなのに、まだ登場していない人物……」

　シンゴが深く息を吸った。

「……それは、マリィさんの母親です」

　エリオットは何も反応せず、うつむいたまま浅い呼吸を繰くりかえしている。

　シンゴは小さく息をはくと、スーツのポケットから個人登録証を取りだし、つぶやくように言った。

「……入院中に、先輩の巡じゆん査さ部ぶ長ちように頼たのんで、色々と調べまわってもらって……。こんなものを見つけてもらいました。いまから二十年前、当時あなたが所属していたバイオメカニカル社の……ある検けん体たいの女性の身に起きた、事故の記事です」

　個人登録証から、モノクロのホログラム画像が浮かぶ。

「新しん暦れき八五年、12月７日。……当時十七歳さいのバイオメカニカル社の検体が、トラックにはねられて死亡……。その検体の女性の名前は、『レティシア・ルカ』──『ＬＡＥＴＩＴＩＡ・ＬＥＣＡＴ』。……エリオット主任からもらった、不正の証しよう拠こデータのパスワードと……ぴったり符ふ合ごうする名前です」

　個人登録証を荷物台に置き、シンゴが体を前に傾かたむける。

「それから、もうひとつ。あるはずだと思って探してもらったところ──あなたが個人で契けい約やくしていたボレステル地区の冷れい凍とう貸倉庫から、保存された『幹かん細さい胞ぼう』が見つかったそうです。よっぽど科学鑑かん定ていにかけてもらおうかと思いましたが……」

　そこまで踏ふみ荒あらしたくないとばかりに首をふり、シンゴがエリオットの目をのぞきこむ。

「……話してもらえませんか？　あなたとルカさんとの間に、いったい何があったのか……。そして、なぜマリィさんを人じん格かく変へん容よう事じ故この実験台にしてしまったのか……その理由を」

　黙だまりこむエリオット。顔を落としたまま、ゆっくりと息を吸って、吐はく。──吸って、吐いて、吸って、吐いて──そのリズムが、乱れた。

「……とても、美しい女性だった」

　エリオットが静かに続ける。

「明るくて、前向きで、いつも僕ぼくに優しく笑いかけてくれた。……いま思えば、それは本当に未み熟じゆくな恋こいだった。僕もルカも、それが恋かどうかなんてことさえ考えていなかったと思う。ただ、二人でいると楽しかったし、とても幸せな気持ちになれた。……それだけだったんだ」

　エリオットは重たそうに視線をあげると、シンゴの目を見つめた。

「……長い話になるよ」

「かまいません。今日はそれが聞きたくて来たんですから」

　エリオットは小さくうなずくと、目を閉じて深いため息をついた。

　そして──ひとつの物語を語りだした。長い、長い物語を──彼が犯した過あやまちと、その真実を探るための……罪についての物語を。

「……当時、僕とルカが所属していたバイオメカニカル社は、困難な状じよう況きように直面していた。とある大口契けい約やくのユニットの生体検査認可が下りず、納期に間にあわなくなりそうになっていたんだ。──僕は、そのユニットの開発に携たずさわってはいなかったが……。資料を見る限りでは、安全性に問題はないように思えた。認可が下りなかったのは、お定まりの理由──つまり、前例がないっていうだけの話だ」

　シンゴはじっとエリオットを見つめ、その話に耳を傾かたむけている。

「──そんなある日……。ルカが突とつ然ぜん、問題のユニットの検けん体たいをやると言いだしたんだ。ルカはラボに貢こう献けんしたがってた。彼女の夢は、ユニットの研究者になることだったから……ラボに対して功績をつくっておけば、将来研究者への道を進むときに有利になると考えていたんだろう。……手オ術ペは、それから一ヶ月後に行われることになった。未認可の──違い法ほう手術だ」

　エリオットが天井を見上げた。ほんの少し、声が細くかすれた。

「……ルカの手術が終わったあと、僕はすぐに異変に気づいた。彼女と連れん絡らくが取れなくなり、病室に警備が張りつくようになって……。僕は重役連中の様子から、ルカの身に人じん格かく変へん容よう事じ故こが起きたと判断した。──同時に、彼女の身に危険が迫せまっていることにも気づいた。人じん権けん委いの定期面接の日が来れば、どうしたって事故が起きたことがバレてしまう。当然、未認可ユニットの違法手術が行われたことも、白はく日じつの下もとにさらされることになる。……そうなれば、プロジェクトに関かかわった研究者も、会社の重役連中も、みんな刑事罰に問われることになる。──会社はおしまいだ」

　軽けい蔑べつ的てきな乾いた笑いをもらして、エリオットが続ける。

「……この事態を回かい避ひする方法は、一つしかない。それは──ルカを事故にみせかけて殺すこと。それも、人権委の定期面接が行われる前に実行しなければならない。……検体一人と、自分たちの人生、そして会社の運命を天てん秤びんにかけて……彼らは、その悪あく魔まの計画を実行するだろう」

　エリオットが首をふる。

「──僕ぼくは、様々な機関にこの事実を告げてまわった。だが……僕の話には証しよう拠こがなかった。手オ術ペ後のルカに会うことができず、手オ術ペのデータも閲えつ覧らんできない立場の僕は、彼女の身に起きた事態を、ただ推測しただけにすぎない。……結局、外部機関は会社側への聴ちよう取しゆくらいしかできなかったようだ」

　エリオットの虚うつろな目は、そこに存在しない何かを見つめていた。

「このままではルカの身が危ない──定期面接が刻々と迫せまるある夜、僕は警備員の目を盗ぬすんで彼女の病室に忍しのびこんだ。……病室のベッドのカーテンを開けると、そこにルカの安らかな寝ね顔がおがあった。久しぶりに見る彼女は、手オ術ペ前と同じ優しい存在感をたたえていた。僕は彼女を揺ゆり起こし、その白い手を引いて、病室から逃にげだそうとした……」

　エリオットの瞳ひとみが、悲しげにゆがんだ。

「……拒きよ絶ぜつされたよ。──ルカは、拍ひよう子し抜ぬけするほどまったくの別人になってしまっていた。そこには、およそ彼女を彼女たらしめていた、すべての要素が残っていなかった。──重度の人じん格かく変へん容よう事じ故こだった。僕は、嫌いやがるルカを強引に病室から連れだそうとしたが──彼女は怯おびえて、狂くるったように泣なき叫さけんだ。僕を罵ののしり、暴れ、呪じゆ詛その言葉さえ吐はいた。すぐに警備員が飛んできて、僕は社長室に連行された……」

　力なく肩かたを落とし、小さく首をふる。

「……あの病室にいたのは──もう、僕の知っているルカじゃなかった。たとえそれが人格変容事故のせいだったとしても……彼女に何の非もなかったとしても……。僕はもう、変わり果てた彼女を──僕を拒絶した彼女を、愛することができなかった……。──朝になって、ようやく解放された僕は……ふらふらと自分の研究室へ戻もどった。そしてそこで──僕は、ルカが死んだことを知った……」

　エリオットの声が、絶ぜつ叫きようを必死に押おさえこむかのように、かたかたと震ふるえた。

「──ルカは、死んだ……！　独り寂さびしく、冷たい電磁石製道路の上で……！　自分をめがけて猛もう然ぜんとアクセルを踏ふみこんでくるトラックを見て、彼女は一体どんな気持ちだっただろう？　怖こわかっただろうか？　悲しかっただろうか？　凍こごえるような夜空の下したで、一人身動きできないまま……意識を失うその瞬しゆん間かんまで、一体ルカは何を思っていたのだろう？　苦しかっただろうか？　寂しかっただろうか？　彼女は……ルカは……一体何を思ってこと切れていった？　一人で──世界の終わりに、たった一人で……！」

　手て錠じようのかかった両手で顔を覆おおい、わなわなと震えながら続ける。

「──僕のせいだ。僕がルカを殺した。僕がもっと慎しん重ちようにことを運んでいれば……いや、僕は彼女を見捨てたんだ。社長室に軟なん禁きんされて……僕は、彼女を救いだすことを諦あきらめた。僕は、僕を拒絶したルカのことをっ……！　──憎にくんで、しまったんだ……！」

　静かに、声をあげず──エリオットが慟どう哭こくする。

　シンゴは、エリオットのしばらくの沈ちん黙もくを、ただ黙だまって見ていることしかできなかった。

　やがて両手を顔から離はなしたエリオットは、視線を足元に落とし、再びつぶやくように話をはじめた。

「……何な故ぜ……。なぜ──僕ぼくが無事だったと思う？　警察や人じん権けん委いに周囲を嗅かぎまわられていたというのに、会社側はなぜ犯人探しをしなかったと思う？　僕がルカの病室に忍しのびこんだ一件は──不問に付ふされた！　若く優ゆう秀しゆうな研究者が、好こう奇き心しんゆえに犯した過あやまちだ、と……！　僕とルカが繫つながっていることなんて、調べるまでもなくわかっていたはずなのに……！」

　エリオットが苦しげなうめきをもらす。

「……誰だれかが、僕をかばったんだ。そしてそんなことができる人間は、一人しかいない……」

　眼鏡めがねの奥おくの、焦しよう点てんの定まらない瞳ひとみは──あまりに残ざん酷こくな、真実を見つめていた。

「……ルカだ。ルカが僕をかばったんだ。……確証はない。誰を問いつめても何も答えなかった。だけど……それしか考えられない。僕の告発行こう為いが見み逃のがされた理由……。僕の知らないところで……ルカはっ……。自分の命と──僕の身の安全を取引していたんだ……！」

　エリオットがぐったりと頭こうべを垂たれた。視線を虚うつろにさまよわせ、あえぐように言う。

「……真実が知りたかった。ルカの本当の気持ちを確かめたかった。そして……僕が犯してしまった罪を……その形を、その手て触ざわりを……はっきりと確認したかった」

　封ふうじこめていた感情を吐はきだすように、大きく息をつく。

「僕は……これまで通り研究員としての毎日を送りながら、こっそりと人じん格かく変へん容よう事じ故こについての研究をはじめた。ルカが事故を起こしたユニットを自分に挿そう入にゆうし、ユニット自体には問題がないことを確かめてから……。僕は人格変容についての基き礎そ理論の構築に着手し──やがて、様々な理論や技術の完成に至った」

　エリオットは遠い目になると、続けた。

「──そんななか、ある日……。バークマンから『ＡＯＣ計画』の話を持ちかけられた。やつの語るところによれば、すでにフライハイト研究所とは話がついているということだった。残るピースは、僕の人格変容事故に関する理論と、それを実じつ践せんする技術だけだ、と。……その悪あく魔まのささやきは、僕にとっては渡わたりに船の話だった。なにせ──人格変容事故の、貴重な生体実験の場を提供してくれるというんだからね」

　感情が枯かれてしまっているかのように、エリオットは淡たん々たんと語る。

「……その結果何が起きるかなんて、僕にはもうどうでもいいことだった。ルカが死んだあの日から──僕は、ただ彼女の真意を知りたいという一念だけで生きていた。僕はこれっぽっちも迷うことなく、バークマンの誘さそいに二つ返事でのった。……そうして──罪のない一いつ般ぱん市民たちを、ただ偶ぐう然ぜんに選ばれた多ユニット保有者であるというだけで、無理やり犯罪者に仕立てあげる日々がはじまった……」

　自分を嘲あざけるように、突つき放した笑いをもらす。

「……あとは、研究室で君に話したとおりさ。……『ＡＯＣ計画』を進めるかたわら、僕ぼくはバークマンの『警察軍構想』に従って、世間と完全に切り離はなされた検けん体たい──マリィを創つくりだした。そして未来のＣ．Ｓ．Ｃのテストケースとして、特注のユニットを次々と挿そう入にゆうしていった……」

　弱々しく首をふり、打ちひしがれた声で続ける。

「……やがてマリィが五歳さいになったころ、バークマンが彼女の検体登録をすると言いだした。──僕は迷った。もし、このままマリィが合法な存在になってしまえば……手元で人じん格かく変へん容よう事じ故この実験ができるチャンスなんて、もう二度と巡めぐってくることはないだろう。結局──僕はこの悪あく魔まのささやきに、最後まで抗あらがうことができなかった……」

　エリオットは椅い子すにもたれかかると、目を閉じて天井を仰あおいだ。

「僕は……ただ知りたかったんだ。あの日──ルカは何を思って死んでいったのか……。幸せに死んでいったのだろうか？　苦しんで死んでいったのだろうか？　死にゆく彼女の心のなかに、僕は存在できていたのだろうか？　僕がいま生きていることを、彼女は本当に喜んでくれているのだろうか？　僕と出会ったことは、彼女にとって幸せなことだったのだろうか？」

　閉じられたエリオットの瞳ひとみから、涙なみだがすうっと流れ落ちていく。

「僕は──……。ルカの救いに……なってあげられただろうか……？」

　──二人の間に、重たい沈ちん黙もくが垂たれこめた。

　シンゴもエリオットも、呼吸も鼓こ動どうも止めてしまったかのように、ずいぶん長いあいだ身動きひとつしなかった。

　やがてエリオットが深く息をはき、抑よく揚ようのない声で言った。

「シンゴ君……。僕もひとつ、聞いてもいいかい」

「ええ……。何です？」

　つぶやくように答えたシンゴに、エリオットがぼそぼそと続ける。

「君は法ほう廷ていで……バークマンらＣ．Ｓ．Ｃの非をことさら強調し、彼らにこの事件のすべての責任を負わせることで……。僕も彼らの犠ぎ牲せい者しやの一人であるとすることで、陪ばい審しん員いんに情じよう状じよう酌しやく量りようを求めたが……。それも、なんとなく──勘かんでやったことだ……というわけかい？」

　シンゴは怖こわい顔で首を横にふると、面会室に濃こく響ひびく、はっきりとした声で言った。

「勘かん違ちがいしないでください。ぼくはあなたを救ったわけでも、あなたから死を奪うばったわけでもありません。あなたがこの事件の犠牲者たちに行った非道な人体実験は、決して許されることのない大罪です。たとえあなたがどんな事情を抱えていたとしても、そこに同情の入る余地はありません」

　と──シンゴが瞳を翳かげらせる。

「……ただ、あなたが死んでしまうと、本当に一人ぼっちになってしまう人がいるから……」

　再びエリオットの顔を真っすぐに見つめ、透すきとおった声で言う。

「──だからぼくは、あなたが死ぬことを許しません。遺のこすことを許しません。……生きて、償つぐなってください。少なくともあなたには……生きることによってしか、償えない罪があります」

　言い終おえたシンゴの表情に、ふっと暗い影かげが浮うかんだ。

「……バークマン署長は……きっと自分の名めい誉よのことなんて、これっぽっちも望んでいないと思います。元々あの人は、アニバーサリーアースを守るために……すべてを投げ打って、悪あく魔まになることを選んだ人ですから……。バークマン署長には、ぼくがその遺志を継つぐことで……許してもらおうと思っています」

　面会室を、しんみりとした静せい寂じやくが包んだ。

　シンゴは時間を確認すると、荷物台に置いていた個人登録証を手にとった。

「実は……マリィさんの個人登録手続きをしようと思ってるんです」

　あれこれと個人登録証をいじって、一枚のホログラム画像を表示させる。

「見てのとおり、必要なものはほとんど揃そろってるんですけど……。名前をどうするべきか、それだけ迷っていまして」

　ホログラム画像を見つめるエリオットの濁にごった瞳ひとみに、微かすかに優しい輝かがやきが灯ともった。

「でも……エリオット主任のお話を聞いて、確信が持てました。やっぱり、この名前で申しん請せいしようと思います。いや──ぼくはするべきだと思います。……いいですよね？」

　エリオットはうなずくと、穏おだやかな声で言った。

「ああ……ありがとう。──本当は、ミドルネームでさえ重すぎるくらいだけど……。かと言って、あの子をこのまま一人にしておくわけにはいかない。そう、それだけは絶対に……」

　シンゴの背後で、ドアをノックする音が鳴った。ガラス張りのドアのむこうで、刑務官が自分の腕うでを指差し、シンゴにむかってもう時間だと合図を送っていた。

　シンゴはホログラムを切ると、個人登録証をポケットにしまい、立ちあがった。

「この名前が持つ意味を……まだ、マリィさんには伝えていません。いつか……あなたの口から、伝えてあげてください」

「ああ……わかったよ」

　エリオットは大きく息をはくと、先ほどまでよりも幾いく分ぶんしっかりした声で続けた。

「いつか、僕ぼくからあの子に真実を話せる日が来るように……。その日のために、僕は自分が奪うばってきた幸せの形を……そして決して許されない自分の罪と弱さを、ここで見つめなおそうと思う」

　そして愛いつくしむように目を細め、その名を心に刻みつけるように、ゆっくりとつぶやく。

「……『マリィ・Ｅイライアス・ルカ』──いい名前だ……」

　シンゴは微笑ほほえみ、優しくうなずいた。

「マリィさんが、愛されてこの世界に生まれてきたっていう……何よりたしかな、証あかしです」




　　　　　　†††




　──同どう日じつの午後。アニバーサリーアース中央区。

　夕日はちょうど水平線のむこうへ沈み、港こう湾わん都市を夜が飾りつけはじめている。

　高層ビル群が煌こう々こうときらめき、帰宅するリニアカーのヘッドライトが、道路をきらびやかに埋うめ尽つくしている。雨の多い西海岸の二月だが、この日の空に雲はない。眼下の華はなやかな光景に負けまいと、星々が一いつ生しよう懸けん命めいになって、夜空をまばゆく彩いろどっている。

　絢けん爛らんに輝かがやくアニバーサリーアースの摩ま天てん楼ろうのなか──都市警察本署ビルの入り口の路上に、炎ほのおを思わせるフォルムの青いクーペが停とまっていた。

　その助手席に、ぶかぶかのトレンチコートを着た少女が座っている。

　少女の無む垢くな瞳ひとみは、携けい帯たい電話から再生された淡あわいオレンジ色のホログラム映像にむけられている。どうやら、少女は誰だれかと映像通信を行っているようだ。

　やがて用件が済んだらしく、少女がホログラムにひらひらとトレンチの袖そでをふった。通信を切り、携帯電話をポケットにしまいこむ。あどけない仕草で伸のびをして、気取った視線をフロントガラスに投げる。

　と、そこへ──申し訳なさそうな顔をして、スーツ姿の青年が運転席に滑すべりこんできた。

「いやあすみません、遅おそくなりました。帰り際にレミール新署長に捕つかまっちゃいまして……」

　バタバタとエンジンスイッチを押おす青年に、少女が舌足らずに声をかける。

「ちょーどいま連れん絡らくがあったぜ。あっちもまだすこしかかるそーだ」

「──あ、そうなんですか？　それじゃ、そんなに急がなくても大だい丈じよう夫ぶそうですね」

　青年はほっとしたようにそう応じると、帰宅する車であふれかえる道路に、安全運転でゆっくりとクーペを紛まぎれこませた。




「それにしても……けっこう久しぶりですよね、マリィさんと会うのも」

　前方の車のテールランプを見つめながら、青年が言う。

「ひさしぶりったって、まえ会ったの退院のときだろ。一週間いつしゆーかんとかそれくらいだぜ」

　少女・マリィは何でもなさそうに答えると、大あくびをした。

「まあそうなんですけど……。でもマリィさん、なんだか会うたびにちょっとずつ成長していってるような気がするんで……。つい、久しぶりみたいな感じがしちゃうんですよね」

　マリィは澄すました顔になると、自じ慢まんげに言った。

「まー、マリィは日々研さんをつんでるからな。よりタフでスマートになるべく、毎日いろいろと努力してるんだ。……うかうかしてるとおいてくぜ、シンゴ？」

　青年・シンゴが、苦笑しながら答える。

「まあ、これからしばらくの間、マリィさんの成長を間近で見られるわけですからね。置いてかれそうになったら……その時はがんばります」

　マリィは気き障ざに肩かたをすくめると、話題を変えた。

「──で、レミールの若だんなは？　なんて言ってた？」

　シンゴが顔をしかめて答える。

「ええ、手続きは公式に受理してもらったんですけどね。考えなおせって、しつこく迫せまられちゃいました。なかなか解放してもらえなくて……結局、無理やり逃にげてきました」

　マリィは難しい顔になると、独り言のようにつぶやいた。

「……まー、なー……。レミールにとってみれば、都市けーさつのしんらい回復が至し上じよー命めー題だいなわけだしな。じけんの象しよー徴ちよーのＣ．Ｓ．Ｃなんざ、たとえ名前だけだったとしても、のこしときたくないんだろーな」

「……まあ、ぼくも悪いとは思ってるんですけど……」

　シンゴの表情に、ふと迷いにも似た影かげが落ちる。

「もしかしたら、こんなこと言うべきじゃないのかもしれないですけど……。ぼくがやったことは、結局バークマン署長と一いつ緒しよなんじゃないか……って、最近思うんです。誰だれかを守るために、別の誰かを犠ぎ牲せいにする……。一つの命を救うために、別の命を絶つ……。たとえそこにどんな理由があったとしても、そんなことをする権利、きっと誰にもないはずなんです」

　マリィは何も答えず、シンゴの言葉を黙だまって聞いている。

「たしかにぼくは、何かを救ったのかもしれません。自分やマリィさんやエル、そして『黒くろい闇やみ事件』の犠牲者たち。さらには、今後犠牲になったかもしれない一いつ般ぱん市民たち……」

　シンゴが瞳ひとみを伏ふせる。

「……ですが、そのために──ぼくは、バークマン署長とウォーカーの命を奪うばってしまいました。……そしてこの街まちから、Ｃ．Ｓ．Ｃという存在を奪ってしまった……」

　やり切れないもどかしさのような感情が、シンゴの声の奥おくで渦うずを巻いていた。

「実際、地球政府の治ち安あん維い持じ部隊が撤てつ収しゆうしてから──サンフィーロ地区や郊こう外がいで、犯罪発生率が目に見えて上昇してしまっています。……結局ぼくは、自分が救いたいと思ったものを救うために、別の何かを犠牲にしてしまっているんです。そしてそれは、バークマン署長がやっていたことと、本質的には何の変わりもないことなんじゃないかと思うんです」

　胸むねに立ちこめる闇を払はらうように、シンゴが重々しく息をはく。

「だから、なんていうか……。改かい革かくの象しよう徴ちようとか、正義のヒーローみたいな扱あつかいをされるのは、やっぱりちょっと違ちがうような気がして……」

　マリィは考えこむと、言った。

「……でもよ、なにも名前まで流りゆー用よーすることはなかったんじゃないか？　おまえはそーじゃなくても、やっぱり世間からしたらイメージわるいぜ」

「うーん……。まあ、そうかもしれないですけど……。でも何か……なんとなく……」

　シンゴは怖こわいくらいに真しん剣けんな顔つきになると、静かに続けた。

「このまま、都市警察で戦い続けていたら……。いつか──ぼくは、本当にバークマン署長と同じになってしまうような気がしたんです。バークマン署長と同じような壁かべに当たって、同じように悩なやんで……そして最後に、同じような答えにたどり着いてしまうんじゃないか、って……。なんか、そんな気がしたんです」

　マリィが首をかしげて聞く。

「それなら……なおさら、名前は別のにしたほうがよかったんじゃ？」

　シンゴが首をふる。

「いえ……ぼくにとって、バークマン署長とＣ．Ｓ．Ｃは、やっぱりいまでもヒーローなんです。ぼくを救いにきてくれた──父さんと母さんを助けにきてくれた、永遠のヒーローたちなんです」

　シンゴの瞳ひとみが、その言葉が──凛りんとした輝かがやきで、くっきりと縁ふち取どられていく。

「だから、ぼくは追いかけたいんです。不正に手を染そめてしまったＣ．Ｓ．Ｃじゃなくて……。あの日、ぼくを助けにきてくれたＣ．Ｓ．Ｃと……そして、バークマン署長の背中を……」

　迷い、もがきながら──しかし、シンゴは前へと進んでいく。

「ずっと追いかけ続けることができたら……。きっとその先で、何か別の答えが見つかるような気がするんです。バークマン署長が見つけられなかった、本当の答えが……」

　守るべきもののために。そうしなければ、守れないものがあると知っているから。

「マリィさんやエルや、この街まちに住むすべての人たちが……幸せに、笑って暮らせるような──そんな未来が……」

　──青いクーペが、トゥーフォード地区の五番街に到とう着ちやくした。

　しんみりとした沈ちん黙もくをやぶって、マリィが言った。

「……まー、とにかくシンゴ、マリィが十八じゆーはつ歳さいになるまでがんばれ」

　シンゴがニッと笑う。

「あと六年、ですね」

「そーだ。マリィは十五歳じゆーごさいになったらけーさつ学がつ校こーに入学にゆーがくして、十八歳じゆーはつさいになったら卒そつ業ぎよーする。で、都市けーさつ着任と同時どーじに、Ｃ．Ｓ．Ｃにはいる。ぜんぶで六年だ」

「警察学校もＣ．Ｓ．Ｃも、コネ採用はしませんよ？」

「まかせとけ。そのために、日々タフさとスマートさにみがきをかけてるんだからな」

　シンゴはマリィにむかって右手を差しだすと、言った。

「……待ってますよ。マリィさんが、正式にぼくの『相棒』になってくれる日を。それまで──当面は新署長に人員補ほ充じゆうを陳ちん情じようしつつ、とりあえず一人でがんばっておきますから」

　マリィがシンゴの手を握にぎり、答える。

「ああ。よろしくたのむぜ、サトウ捜そー査さ官かん」

　シンゴは照れくさそうに頭をかくと、運転席のドアを開けた。

「──さ、それじゃ行きましょう。……準備はいいですか、マリィさん？　今日はべろんべろんになるまで飲む予定ですからね」

「ふん、のぞむところだ。シンゴこそつぶれるなよ」

　二人は車を降りると、約束のバーへと入っていった。




　──バー『オ・ルヴォワール』の店内は、以前二人が訪れたときと同様、相変わらずの味わい深い雰ふん囲い気きに包まれていた。合計六名の客が、一人で、あるいはむかいあって、めいめい静かにグラスを傾かたむけている。カウンターのなかでは、中年の黒人バーテンダーが、馴なれた手つきでワイングラスを磨みがいていた。

　シンゴとマリィは、並んでカウンター席にむかっていった。バーテンダーの目の前の席に並んで座り、注文をだす。

「バーボンシングル、ふたつ」

「あ、ホットでお願いします」

　バーテンダーは眼鏡めがねの奥おくの目をぎらつかせると、手に持っていたワイングラスと布ふ巾きんをカウンターの上に置き、無言で奥へと引っこんでいった。

　バーテンダーは──四ヶ月前に一度店を訪れただけのこの妙みようちきりんな二人組のことを、どうやらしっかりと覚えていたらしい。ほどなくして戻もどってきたバーテンダーの手のなかには、ほわほわと白い湯ゆ気げをたてる、二つのマグカップが握にぎられていた。

　目の前に置かれたマグカップをのぞきこみ、シンゴがうーむ、とうなり声をあげる。

「……さてマリィさん、どうします？　もう乾かん杯ぱいしちゃいますか？」

「ああ、いや……。せっかくだし、もーちょっとまってみるか」

　──と、そこへ、入り口の扉とびらが開く音がした。

　振ふりかえったシンゴとマリィに、金きん髪ぱつの美少女がはつらつとした声をあげる。

「あ！　やーほー！　二人とも、遅おくれてごめん！」

「エル、久しぶり！」

「まーすわれよ」

　エルが嬉うれしそうににこにこと笑いながら、軽かろやかな足どりでカウンター席へとむかっていく。そしておもむろに両手を大きく広げ、マリィをむぎゅっと抱きしめる。

「はうー、マリィちゃん。たった半日会わないだけで、こんなにも恋こいしい、アンド恋しい……。ああ、とても癒いやされます……。──それでそれで？　下宿生活はどんなご様子？　エルお姉ちゃんがいなくても、耐たえられそう？」

　恍こう惚こつとした表情のエルにむにむにと頰ほおずりをされながら、マリィがクールに答える。

「げしゅく生活せーかつはぼちぼちだが……。おまえ、こんなんでほんとーに二ヶ月ももつのか？」

「うう、もたないかも……」

　エルはひとしきりマリィを抱きしめると、ご満まん悦えつな様子で席についた。マリィをはさんでむこう側のシンゴに、勢いよく手を振ふりあげる。

「やーシンゴ君！　私が帰ってくるまでマリィちゃんをよろしく！」

「それはもちろんだけど……ねえエル、いつも家でマリィさんにこんなことしてるの？」

　怪け訝げんに眉まゆをよせるシンゴに、エルがからかうような調子でかえす。

「んんー？　なになに？　もしかして嫉しつ妬とかな？　シンゴ君もエルちゃんに頰ほおずりしてほしいとか？　あ、もしかして一いつ緒しよに住みたいとか？」

「……いや、そういうことじゃなくて……」

　シンゴは呆あきれたようにため息をつくと、話題を変えた。

「で──出しゆつ壁ぺきの手続きはどうだった？　準備は全部済んだの？」

　エルは指でオーケーマークをつくると、ウインクをして答えた。

「おかげさまで、ばっちり、アンドばっちりよ。あした、朝一番でロンドン・シティへ発たちます。二ヶ月間、がんばって賞金を稼かせいでまいります」

　事件後──エルはバークマンと地球政府から振り込まれた合計六千万リディアの報ほう酬しゆうを、すべて『黒くろい闇やみ事件』の遺族のために作られた救済基金に寄付していた。ただ、そのためにユニットのローンを返済できなくなってしまい、出稼ぎの必要に迫せまられることとなってしまっていた。

　事件直後にシンゴが長期入院を余よ儀ぎなくされたこともあり、マリィはエルに引きとられて一緒に生活していたのだが──いくらＣ．Ｓ．Ｃの卵とはいえ、十二歳さいの少女を〝狩かり〟に連れていくわけにはいかない。かといって、瓦礫の街ラビツシユタウンで一人留守番をさせておくわけにもいかない。一方で、ローンの支払いはもう三ヶ月も滞とどこおっている。なんとも弱り果てていたところに──ようやく、シンゴ退院の朗ろう報ほうが届いたのだ。

　──そういうわけで、エルは今日の昼からシンゴにマリィをあずけて、午後いっぱいを使ってアニバーサリーアース出壁の手続きを整え、〝狩り〟の準備に勤いそしんでいたのだった。

「んーで？　シンゴの方はどうなったわけ？　なんか、Ｃ．Ｓ．Ｃをもう一度立ちあげる──とか、なんとかいうやつ」

「ああ、うん。正式に受理してもらった。たぶん、復帰と同時に異動になると思う」

　エルはカウンターにべたんと上体を投げだすと、むくれ顔でシンゴを見上げた。

「……私、Ｃ．Ｓ．Ｃにあんまり良い印象ないんだけどなァ。すごくいじめられたし」

「あ、えっと……そ、それは……その、ごめん」

　シンゴは冴さえない顔になると、心苦しそうに答えた。

「……まあ、いいんだけどさー」

　エルの瞳ひとみが、いたずらっぽくシンゴをのぞきこむ。

「……エルちゃんのこと、いじめちゃ嫌いやデスよ？」

　シンゴがどぎまぎしながら答える。

「そ、そんなこと、するわけないよ」

　エルが満足そうに笑う。

「……ムフ。それなら良し！」

　と──三人のもとに、バーテンダーから催さい促そくの咳せき払ばらいが降ってきた。

「──おっと」エルが慌あわてて体を起こす。「……んーで？　キミタチはそれ、一体何を飲んでるのかね？」

　マリィがマグカップを掲かかげて言う。

「まだ飲んでないけどな。バーボン。シングルだ」

「銘めい柄がらは『ホワイトストーン』。ちなみにホットだよ」

　エルはマリィのカップをのぞきこむと、意味ありげにうなり声をあげた。

「──んん、なるほどね。……そういうことだったわけね」

　言って、じとっとシンゴを見やる。

「……まあ、今回はこのオチで勘かん弁べんしてあげますか」

「あ、あはは……それはどうも……」

　シンゴが苦笑いをしながら頭をかく。

「──さて。……それじゃーオジサン、私も二人と同じのちょーだい！」

　バーテンダーは奥おくへ引っこむと、しばらくしてマグカップを手に戻もどってきた。エルの前にカップを置くと、再びワイングラスを手にとって、丹たん念ねんに布ふ巾きんで磨みがきはじめる。

　三人はそれぞれマグカップを手に持つと、互たがいにあらためて視線を交わしあった。

「さ、んじゃー乾かん杯ぱいといきますか！　……えーっと、たしか本来は……バーでお別れの乾杯みたいな、なんかそんなよーな約束だったのよね？」

「うん、まあそうだったんだけど……。約束したときの意味でのお別れとは、もうちょっと違ちがう感じだし……」

　エルは思案顔になると、親指の爪つめを嚙かみはじめた。

「ふーむ、どっしよーかな……」

　やがて何か閃ひらめいたらしい。エルは瞳をきらきらと明るく輝かがやかせると、気合満点で立ちあがった。

「……よし！　それじゃーいくよー！」

　エルの音おん頭どにしたがって、シンゴとマリィも立ちあがる。

「さあさあ、ではでは……。我われらがシンゴ捜そう査さ官かんのー……退院を祝しつつ！　マリィちゃんのー……検けん体たい卒業を記念しつつ！　出で稼かせぎに行っちゃうエルちゃんのー……無事を祈いのって！」

　三人が、ひときわカップを高く掲かかげた。

「三人の短い別れにー……はい、カンパーイ！」

「カンパーイ！」

「……かんぱい」

　三人がそれぞれ声をあげ、カップの縁ふちをぶつけあう。

　無む邪じや気きにミルクをすする三人を見て、カウンターのなかの無ぶ愛あい想そうなバーテンダーの頰ほおが、自然と優しく緩ゆるんでいく。

　その左手に握にぎられている、美しく磨みがかれたワイングラスのなかで──。

　シンゴとエルの、弾はじけるような笑顔と。

　ぎゅっと目をつぶった、マリィ渾こん身しんの笑顔が──綺き麗れいに、とても綺麗にきらめいていた。













　あとがき







　はじめまして。亜あ空そら雉きじ虎とらです。『双そう星せいの捜そう査さ線せん　─さよならはバーボンで─』、いかがでしたでしょうか？

　この小説は、第十九回電でん撃げき大賞に応募・最終選考で落選した『さよならはバーボンで　──ＴＨＥ　ＳＩＬＥＮＴ　ＲＯＡＲ──』という作品に、計五度以上にわたる大おお幅はばな改かい稿こうを施ほどこした形のものとなっております。ただ、大幅な改稿とはいっても、もちろん話の軸じく自体は変わっておらず、ストーリーの流れや全体の精度、演出などをテコ入れしていった結果、ページ数にして八十以上も分量が増える結果になってしまった、という感じになっております。

　今回、自分の力不足を痛感させられつつも、結果的に書きたいと思っていたことはすべて書ききることができました。いま充じゆう実じつ感かんを味わっているのと同時に、もっと面白い作品を書いていきたい、読んでいただけた方の心に残るような、最高の小説を書けるようになりたい……という欲求も、胸むねのなかでムンムンと渦うず巻まいていたりしています。とりあえずは満足いく作品が書けた、よし、じゃあ次はもっと面白いものを書いてやろう……みたいな、そんな感じです。

　作品を読んでいただいた読者の皆みな様さまには、多少なり伝わっている（はず）と思いますが、そう、僕ぼくが書きたいのはこんな物語なのです。魅み力りよく的てきなキャラクターたちの活かつ躍やく、ワクワクするような展開、ドキドキのストーリー、心が震ふるえるようなドラマ、そして読み終わった後に、即そく座ざには言葉にできない特別な感動を与えられるような、最高に面白い小説……。

　このあとがきを書いているいまの段階では、その目的を達成できたかどうかはまだわかりません。読者の皆様にどう読まれ、どう感じていただけたかがすべてです。「うん、そんな感動を味わえたよー」という方がもしいらっしゃるのであれば、これほど嬉うれしいことはありません。

　ですが、まだまだ満足はしていません。僕がイメージする最高の小説は、もっと高いところにあります。いつかそこへたどり着けるよう、これからも努力していきたいと思っています！

　最後に。根気よく何度も改稿に付き合ってくださった、担当編集の湯ゆ浅あさ様、土つち屋や様。お二人の「この作品をもっと面白くしたい、最高の形で読者に届けたい」という想おもいに背中を押おされ、現時点で出せるすべての力を出し切ることができました。そして、素敵すぎるイラストを描かいてくださったアカバネ様。キャラクターから舞ぶ台たい設定まで、もう何から何まで完かん璧ぺきすぎ＆素晴らしすぎです！　作品のドラマ感をこれ以上ない最高の形で表現していただき、当方いたく感激しております。上記お三方、さらには作品のことを汲くんで作業をしてくださった校こう閲えつ様、ならびに関係者の皆様方。本当にお世話になりました。これからもよろしくお願いいたします！

　そして、最後までお付き合いいただいた読者の皆様。

　この小説を手に取り、読んでくださったこと。そのこと自体に、もう本当に感謝、感謝、感謝の一言です。ここまでお付き合いくださり、まことにありがとうございました！

　これからも皆みな様さまに面白い作品を届けられますよう、頑がん張ばっていきたいと思っております。その時はまたぜひ手に取って楽しんでいただければ、幸いです！

　──というわけで、亜あ空そら雉きじ虎とらでした。それでは読者の皆様、またの機会に！
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亜あ空そら雉きじ虎とら

１９８４年生まれ。18歳で目標を見失い、以後どうしようもない毎日を送っていたが、26歳のある日一念発起、小説を書きだして今に至る。現在、体はキツいが心は幸せ。こんな自分を支えてくれた家族に感謝。写真は家の猫（７歳♀）と犬（１歳♀）。
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イラスト／アカバネ

サラリーマンしつつイラストレーターさせてもらっています。金髪と美幼女と獣耳と女児アニメが大好き。最近はお茶漬けにはまって色んな種類のお茶漬けを食べてます。鮭茶漬け美味しい。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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本書は第19回電撃小説大賞応募作品『さよならはバーボンで ──THE SILENT ROAR──』に加筆・修正しています。
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